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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　天てん窓まどから洩もれる月明かりが、少女の横顔を照らしている。

　月の光そのものを結晶にしたような、儚はかなくも綺き麗れいな少女だった。

　体温を感じさせない、透き通るような白い肌。

　三つ編みにした金色の長い髪が、光の加減で揺らめく炎のように色を変えていく。

　碧あおく輝く双そう眸ぼうに浮かんでいたのは、純粋な戸惑いの色だった。

　自分がなぜここに存在しているのか、それすらも彼女は理解できずにいる。

　まるで長い夢から目覚めたばかりのように。

　あるいは、そう、蘇そ生せいした直後の死者のように──

「おはよう、眠り姫。素敵な夜ね」

　不意に誰かの声が聞こえて、少女はゆっくりと視線を巡らせた。

　少女のベッドのすぐ傍そばに、よれた白衣を着た女が立っている。

　とろんとした眠そうな目つきと、ぼさぼさの髪。緊張感とは無縁な、だらしない印象の女だ。

「私が誰か、覚えてる？」

　やけに幼く見える笑顔で、白衣の女が人ひと懐なつこく問いかけてくる。

「深み森もりちゃ……」

　少女は反射的に質問に答えかけ、そして混乱したように言葉を切った。他人の思い出と混じり合って、どこからどこまでが自分自身の記憶なのかよくわからない。

「汝なんじは我われの……否いな、あの心優しき巫女みこの母親か……」

「大正解。やっぱりあなたは凪なぎ沙さちゃんと意識を共有してたのね」

　困惑する少女を興味深そうに眺めて、白衣の女は微笑ほほえんだ。

　ＭＡＲ──マグナ・アタラクシア・リサーチ医療部門の研究主任。そして暁あかつき古こ城じようの実の母親、暁深森。曖あい昧まいな夢に似た記憶の中で、少女は彼女のことを知っていた。彼女が暁凪沙の母親で、そして十二番目のアヴローラと呼ばれる人工吸血鬼の研究者であることも──

「此こは何処いずこなりや？」

　少女が怯おびえたように周囲を見回して訊きく。

　四方を透明なガラスの壁に囲まれた、広い部屋だった。彼女の記憶の中にはない部屋だ。

　少女のベッドを取り囲むように、多数の医療機器が設置され、それらから延びたケーブルやチューブが、彼女の細い腕につながれている。

　病院や研究所のようでもあるが、分厚いコンクリートに覆おおわれた床や壁は殺風景で、どこか威圧的に感じられた。まるで獰どう猛もうな獣けものを見物するための檻おりのようだ。

「静かでしょう？　ブルーエリジアムの魔ま獣じゆう庭てい園えんよ」

「蒼あおの……楽園？」

　少女が驚いたようにかすかに眉まゆを震わせる。

　絃いと神がみ島じま〝魔ま族ぞく特とつ区く〟の一部として、太平洋上に造られた増設人工島サブフロート。少女の中には、その施設を訪れた日の記憶があった。暁あかつき凪なぎ沙さと名乗る人間として、観光に訪れた日の記憶が。

「眠ってるあなたを連れてきておいたの。絃いと神がみ島じま本ほん島とうはちょっと大変なことになっているから。あなたが目覚めたのも、それが理由」

「お……王たちの降こう臨りんか」

　そういうこと、と暁深み森もりはにこやかにうなずいた。

　少女は小さく唇を嚙かむ。近づく嵐の気配に気づく鳥のように、彼女の鋭敏な感覚は、絃神島に出現した巨大な魔力をとらえていた。

　天災に匹敵するほどの、圧倒的な魔力源。

　三さん柱ちゆうの吸血鬼の真祖たちが、絃神島に出現しているのだ。

　そして彼らの魔力の影響を受けて、少女の肉体は覚かく醒せいした。少女の中に眠る獣けものの意思が、宿やど主ぬしである彼女を目覚めさせたのだ。迫り来る危機に備えるために──

「身体からだの調子はどう？」

　白衣のポケットに手を突っこんだまま、深森が世間話のような口調で訊きいてくる。

「恙つつが無なし──」

　問題ない、と言いかけて、少女は小さく息を吞のんだ。

　彼女の脳裏をよぎったのは、自分自身の死の光景だ。

　殺さつ神じん兵へい器きの意識とでも呼ぶべき邪悪な魂、〝原初ルート〟を滅ぼすために、彼女は死んだ。破は魔まの杭くいに自ら胸を貫かれ、彼女の肉体は消滅したのだ。

　暁凪沙を依より代しろとして魂を現世に留とどめていても、それは存在の残ざん滓しに過ぎない。いずれ時が経たてば、幻のように儚はかなく消滅するはずだった。

　それなのに今の少女には、現実の肉体が与えられている。

　生前と寸すん分ぶん違たがわぬ生身の肉体。吸血鬼の肉体が。

「喪うしなわれた我われの魂の器が……？」

　己の両手を見つめて、少女がうめく。

　驚きよう愕がくする少女を見つめながら、暁深森は優しく目を細めた。

「六番目ヘクトスが、あなたのために残した身体よ。血の記憶を上書きすることで、あなたがそれを受け継いだの。もともと同じ素そ体たいだから違和感はないはずだけど」

「我わが現うつし身みは、六番目ヘクトスの聖せい骸がいか……」

　少女は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。あふれ出す感情を抑えるように、小さく唇を嚙みしめる。

「六番目ヘクトスは、今、古こ城じよう君の中にいるわ。第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうの一部となって」

「古城……！」

　少女が弾はじかれたように顔を上げた。腕に刺さった点滴のチューブを乱暴にちぎって、深森に詰め寄る。

「我われを古城の許もとへ誘いざなえ……！」

「そうね。あたしもあなたを古こ城じよう君に会わせてあげたいけど、今はちょっと難しいかな」

　深み森もりは小刻みに首を振り、少女の腕の傷にガーゼを当てた。流れた血を拭ぬぐい去さると、傷口はすでに消えている。吸血鬼の持つ再生能力だ。

「何なに故ゆえ……？」

　少女が責めるように深森を睨にらむ。

　空気が抜けるような静かな音を立てて、壁の一部が開いたのはその直後だ。

　入ってきたのは、武装した兵士の集団を引き連れた白衣の男だった。

　少女を見下ろす男の瞳には、無機物を眺めるような冷ややかな光が宿っている。

　その眼光に怯おびえたように、少女は身を硬くした。

　男の視線に敵意を感じたわけではない。むしろ、その逆だ。男は少女のことを、ただの実験動物としか見ていない。その冷淡さに彼女は恐怖したのだ。

「暁あかつき主任、ご苦労でした。以後、トゥエルフスの管理は、我々、第九研究室ラボで引き受けます」

　白衣の男が、タブレット端末に表示された引き継ぎ書類を深森に差し出す。

「あらあら、お早いお着きで」

　深森は端末を受け取りながら、仕事熱心ね、と皮肉っぽく言った。

　白衣の男はそれを無視して、少女のほうに向き直る。

「被検体ナンバー・トゥエルフス──これよりあなたの検査を行います。まずは肉体、精神、そして封印された眷けん獣じゆうの状態を確認しなければなりませんので」

　怯えたように身を硬くする少女に、兵士たちが無言で銃口を向けてくる。

　彼らの装備は、吸血鬼捕獲用の短針銃ニードルガン。微細な銀イリジウム合金の針を大量に撃ちこんで吸血鬼を無力化する、聖せい域いき条約違反の非人道兵器だ。

　しかし白衣の男は、表向きだけは丁寧に少女に呼びかけた。

「ですが、どうかご安心ください。あなたの安全については、我々ＭＡＲが保証いたします。なにしろあなたは現存する最後の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟──〝天てん部ぶ〟の遺産なのですから」

「う……あ……」

　男の言葉を拒否するように、少女は弱々しく首を振る。

　しかし男は、少女の態度を気にする素そ振ぶりも見せない。実験動物の意思など、彼にとっては、なんの意味もないのだ。

　それを理解して少女は絶望に襲われる。

　少女が恐れていたのは、白衣の男や、彼が引き連れている兵士たちではない。彼女が恐れていたのは自分自身──己の中に眠る眷獣だ。

　宿やど主ぬしである少女が実験動物として扱われることを、あの誇り高き氷の妖よう鳥ちようは決して許さないだろう。そして眷獣が怒りのままに目覚めれば、すべては終わる。この小さな人工島もろとも、男たちは消滅することになる。

　少女にはそれを止められない。

　彼女は眷けん獣じゆうの支配者ではなく、単なる封印に過ぎないのだから──

「素直に言うことを聞いてくれるなら、美味おいしいものも食べさせてもらえるわよ、ね？」

　震えている少女を励ますように、深み森もりが朗らかな口調で言った。

「ええ、もちろん」

　白衣の男が、無表情なまま首しゆ肯こうする。

　深森は唇の端を悪戯いたずらっぽく吊つり上げて微笑ほほえみ、

「だけど、そういう問題でもないのよね」

「……暁あかつき主任？　いったいなにを……？」

　白衣の男が眉まゆを寄せた。何気なくベッドへと近づいた深森が、少女の口元になにかを押し当てたからだ。

　ダイビングマスクに似たその装置が、軍用の防毒マスクだと白衣の男たちが気づいた瞬しゆん間かん、天井から凄すさまじい勢いで紫色の煙が噴きだした。その煙は密閉された部屋を一瞬で覆おおい尽くし、兵士たちの視界を奪う。

「麻酔ガスだと……!?」

　白衣の男が咳せき込こみながら膝ひざを突いた。幽閉した吸血鬼の暴走に備えて、部屋に設置されていた麻酔ガス噴出装置。暁深森がそれを使ったのだ。

「研究所のセキュリティシステムを乗っ取ったのか！　いったいどうして、こんな……!?」

　驚きよう愕がくにうめきながら、白衣の男は床に転がった。

　短針銃ニードルガンを構えていた兵士たちも、発砲する前に無力化されてしまっている。吸血鬼の少女の行動だけを警戒していたせいで、天井から噴き出すガスへの反応が遅れたのだ。

　対吸血鬼用の麻酔ガスは、人間に対しては効果が薄い。それでも強烈な筋きん弛し緩かん効果により、一瞬で行動不能に陥らせる程度には強力だった。

　暁深森が、研究所のシステムを乗っ取っていたことに驚きはない。彼女は過去感知能力者サイコメトラーであり、しかもＭＡＲ医療部門の責任者だ。どれだけ厳重なパスワードも彼女には筒抜けだし、生体認証に必要な細胞組織の偽造もお手の物だろう。

　問題は、その深森がどうしてＭＡＲを裏切るような真似まねをしたのか、ということだ。

　しかし男の疑問には答えず、深森は金髪の少女に手を伸ばす。

「行きましょう、眠り姫──この研究所に、もう用はないから」

　同じく防毒マスクをつけた深森に手を引かれて、少女は裸足のままベッドを降りた。

　深森は彼女の手を引いて、紫煙に包まれたガラスの檻おりを脱出する。

「わ、我われを……何処いずこへと導く、過か去こ視みの癒やし手よ？」

　少女は、迷路のように入り組んだ長い通路を走りながら訊きいた。

「〝聖せい殲せん〟の祭壇──絃いと神がみ島じまに」

　防毒マスクを外した深み森もりが、振り返って少女に告げる。

　建物の中に警報が響いた。通路を巡回していた武装警備ポッドが、少女の脱走を検知して、彼女たちの行く手を阻むように集まってくる。

　ゴミバケツほどの大きさの円筒形のポッドには、愛らしいパステルカラーの外見に似合わぬ無ぶ骨こつな機銃が搭載されていた。

　だが、その銃口が少女たちへと向けられる前に、警備ポッドの筐きよう体たいを衝撃が貫いた。

　砕け散った窓ガラスの破片が雪のように舞い散って、少し遅れて銃声が聞こえた。

　火花を散らして吹き飛んだ警備ポッドが、廊下の壁に激突して動きを止める。

　ポッドの真ん中に穿うがたれていたのは弾だん痕こんだった。

　窓の外、四、五百メートルほど離れた無関係なビルの屋上に、巨大な対物ライフルを構えた人影が見える。だらしくなくシャツを着崩して、気け怠だるい雰囲気を漂わせた中年男性だ。

　その男がポッドを狙そ撃げきして、少女と深森を救ったのだ。

　続けざまにライフルを連射して、男は、警備ポッドを次々に撃ち抜いていく。

　深森は、男が自分たちを護まもってくれると確信していたのだろう。破壊されたポッドたちの隣を悠ゆう然ぜんとすり抜けて、そのまま建物の出口へと向かった。

　魔ま獣じゆう庭てい園えんと呼ばれる巨大研究施設。建物と建物の間には、網の目のように運河が流れている。

　運河の水面には、一いつ艘そうのモーターボートが浮かんでいた。

　深森はそのボートに迷いなく乗りこんで、おいでおいで、と少女を手招きする。

「古こ城じよう君のために、あなたが必要なの。力を貸してくれる、アヴローラ・フロレスティーナ？」

　ボートのエンジンを始動した深森が、ためらう少女を見上げて訊きいた。

　少女はハッと顔を上げて、力強くうなずいた。

「よ……よかろう……！」

　尊大な言葉遣いとは裏腹に声を震わせながら、少女は恐る恐るボートに飛び乗ってくる。

　そんな少女を眺めて、深森は、ふんふーん、と歌うように笑う。

「……そうそう。これ、あげるわ。目覚めたばかりでお腹なか空いてるでしょ？」

　がさごそとボートの運転席をあさって、深森が取り出したのは小さなクーラーボックスだった。大量のドライアイスに混じって、色とりどりの棒アイスがぎっしりと詰めこまれている。

　その中の一本を受け取って、少女──アヴローラは初めて微笑した。

「美び味み」

　白い水みず飛沫しぶきを撒まき散ちらしながら、少女を乗せたボートが夜の運河を加速していく。

　それは領主選争の舞台裏で、ひっそりと起きた小さな事件──

　第だい四よん真しん祖そ、暁あかつき古城の物語の、終わりの始まりだった。
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　夜明け前の海面は、鏡のように静かに凪ないでいた。

　仄ほのかに白く輝く水平線を背景に、蜃しん気き楼ろうのような都市の影が浮かんでいる。

　その街は、絃いと神がみ島じまと呼ばれていた。太平洋上に浮かぶ小さな島。カーボンファイバーと樹脂と金属と、魔術によって造られた人工島だ。

　巨大な翼を広げた一頭の魔ま獣じゆうが、気流に乗って滑空しながら、その機械仕掛けの街へと近づいていく。鋼はがね色いろの鱗うろこに覆おおわれた美しい龍りゆうだ。

「──響かぎりよ」

　龍の背中に乗っていた獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめ──斐ひ川かわ志し緒おが、厳おごそかな口調で祝詞のりとを唱えた。

　胸元から取り出した呪じゆ符ふの束が、海鳥へと姿を変えて次々に飛び立っていく。

　戦闘能力を持たない簡易型の式しき神がみ。持続時間も短いが、偵察用としては十分だ。

　式神の素材になっている呪符は、獅子王機関の正規装備ではなく、市販の墨や和紙を使って志緒が手作りしたものだった。海鳥たちのシルエットが、どことなく落らく描がきめいた間の抜けた形をしているのはそのせいだ。志緒は呪符の制作が──というよりも、美術が苦手なのである。

　それでも生み出された海鳥型の式神たちは、志緒の命令に従って絃神島へと近づいていく。

　その式神たちの視界を借りて、絃神島の状況を把握する。それが志緒の目的だった。

　あわよくば暁あかつき古こ城じようの居場所を突き止めて、そのまま彼と合流できればいいのだけれど──

　志緒がちらりとそんな欲を出した瞬間、静電気に似た痛みが彼女の神経に障さわった。

　送り出した式神が攻撃を受けて、術者である志緒にその衝撃が伝わってきたのだ。

　最初の一体が破壊されてしまえば、あとは一方的だった。体感時間で三十秒も経たたないうちに、志緒が操る十二体の式神すべてが撃げき墜ついされて消滅する。

「志緒ちゃん……!?」

　苦痛によろめく志緒を振り返って、羽は波ば唯ゆい里りが訊きいてきた。

　真ま面じ目めで可愛かわいらしく、しかも優秀な剣けん巫なぎでもあるという志緒の自慢の相棒ルームメイト。心優しい親友を不安にさせないように、志緒は無理やり笑ってみせる。

「ちょっと痺しびれただけだ。問題ない……だけど、まいったな。絃神島の上空は、魔術師たちの使つかい魔まだらけだ。監視に引っかからないように式神を送りこむのは無理かもしれない」

「夜の帝国ドミニオンの軍隊が来てるんだもんね」

　潮風で乱れた前髪を気にしながら、唯里が海上の絃神島を睨にらむ。

　ああ、と志緒は無言でうなずき、それからもう一人の同乗者に目を向けた。

　唯里に抱き支えられる形で、龍の背中に跨またがっているのは、金髪に碧あおい瞳ひとみの小柄な少女だ。

　正確には、跨がっているというよりも振り落とされないように必死にしがみついている、といったほうが実態に近い。

　彼女が着ているのはフード付きのぶかぶかのコート。その下はなぜか彩さい海かい学園の制服だ。

　恐怖で身体からだを縮こまらせたその姿を見て、彼女が、世界最強の吸血鬼だと──少なくとも、その中の一体だと見抜ける者はいないだろう。

　彼女を護衛している志緒たちですら、いまだに信じられない気分なのだから。

「アヴローラちゃん、大丈夫？」

　うっ、と小さくえずきかけた少女の背中を、唯ゆい里りが慌てて撫なでさする。

「こ、混こん沌とんの……揺らぎが……」

　少女が、苦しげな声で途切れ途切れに言葉を紡いだ。

　振り向いた彼女の顔色は蒼そう白はくになって、碧あおい瞳ひとみが放心したように泳いでいる。龍りゆうの背中で揺られていたせいで、吐き気と目眩めまいに襲われたらしい。要するに乗り物酔いである。

「あと少しだから頑張って。スカート、緩める？　なるべく遠くを見るようにしてね」

「……しょ、承知……」

　今にも消えそうな弱々しい声を出し、少女は肩を落としてうな垂だれる。

　先頭に座る彼女に嘔おう吐とされたら確実に全員が巻き添えになる、ということで、少女を介抱する唯里の表情も真剣だった。彼女たちを乗せている龍──グレンダもどことなく不安げだ。

「最後の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟……か」

　乗り物酔いでぐったりしている少女を複雑な気分で眺めつつ、志し緒おは無意識に独ひとりごちた。

　十二番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟──アヴローラ・フロレスティーナ。

　それが少女に与えられた名前だった。第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうを体内に封印している、世界最強の吸血鬼の一体だ。

　そんなアヴローラを絃いと神がみ島じまのどこかにいる暁あかつき古こ城じように引き合わせるために、志緒たちは危険な戦場と化した絃神島へと向かっている。

　しかし、その役目を引き受けたことを、志緒は早くも後悔し始めていた。

　少女が頼りないから、という理由ではない。もちろん、そういう気持ちもゼロではないが、志緒が感じていたのは、むしろ漠然とした恐怖だった。

　覚かく醒せいしたアヴローラが暁古城と接触したときになにが起きるのか、誰にもわかっていないのだ。もしかしたら彼女の存在が、取り返しのつかない災さい厄やくの引き金になるかもしれない。

　ましてや今の絃神島はまともな状態ではなく、領主選争の真まっ只ただ中なか──すべての真祖が集結して一触即発の状態にあるという、超危険地帯と化している。

　そんなところに最後の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟を放りこむのは、飢えたサメの水槽の中に、無防備な小魚を放り込むようなものではないかと感じられた。

　しかもその小魚は、海域全体を汚染するほどの猛毒の持ち主かもしれないのだ。

「なあ、唯里。本当にこの子を暁古城に会わせていいのかな？」

　アヴローラに聞こえないように声を潜めて、志し緒おは唯ゆい里りの耳元で囁ささやいた。

　唯里は、まさに自分もそれを憂えていたのだ、というふうに重々しくうなずいて、

「うん、心配だよね……アヴローラちゃん、すごく可愛かわいいし」

「かわ……いい？」

　親友の口から出てきた想定外の形容詞に、志緒は不意を衝つかれて間抜けな声を出す。

　一方の唯里は、なぜか愉たのしそうに瞳を輝かせて、

「ずっと不思議だったんだよね。どうして古こ城じようくん、雪菜ゆつきーとつき合わないのかなって」

「つき合う？　姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なは暁あかつき古城の監視役だろ？　交際なんて……そんな、不ふ謹きん慎しんじゃないか」

「なに言ってるの、志緒ちゃん。任務それは任務それ、恋愛これは恋愛これだよ。むしろつき合ってたほうが監視するには有利だよ！」

「いや、有利とか不利とかの問題じゃないだろ、そういうのは」

「だって、考えてみてよ。雪菜ゆつきーだよ。あの可愛い生き物と二十四時間べったり一緒にいるんだよ。好きにならないなんてあり得なくない？　わたしだったら絶対我慢できないよ。即日プロポーズして結婚式場の予約だよ」

「……煌きら坂さかみたいになってるぞ、唯里」

　志緒は、鼻息を荒くしている親友を溜ため息いき混じりにたしなめた。

「たしかに姫柊は綺き麗れいな子だけど、つき合わないのが意外ってほどでもないだろ。姫柊にも相手を選ぶ権利はあるわけだし、暁古城にだってほかに好きな相手がいても──」

「そう！　それだよ、志緒ちゃん！」

　唯里が興奮したように叫んで、人差し指を志緒に突きつけた。

「え？」

「だから古城くんにはほかに好きな子がいるって話」

　志緒に顔を近づけながら、唯里が小声で伝えてくる。唯里が横目で見つめる視線の先には、背中を丸めているアヴローラの姿があった。

「……まさか、彼女が暁古城の惚ほれてる相手だって言うのか？」

「可能性は高いんじゃないかな」

「それはまあ……第だい四よん真しん祖その能力そのものを譲り渡すほどの間柄だからな……」

　志緒は腕を組みながら、うつ伏せになった金髪の少女を見つめる。

　乗り物酔いで苦しんでいるアヴローラは、誰がどう見ても人畜無害なただの美少女だ。

　獅し子し王おう機き関かんの資料によれば、暁古城は、中学三年生の秋からの約半年間ほどを、彼女と共に過ごしていたらしい。

　その間の二人の関係については、志緒たちにはわからない。だが、先ほどの唯里の台詞せりふではないが、こんな可愛らしい生き物と半年も一緒に過ごしておいて、暁古城が恋に落ちないのは不自然だと志し緒おも思うのだ。

　そして少なくともアヴローラが、暁あかつき古こ城じように対して、好意を抱いだいていたのは間違いない。そうでなければ、暁古城が第だい四よん真しん祖そになることなどあり得ないからだ。

「まずいよね、やっぱり……」

　いつになく深刻な口調で唯ゆい里りが呟つぶやいた。

「え？　なにがだ？」

　志緒は怪け訝げんな表情で訊きき返す。アヴローラと暁古城の関係が良好なのは、志緒たちにとっても悪い話ではない。終焉教団オーダー・ジ・エンドに占拠された今の絃いと神がみ島じまにおいて、余計な揉もめ事ごとが減るのは、むしろ歓迎すべき事態のはずだ。

　しかし唯里はますます苦悩したように目を伏せて、

「だって古城くんとアヴローラちゃんがつき合うってことは、雪菜ゆつきーが失恋しちゃうってことだよ？」

「は、失恋？　だけど、まだ姫ひめ柊らぎが暁古城のことを好きだと決まったわけじゃないだろ？」

　動揺に声を上うわ擦ずらせながらも、志緒は冷静な指摘した。唯里は呆あきれたように首を振り、

「なに言ってるの、志緒ちゃん。そんなの雪菜ゆつきーの態度を見ればバレバレだよ」

「そ、そうなのか？」

「間違いありません。剣けん巫なぎの勘は誤ご魔ま化かせないよ」

「あ、ああ」

　確信に満ちた唯里の主張に、志緒はなんとなく納得してしまう。

　そして唯里は小さく溜ため息いきをついて、

「考えてもみてよ。めでたくアヴローラちゃんと結ばれた古城くんを、監視しなきゃならない雪菜ゆつきーの気持ちを」

「そ……それはたしかに酷だな……」

　志緒はひどくつらい気分になって自分の胸を押さえた。

　カップルとなった暁古城とアヴローラを、物陰からじっと見つめる雪ゆき菜なの姿を想像してしまったのだ。それはもはや監視役というよりも、ヤバいストーカーの所業である。

「しかも、わたしたちがアヴローラちゃんを絃神島に連れて行ったことが、その直接の原因になるかもしれないんだよ……！」

「ぐ……」

　ダメ押しのような唯里の発言にうろたえつつも、志緒はどうにか気持ちを立て直して、

「だ、だからって、彼女を暁古城に会わせないわけにはいかないだろ！　この領主選争なんて騒動を終わらせるためには、あの男に頼るしかないんだから……！」

「うう……そうなんだよね……〝吸血王ザ・ブラツド〟だけでも厄やつ介かいなのに、真祖全員が集結するなんて、もうどうすればいいのか……」

　唯ゆい里りが途方に暮れたように天を仰いだ。

　今の絃いと神がみ島じまには、〝吸血王ザ・ブラツド〟が率いる終焉教団オーダー・ジ・エンドに加えて、三さん柱ちゆうの真祖と彼らの軍勢に占拠されている。獅し子し王おう機き関かんが全戦力を投入しても、この状況を打開するのは不可能だ。どんなに危険でも、そして姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なを不幸にしたとしても、第だい四よん真しん祖その力に頼らざるを得ないのだ。

　志し緒おがそんなふうに自分自身に言い聞かせていると、グレンダが突然、怯おびえたように巨体を震わせた。いつの間にか絃神島のビル群が、肉眼でもはっきりと見える距離まで近づいている。

　夜明け前にもかかわらず、島の上空には鳥たちが舞っていた。

　正確に言えば、鳥のように見えるなにかが、だ。

　日本には存在しないはずの飛行型の魔ま獣じゆう。そして魔術で生み出された飛行生物。領主選争を戦っている魔術師たちの使つかい魔まの群れ。志緒の式しき神がみを撃ち落としたのもそいつらだ。

「グレンダ、高度を落として！　絃いと神がみ新しん島とうの遺跡に隠れるような感じで回りこんで！」

『だー！』

　唯里が素早く指示を出し、鋼はがね色いろの龍りゆうが巨体に似合わぬ甲かん高だかい声で短く吼ほえる。

　その間に志緒は新たな呪じゆ符ふを取り出して、複雑な呪じゆ言ごんを詠唱した。

　六枚の呪符が六体の海鳥へと姿を変え、グレンダの周囲を取り囲むように舞い上がる。

　海鳥たちがくわえているのは、小さな水晶の欠片かけらだった。その水晶を触しよく媒ばいに使って、志緒は結界を張り巡らす。飛行型式神と移動式結界の複合呪術。実践例のほとんどない高難度の呪術だが、複数術式の並列使用は志緒の得意分野なのだ。

「これがステルス型の呪術迷彩……？」

　周囲を舞う海鳥の式神たちを眺めて、唯里が感嘆の声を洩もらす。

　志緒が展開した結界には、目め眩くらましと認識阻害の効果が付与されていた。絃神島へと近づくグレンダの姿を、覆おおい隠かくすための術式だ。獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめが暗殺任務で使う呪術を応用したのである。

「うん。ただ、人の認識を阻害するだけだから、使い魔は欺あざむけても、無人機ドローンのカメラやセンサーには効果がない。そちらは唯里の目が頼りだ」

「わかった。任せて」

　唯里が自分の呪符を取り出しながら、力強くうなずいた。獅子王機関の剣けん巫なぎである彼女には、ほんの少し先の未来を視みる霊れい視し能力があるのだ。その霊視を使って、こちらを発見される前に無人機ドローンを撃ち落とし、絃神島上空の監かん視し網もうをかいくぐる。それが絃神島に潜入するために、唯里と志緒が考えた作戦だった。確実性の低い無謀な計画だが、アヴローラの存在に気づかれることなく絃神島に辿たどり着つくには、ほかに方法がなかったのだ。

「行くよ、グレンダ……静かにね」

　唯里が張り詰めた口調で龍に呼びかける。

　だっ、と短く返事をして、グレンダがゆっくりと旋せん回かいした。

　絃いと神がみ島じま本ほん島とうまでの距離はあと数キロ。肉眼でもはっきりと海沿いの倉庫街の姿が見えてくる。

　上空を飛び回る使つかい魔またちも数を増していた。

　志し緒おは呪じゆ術じゆつ迷めい彩さいの維持に集中し、唯ゆい里りは虚こ空くうに向けて目を凝こらす。そんな志緒たちの緊張が伝わったのか、アヴローラもぎゅっと身を硬くしていた。

　唯一、グレンダだけはどこか愉たのしげに巨体を揺らしながら、海面スレスレを加速していく。かくれんぼを兼ねたピクニックだとでも思っているのかもしれない。

「来た……！」

　接近してくる使い魔の群れに気づいて、志緒は呪じゆ印いんを結ぶ指先に力をこめた。

　巨大な鷲わしやフクロウに似た姿の魔ま獣じゆうたちだった。

　翼よく長ちようはそれぞれ二、三メートルほど。鋭い爪つめと角つのを持つその姿は、その魔獣が単に空を飛ぶだけでなく、獰どう猛もうな戦闘能力を持つことを示している。おそらく名の知れた魔術師の使い魔なのだろう。

　そんな魔獣たちのすぐ傍そばを、グレンダの巨体が通過する。

　息もつけない緊張の一瞬──

　しかし呪術迷彩に覆おおわれたグレンダの存在に、魔獣たちは最後まで気づくことはなかった。

　続けざまに遭遇するほかの使い魔たちも、通り過ぎる志緒たちに反応しない。志緒の結界の効果だけではない。熱も魔力も騒音も撒まき散ちらすことなく空を飛べるグレンダがいればこそ、彼らを欺あざむくことができたのだ。

「あの紋章……〝滅ほろびの王朝〟の魔ま導どう兵へい団だんか……！」

　すれ違いざまに観察した魔獣の姿から、志緒は使い魔の主あるじの正体を知る。

　魔獣の首輪に刻まれていたのは、六つの瞳を円形に配置した不気味な図形だった。第だい二に真しん祖そ〝滅びの瞳フオーゲイザー〟直属の魔導兵団の部隊章である。

　どうやら志緒たちが上陸地点として選んだ場所は、〝滅びの王朝〟の支配地域だったらしい。

　式しき神がみによる事前偵察ができなかった結果とはいえ、最悪に近い状況だった。〝滅びの王朝〟は三つの夜の帝国ドミニオンの中でも、もっとも謎なぞに包まれた国家であり、日本政府との交流は皆無に近い。第二真祖がいかなる気性の持ち主であるか、志緒たちにはまったく予備知識がないのだ。

　もし仮に第二真祖の軍勢に捕まったとして、どのように交渉すればいいのか、その手がかりすらわからない。

「十秒後！　前方二キロ先に無人航空機ＵＡＶ！」

　志緒の動揺を断ち切ったのは、唯里の鋭い声だった。目の前の空間にはなにもない。しかし唯里の〝眼め〟は、十秒後にそこに現れる無人航空機の姿を視みているのだ。

「わかった。少し派手にやるぞ！」

　志緒は背負っていた楽器ケースから、銀色の洋よう弓きゆうを取り出した。あらかじめ用意してあった呪じゆ矢しをつがえて、引き絞る。

「──雷霆ひかり、あれ！」

　志し緒おが射放った呪じゆ矢しは空中に巨大な魔法陣を形成し、刹せつ那な、稲妻のような凄すさまじい閃せん光こうを放った。空中に突然現れた眩まばゆい光球が飛来した無人航空機を巻きこんで、搭載された電子機器を妨害する。飛び散る魔力と轟ごう音おんは、付近を哨しよう戒かいしていた使つかい魔またちの注意を奪っていた。

　その隙すきにグレンダは彼らの監視網を突破して、一気に絃いと神がみ島じま上空へと侵入する。

「抜けたか！」

　視界が開けたのを確認して、志緒は安あん堵どの吐息を洩もらした。

　眼下に近づいてくるのは人工島東地区アイランド・イーストの倉庫街だ。その建物の影に紛れてしまえば、あとは使い魔たちの監視を気にする必要もない。

「よかったー……お疲れ、グレンダ」

　鋼はがね色いろの龍りゆうをねぎらうように、唯ゆい里りが彼女の首筋を撫なでる。

　しかしグレンダからの返事はなかった。巨大な翼を折りたたみ、彼女は唐とう突とつに加速する。予期せぬ急降下に動揺して、アヴローラが、ひう、と悲鳴を上げた。

「グ、グレンダ……どうしたの、グレンダ!?」

　危うく振り落とされそうになった唯里が、困惑気味に問いかける。

　志緒たちの視界が不意に翳かげったのは、その直後のことだった。

「なっ……!?」

　滑空するグレンダと折り重なるように、巨大な影が志緒たちの頭上を舞っていた。

　それは異い形ぎようの鳥だった。

　龍族ドラゴンに匹敵するほどの巨大な体たい軀く。猛もう禽きん類るい特有の機能的な翼と、孔く雀じやくを思わせる華やかな尾。獅し子しの如ごとき猛獣の後ろ脚と、そして頭部は獰どう猛もうな犬の姿をしている。

「シームルグ!?　幻の神しん鳥ちようが、どうしてこんなところに……!?」

　志緒が驚きよう愕がくに声を震わせた。

　シームルグは中東の霊れい山ざんに棲すむという伝説の魔ま獣じゆうだ。すべての鳥たちの王であり、高い知能と不死の肉体を持つが、その姿を見た者はほとんどいないといわれている。

　その誇り高き不死の神鳥の背には、見知らぬ人影が立っていた。

　乗じよう騎きである魔獣には不似合いな、小柄な影だ。

　見た目の年齢はせいぜい十代の後半──志緒たちともほとんど変わらない。

　にもかかわらず、その存在感は圧倒的だった。

　真紅と黄金の壮麗なドレス。ツインテールに結んだ紫色の長い髪。端整な顔立ちと白い肌。

　血の色の双そう眸ぼうを愉快そうに細めて、彼女は笑った。

　見る者を戦せん慄りつさせずにはおかない、殺意と歓喜に満ちた笑みだった。

２

「儂ワタシの魔ま導どう兵へい団だんを出し抜いたこと、まずは褒めてあげる……ワ」

　笑い含みの軽やかな口調で、神しん鳥ちようの背に乗る少女が告げた。

　高速で飛行している志し緒おたちの耳にも、彼女の声は不思議なほどはっきり聞こえてくる。

　だが、それよりも志緒を動揺させたのは彼女の発言そのものだった。〝滅ほろびの王朝〟の魔導兵団を、自分のものだと彼女は言ったのだ。

「鋼はがね色いろの龍族ドラゴンと、攻こう魔ま師しの娘……なかなか面白い組み合わせ……ネ。興味深い……ワ」

　無邪気な微笑ほほえみを口元にたたえて、少女は右手を頭上へと掲げる。

　その瞬間、彼女の全身が深紅の霧きりに包まれた。濃密な魔力を帯びた鮮血の霧だ。

　視界一面に広がった血けつ霧むは虚こ空くうを歪ゆがめて、無数の獣けものの姿へと変わった。自ら実体を持つほどに濃密な魔力の塊かたまり──吸血鬼の眷けん獣じゆうだ。

「眷獣!?」

「召しよう喚かんしたのか!?　これだけの数を、たった一人で……!?」

　唯ゆい里りと志緒が口々にうめく。

　太古の翼よく竜りゆうに似た姿の眷獣たち。その数は優ゆうに百体を超えていた。龍りゆう化かしたグレンダに比べれば、彼らの体たい軀くは小さく感じられたが、魔力の集合体である眷獣の戦闘能力を、大きさで測るのは意味がない。そもそも数が多すぎる。彼ひ我がの戦力差を計算するまでもなかった。まともに戦って勝てる相手ではないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「アヴローラちゃん、しっかりつかまってて！」

「う、うむ……！」

　唯里に警告されたアヴローラが、グレンダの背中を必死で抱きしめた。

　ほぼ同時にグレンダが、アクロバティックな動きで急きゆう旋せん回かいをかける。

　この期に及んでは、せっかくの呪じゆ術じゆつ迷めい彩さいも無意味だった。志緒は結界を解除して、そのぶんの呪力で作れる限りの式しき神がみたちをばらまく。少しでも眷獣たちに対する目め眩くらましになればと思ったのだ。

「六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラス、起動ブートアツプッ──！」

　愛剣を背中から抜き放った唯里が、グレンダの進行方向に向けて、その刃やいばを振り下ろす。

　呪術的に空間そのものを切り裂く彼女の六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラスは、吸血鬼の眷獣に対しても通用する数少ない武ぶ神しん具ぐだ。前方に回りこんだ翼竜の一体を撃げき墜ついし、グレンダは、彼らの包囲網を強引に突破する。

「急げ、グレンダ！」

『だっ！』

　志し緒おに言われるまでもなく、グレンダは、眷けん獣じゆうたちの追跡を振り切ろうと懸命に羽ばたいていた。しかし物理法則の制約を受けない眷獣たちの加速は圧倒的だ。たちまち彼らに取り囲まれて、志緒たちの逃げ道は塞ふさがれる。

　このままでは捕まるのは時間の問題だ──そう思われた瞬間、グレンダが咆ほう哮こうした。

「な、なんだ……!?」

「グレンダ!?」

　少女の悲鳴にも似たグレンダの雄お叫たけびに、志緒と唯ゆい里りが混乱する。龍りゆう化かした彼女がそのような声を発したことなど、これまで一度もなかったからだ。

　だが、彼女の雄叫びが引き起こした影響はそれだけではなかった。龍の咆哮に呼応するように空間が揺らいで、虚こ空くうに鋼はがね色いろの影が広がったのだ。

　その影の中から湧わき出だしたのは、新たな魔ま獣じゆうの群れだった。

　雀すずめ蜂ばちに似た頭部と蛇の胴体、そして翼よく竜りゆうのような翼を持つ異い形ぎようの怪物である。これまでに存在を知られていない新種の魔獣──だが、志緒たちはその魔獣の名前を知っていた。

　それらと同じ姿の魔獣と、かつて遭遇したことがあるからだ。

「ホ……蜂蛇ホウダ!?」

「まさか、異境ノドから呼び寄せたのか……!?」

　突如出現した魔獣の群れを、唯里と志緒は呆ぼう然ぜんと眺めた。

　丹たん沢ざわにある神かん縄なわ湖この湖底で、封印されたグレンダを護まもっていた異境ノドの魔獣──その蜂蛇ホウダの新たな群れを、危機に陥ったグレンダが召しよう喚かんしたのだ。

　グレンダにそんな能力があることを、今この瞬間まで志緒たちは知らなかった。それどころかグレンダ自身にもわかっていなかった可能性が高い。

　手放しで喜んでいられる状況ではないが、それでも蜂蛇ホウダの出現は、この瞬間、間違いなく志緒たちを救った。

　紅あかいドレスの少女の眷獣が蜂蛇ホウダたちと戦っているうちに、グレンダは絃いと神がみ島じまの市街地に到達している。建物の陰に隠れてしまえば、眷獣たちも容易にはグレンダに追いつけない。少女が市街地を巻きこむ無差別攻撃を仕掛けてくるなら話は別だが、もしそうでないのなら、逃げ切るチャンスはあるはずだ。

「志緒ちゃん！　あの橋！」

「そうか……！　グレンダ、頼む！」

　絃神市内の運河にかかる橋を唯里が指さして、それだけで志緒は彼女の考えを理解する。

　追撃してくる眷獣たちを振り切るために、鋼色の龍は運河の水面まで一気に下降。煙えん幕まく代わりの水みず飛沫しぶきを跳ね上げながら、巨大な橋の下へと潜りこむ。

「グレンダ！　戻って！」

『だあああああああっ！』

　橋の主しゆ桁げたに姿を隠した瞬間、唯ゆい里りの合図でグレンダが龍りゆう化かを解除する。

　龍の翼が虚こ空くうへと消え去り、尻尾しつぽも銀色の煌きらめきに包まれて消滅した。鋼はがね色いろの巨体が急激に縮んで、裸の少女の姿へと変わる。当然、彼女に乗っていた志し緒おたちは、つんのめるような形で空中に放り出されることになる。下降から上昇へと転じる直前の静止に近い状態だったが、それでも衝撃は大きかった。急激な減速と落下で息が詰まる。

「つかまれ、アヴローラ・フロレスティーナ！」

　呪的身体強化フイジカルエンチヤントで限界まで筋力を増幅して、志緒は吹き飛びそうになっていたアヴローラを支えた。唯里も同様にグレンダを抱きかかえて、強引に橋脚の上に着地する。

「くっ……陰翳かげり、あれ──！」

　全身の骨と筋肉が嫌な音を立てていたが、それを無視して志緒は即座に呪じゆ符ふをばらまいた。残ったわずかな呪力すべてを注ぎこんで、大型の式しき神がみを創つくり出だす。

　式神は、グレンダを模した龍の姿となって、志緒たちの代わりに橋の下から飛び出した。眷けん獣じゆうたちを引きつける囮おとりとなって、そのまま海上へと飛び去っていく。

「怪我けがはないか、アヴローラ……？」

　荒い息を吐きながら、志緒は腕の中にいる金髪の吸血鬼に訊きいた。

「だ……堕だ天てんの責め苦とて我が身を害すには能あたわず……」

　言葉とは裏腹の消え入りそうな口調で答えて、アヴローラは弱々しく咳せき込こんだ。もともと吸血鬼の肉体は、魔族の中では決して強きよう靭じんなほうではない。それでいてなんの訓練も受けていない彼女にとって、今の無謀な急減速は相当な負担だったらしい。

「よかった。グレンダも大丈夫だね」

　眷獣たちをやり過ごしたことを確認して、唯里が安あん堵どの声を洩もらす。

　橋の下にある作業用の足場へと着地した彼女は、ほんの少しだけ顔をしかめていた。グレンダを庇かばって着地したときに足を痛めたのだ。

「ゆいり、あし……」

　右脚を引きずっている唯里に気づいて、グレンダが不安そうな表情を浮かべる。

　唯里はそんなグレンダに自分の制服の上着を着せながら強気に笑った。

「大丈夫、ちょっと捻ひねっただけだから。それより早くここから逃げないと」

「ああ……だけど、簡単には見逃してくれそうにないな」

　志緒が背後を振り返って唇を嚙かんだ。

　橋の下を吹きすさぶ風かざ音おとに紛れて聞こえてきたのは、かすかな鳥の羽は音おとと笑しよう声せいだ。

「逃がさない……ワ」

　紅あかいドレスの少女の声に、志緒たちは反射的に武器を構える。

　上空から舞い降りてきた神鳥シームルグが、優雅なホバリングで運河の水面上に静止していた。

　その背中に横座りした少女が、艶あでやかな笑みを浮かべている。囮の式神で眷獣たちは騙だませても、宿やど主ぬしである彼女までは欺あざむけなかったらしい。

「咎きゆう神しんカインの使つかい魔ま、沼の龍グレンダ……まさかこんなところで会えるとは……ネ」

　紅あかいドレスの少女が、グレンダを見つめて形のよい唇の端を猫のように吊つり上あげた。

　グレンダは鋼はがね色いろの髪を逆さか立だてて、威い嚇かくするように少女を睨にらむ。だが、その威嚇が虚勢に過ぎないのは、誰の目にも明らかだ。

「さっきの蜂蛇ホウダで、グレンダに興味を持ったのか」

「アヴローラちゃんの正体に気づかれてないのは、ラッキーだったね」

　志し緒おの呟つぶやきに、唯ゆい里りが小声で答えてくる。

　そうかな、と志緒は唇を曲げた。たしかに今はまだ紅いドレスの少女はアヴローラの存在に気づいていない。だが、ここで志緒たちが捕まってしまえば結局は同じことだ。彼女の正体がバレるのは時間の問題に過ぎない。

　しかし唯里が考えていたのは、志緒とはべつのことだった。

「志緒ちゃん、ごめん。わたしとグレンダが囮おとりになって時間を稼ぐよ。だからその間に、アヴローラちゃんを連れて逃げて」

「唯里!?」

　志緒は驚いて親友の横顔を見た。

「駄目だ！　そんなことできるわけ……！」

「わたしたちの目的を忘れちゃ駄目だよ。彼女を古こ城じようくんのところに連れて行くんでしょ」

「ぐ……」

　唯里の冷静な指摘に、志緒は言葉を詰まらせる。

　ここで全員が捕まるか、志緒とアヴローラだけでも逃げ延びるか──選択肢はふたつにひとつだった。アヴローラを脱出させることができるとしたら、紅いドレスの少女の注意がグレンダに向いている今しかない。

「相談は……終わった？　愉たのしませて……ネ」

　志緒の葛かつ藤とうを嘲あざ笑わらうように、紅いドレスの少女が悪戯いたずらっぽく尋ねてくる。

　両腕を広げた彼女の全身から、再び鮮血の霧きりが撒まき散ちらされた。それらは新たな眷けん獣じゆうの姿に変わって、志緒たちの周囲に着地する。

　その姿は二足歩行する猛もう禽きんとでも形容するべきか。ディノニクスやヴェロキラプトルなどと呼ばれる小型肉食恐竜によく似た眷獣だ。

　個々の体長は三メートル足らず。だが、その数は優ゆうに二百を超えていた。

「まさか……これが全部、彼女の眷獣なのか……!?」

　志緒は絶望に目が眩くらむような感覚を覚えた。

　吸血鬼の眷獣は、一人一体とは限らない。第だい四よん真しん祖その眷獣は十二体。第一真祖キイ・ジュランバラーダに至っては、七十二体もの眷獣を従えているという。

　しかし目の前の少女が喚よび出だした眷けん獣じゆうは、文字どおり桁けた違ちがいの数だった。

　ヴェレシュ・アラダールの〝暴食者グーラ〟のような、分ぶん裂れつ型がたの眷獣とも違う。

　完全な意思と知性を持ち、独自の判断で狩りをする数百体もの眷獣の群れ。彼女はそれらを、たった一人で召しよう喚かんして自在に操っている。

　そんな常軌を逸した膨大な魔力量が、彼女の正体を雄弁に語っていた。

　彼女の正体は〝滅びの瞳フオーゲイザー〟──

　夜の帝国ドミニオン、滅ほろびの王朝の領主である第二真祖、アスワドグール・アズィーズ、その人だ。

「だめだ、唯ゆい里り……！　彼女、いや、あの御お方かたは──」

「行って、志し緒おちゃん！　早く！」

　グレンダを背中に庇かばいながら、唯里は銀色の呪じゆ符ふを放って式しき神がみへと変えた。狼おおかみの形をした式神が、戸惑う志緒とアヴローラを背中に乗せて走り出す。

　吸血鬼の真祖の眷獣に刃やいばを向ける──それがどんな意味を持つのか、もちろん唯里にもわかっているはずだ。それでも志緒とアヴローラを逃がすために、彼女たちはその場に残ったのだ。

「だっ！」

　グレンダが再び龍りゆうの姿へと変わって、眷獣たちの群れを牽けん制せいする。再び蜂蛇ホウダを喚び出そうとしているのかもしれない。巨大な龍の陰に身を隠して、志緒たちを乗せた銀色の式神は疾走し、堤防を乗り越えて海岸沿いの倉庫街へと紛れこむ。

　背後で大きな爆発音が響いた。そこでなにが起きているのか、志緒にはもうわからない。

「斐ひ川かわ志緒……我われは……」

　フードを被かぶった吸血鬼の少女が、式神の背中で揺さぶられながら沈痛な声を出す。唯里たちを置き去りにして逃げたことに、責任を感じているのだろう。

「いいんだ、アヴローラ」

　強く拳こぶしを握りしめたまま、志緒は彼女の肩に手を置いた。

「唯里なら大丈夫……大丈夫だ」

　自らに言い聞かせるように呟きながら、志緒は唯里に託された式神を操って走り続ける。

　冷たく煙けむる朝あさ霧ぎりが、彼女たちの姿を白く包みこんでいくのだった。

３

　締め切ったカーテンの隙すき間まから、うっすらと白しらみ始めた空がのぞいている。

　彩さい海かい学園の片隅にある小さな教室。通称〝マゾ部〟こと、魔ま族ぞく特とつ区く研究部の部室だった。

　仮眠明けの藍あい羽ば浅あさ葱ぎは、寝ね間ま着き代わりの体操服姿でバナナジュースを啜すすりながら、壁一面を埋め尽くすＰＣモニタでテレビ放送を眺めている。

　モニタに映し出されているのは、絃いと神がみ島じまローカルのお笑い芸人。朝のワイドショー番組の予定を変更して、領主選争特番を放送しているのだ。

『始まりました、絃いと神がみ島じま〝領主選争〟の情報をどこよりも早くお届けする〝領主選争ダイジェスト〟──はい、本日のトピックはやはりこちら。夜の帝国ドミニオンの領主である吸血鬼の真祖たちの乱入でしょう。いやあ、驚きましたね』

　無駄にテンションの高いお笑い芸人に話題を振られて、解説役の大学教授が口を開く。

『そうですね。吸血鬼の真祖たちが公おおやけの場に姿を現すことは、国家規模の行事であっても滅めつ多たにありませんからね。第だい三さん真しん祖そは五カ月前、アメリカ連合国ＣＳＡの特使と面会したことで話題になりましたが、第一真祖の存在が確認されたのは第四次ドニエプル紛争以来八年ぶり。第二真祖に至っては、国外に出たのは実に二十二年ぶりですか』

『今回の領主選争が、それだけ重要なイベントであるという理解でよろしいでしょうか？』

『ええ。これは絃神島という一いち魔ま族ぞく特とつ区くの問題ではなく、今後の世界のパワーバランスを決定づける転換点になるでしょうね』

『いやあ、なるほど。まさしく世界の注目を集める一戦というわけですね。それではさっそく、現在の領主ランキングを見ていきたいと思います。まずは激動のＣ級２組から──』

　ヒットチャート番組ふうに紹介されていく領主候補たちを眺めながら、浅あさ葱ぎは空からになった紙パックのジュースを、ズルズルと未練がましく吸った。
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「……なに好き勝手なこと言ってくれてんのよ。巻きこまれてるこっちは、世界なんて知ったこっちゃないっての」

『ケケッ……まあ、嬢ちゃん、そう言うなって。領主選争っつっても実際に殴り合ってんのは魔族だけで、ほとんどの一般市民にとっちゃ他人ひと事ごとだからな』

　モニタの隅に浮かび上がった不細工なぬいぐるみ型のアバターが、皮肉っぽい口調で混ぜっ返してくる。浅あさ葱ぎはムッと眉まゆ根ねを寄せて、

「他人事ってことはないでしょうよ。いつ流ながれ弾だまが飛んでくるかわかんないのに」

『逆に言やぁ、流れ弾にだけ気をつけてりゃなんとかなるってことだからな。ちょっと荒っぽい祭りだと思えば、そうそう腹も立たないだろ。この程度の騒ぎが気になるような繊細な神経の持ち主が、魔ま族ぞく特とつ区くに住んでるとも思えねえしな』

「う……それはまあ、そういうのもあるかもしれないけど……」

　浅葱が曖あい昧まいに語尾を濁す。

　不細工なぬいぐるみこと、モグワイの指摘は事実だった。領主選争も四日目の朝を迎えて、トラブル慣れした絃いと神がみ島じまの住民たちは、早くもこの状況に順応を始めている。

　企業や商店は軒並み営業停止を余儀なくされているが、その間の利益はＭＡＲが補ほ塡てんすると発表しており、戦闘に巻きこまれて壊れた家屋も全額が保証されている。

　夜間に出歩けないのは不便だが、逆に言えば、実質的な損害はそれだけだ。

　領主選争のシステム上、戦闘意思のない一般住民に危害が及ぶ可能性は低い。領主候補たちの力の源みなもとは領内の住民たちの支持であり、彼らの不ふ興きようを買ってしまえば、魔族登録証からの魔力供給が絶たれて一気に不利になるからだ。

　一方、敵の領地ドメインに攻めこむ側としても、新たな臣民の獲得が目的である以上、やはり一般住民を傷つけるわけにはいかない。住民たちが〝推おし領主〟を自由に変更できるせいで、彼らを恐怖で押さえつけることもできない。

　領主候補が奪い合っているのは、土地ではなく、その土地に住む人々の支持──すなわち、領主選争とは一種の人気投票に他ほかならないのである。最初から無む尽じん蔵ぞうの魔力を持つ真祖たちも、今のところ表向きは、その領主選争のルールに従っている。

　それを理解した住民たちは、領主候補たちの争いを静観するだけでなく、積極的にこのゲームを愉たのしむ姿勢を見せ始めていた。領主選争の勝者は賭かけの対象となり、Ｔシャツやアクリルチャームなど、人気のある領主の関連グッズが早くも市場では出回り始めている。

　そしてなによりも魔族同士の戦闘という貴重なデータを得るために、多くの魔ま導どう関連企業が、情報収集に乗り出していた。魔族特区というのは、そういう土地なのだ。

「……で、実際のところどうなってるのよ？　状況は？」

　浅葱が、ストローの先端をガジガジと嚙かみ潰つぶしながら訊きく。

　モグワイはケケッと愉しげに笑って、モニタのひとつを絃神島の市街地図に切り替えた。

　カラフルに塗り分けられた地図上の模様は、昨日までとは大きく変わっている。

『なんせ、吸血鬼の真祖たちが乱入してきてやがるからな。Ｃ級以下の弱小ドメインは、臣しん民みんを根こそぎ奪われてほぼほぼ壊滅状態だな』

「あー……それはまあ、当然そうなるわよね」

　浅あさ葱ぎは薄く溜ため息いきをついた。夜の帝国ドミニオンの軍勢の乱入で、多くの領主候補が戦意を喪失し、戦うまでもなく敗れていた。その結果、領主選争の勢力図が半日足らずで大きく様変わりしたのだ。

『人工島東地区アイランド・イーストの主要施設は、あらかた〝滅ほろびの王朝〟の空くう挺てい部隊に制圧されちまってる。第だい二に真しん祖そドメインの領主ランクは暫ざん定てい八位。戦力だけならＡ級相当だが、連中が縄張りにしている東地区イーストは単純に人口が少ないからな』

「彼らがランキングなんて気にするとも思えないしね。真祖クラスの魔力があれば、臣民から吸い上げる魔力なんて誤差にもならないもの」

『そういうことだな。実際、第一真祖は自分の領地ドメインすら持ってねえ』

「領地ドメインを持ってない？」

　モグワイの意外な報告に、浅葱は訝いぶかしげな声を出す。

『ああ。第一真祖と戦せん王おう領りよう域いきの部隊は、天てん奏そう学がつ館かんドメインの客分って扱いになってる』

「天奏学館……結ゆ瞳めちゃんとこの居い候そうろうってこと？」

　どういうつもりよ、と浅葱は口の中だけで呟つぶやいた。夜の魔女リリスとしてレヴィアタンすら操る江え口ぐち結瞳はたしかに強力な魔族だが、単純な戦闘能力では吸血鬼の真祖には遠く及ばない。第一真祖キイ・ジュランバラーダが、彼女に頼る理由などないはずだ。

　もちろん第一真祖の助力が得られるのは、結瞳にとって悪い話ではないのだが──

『おかげで天奏学館ドメインは、現在の領主ランキングでぶっちぎりの一位。このままいけば、次の絃いと神がみ島じまの領主はあのお嬢ちゃんだな』

「あたしはそれでも文句はないけどね」

　そう言って浅葱は気け怠だるく息を吐く。

「香か菅すが谷やさんは？」

『我らが領主様は暫定四位。上位のドメインが軒並み戦力を減らしたってのもあるが、やっぱ、混こん沌とん界かい域いきの侵攻を曲がりなりにも撃退したってのが効いたみたいだな』

　モグワイが大げさな口調で指摘する。

　昨日の夕刻、終焉教団オーダー・ジ・エンドの襲撃と時を同じくして、夜の帝国ドミニオン〝混沌界域〟を率いる第三真祖は領主選争への介入を宣言し、人工島南地区アイランド・サウスへの侵攻を開始した。絃神島の沿岸部に浮上した巨大潜水空母からの奇襲だった。

　人工島南地区アイランド・サウスにある彩さい海かい学園も、その侵略の例外ではなかった。ただ彩海学園ドメインにとって幸運だったのは、校内に〝カインの巫女みこ〟藍あい羽ば浅葱がいたことだ。

　領主である雫しず梨りの許可を得ていたため、浅葱は、限定的だが〝聖せい殲せん〟の能力を使うことができる。

　演算を担うモグワイの能力が分割されているせいで、真祖の魔力すら凌りよう駕がする〝聖せい殲せん〟本来の威力は望むべくもない。それでも混こん沌とん界かい域いきの下したっ端ぱを蹴け散ちらすには十分過ぎるほどだった。さらには宮みや住ずみ琉る威いや天あま瀬せ優ゆ乃の、笹ささ崎さき岬みさきらの活躍もあって、彩さい海かい学園ドメインは混沌界域の撃退に成功。独立を護まもり抜ぬくことができたのだ。

　とはいえ、と浅あさ葱ぎは溜ため息いきをついて、

「撃退したっていっても、たかだか一部隊でしょ。次はどうなるかわかんないわよ。領主の香か菅すが谷やさんは行方不明のままだし、第だい三さん真しん祖そだっていつまで大人しくしてるか……」

『あー、その第三真祖だけどな』

　モグワイが何気ない世間話のような口調で言った。

「彼女に動きがあったの？」

　浅葱は警戒心をあらわにして見慣れたアバターを睨にらむ。モグワイはなぜか浮かれた口調で、

『ああ。ついでに居場所もわかったぜ』

「どこ？」

『すぐそこだ。彩海学園正門前』

「はぁ!?」

　浅葱は反射的に立ち上がって窓のカーテンを開けた。

　夜明けの光に照らされた校庭。

　堅く閉ざされた校門の前に堂々と、淡い緑色の髪の女が立っている。

　護衛の兵士はおろか、武器すら身に着けていない。代わりに従えているのは、二頭の豹ひようだ。

　窓から身を乗り出す浅葱に気づいて翡ひ翠すい色いろの瞳を細め、彼女──ジャーダ・ククルカンは、妙に人ひと懐なつこく手を振った。

『領主を出せって言ってるぜ。暇だから遊びに来たんだと』

　モグワイが、浅葱の反応を面白がるような態度で報告する。

　浅葱は目眩めまいをこらえるように額ひたいを押さえて、深々と息を吐き出した。

４

　混沌界域は、中央アメリカを本拠とする謎なぞの多い夜の帝国ドミニオンだった。

　国土の大半は標高一千メートルを超える高地にあり、広大な不毛の大地や熱帯雨林、そして険しい山脈が外敵の侵入を阻んでいる。

　その一方で、貴金属や石油などの豊富な地下資源と龍りゆう脈みやくなどの魔術資源に恵まれ、それらに支えられた軍事力も強大だ。さらに領内には〝天てん部ぶ〟の遺跡が多数存在し、そこから得られた独自の魔術体系が発達しているといわれている。

　また、南米大陸に棲せい息そくする様々な魔族種族と友好的な関係を築いており、その総戦力はまったくの未知数だった。戦せん王おう領りよう域いきや滅ほろびの王朝に比べて規模では劣る彼らが、絶対不可侵アンタツチヤブルの夜の帝国ドミニオンとして恐れられているのはそのせいだ。

　領主の名は、〝混沌の皇女ケイオスブライド〟こと第だい三さん真しん祖そジャーダ・ククルカン──

　そのジャーダは、なぜか早朝の彩さい海かい学園を訪れて、学食のモーニングセットを頰ほお張ばっていた。

「この国の食事は美味うまいが、ちと量が足りないな」

　ふたつ折りにしたエッグトーストにかぶりつき、彼女は、指についたケチャップをちらりと舐なめる。強大な夜の帝国ドミニオンの領主とは、とても思えない気安さだ。

「あたしもそう思います、〝混沌の皇女ケイオスブライド〟──」

　ジャーダの正面に座っていた浅あさ葱ぎが、苦笑混じりに同意する。彩海学園の学食のメニューは安さと量が自慢だが、健けん啖たん家かの浅葱にとっては少々物足りないのだ。

　その浅葱をじっと見つめて、第三真祖は興味深げに眉まゆを上げた。

「意外だな。余ワタシの姿を見ても驚かぬか？」

「以前に一度、御み貌かおを拝したことがありますので」

　浅葱は慎重に言葉を選んで応じる。

　不老不死の真祖とはいえ、ジャーダ・ククルカンの見た目はずいぶん若い。

　おまけに彼女が着ているのは、制服風のミニスカートとブレザーだ。そのせいで遠目には、ちょっと派手めな留学生にしか見えない。それを意外に感じても不思議はないだろう。

　とはいえ、実際の彼女の年齢はよくわからない。

　あどけない少女のようにも見えるし、妖よう艶えんな熟女のようでもある。

　長い髪は磨かれた宝石のような淡い緑色。翡ひ翠すいの色に輝く瞳。生命力に満ちた野性的な美貌。魔族の女王である彼女の年齢を、人間と同じ尺度で測るのは不ふ遜そんですらあるように感じられた。

　もっとも南みな宮みや那な月つきの教え子である浅葱に言わせれば、実際の年齢と見た目が違う相手など、この絃神島まちでは珍しくもない──という感想になるのだが。

　そんな浅葱の心情を読み取ったように、ジャーダは薄く微笑ほほえんで、

「そうか。だが、そのような仰ぎよう々ぎようしい呼び名は好かぬ。ジャーダと呼ぶがよい、カインの巫女みこ」

「あたしのことをご存じなのですか……？」

　吸血鬼の真祖が一いつ介かいの女子高生の素す性じようを把握している、という事実に浅葱は軽く動揺する。

　一方のジャーダは呆あきれたように小さく噴き出して、

「聖せい域いき条約機構に正面から喧けん嘩かを売った相手を忘れるものかよ」

「あ……いえ、なんかすみません、あの時は……」

「なにを謝る。あの出来事は実に痛快であったな。余ワタシも大いに楽しませてもらったぞ」

「は、はあ……」

　浅葱は居心地の悪い気分で曖あい昧まいにうなずいた。まったく褒められている気がしない。

　広々とした学食のオープンテラス席に座っているのは、浅あさ葱ぎとジャーダの二人きりだった。

　彩さい海かい学園に避難していた近隣地区の住民たちは、学食を取り囲む校舎の窓から、浅葱たちの会談を見守っている。注目を浴びることには慣れているのか、ジャーダもそれを不快に思っているわけではないようだ。

　ほかにこの会談の席にいるのは、ジャーダが自らの左右に侍らせている二頭の豹ひようだけ。彼女はその豹たちを見下ろして意味深に笑い、

「だが、よもやこの学まなび舎やが貴様の縄張りとはな。我わが血族むすめたちが攻め落とせぬのも道理よ。暁あかつき古こ城じようがいればもっと楽しめたのだがな」

「えーと……あの、なぜジャーダさんは今さら領主選争に参戦を……？」

　会話の雲行きが怪しくなってきたことを感じて、浅葱は慌てて話題を変えた。

　約三カ月前の真しん祖そ大たい戦せんで、絃いと神がみ島じまを第四真祖領だと最初に認めたのはジャーダだった。その彼女が今になって絃神島を手に入れようとするのは、一種の裏切りと言えないこともない。

　しかしジャーダは悪びれることなく浅葱の瞳をのぞきこみ、

「目的のひとつは貴様だよ、カインの巫女みこ」

「え……!?」

「〝聖せい殲せん〟の祭壇である絃神島が、聖せい域いき条約機構軍の多国籍艦隊に匹敵する強力な武器だと証明してみせたのは貴様であろう？　それを合法的に手に入れる機会だ。静観する理由はあるまい。それは余ワタシ以外の真祖たちも同じ考えであろうよ」

「あたしの……せい……？」

　思いがけないジャーダの指摘に、さすがの浅葱も平静を保てなかった。

　だが、ある意味それは当然の理屈だった。広大な夜の帝国ドミニオンの領主である真祖たちが、極東のちっぽけな人工島の支配権を命懸けで奪い合う理由などありはしない。彼らが求めていたのは領主の座ではなく、〝聖せい殲せん〟の魔ま具ぐとしての絃神島だったのだ。

「もちろんそれだけが理由とは言わぬ。このような騒ぎでもなければ、余ワタシが戦せん王おうや滅ほろびの王と殺し合うなど滅めつ多たに出来ることではないからな──」

　ジャーダはそう言って獰どう猛もうに笑う。不老不死の吸血鬼の真祖にとって、生死を賭としての殺し合いは、唯一残された最大の娯楽なのだ。

　ぞくり、と背筋を凍らせながら、浅葱は震える声で訊きき返かえした。

「〝吸血王ザ・ブラツド〟は……？」

「ん？」

「彼を倒すのが目的ではないんですか？」

「ああ……〝無ケノン〟のことを言っているのか」

　ジャーダが無関心な口調で呟つぶやく。聞き慣れない言葉に浅葱は眉まゆを寄せ、

「ケノン……？」

「零番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟──第だい四よん真しん祖その試作品プロトタイプだ。あのような出来損ない、我らが手を下すまでもあるまいよ。ヤツ如ごときがなにを企たくらもうと、我らが気にすることではないな」

「そんな……っ！」

　突き放すようなジャーダの態度に、浅あさ葱ぎは思わず怒りを覚える。

　第三の真祖であるジャーダが〝吸血王ザ・ブラツド〟を止めてくれれば、絃いと神がみ島じまの領主選争はすぐさま終結する。彼女にはそれを実行する力があり、その責任もあるはずだ。

　なぜなら第四真祖という〝殺さつ神じん兵へい器き〟の創造には、他の三さん柱ちゆうの真祖たちが手を貸しているからだ。〝吸血王ザ・ブラツド〟の正体が、零番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟だというのなら、ジャーダは彼と無関係ではない。

　そんな浅葱の非難の眼まな差ざしを、ジャーダは心地よさげに受け流して笑った。

「さて、腹も満ちたことだし、そろそろ本題だ。領主選争とやらの流儀に従って、汝なんじに問おう。カインの巫女みこよ、余の軍門に降くだる気はないか？」

「あたしにあなたの臣しん民みんになれと？」

　もはや怒りを隠すことなく、浅葱はジャーダを睨にらみつける。

　ジャーダは平然とうなずいて、

「然さ様よう。さすればこの領地ドメインの民たみの安全は余ワタシが保証するぞ？」

「寛大なお言葉には感謝するわ」

　浅葱は冷え冷えとした表情で笑った。

「でも、お断り。不可侵条約を結びたいというのなら、考えてあげてもいいけれど」

「ほう……」

　ジャーダが愉快そうに唇の端を上げる。主人に対する挑発の気配を嗅かぎ取とったのか、彼女の両りよう脇わきにいた豹ひようたちもむくりと頭を上げた。

「余ワタシの庇ひ護ごなくして、他の真祖たちと渡り合うつもりか？」

「残念だけど、ジャーダ、あなたはふたつ勘違いをしてるわ」

　浅葱は立ち上がってジャーダから距離を取る。それでも二頭の豹からは一瞬も目を離さない。

「まず、あたしは彩さい海かい学園ドメインの臣しん民みんじゃない。この領地ドメインの領主は香か菅すが谷や雫しず梨りちゃんで、あたしはただの客分よ」

「ふむ。そういえば、そのような話であったな」

　ジャーダは悠ゆう然ぜんと脚を組んだまま、胸元から取り出したスマホを一いち瞥べつした。ＭＡＲから支給された、領主選争の専用アプリを確認しているらしい。自らスマホを操作する真祖というのは、なかなかシュールな光景だ。

　浅葱も同様にスマホを取り出す。ただし目的は領主選争アプリの確認ではない。このスマホは、〝カインの巫女〟である浅葱の武器なのだ。

「あたしの本当の領主は暁あかつき古こ城じよう。あなたに護まもってもらう理由はないわ」

「面白い。ならば、今ここで余ワタシを敵に回すか、カインの巫女みこ？」

　ジャーダが歓喜の笑みを浮かべて、純白の牙きばを剝むき出だした。

　彼女の両りよう脇わきにいた豹ひようたちが、二頭同時に低く屈かがみこむ。

　その前まえ肢あしが、しなやかな女性の腕へと変わった。

　変化したのは前肢だけではない。尻尾しつぽが消え、骨格が変わり、後ろ肢も胴体も、そして頭部も人の形へと変貌する。獣けものから人の姿へと変わる獣じゆう人じん化か──否いな、吸血鬼化だ。

　第だい三さん真しん祖そジャーダ自身を含めて、混こん沌とん界かい域いきの血族の吸血鬼は、変身能力を備えているという。彼女たちはその力で豹の姿へと変化して、ジャーダを護衛していたのだ。

　豹ひよう頭とうのしなやかな吸血鬼二人が、左右から浅あさ葱ぎに向かって疾走した。人間には再現不可能な圧倒的な加速。浅葱はその速度に反応すらできない。

　だが、彼女たちが浅葱に触れることはできなかった。

　浅葱の背後から飛び出した割かつ烹ぽう着ぎ姿の小柄な影が、二人の前に立ちはだかったからだ、

「虎こ王おう拳けん四番、からの、派生の六──〝爪そう天てん破は〟！」

　獣の耳を生やした少女──天あま瀬せ優ゆ乃のが、魔力を乗せた掌しよう打だをジャーダの部下たちに叩たたきつける。浅葱を護衛するために、優乃は学食内の厨ちゆう房ぼうに潜んでいたのである。自らの領地ドメイン内という、地の利を活いかした奇襲だった。

　鍛え抜かれた武術の技が、豹頭の吸血鬼たちを吹き飛ばす。仰のけ反ぞりながらも踏みとどまって、体勢を立て直そうとした二人を、今度は音もなく飛来した弾丸が撃ち抜いた。

　校舎の屋上で待機していた宮みや住ずみ琉る威いによる、狙そ撃げきだった。

　狙撃に使用した弾丸は化学薬品を封入した粘液弾。飛び散った薬品が全身にまとわりついて、吸血鬼二人の動きを阻害する。

　そして優乃は琉威の援護を受けながら、奇襲の勢いそのままにジャーダへと攻撃を仕掛けた。いや、仕掛けようとした。が、

「虎王拳二番──」

「なるほど。十じゆう二に支しの獣の動きをなぞらえた拳法を、現代風にアレンジしたマーシャルアーツか。その若さにしては、なかなかの腕だ」

「……え!?」

　優乃の必殺の一撃は、椅い子すに座ったままのジャーダに触れることもできずに空くうを切った。

　時間差で飛来した琉威の狙撃も、彼女に届く前に弾はじかれる。吸血鬼の真祖のみが持つ膨大な魔力が、障壁となって彼女を護まもっているのだ。

　だが、そんなジャーダが座っていた椅子が、突然ズブリと地面に沈みこんだ。ふと気づけばカフェテラスの敷地全体が、見知らぬ沼地の風景へと変わっている。

「ぬ……!?」

　咄とつ嗟さに椅子を捨てて宙へと跳んだジャーダを、四方から新たな人影が襲った。

　その人影はすべてが同じ顔をしていた。中華風の拳けん法ぽう着ぎを着た、お団子ヘアに三つ編みの若い女性──彩さい海かい学園中等部教師の笹ささ崎さき岬みさきだ。

　無数に分身した岬の打撃が、閃せん光こうと化してジャーダへと一斉に襲いかかる。

　高速移動が生み出す残像や幻術などではあり得ない、すべてが本命、回避不能の全方位攻撃。

　しかし目にもとまらぬ一瞬の攻防ののち、鮮血を噴いたのは岬のほうだった。

「笹崎先生!?」

　人形のように吹き飛んで壁へと叩たたきつけられた岬を見て、浅あさ葱ぎはたまらず悲鳴を上げた。

　岬の分身が消滅し、沼地と化した風景も元のカフェテラスの姿へと戻る。血ち反吐へどを撒まき散ちらして倒れたはずの岬の姿も消えて、無傷のままの岬の本体がジャーダの正面に現れた。

「神しん仙せん術じゆつか……珍しい技を使うな、女」

　何事もなかったかのように着地したジャーダが、感心したように息を吐く。

　岬は大げさに肩をすくめて、悪戯いたずらがバレた子どものように微笑ほほえんだ。

「さすがは武芸の祖ともいわれる第だい三さん真しん祖そ。真しん方ぽう二に十じゆう四よん掌しようをかわしちゃったりしちゃいますか。多重空間からの完全同時攻撃なんだけど」

「ああ、正直、今のは驚かされた。よくよく奇妙な連中の集まる島だ。愉たのしませてくれる」

　ジャーダが小さく笑って牙きばを剝むく。

　その瞬間、彼女の肉体が、純白の濃霧に包まれた。

　濃霧の正体は、世界そのものを凍りつかせるような爆発的な冷気だ。カフェテラスの床も、壁も、周囲の大気すら瞬時に氷の中に閉ざされる。その純白の霧そのものが、第三真祖ジャーダ・ククルカンの眷けん獣じゆうなのだ。

「よかろう。余ワタシに眷獣を使わせたこと、誇るがいい──征ゆけ、〝イシュキミリ〟」

「──モグワイ、障壁！」

　浅葱がスマホに向かって怒鳴る。直後、怒ど濤とうのように押し寄せてきた冷気を、真紅の輝きが押し止めた。浅葱が発動した禁きん呪じゆ〝聖せい殲せん〟の輝きだ。

　本来の〝聖せい殲せん〟は、世界の理ことわりそのものを書き換えるほどの大魔術だが、魔術師ですらない浅葱が引き出せるのは、その欠片かけらにも満たないわずかな上澄みだけである。しかも領主選争の影響で、相方であるモグワイの演算能力は大幅に制限されている。真祖の眷獣の力を封じこめるには、なかなか厳しい条件だ。

『こいつはきついぜ……！』

　モグワイがスマホのスピーカーから泣き言を洩もらす。〝聖せい殲せん〟の威力を最大限に引き出しても、ジャーダが喚よび出だした眷獣の冷気を封じこめるのが精いっぱいなのだ。

「事象改変の結界か。だが、今の貴様一人で、我わが眷獣を防げるか？」

　浅葱の限界を見透かしたように、ジャーダが挑発的に尋ねてくる。

　しかし浅葱の表情に緊張はあっても、焦りはなかった。障壁を挟はさんでジャーダと向かい合い、あくまでも平静な口調で告げる。

「ジャーダ・ククルカン、それがあなたの二つ目の勘違いよ」

「……なに？」

「真祖のすべてが、あたしたちの敵とは限らないってこと。彩さい海かい学園には同盟領地ドメインがある。第だい一いち真しん祖そが所属している天てん奏そう学がつ館かんという領地ドメインが──！」

「第一真祖だと……!?」

　ジャーダの眉まゆがかすかに震えた。

　それを待ちわびていたかのように、彼女の頭上に新たな眷けん獣じゆうが出現する。鞭むちのようにしなる鋸のこ刃ばの長ちよう剣けん。自らの意思によって敵を切り裂く、〝意思を持つ武器インテリジエント・ウエポン〟タイプの眷獣だ。

「──覚醒めざめろ、〝怠惰者アチエデイア〟！」

「ちっ！」

　苛いら立だたしげに舌打ちしたジャーダが、冷気の塊かたまりを剣の眷獣に叩たたきつける。

　単純な魔力の総量では、彼女の冷気のほうが圧倒的に上だ。だが、〝聖せい殲せん〟の障壁に力を削そがれているせいで、剣の眷獣を押し返せない。

　二体の眷獣は大気を軋きしませながら激突し、相そう殺さいするような形で同時に消滅した。一瞬遅れて、真紅の障壁も消える。演算能力を使い切って〝聖せい殲せん〟の発動を維持できなくなったのだ。

「黒こく刃じんの眷獣……アラダールか」

　ゆっくりと背後を振り返りながら、ジャーダが問いかける。

　彩海学園の中庭に立っていたのは、古風なロングコートを着て、黒髪を長く伸ばした長身の男だった。〝戦せん王おう領りよう域いき〟帝国議会議長ヴェレシュ・アラダール──第一真祖〝忘却の戦王ロストウオーロード〟の腹心の部下である。

「戦場ゆえの非礼、どうかお許しを。我わが真祖〝忘却の戦王ロストウオーロード〟に成り代わり推参しました」

　恭うやうやしい態度で胸元に手を当てて、しかし、どこか自棄やけになったような態度でアラダールが告げた。第三真祖を敵に回すような無謀な行動を、彼も本心では望んでいないのだ。アラダールが彩海学園ドメインに味方しているのは、第一真祖の気まぐれが原因なのである。

　そんな彼の背後に控えているのは、華麗な軍服を着た兵士たち。戦王領域の吸血鬼部隊だ。

「面白い……」

　ジャーダは舌先で唇を舐なめながら、ゆっくりと周囲を見回した。彼女の正面には浅あさ葱ぎ、背後にはアラダールと彼の部下の吸血鬼たち。さらには神しん仙せん術じゆつの使い手である笹ささ崎さき岬みさきも控えている。

　一方、ジャーダが連れてきた部下の二人は、優ゆ乃のと琉る威いに完全に制圧されていた。少なくとも数の上では、圧倒的にジャーダが不利な状況だ。

　もっとも第三真祖である彼女は、二十七体もの眷獣を従えているという。そのうちの何体かを喚よび出だすだけで、浅葱たちの優位は容易たやすく消し飛ぶだろう。

　アラダールの主君である第一真祖が、それを黙って見ているという保証はない。

　最悪の場合、今この瞬間に、真祖同士の総力戦が始まる可能性すらある。

　だが、ジャーダは、硬い表情のアラダールを見返して愉快そうに破は顔がんした。

「ここで決戦と行きたいところだが、〝聖せい殲せん〟の使い手に加えて、貴様の相手をするのは骨が折れそうだ。漁夫の利を狙ねらっている輩やからもいるようだしな」

　苦笑するジャーダの視線の先、二百メートルばかり離れた彩さい海かい学園中等部の校舎の屋上に、生徒ではない小さな人影が立っていた。

　年若い異国人の若者だ。美しい黒髪に褐かつ色しよくの肌。それに金色の瞳をしている。気性の激しい若わか獅じ子しのような、不思議な威厳をまとう少年である。

　夜の帝国ドミニオン〝滅ほろびの王朝〟の王子、イブリスベール・アズィーズ──

　彼はまるで勝者の隙すきを窺うかがうかのように、ジャーダと浅葱たちの戦いを傍観していたのだ。

　それに気づいていながら、平然と泳がせていたジャーダも、やはり第だい三さん真しん祖その名に相応ふさわしい胆たん力りよくの持ち主といえるだろう。

「よい交渉であった。いずれまた会おう、カインの巫女みこよ──さらばだ」

　輝く翡ひ翠すい色いろの霧きりと変化して、虚こ空くうへと溶けるようにジャーダが消え去っていく。

　粘液に捕らわれていた豹ひよう頭とうの吸血鬼二人も、いつの間にか姿を消していた。ジャーダが彼女たちを連れ去ったのだろう。

「はー……疲れた……朝っぱらから、なんなのよもう……」

　その場に残された浅あさ葱ぎが、手近な椅い子すにぐったりともたれて空を見上げる。

　領主選争四日目の彩海学園ドメインは、そんなふうに始まったのだった。

５

「土つち雷いかずち──！」

　雪ゆき菜なの放った右の掌しよう打だが、若い獣じゆう人じんの顎あご先さきを撃ち抜いた。殴られた獣人はなにが起きたのかわからないという表情のまま勢いよく吹き飛び、白目を剝むいて昏こん倒とうする。

　そんな仲間の身体からだを踏みつけるようにして、新たな敵が襲ってくる。ストリートギャング風の衣装を身に着けた暴力的な魔族の集団──領地ドメインを失ったはぐれ領主候補と、その臣しん民みんたちだ。

「ああ、くそ！　キリがねえ！　こいつらどこから湧わいてきやがった!?」

　魔術によって撃ちこまれた火球を、必死で避けながら古こ城じようが喚わめく。

　古城たちの現在地は、絃いと神がみ島じまの北東部。人工島東地区アイランド・イーストと北地区ノースを結ぶモノレール乗り換え駅の構内だ。

　領主選争の影響で、モノレールの運行は止まっている。本来ならば駅舎の中に、乗客の姿は疎まばらなはずだ。古城たちもそれを期待して、モノレールの高架伝いに移動している最中だったのだ。はぐれ領主候補とこんなところで遭遇するのは、お互いにとって不幸な事故だった。

「彼らは人工島東地区アイランド・イーストに陣取っていた魔族ひとびとのようです。東地区イーストに第だい二に真しん祖そが出現したという噂うわさ、どうやら本当のようですね」

　銀色の槍やりを構えた雪ゆき菜なが、息を弾はずませながら告げてくる。遭遇した不良魔族の集団は、それほど戦い慣れした連中ではないが、なにしろ数が多すぎた。昨夜の終焉教団オーダー・ジ・エンドとの戦いで消耗した今の古こ城じようたちにとっては、厄やつ介かいな相手だ。

「〝滅ほろびの王朝〟の軍隊に追われて、北地区こつちに逃げてきたってことかよ──」

　古城は迷惑そうに唇を歪ゆがめて吐き捨てる。

「──ったく、冗談じゃないぜ。ジャーダが南地区サウスに陣取ってるってだけでも厄介なのに！　おまけに西地区ウエストには、第一真祖が来てるんだろ？」

「はい。わたしたちが絃いと神がみ島じまに戻る前から、結ゆ瞳めちゃんの領地ドメインに滞在していたみたいでした」

　古城と背中合わせに立ちながら、雪菜が答える。古城はうんざりしたように顔をしかめて、

「なに考えてんだ、あの男？」

「それは、わたしにもさっぱり……結瞳ちゃんたちとは友好的に接している様子でしたけど」

「……とりあえず、今は信用するしかないか」

　内心の困惑や不安を圧おし殺ころして、古城は深々と溜ため息いきをついた。

　アルディギアの空港で短い会話を交わしただけだが、古城が遭遇したキイ・ジュランバラーダという男は、良くも悪くも陽気で豪快な人物だった。

　彼が絃神島を訪れた目的はわからないが、雪菜の話を聞く限り、妙な策を弄ろうして結瞳に接触したわけではなさそうだ。そもそも彼ほどの力があれば、仮に古城と敵対するにしても、結瞳や凪なぎ沙さを人質に取る必要などないのだから。

「なんなんですの、もう──っ！」

　気を散らしていた古城を現実へと引き戻したのは、構内にいるもう一人の少女の怒ど声せいだった。波打つ刃やいばの長ちよう剣けんで、蜥蜴人リザードマンの剣士と斬きり合あっているのは、長い頭巾ウインプルを被かぶった白い髪の少女──香か菅すが谷や雫しず梨りだ。

「いたぞ！　白い髪の鬼族オグレス！　カスガ谷たにだ！」

「第三真祖を撃退した彩さい海かい学園ドメインの領主か！」

　少女の存在に気づいた魔族の集団が、古城たちを無視して一斉に彼女のほうへと殺到する。彼らの目的は古城や雪菜ではなく、雫梨なのだ。自分たちの領地ドメインを追われた彼らは、同じ領主候補である雫梨を倒して、彩海学園ドメインの支配権を奪うつもりなのである。偶然、駅で鉢合わせただけの古城たちを、問答無用で襲ってきたのはそのためだ。

「カス谷たにィ！　その首もらったァ！」

　類人猿系の獣じゆう人じんが、身軽な動きで雫梨を頭上から襲った。

「カ、カス谷たに……!?」

　敵の攻撃を受け止めながら、雫梨が口元を引ひき攣つらせる。自分の苗みよう字じをやたら雑に覚えられていたことに憤慨したのだ。

「逃がすか、カス谷やッ！」

「くらいやがれ、カス田たァッ」

「かっ、香か菅すが谷やですわっ！　香菅谷雫しず梨り・カスティエラ！」

　伝言ゲームの要領で変わっていく呼び名に激怒した雫梨が、怒りに任せて剣を振る。そんな彼女の髪は乱れて、呼吸も荒くなっていた。古こ城じようたち以上に彼女の疲労の色が濃い。そのせいか、目の前の戦いに集中しきれていない印象を受ける。

「大丈夫か、カス子！」

「当然ですわ！　この程度の相手、何人こようが聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスの敵ではありませんの！」

　心配する古城を睨にらみ返かえして、雫梨が怒鳴る。それが強がりであることは、誰の目にも明らかだった。彼女の体力は限界が近いのだ。

　ちっ、と古城は乱暴に舌打ちして、なおも押し寄せてくる魔族たちの数を確認する。

　雫梨を狙ねらっている不良魔族たちの数は、目に映る範囲だけでも五十人以上。一人一人相手していたら、体力が保もたない。今の古城に残されているのは、第だい四よん真しん祖その無む尽じん蔵ぞうの魔力だけだ。

「ああ、くそ──疾く在れきやがれ、〝水精の白鋼サダルメリク・アルバス〟！」

　古城はやけくそ気味に自分の眷けん獣じゆうを召しよう喚かんした。

　青白い輝きの中から出現したのは、水流のように透きとおった肉体を持つ眷獣だった。

　女性型の美しい上半身と、巨大な蛇へびの下半身。流れ落ちる髪も無数の蛇。

　青白き水の精霊ウンデイーネ──水すい妖ようだ。

「なっ……!?」

「なんじゃ、こりゃあああ！」

　突とつ如じよとして出現した強大な眷獣の姿に、不良魔族たちがパニックに陥る。

　第四真祖のほかの眷獣たちと違って、〝水精の白鋼サダルメリク・アルバス〟は、爆発的な攻撃を撒まき散ちらすわけではない。第四真祖の十一番目の眷獣の力は、癒いやしと再生だ。透明な水妖の肉体に包まれた物質は、元素レベルで還元されて、本来あるべき姿へと戻る。

　生物を生まれる以前の姿に。強固な城壁を土つち塊くれに。高度な都市を不毛の荒野に。優れた文明を原始以前に──それはすべてを無に還かえす破壊の力だ。

　その水妖の破壊的な癒しは、古城たちを包囲する不良魔族たちの足あし下もと──モノレールの駅舎へと向けられていた。まるで時間を巻き戻すように、建物の壁が砂へと変わって崩れ落ち、それらを支える鉄骨も鉄原子へと分解されていく。

　密集していた不良魔族たちは、駅舎の崩ほう壊かいに吞のみこまれて為なすすべもなく地上へと落下した。そこにぽっかりと口を開けていたのは、白く泡立つ海面だった。彼らが着地するべき人工島の大地も、すでに古城の眷獣によって破壊されていたのだ。

「やり過ぎです、先輩……また絃いと神がみ島じまにこんな被害を……」

　構えていた槍やりを降ろしながら、雪ゆき菜なは責めるような視線を古こ城じように向けた。

　いきなり海に突き落とされた不良魔族たちは、その大半が恐慌状態に陥っている。彼らにはもはや雫しず梨りを狙ねらう余裕はない。

　しかし、その代償は大きかった。モノレールの駅舎は半壊し、軌道レールの一部も、すっぱりと断ち切られたように消滅している。モノレール自体は運行停止中なので、ひとまず交通への影響はないものの、復旧には相当の費用がかかるはずだ。

「ほかにやりようがなかっただろ。文句は、このバカ騒ぎを仕組んだクソ餓が鬼きに言ってくれ」

　古城は気け怠だるく壁にもたれながら、投げやりな態度で反論した。

「〝吸血王ザ・ブラツド〟……ですか」

　雪菜がムッと唇を引き結ぶ。古城は不機嫌そうにうなずいて、

「この島に真祖たちを呼び寄せて、連中と俺を戦わせるのが領主選争の目的か。馬ば鹿か馬ば鹿かしいにもほどがあるだろ。それにあっさり乗せられてるやつらも大たい概がいだけどな」

「そう……ですね」

　海に落ちた不良魔族たちは、我われ先さきに岸へ這はい上あがろうと醜い争いを繰り返していた。そんな彼らを見下ろして、雪菜は力無く息を吐く。

「ですが、絃いと神がみ島じまの現在の状況は、〝吸血王ザ・ブラツド〟と終焉教団オーダー・ジ・エンドの計画どおりです。真祖たちがこの島にいる限り、領主選争を終わらせるのは困難かと」

「困難？　〝吸血王ザ・ブラツド〟をとっ捕まえて、キーストーンゲートを取り返せば済むんじゃないのか？」

　古城が少し意外そうに訊きき返かえす。いえ、と雪菜は重々しく首を振り、

「そうなれば三人の真祖たちは、先輩を妨害する側に回るはずです。領主選争が終わってしまえば、彼らは絃神島に居続ける大義を失いますから」

「ジャーダが俺たちを攻撃してきたのも、〝吸血王ザ・ブラツド〟を助けるためだったのかよ……」

　昨夕のジャーダ・ククルカンとの遭遇を思い出し、古城は苦々しげに奥歯を嚙かむ。

　逃走する〝吸血王ザ・ブラツド〟を追撃しようとした古城を、ジャーダは眷けん獣じゆうによる奇襲攻撃で妨害した。あれは単なる宣戦布告ではなく、〝吸血王ザ・ブラツド〟を逃がして、領主選争を長引かせるのが目的だったのだ。

「それに、すべての真祖がこの島に集結した以上、〝吸血王ザ・ブラツド〟には、もう先輩の前に姿を現す理由がありません。彼の目的は、先輩と他の真祖たちを戦わせて、第だい四よん真しん祖その強さを証明することですから──」

「領主選争が終わるまで、あいつらはどこかで高みの見物を決めこむってことか」

「はい。おそらく」

　雪菜が硬い表情で目を伏せる。

　零番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟──〝無ケノン〟は、自らの目的を、第だい四よん真しん祖そを恐怖の象徴として知らしめることだと語った。

　彼の言葉が真実ならば、この先、彼が古こ城じようと戦うことはない。古城が他の真祖たちと戦って、勝利すること。それこそが彼の望みだからだ。領主選争とは、彼がそのためだけに創つくり出だした吸血鬼の真祖のための〝闘技場コロツセオ〟なのだ。

「どちらにしても今のわたしたちでは、〝吸血王ザ・ブラツド〟の居場所を捜し当てるのは困難ですね」

「だな……」

　古城は、雪ゆき菜なの指摘を渋々と認めた。

「まあいいや。面倒なことを考えるのはあとにして、とりあえずここから移動しようぜ。またほかの領主候補たちに見つかっても厄やつ介かいだしな」

「移動……ですか」

　雪菜が困ったように眉まゆを寄せ、古城が破壊した高こう架か橋きように目を向けた。

「ですが、これではモノレールの線路を使って人工島南地区アイランド・サウスに渡るのはもう無理ですね。あれだけ派手に魔力を使ったからには、混こん沌とん界かい域いきの部隊も先輩の存在に気づいたでしょうし」

「彩さい海かい学園に戻るのは無理、か」

　運河の対岸に浮かぶ人工島の大地を眺めて、古城は無念そうに肩を落とす。

　彩海学園ドメインは、周囲を混沌界域の軍勢に制圧されて完全に孤立している。そこにどうにか忍びこむために、古城たちは比較的彼らの警戒が手薄な、南地区サウスの東岸へと移動している途中だったのだ。だが、はぐれ領主候補たちとの予期せぬ遭遇によって、その計画はすっかり台無しである。

「ここから比較的近いのは天てん奏そう学がつ館かんドメインですけど、消耗した今の状態で、第一真祖と接触するのは避けたいですね。彼の目的がさっぱりわかりませんし……」

「キイ・ジュランバラーダか……カス子はどう思う？　おまえも第一真祖と会ったんだろ？」

　古城が雫しず梨りの背中に声をかける。しかし雫梨はなにも答えない。抜き身の長ちよう剣けんを持ったまま、どこかぼんやりと立ち尽くしている。

　古城は怪け訝げんに思いながら彼女に近づいて、

「……カス子？」

「は、はい！」

　耳元で名前を呼ばれた雫梨が、驚いたように顔を上げた。

　心配そうに見ている古城たちに気づいて、雫梨はばつの悪そうな表情を浮かべる。

「Scusa……ごめんなさい。少し考え事をしていましたわ」

「終焉教団オーダー・ジ・エンドの剣士のことですか？　香か菅すが谷やさんの剣によく似た青い魔ま剣けんを使っていた──」

　雪菜が雫梨を気遣うように訊きく。古城は少し驚いて雫梨を見つめた。戦闘中の雫梨の動きが、精彩を欠いていたことを思い出す。

「知っている相手だったのか？」

「いえ。べつにそういうわけでは……ただ……」

　咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かそうとした雫しず梨りが、心配げな古こ城じようたちの顔を見て言葉を切った。小さな溜ため息いきをひとつ挟はさんで、静かな口調で言い直す。

「鬼族オグレス……でしたの。あの女も」

「鬼族オグレス？　同じ一族ってことか？　だけど親しん戚せきってわけじゃないんだろ？」

「わかりませんわ。ですけど、向こうはわたくしのことを知っていた……まるで恨んでいるような口振りでしたわ。それに彼女は魔剣を持っていた……〝炎喰蛇ハウラス〟は、聖団ギゼラに伝わる宝剣のはずですのに……」

「なるほど……たしかに気になるな」

　雫梨の困惑の理由を理解して、古城は唸うなった。

　六年前の〝イロワーズ〟魔ま族ぞく特とつ区くの崩ほう壊かいに巻きこまれて、雫梨は、家族同然に思っていた聖団ギゼラの仲間をすべて失っている。聖団ギゼラ最後の修女騎士パラデイネスである雫梨にとって、〝炎喰蛇ハウラス〟は仲間たちとの絆きずなの象徴なのだ。

　その大切な魔剣と同じものを終焉教団オーダー・ジ・エンドが保有していたのだから、雫梨が動揺するのも無理はない。

「その鬼族オグレスと魔剣について、なにか調べる方法を考えましょう。もしかしたら、終焉教団オーダー・ジ・エンドの居場所を特定する手がかりになるかもしれませんし」

　雪ゆき菜なが生真面目きまじめな口調で提案する。

「え、ええ……Grazie……ありがとう」

　雫梨はめずらしく素直にうなずいて、気を取り直したように微笑ほほえんだ。

　さて、と古城は肩をすくめ、あらためてこのあとの行き先を相談しようとする。

　その瞬間、ドクン、と古城の心臓が激しく脈打った。

　落雷の衝撃を間近で浴びたような感覚だった。ビリビリと痺しびれるような痛みが肌を震わす。

　古城がこれまでに感じたことがないほどの衝撃──第だい四よん真しん祖そのそれに匹敵する強大な魔力が、絃いと神がみ島じまのどこかで放出されている。それも一カ所ではなく、同時に複数の場所で。

「なんだ……!?　この感覚……！」

　自分の胸元を押さえて、古城はその場に膝ひざを突いた。

　視野が狭きよう窄さくして、視界が赤く染まる。陸に打ち上げられた魚のように、喉のどが詰まって呼吸ができない。やり場のない怒りと苛いら立だちを感じる。そして圧倒的な恐怖がある。

「まさか、第二真祖が眷けん獣じゆうを……？」

　雪菜が東の海上を睨にらんでうめいた。

　人工島東地区アイランド・イーストの上空に、無数の黒い影が浮かんでいた。遠く離れた場所からでも視認できるほどの巨大な翼よく竜りゆうの群れ──空を埋め尽くすほどの大群だ。

「東地区イーストだけではありませんわ……！」

　雫しず梨りが背後を振り返って叫ぶ。まるで示し合わせたように同じタイミングで、絃いと神がみ島じまの南側、彩さい海かい学園のある方角に新たな魔力源が出現したのだ。

「ぐ……おおおおおおおおおおおっ！」

　同時に出現したふたつの魔力に、古こ城じようは全身を引き裂かれるような激痛を感じた。

　その激痛が引き金となって、古城の肉体を異様な感覚が襲う。すべてを喰くらい尽つくそうとするような強烈な飢き餓が感かん。焼けつくような激しい飢えが、身体からだの奥底から湧き上がってきたのだ。

「先輩!?」

「古城!?　なにをやってるんですの!?」

　両眼を赤く染めて牙きばを剝むく古城を、雪ゆき菜なと雫梨が呆ぼう然ぜんと眺めた。

　古城の全身を取り巻いていたのは、深紅の霧きりだ。炎のように噴きだしたその霧が、空中に奇怪な紋様を描き出す。

「まず……い……離れろ、姫ひめ柊らぎ……！　カス子も……！」

　ほとんど声にならない声で、古城が雪菜たちに警告した。

　自分の肉体になにが起きているのか、古城にはわからない。

　だが、自分がなにをしようとしているのかはわかる。この凄すさまじい飢餓感が求めているのは、力──吸血鬼の魔力の根源となる力だ。

「同じ、なのか……あのときと……」

　薄れゆく意識の中で古城は思い出す。それは恐怖の記憶だった。第四真祖と呼ばれる災さい厄やくが、この絃神島を襲った日の記憶だ。

　理性を失った古城の視界には、目の前にいる少女たちの姿しか映らない。彼女たちのすべてを貪むさぼり喰くらう──その甘美な誘惑に古城は逆らえない。

　わずかに残された古城の人格が、殺せ、と意識の片隅で叫んでいる。

　取り返しのつかないことになる前に、俺を殺せ、と。

　雪菜の持つ銀色の槍やりならば、そして雫梨の剣ならばそれができるはずなのだ。

　だが、その言葉が声になる前に、古城は雪菜たちへと向かって跳んでいた。

　驚きよう愕がくの表情を浮かべた雪菜が、ほとんど無意識の動きで槍を構える。古城の殺気に反応して、彼女の肉体が無自覚のまま迎撃態勢に入ったのだ。

　しかし古城が雪菜の間合いに入ることはなかった。横殴りに叩たたきつけてきた衝撃波が、そうなる前に古城を吹き飛ばしたからだ。

「がっ……！」

　それは空間そのものを巨大な鎚つちに変えたような、回避不能の波状攻撃だった。

　空間の揺らぎに翻ほん弄ろうされて、古城は悲鳴を上げることもできずに血ち反吐へどを撒まき散ちらす。常人ならばそれだけで即死を免れないほどのダメージだ。

　古城の全身を覆おおってた血けつ霧むが消滅し、背後の紋様も弾はじけ飛とぶ。

　魔力の暴走から解放された古こ城じようは、糸の切れた人形のように落下して床に転がった。

「先輩！」

　ハッと我に返った雪ゆき菜なが、倒れた古城の傍そばへと駆け寄る。

　古城は顔を上げることもできないまま、頼りないうめき声で彼女に答えた。

　傷だらけで全身ボロボロだが、先ほどまでの暴力的な飢き餓が感かんは綺き麗れいに消えている。より強大な魔力を間近で浴びたことで、ほかの真祖の魔力の影響が薄れたらしい。

「目は覚めたか、暁あかつき古城？」

　虚こ空くうをゆらりと波紋のように揺らして、童女のような幼い姿の魔女が出現する。

　卓越した空間制御魔術の使い手──〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟南みな宮みや那な月つきだ。

　しかし今の彼女の姿は、古城たちの知る彼女とは少し違っていた。

　長い黒髪と豪ごう奢しやなドレスは普段と同じだが、その全身には荊いばらのような蔓つるが巻きついて、彼女の影の中に伸びている。

　まるで影の中に潜む凶暴な獣けものを、自らの肉体で繫つなぎ止とめているかのような危うい姿だ。

　終焉教団オーダー・ジ・エンドに囚とらわれている間に、彼女の身になにかが起きたのだ。

「南宮那月……先生。そのお姿は……なんですの？」

「こちらもこちらで色々とあってな」

　不安そうに尋ねる雫しず梨りを一いち瞥べつし、那月は投げやりに返事をした。
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「悪いが、今は力の加減ができん。これ以上は暴れないほうが身のためだぞ？」

「……好きで……暴れたわけじゃねえ……よ」

　息も絶え絶えに言い返して、古こ城じようは力尽きたように再び昏こん倒とうした。那な月つきの攻撃による負傷が、見た目以上に深刻だったのだ。

「こ、古城!?」

「先輩、しっかりしてください！　先輩！」

　雫しず梨りと雪ゆき菜なが、動かなくなった古城を抱き上げて乱暴に揺さぶる。

　原因不明の暴走に加えて、空間そのものを歪ゆがめるような攻撃を受けたのだ。いかに吸血鬼の真祖が不死身とはいえ、無事で済むとは思えない。雪菜たちが慌てるのも無理はなかった。

　一方の那月は、倒れた古城を無表情に見下ろし、口の中だけでぼそりと呟つぶやく。

「なるほどな。これが貴様の最後の望みか、〝吸血王ザ・ブラツド〟……」

　古城が意識を失う直前、暴走した彼の背中に浮かび上がった奇怪な紋様。

　それはかつて〝原初ルート〟と呼ばれた吸血鬼が生み出したもの──十一枚の漆しつ黒こくの翼だった。
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　真っ青な南国の海と空を背景に、廃はい墟きよに似た鋼はがね色いろの街が広がっている。

　産業革命直後の煤すすけた大都市のような、あるいは寝静まった深夜の工場のような無機質な街並み。絃いと神がみ島じまを取り巻くように浮かぶ人工島ギガフロートの群れ──通称〝絃いと神がみ新しん島とう〟の遺跡である。

　元は咎きゆう神しんカインによって〝異境ノド〟の地に築かれた、異界の要よう塞さい都と市しの断片だ。

　封印の龍りゆう〝グレンダ〟によってこちらの世界に召喚され、それ以来、この島は〝魔ま族ぞく特とつ区く〟の一部として開発と調査が進められている。

　しかし遺跡の広大さゆえに、調査が終わっているのは、全面積の五パーセントにも満たない。

　いまだに島の大半は、手つかずのまま放置されているのが現状らしい。

　それでも島の一部には仮説住宅が設置され、企業の研究所や工場の建設も始まっている。特に優先的に整備が進んでいるのは、やはり港湾設備や道路などのインフラだ。

　そんな建設途中の港の片隅に、ほっそりとした人影が立っている。

　関西地区にある名門女子高の制服に身を包んだ、年若い日本人の少女だった。

　すらりとした長身。華やかさと優美さを備えた美しい顔立ち。背中には大きな楽器ケースを背負っている。獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめ、煌きら坂さか紗さ矢や華かだ。

「──さすがにこのあたりまでくれば、電気や水も来てるのね」

　ポニーテールの長い髪を風に遊ばせながら、紗矢華はどこか晴れやかな表情で息を吐く。

　彼女の背後にあるのは、真新しい港湾管理施設の建物だった。

　文明って素敵、としみじみ呟つぶやきながら、紗矢華は洗いたての手をハンカチで拭ぬぐう。未完成とはいえ最新の港湾施設には、温水洗浄便座を設置した女子トイレが完備されていたのである。

　アルディギア王国の航空機から、半ば放り出されるような形でパラシュート降下して、この島を彷徨さまよい続けること数時間。ようやく見つけた水洗トイレは、紗矢華にとって、砂漠のオアシスにも等しい救いの場所だった。

「あとは絃神本島に渡る移動手段が見つかればよかったんだけど……」

　無人の港を見回して、紗矢華はもう一度溜ため息いきをついた。

　スマホの電波が届かないせいで、現在地の正確な座標はわからない。だが、絃神新島から絃神島本島までは、もっと近い場所でも最低七キロは離れていると聞いている。泳いで渡るのは、さすがに厳しい距離だ。せめて船か、それに代わる移動手段が必要だった。

　しかし港には連絡船はおろか、人の姿すら見当たらない。領主選争の影響で、島内の物流や交通が完全に途絶しているのだ。紗矢華は、無人の人工島ギガフロートに一人きりで、取り残されてしまったことになる。

「うう……あの腹黒王女のせいで……どうして私がこんな目に……」

　紗さ矢や華かは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、空を仰いだ。

　もちろん紗矢華も、好きこのんで絃いと神がみ新しん島とうに降りたわけではない。最初の降下目標地点は、暁あかつき古こ城じようがいる可能性の高い絃いと神がみ島じま本ほん島とうの北地区ノース周辺だったのだ。

　しかし紗矢華が到着したときには、絃神島本島の上空は、魔術師たちの使つかい魔まによって制圧されていた。それらの追跡から逃れようと足搔いているうちに、絃神新島の方角へと流されてしまったのだ。最悪、海上で撃墜される可能性もあったのだから、生きて地上に辿たどり着ついただけでも幸運だったと言わざるを得ない。と──

「ヘリコプター……？」

　頭上から聞こえる騒々しいエンジン音に気づいて、紗矢華は反射的に振り返る。

　午後の青空に浮かんでいたのは、ティルトローター式の垂直離着陸機ＶＴＯＬだった。日本国内の航空会社では採用されていない型式の輸送機だ。尾翼には、ＭＡＲ社のロゴがペイントされている。

「……そうか、領主選争の負傷者をＭＡＲが保護してるのよね……ということは、絃神新島こちらから、本島あちらに運んでもらうこともできるはず！」

　事前に聞かされていた情報を思い出し、紗矢華は瞳を輝かせた。

　ＭＡＲ社は終焉教団オーダー・ジ・エンドと契約し、中立の立場で領主選争の運営に参加している。戦闘で生じた被害の補償や、食料などの物資の配給、そして負傷者の救助と治療が彼らの主な役割だ。

　彼らが保護した負傷者は、絃神新島のどこかに停泊している病院船に運ばれることになっている。ＭＡＲの輸送機は、その病院船へと向かっているのに違いない。

　幸いなことに輸送機が降りていったのは、紗矢華のいる港から、そう遠くない場所だった。

　紗矢華は、港湾施設に置かれていた連絡用のスクーターを無断で借りて、輸送機の着陸予想地点へと走り出す。

「見つけた……！」

　港から五キロほど離れた開けた土地に、着陸した直後のティルトローター機の姿があった。

　そこは、どうやらＭＡＲ社の補給基地のような場所らしい。同型の輸送機が、ほかにも三機停まっている。

　それを確認してすぐにスクーターを降りたのは、理屈ではない直感的な判断だった。

　呪じゆ詛そと暗殺の専門家である獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめの勘が、その基地に不ふ穏おんな気配を感じたのだ。

　瓦が礫れきの隙すき間まにスクーターを隠し、紗矢華は徒歩で基地へと近づいた。基地の周囲には、廃はい墟きよ化した遺跡がいくつも残っており、呪じゆ術じゆつ迷めい彩さいを使うまでもなく、隠れ場所には事欠かない。

「なによ、これ……」

　遺跡の窓から基地の全景をのぞいて、紗矢華は小さく息を吞のんだ。

　仮ごしらえの施設なのは予想どおりだが、その雰囲気は想像よりも遥はるかに物騒なものだった。

　整然と配置された無数の野戦テントと装甲車。基地周辺には鉄てつ条じよう網もうが張り巡らされ、銃器で武装した警備員が至る所に配置されている。輸送機の荷室に積みこまれているのは、対魔族用の有脚戦車ロボツトタンク。まるで軍隊の宿営地だ。

「ＭＡＲのマークは入ってるけど……どう見ても、医療部隊じゃないわよね」

　軽い混乱を覚えて、紗さ矢や華かはうめいた。この施設に配備されている兵力は、明らかに自衛のためというレベルを超えている。臣しん民みんの数を競うだけの領主選びのゲームに、これほどの装備と人員を注つぎこむ理由はないはずだ。

　つまり彼らは、本来の領主選争とは違う目的のために集められた兵士、ということになる。

　ＭＡＲの目的を探るべきか、と紗矢華が迷い始めたとき、すぐ傍そばで不意に声がした。

「おうおう……派手に集まってやがんな」

「……っ!?」

　紗矢華は弾はじかれたように振り返って身構えた。

　屈かがんでいる紗矢華の肩越しに窓の外を見ていたのは、背の高い中年男性だった。

　だらしなくシャツを着崩して、無ぶ精しよう髭ひげを生やした、気け怠だるい雰囲気を漂わせた男だ。年齢の割に引き締まった身体からだをしているが、威圧感などなにもない。

　にもかかわらず、紗矢華は戦せん慄りつを覚えていた。暗殺者の訓練を受けている紗矢華が、男の接近に気づくことすらできなかったのだ。

「兵員輸送用のヘリと有脚戦車ロボツトタンク──隊員の装備は、パワーアシストつきの呪じゆ術じゆつ迷めい彩さい服ふくと、対魔族用の大口径カービンか。典型的な特殊部隊だな。絃神島への上陸作戦でも仕掛ける気かね？」

　男が妙に親しげな口調で、紗矢華に声をかけてくる。

　紗矢華はジリジリと後ずさりしながら、ハッと思い出したように剣を抜いた。男の胸元に切きっ先さきを向けて、殺意をこめて睨にらみつける。

「……あなた、誰!?」

「落ち着け、お嬢ちゃん。ステイ、ステイ。べつに怪しい者じゃない」

「怪しくないどころか、怪しさしかないんだけど……!?」

　飼い犬をあしらうように呼びかけられて、紗矢華は声を荒らげた。

「私に気づかれずにここまで近づくなんて……！　何者なの!?　返答次第によっては──」

「伏せろ！」

　警告の言葉を言い終える前に、男が紗矢華を押し倒す。廃はい墟きよの床ゆかに激しく背中をぶつけて、紗矢華は息を詰まらせた。ゴツゴツとした男の手に口を塞ふさがれて、紗矢華は苦しげに身をよじる。屈辱と恐怖で目が潤む。

「むぐぅ……ぐぐぐ……！」

「静かに。気づかれちまうだろ……痛いって!?」

　紗矢華に思いきり手を嚙かまれて、男が小さく悲鳴を上げた。男が怯ひるんだ瞬間に反撃を仕掛けようとして、紗さ矢や華かはギョッと目を見張る。前触れもなく忽こつ然ぜんと、男の手の中にライフル銃が出現したからだ。

「っ！」

　間近で目にした凶悪な銃器の姿に、紗矢華の頭の中でなにかが切れた。

　感情が消え、潜在意識に刻みこまれた手順どおりに身体強化の呪じゆ術じゆつを発動。プログラムされた機械のように、目の前の男を殺すべく肉体が勝手に動き出す。致死的な急所へと打撃を叩たたきこみ、頸けい動どう脈みやく洞どうを圧迫。相手の意識を刈り取ると同時に、そのまま頸けい椎ついをへし折る──練習台の傀儡ダミー人形を相手に、幾度となく繰り返してきたやり方だ。

　その暗殺プログラムが最後まで発動しなかったのは、目の前の男が、一切の殺気を紗矢華に向けていなかったせいだ。男は壁に背中をつけたまま、窓の外へと視線を向けていた。

　彼が見つめていた方角には、小さな円形の機械が浮かんでいる。宿営地周辺を監視している無人機ドローンだ。

　無人機ドローンは、紗矢華たちがいる廃墟の上空で旋せん回かいし、そのまま宿営地の方角へと飛び去っていく。それを見て男は銃を下ろし、あっさりと紗矢華を解放した。

「行ったか。さすがアルディギア製の認識抑止装置ジヤマー。効果は抜群だな」

　首にぶら下げた防犯ブザーのような機械に触れて、男は得意げに微笑ほほえんだ。

「驚かせて悪かった。偵察機がうろついてるのが見えたからな」

「助けてくれた……の？　私……その……」

　ようやく事情を把握した紗矢華が、気まずそうな表情で男を見上げる。

　男は、くっきりと歯形が残った左手を愉快そうに眺めて、

「ああ、これのことなら気にするな。こんな可愛かわいいお嬢ちゃんに嚙かまれるなんて、ご褒ほう美びだ」

「ご、ご褒美って……」

　紗矢華は全身にぞっと鳥肌を立てた。やはりこの男は危険人物なのかもしれないと思い直す。いい歳としして気持ち悪いこと、この上ない。

「待てよ。この傷口を舐なめたら、お嬢ちゃんと間接キスってことでいいのか？」

「っ!?」

「なんてな、冗談冗談。イッツ・ア・ジョーク──ってことで、その六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラスを下ろしてくれないか？　いや……違うな。そいつはオリジナルの六式か」

「……あなた、何者なの!?　目的はなに？」

　男の首筋に刃やいばを押し当てて、紗矢華が訊きいた。

　紗矢華の六式重装降魔弓デア・フライシユツツは、獅し子し王おう機き関かんの試作型制圧兵器だ。その存在を知る者が、人畜無害な一般人ということはあり得ない。

　しかし男は、ヘラヘラと笑いながら両手を上げて、

「俺か？　俺は見てのとおり、通りすがりの考古学者だが──」

「あなたみたいな怪しい考古学者がどこの世界にいるのよ!?」

「いやいや、まあ、たしかにこっち側の世界にいるのは半分だけだけどな」

「はい？」

　男の意味不明な供述に、紗さ矢や華かは目つきを険しくする。それでも男は、とぼけた表情のまま窓の外に視線を巡らせて、

「俺のことはひとまず置いといて、問題はあっちの軍隊のほうだろ。この領主選争には、まだ裏があるぜ」

「それはそうかも知れないけど」

「──ったく、第だい四よん真しん祖そも情けないやつだよな。自分が住んでる島をよそから来た連中に好き勝手に踏み荒らされて、なにが世界最強の吸血鬼だ。見込み違いっつうか、評判倒れっつうか、やつには荷が重すぎるってことだよな。才覚も度量もない、へなちょこ野郎だからな」

　平然と紗矢華の長ちよう剣けんを押し返しながら、男は吐き捨てるような口調で言った。

　その瞬間、紗矢華がカチンと表情を強こわ張ばらせる。男の一方的な言い草に、なぜか無む性しように苛いら立だちを覚えたのだ。

「い……言っときますけど、領主選争が始まったときは第四真祖は絃いと神がみ島じまにいなかったんですからね。今のこの事態は、あの男の責任じゃないんだから！」

「ほう……」

　ムキになって反論する紗矢華を、男は興味深そうに見返してくる。

「だけど、絃神島に戻ってきたって、手も足も出ずに混乱を放置してるのは事実だろ？」

「手も足も出ないなんて誰が決めたわけ!?　あの男はこれまでだって望んでもないトラブルに何度も巻きこまれて、それでも身体からだを張ってこの島を護まもってきたのよ。今回の騒ぎも、絶対になんとかしてくれるわ！　あいつの傍そばには雪ゆき菜なもついてるし……わ、私だって……！」

「ふむ……そうなのか。それは頼もしいな」

　意外なことに、男は素直に紗矢華の主張を受け入れた。そのことに少し拍子抜けしつつも、紗矢華は満足げに胸を張り、

「ま、まあね」

「お嬢ちゃんにそこまで想おもってもらえるなんて、あいつも幸せ者だよな」

「は、はい？　お、想ってるって……べつに、私、そういうつもりじゃ……」

　男の想定外の反応に、紗矢華はあたふたと声を上うわ擦ずらせる。

「もしかして、お嬢ちゃん、古こ城じようのやつともうヤッたのか？」

「ヤッ……!?　な……そ、そんなわけ……」

「恥ずかしがることはないだろ、お互い好き合ってんなら自然とそうなることもあるよな」

「あなたにそんなことを教える理由は……って、なんで、暁あかつき古城の名前を……!?」

「待った。その話はまたあとでな」

　無理やり会話を打ちきって、男は宿営地の方角を睨にらみつけた。新たなティルトローター機が到着して、運んできた乗客を降ろし始めたところだ。

「あれは……？」

　ティルトローターから降りてきた男たちを見て、紗さ矢や華かはぼそりと自問する。

　白衣を着た、どこか陰気な雰囲気の男たち。単なる医師や研究者にしては、妙に殺さつ伐ばつとした集団である。そんなふうに感じてしまうのは、彼らが、武装した兵士たちを引き連れているせいかもしれない。

「ＭＡＲ第九研究室ラボ──非人道的な魔族の生体実験で悪名高き、ＭＡＲの暗あん部ぶってやつだ」

「ＭＡＲの……暗部？　あ……！」

　男の言葉を聞いていた紗矢華が、突然、驚きの声を洩もらす。兵士たちに引きずられるようにして、思いがけない人物が輸送機を降りてきたからだ。

「あの人！　暁あかつき古こ城じようのお母様……!?　どうしてあんな扱いを……!?」

　紗矢華が困惑して男に問とい質ただす。

　両手に手錠を嵌はめられたまま歩いているのは、ＭＡＲ医療部門の主任研究員、暁深み森もりだった。古城の母親というだけでなく、紗矢華ともいちおうの顔見知りである。

　同じＭＡＲの社員でありながら、彼女はまるで捕虜のような待遇を受けている。

「ちょっとした裏切り者扱いだな。ＭＡＲが保護していた十二番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟アヴローラ・フロレスティーナを逃がしたわけだから、無理もねえが」

「じゅ……十二番目のアヴローラを、逃がした？」

　さらりと語られた重大な情報に、紗矢華はたまらず絶句する。

　その間に男はどこからともなく、対戦車ロケットランチャーとグレネード弾の束を引っ張り出していた。空間制御魔術を使った気配はない。そもそも彼は魔術師には見えない。まるでその場に置いてあった武器を、ひょいと持ち上げたかのような気安さだ。

「──ってなわけで、ちょっくら助けに行ってくる。もし手伝ってくれるなら有り難いんだが、どうする？　義理の母親になるかもしれない相手だぜ？」

　奇妙な手品の種明かしをすることもなく、男が紗矢華に訊きいてくる。混乱している紗矢華は、義理の母親になるかもしれない、という男の指摘に突っこむのも忘れて、

「彼女を助けるのがあなたの目的？　どうして？」

「そりゃ、だって、あれ、俺の妻だし」

　別居中だけどな、と言い足して、男はワハハッと朗らかに笑った。

　紗矢華は凍りついたように動きを止めて、男の顔を凝視する。

「つ……妻？　暁古城のお母様の配偶者……!?」

「イエス、アイアム。暁牙が城じようだ、よろしくな」

　驚く紗矢華を愉たのしそうに見つめて、男は茶目っ気たっぷりにウインクした。

「え、ええええええええええ──っ！」

　動揺した紗さ矢や華かの悲鳴が、絃いと神がみ新しん島とうの廃はい墟きよに響き渡る。

　まるでそれを合図にしたかのように、牙が城じようはＭＡＲの宿営地に向けてロケットランチャーをぶっ放した。

２

　古こ城じようが意識を取り戻したのは、煮立った醬しよう油ゆとみりんと砂糖、そして焼けた牛脂や長ネギの香りが渾こん然ぜん一いつ体たいとなった甘い匂においのせいだった。関東風のすき焼きの匂いである。

　多数の魔ま導どう機き器きに囲まれた広い地下室。その片隅に人々が集まっている。作業台に置かれたすき焼き鍋なべを囲んでいるのだ。

「お兄さん、お目覚めでしたか？」

　ガスコンロの火力を調節していた叶かな瀬せ夏か音のんが、古城の覚かく醒せいに気づいて呼びかけてくる。

　制服の上にエプロンを着けた彼女の姿を、古城は、ぼんやりとした表情で見返した。現実感がなさ過ぎて、都合のいい夢を見ているような気分になる。

「……叶……瀬？」

「すぐにお食事の準備をしますね」

「え？」

　古城の困惑に気づかないまま、夏音はいそいそと新しい食器を取りに行く。

　彼女の代わりに近寄ってきたのは、雫しず梨りと雪ゆき菜なだった。食事の途中だったのか、二人は箸はしやお椀わんを手に持ったままだ。

「古城、気がついたんですの？」

「ここは……？」

　雫梨を見上げて古城が訊きく。彼女たちの顔を目にした瞬間、古城は、気絶する前の出来事を思い出していた。第だい四よん真しん祖その力を暴走させてしまう直前、どこからともなく空間転移テレポートしてきた那な月つきに思いきり吹き飛ばされたのだ。

「夏カ音ノちゃんのお父さんの研究室です。先輩の治療と検査が出来そうな場所を、ほかに思いつかなかったので」

　古城の質問に答えたのは雪菜だった。

　地下室の中を見回して、古城は深々と溜ため息いきをつく。

　人工島北地区アイランド・ノースの最下層にある、絃いと神がみ島じま第六魔導研究所。外界から完全に隔離された、収容所に近い場所である。領主選争の影響を免れた、数少ない人工島管理公社の施設だ。

「結局ここに戻ってきたのか……」

　古城はのろのろと上体を起こして、壁に掛かっていた時計を見た。

　時刻は午後六時を過ぎている。半日近く眠り続けていた計算だ。那な月つきの攻撃によるダメージだけでなく、暴走の影響なのかもしれなかった。

「体調はどうかね、第だい四よん真しん祖そ？」

　研究室の主である叶かな瀬せ賢けん生せいが、いつもどおりの陰気な口調で尋ねてくる。

「ここにある機材で調べた限りでは、きみの肉体に異常はなかった。とはいえ、真祖の肉体は魔術を受けつけないし、参考にできる医学的な基準もないので、気休めにしかならないが」

「いや、感謝するよ。また世話になっちまったな」

　手脚をぐるぐると動かして、古こ城じようは体調を確かめた。吸血鬼特有の回復能力のおかげで、外傷はすべて治っている。異様な空腹と喉のどの渇かわきはあるが、昨夜からなにも食べていないことを思えば、むしろ正常な反応といえるだろう。

「ていうか、なんでこんなところで、すき焼きを喰くってるんだ？」

「これは、その……臣しん民みんの方々から、お肉やお野菜の差し入れをいただいたので」

　雪ゆき菜ながそう言ってテーブルの上の食材に目を向けた。

「……臣民？」

　誰のだ、と古城は首を傾かしげる。今この場にいる領主候補は雫しず梨りだけだが、彼女の領地ドメインは、人工島南地区アイランド・サウスにある彩さい海かい学園周辺だ。生肉や野菜を運んでくるには、少々距離がありすぎる。

「実は、その……先輩が眠っている間に、南みな宮みや先生が、人工島北地区アイランド・ノースにある領地ドメインの約七割を制圧したんです」

　噓うそっぽく聞こえてしまうことを気にしたのか、雪菜が少し言いづらそうに説明を続ける。

　古城は目を丸くして雪菜を見返した。

「那月ちゃん一人でか……？　俺が眠っている間って、まだ半日も経たってないだろ？」

「北地区ノースにいた領主候補は特区警備隊アイランド・ガードの出身者が多かったので、もともと南宮先生には従順……いえ、その、好意的だったんです。それでなくても、はぐれ領主候補の流入で、北地区ノースの領地ドメインは疲弊していましたから」

「那月ちゃんが領主候補になってくれたのは、むしろ有り難かったってわけか」

　なるほど、と古城は腕を組んで納得する。

　東西と南の三地区に吸血鬼の真祖が降こう臨りんしたことで、唯一の空白地帯となった人工島北地区アイランド・ノースは、弱小の領主候補が群ぐん雄ゆう割かつ拠きよする危険な戦場と化していた。彼らが共倒れとなって全滅する前に、強力な領主の出現を望んでいた臣民も多かったのだろう。そこに現れた〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟は、北地区ノースをまとめるのに最適の人材だった、というわけだ。

「で、その那月ちゃんはどこに行ったんだ？」

　怪け訝げんな表情を浮かべながら、古城は研究室の中を見回した。那月の姿が見えないことが、さっきからずっと気になっていたのだ。

「南宮先生は監獄結界に戻って、〝守護者〟の封印を修復するそうです。なので、しばらくはこちらの世界に戻ってこられない、と」

　雪ゆき菜なの声にかすかな憂いが混じる。古こ城じようは戸惑い気味に眉まゆを寄せ、

「那な月つきちゃんの〝守護者〟って、あの馬ば鹿かでかい鎧よろいみたいなやつか……封印ってのは？」

「南みな宮みや先生の〝守護者〟は、放っておくと存在するだけでこちらの世界の空間を歪ゆがめてしまうので、普段は魔ま具ぐで拘束しているんだそうです。ですけど、終焉教団オーダー・ジ・エンドとの戦闘で、その拘束具が外れてしまったみたいで──」

「……普段は力を抑えた状態でアレなのかよ……」

　古城は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。那月が〝輪環王ラインゴルト〟と呼ぶ彼女の〝守護者〟は、かつて第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうをも力ずくで押さえつけたことがある。そのときですら、あの黄金の騎士像は本気を出していたわけではなかったのだ。

「彼女の〝守護者〟が現出していたせいで、この付近一帯では、空間制御系の魔術が使えない状況だ。この影響がすぐに収まるとは思えないな」

　驚きに追い打ちをかけるように、叶かな瀬せ賢けん生せいが告げてくる。

「相変わらず無茶苦茶だな、あの人は」

　古城は半ば呆あきれたような態度で首を振った。こちらの世界に実体化するだけで、周囲の空間を歪める怪物。ほとんど天災にも等しい存在だ。その力を封印するというのは、那月にとってもかなり面倒なことらしい。

　空間制御系の魔術が使えない、というのも、何気に厄やつ介かいな情報だった。叶瀬賢生の空間転移術式は、移動手段として当てにできないというわけだ。

「不意討ちとはいえ、結果的に、第四真祖を半日近くも行動不能に陥らせるほどの力だ。この程度の影響で済んだのは、むしろ幸運だったと見るべきかもしれんな」

　賢生が重々しくうなずきながら告げてくる。

「まあ、きみの昏こん睡すいについては、彼女の攻撃だけが原因とは限らないが」

「……そうだな」

　古城はやる気なく肩をすくめた。那月から受けたダメージはたしかに大きかったが、古城の回復が遅れたのは、それだけが原因ではない。

　モノレールの駅舎で古城を襲ってきた、異様な渇かわきと空腹感。その影響が古城の身体からだの奥に、熔とけて固まった熔よう岩がんのような疲労を残している。

「空腹かね？」

　古城の感情を読み取ったかのように、賢生がぼそりと訊きいてきた。彼の言葉に無意識に反応したのか、古城の腹が大きく鳴る。

「先輩もすき焼きを召し上がりますか？」

　雪菜がクスクスと笑いながら、空いている器を手に取った。

　まるで彼女に張り合うように、雫しず梨りも菜さい箸ばしとお玉を構えて、

「仕方ありませんわね。少し待っていてくださいまし」

「あ、いや、俺は……」

　どちらかを止めたほうがいいのだろうか、と迷いながら、古こ城じようは具材を奪い合う二人を眺めた。もちろん彼女たちとて、すき焼きをよそう役割を、本気で競い合っているわけではなかったのだろう。おそらく、その瞬間までは。

「待ってください、香か菅すが谷やさん。ご存じないかもしれませんけど、暁あかつき先輩はネギが苦手なので、少し減らしてあげたほうがよいかと──」

　雫しず梨りが盛りつけた器を見て、雪ゆき菜なが控えめな口調で指摘した。

　何気ないそのひと言に、雫梨がムッと眉まゆを寄せる。

「わたくしと古城は長いつき合いですから、当然それくらい知ってますわ。姫ひめ柊らぎセンパイのほうこそ、そんなにお肉ばかりよそうのは栄養バランス的に問題があるのではありませんの？」

「あ、暁先輩は大量に血を流したばかりなので、わざとお肉を多めにしたんです。タンパク質は血液中の赤血球やヘモグロビンの材料になる大切な栄養素ですから」

　予期せぬ雫梨の反論に表情を強こわ張ばらせつつも、雪菜は冷静に言い返した。

　そのことで雫梨は余計にムキになり、

「血液の材料というなら、ネギに含まれているビタミン類も大切ですわよね。好き嫌いを甘やかすのは古城のためになりませんの」

「ネギに含まれているアリシンは、ニンニクと同じ成分じゃないですか」

「世界最強の吸血鬼ならニンニクごとき、どうということはありません。ていうか、古城は普通にギョウザやペペロンチーノも食べてましたし！」

「それって恩おん萊らい島とうの仮想空間の中での話ですよね!?」

「たとえ仮想空間での出来事でも、わたくしと古城が一緒にいたのは事実ですわ！」

「あー……いや、そんなどうでもいいことで喧けん嘩かしなくても……」

　雪菜と雫梨の不毛な言い争いを眺めて、古城は軽く途方に暮れる。なまじ生真面目きまじめで責任感の強い二人だけに、こうなると互いに譲る気配がない。似たもの同士のように見えて、本質的に気が合わないのかもしれない。もともと初対面で本気ガチの殴り合いをした二人でもあるのだ。

「お兄さん、どうぞ、でした」

　マイペースな夏音が、雪菜と雫梨の諍いさかいに気づかないまま、古城の前にすき焼きをよそったお椀わんを差し出してくる。古城は口元を強張らせながらも、微笑ほほえむ夏音からお椀を受け取り、

「ああ……ありがとう、叶瀬」

「はい」

　捨て鉢な気分になってすき焼きをかきこむ古城を、にこやかな表情で見つめる夏音。

　雪菜と雫梨はそんな古城を、どことなく恨めしげに見つめていたのだった。
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　食事を終えた古こ城じようたちは、結局そのまま第六魔ま導どう研究所に留とどまることにした。

　昨夜以来〝吸血王ザ・ブラツド〟と終焉教団オーダー・ジ・エンドの行方ゆくえは知れないままだし、各地を占拠した真祖たちの軍勢にも目立った動きはない。古城のほうから迂う闊かつに動けばかえって面倒なことになってしまうため、状況を見守るしかない、という結論になったたのだ。

　待機を選択した理由はもうひとつ──古城の体調が完全ではない、という事情もある。

　もともと魔導犯罪者用の監獄として設計された研究所に、一流ホテルのような快適さは望むべくもなかった。独房を兼ねた個室には小さなベッドが置かれているだけだし、豪華なシアタールームやフィットネスジムもない。あるのは無駄に広々としたシャワー室だけだ。

「くそ……駄目か……！」

　深夜。そのシャワー室で冷水を浴びながら、古城は壁に額ひたいを打ちつける。

　目覚めたときから感じていた飢き餓が感かんは、時間とともに激しさを増していた。

　食事が足りていないわけではない。差し入れで届いたすき焼き肉は、食べきれずに余るほどの量だったし、雫しず梨りが淹いれたこだわりの紅茶を嫌というほど飲まされもした。

　だがそれでも、古城が感じている飢えと渇かわきが癒やされることはなかったのだ。

　昂たかぶった神経を少しでも鎮めようと、古城は頭から水を被かぶり続ける。と、

「お兄さん、こちらでしたか？」

　シャワー室の外から、おっとりとした少女の声が聞こえてきた。

　古城はシャワーの水を止め、バスタオルを腰に巻きつける。

　磨すりガラスの扉の外に立っていたのは、Ｔシャツに短パン姿の夏か音のんだった。見慣れない彼女のラフな服装に、古城はわけもなく緊張してしまう。

「え……と、叶かな瀬せ？　どうしたんだ、こんな時間に？」

「お兄さんの着替えを持ってきました」

　扉を半分だけ開けて顔を出し、夏音はにっこりと微笑ほほえんでそう言った。彼女が胸元に抱えていたのは、真新しい男物の衣服一式だった。

「着替え？」

「はい。院長様が用意してくれました」

「錬れん金きん術じゆつか……元の材料はなんなんだ？」

　古城が眉まゆを上げて訊きく。夏音が院長様と呼んでいるのは、自称〝古いにしえの大錬金術師〟ニーナ・アデラードのことだ。紆う余よ曲きよく折せつの末、身長三十センチに満たない人形サイズとなったニーナだが、錬金術師としての実力は健在で、衣服程度なら今でも簡単に創つくり出だすことができる。ただし、それには〝供く物もつ〟となる材料が必要なのである。

「お洋服の材料は、白菜としらたきと焼き豆腐でした」

　夏か音のんが淀よどみのない口調で答えてくる。古こ城じようはぽかんと目を見開いて、

「すき焼きの具材じゃねーか!?　すげえな、錬れん金きん術じゆつ！」

「冗談でした。本当は予備の白衣と囚人服でした」

「冗談なのかよ!?　って、囚人服……囚人服か……まあいいけど……」

　まさかの答えに古城は弱々しく苦笑した。なんにせよ、着替えがあるのはありがたいことだ。用が済めば夏音も出て行くだろう、と古城は彼女に礼を言い、シャワーブースに戻ろうとした。

　しかし夏音は更衣室のベンチに服を置き、つかつかと半開きのガラス扉をくぐってくる。

「入ってもいいですか？」

「え？　入るって……ここ、シャワー室だぞ？」

　夏音の唐とう突とつな問いかけに、古城は間の抜けた答えを返す。

　銀髪の少女は、なにやら納得したように大きく瞬まばたきして、

「私も服を脱いだほうがいいでした？」

「ちょっ、ちょっと待て！　なんでそうなる!?」

　いきなりＴシャツの裾すそに手をかけた夏音を、古城は慌てて止めようとした。しかし、自分が裸だったことを思い出し、彼女に近づくのを躊ちゆう躇ちよする。

　一方の夏音はあくまでも真面目な顔で古城を見返して、

「脱がないと服が濡ぬれてしまいました」

「そうじゃなくて、どうして一緒に風ふ呂ろに入るって話になったんだよ!?」

　古城は激しく狼ろう狽ばいしながら、夏音を懸命に追い払おうとした。それでも夏音は迷いなく服を脱ぎ、古城のほうへと近づいてくる。

「叶かな瀬せ……なんで……!?」

　彼女の無防備な姿に魅み入いられたように、古城は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　さすがに全裸になるのははばかられたのか、夏音も下着だけはまだ身に着けている。だが、あらわになった彼女の白い肌は、古城を魅惑するには十分だった。

　妖よう精せいめいた華きや奢しやな手脚。ほっそりとした肩と、ほのかな胸の膨らみ。清せい楚そな下着に包まれているぶん、余計に扇せん情じよう的てきですらある。

「声が聞こえました」

　固まっている古城に静かに歩み寄り、夏音は真しん摯しな表情で告げた。

「……声？」

　古城がかすれた声で訊きき返かえす。夏音の碧あおい瞳がそんな古城を映し出し、

「獣たちの声でした。お兄さんの中にいる獣です」

　古城の濡れた胸板に、夏音は耳を押し当ててくる。密着した肌越しに彼女の温ぬくもりが伝わり、銀色の髪の甘やかな匂においが古城の鼻び腔こうを刺激した。

　ざわり、とした獰どう猛もうな感覚が、古こ城じようの背筋を駆け抜ける。快楽を伴った強烈な破壊衝動が、古城の意識を白く染める。

「駄目だ！　離れろ、叶かな瀬せ！」

　夏か音のんの肩をつかんで、古城は強引に彼女を引ひき剝はがそうとした。

　しかし夏音は古城の背中に手を回し、思いがけない強い力で古城をしっかりと抱きしめる。
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「大丈夫……恐こわがらなくても大丈夫でした」

「か、叶瀬……？」

「私もお兄さんの力になりたい、でした。私には、雪ゆき菜なちゃんたちのようにお兄さんと一緒に戦うことはできないから、せめてこれくらいは……」

　夏音が、古城の目の前に細い首筋を晒さらしている。その姿は、己の身を生いけ贄にえに捧ささげようとする聖女の姿を連想させた。きめ細やかな肌を透かして、彼女の青い血管を知覚する。

「叶瀬……！」

　強烈な飢えと渇かわきが理性を駆く逐ちくして、古城は夏音の背中に手を回した。

　彼女の首筋に唇を押し当て、その瞬間──

　ガチャリ、と脱衣所のドアが開き、誰かが入ってくる気配がした。

「っ!?」

　夏音の身体からだが電気で打たれたように硬直し、古城は痺しびれたように動きを止める。

　勢いよく噴き出した冷や汗が、古こ城じようの背中をしっとりと濡ぬらした。

　なにしろ今夜この居住区にいる男性は、古城と叶かな瀬せ賢せん生せいだけなのだ。そして古城がシャワー室にいる以上、脱衣所に入ってきた人間は叶瀬賢生以外ではあり得ない。

　古城と彼の娘が裸で抱き合っているのを見たときに、あの元宮廷魔ま導どう技ぎ師しがどういう反応をするのか──それを想像して、古城は恐怖に青ざめる。

　だが、脱衣所のほうから聞こえてきたのは、更に思いがけない人物の声だった。

「Ehi……古城？　いませんの？」

「カ、カス子？」

　最初の恐怖から解放されつつも、古城は新たな混乱に襲われる。

　聖団ギゼラの〝修女騎士パラデイネス〟を自称する香か菅すが谷や雫しず梨りは、風紀の乱れには人一倍口やかましいのだ。そんな彼女が、真夜中に男子のシャワー室に入ってくるのは、ただ事ではないと感じられた。できればこのまま息を殺して雫梨をやり過ごしたいところだが、なにかしらの緊急事態という可能性もないではない。

「叶瀬、悪いけどしばらくここに隠れててくれるか？」

　古城が声を潜めて告げた。はいでした、と夏か音のんはうなずく。基本的に素直な性格なのだ。

　シャワー室の片隅の目立たない場所に夏音を押しやって、古城は脱衣所のほうへと向かった。

　雫梨が入ってくる前に、ガラス扉を開けてシャワー室の外に出る。

　振り返った雫梨はそんな古城に気づいて、

「古城。いるならいるでさっさと返事を──って、なんで裸なんですの!?」

　ギョッとしたように目を剝むいた雫梨が、いきなり長ちよう剣けんの柄つかに手をかけた。

　古城は濡れた前髪を鬱うつ陶とうしげにかき上げながら、

「勝手に入ってきたのはそっちだろ！　シャワーの途中だったんだよ！」

「Sta zitto!　静かに！　ほかの人たちに気づかれてしまいます！」

「気づかれたくないなら入ってくるなよ」

　邪魔な野良犬を追い払うかのように、古城はぞんざいに手を振った。

　幸い雫梨は、夏音が脱いだ服の存在にまだ気づいていない。だからといって、いつまでもその幸運が続くとは限らない。そうなる前に雫梨には立ち去ってもらわなければならないのだ。

　しかし雫梨の反応は、古城の予想とは違っていた。

「……気づかれて困るのは、あなたのほうではないのですか？」

　バスタオルを巻いただけの古城に向かって、雫梨は怯ひるむことなく近づいてくる。

「どういう意味だよ？」

　彼女の謎の迫力に気け圧おされつつ、古城は震える声で訊きき返した。すでに夏音の存在がバレているのではないかと不安になる。

　雫梨は古城の眼前で立ち止まり、人差し指を伸ばして古城の唇にそっと触れた。

「吸血衝動──ですわ」

「っ！」

　古こ城じようの心臓が大きく撥はねた。無理やり平静を装おうとしたが手遅れだった。古城が浮かべた一瞬の表情で、雫しず梨りの予想は確信へと変わる。彼女はやれやれと呆あきれたように首を振り、

「あなたの元監視者であるわたくしの目を、誤ご魔ま化かせると思っていたんですの？　どれだけ飲み食いしても、喉のどの渇かわきが消えないのしょう？」

　幼い子どもを諭さとすように言いながら、雫梨は剣けん帯たいを外して、長ちよう剣けんを鞘さやごとベンチに置いた。続けて、制服のボタンを無造作に外し始める。彼女の控えめな胸の谷間と、花柄のブラがあらわになる。

「お……おい!?」

「〝イロワーズ魔ま族ぞく特とつ区く〟は……わたくしの故郷はもうありませんわ」

　羞はじらうように頰ほおを赤らめたまま、雫梨は強い口調で言った。彼女も恥ずかしいと思っていないわけではないのだ。それでも雫梨は服を脱ぐ手を止めない。真剣な眼まな差ざしが、真まっ直すぐに古城を見上げてくる。

「わたくしがどれだけ望んでも、イロワーズを取り戻すことはできません。ですが、絃いと神がみ島じまは違います。今ならまだ平和な日々を取り戻せる。そのためにはあなたの力が必要なのですわ」

　スカートを脱ぎ落とした雫梨が、古城を抱きしめようと手を伸ばした。

　だが、古城は彼女を拒絶するように、壁際まで後ずさる。

「駄目だ、カス子……！」

「わ、わたくしでは不満ということですの!?　前に一度そういう行為を済ませたから、わたくしの身体からだにはもう用無しだと……!?」

　雫梨が表情を強こわ張ばらせ、傷ついたように声を震わせた。その瞳が見る間に涙で潤んでいく。

　古城は慌てて大きく首を振り、

「違う、馬ば鹿か、そうじゃねえよ！」

「ば、馬鹿!?　馬鹿と言いまして？」

「今の俺の渇きは、ただの吸血衝動じゃないんだよ。俺にはもう俺を制御できない」

　雫梨を突き放すように手を伸ばし、古城は彼女の裸身から目を逸らす。

「制御できない……？」

　雫梨がパチパチと目を瞬またたいた。古城は苦しげに荒い息を吐きながら、

「ほんの少し……霊れい力りよくの触しよく媒ばいとして誰かの血を奪うだけじゃ済まない。この渇きが癒いえるまで、際限なく力を喰くらい続けることになる。命の保証すらできないのに、おまえの血なんか吸えるわけねえだろ！」

「だったら尚なお更さら、わたくしを選ぶべきですわ！」

　雫梨がムキになったようにそう言って、古城の右手を自分の胸に無理やり押し当てた。それもブラの内側に、だ。掌てのひらに伝わってきた生々しい感触に、古こ城じようの思考が停止する。

「な……？」

「わたくしは鬼族オグレスですもの。わたくしの肉体からだなら、ほかの子では満足できないあなたのことも満足させてあげられます」

「い、いや……それは……」

　陸に打ち上げられた魚のように、古城が口をぱくぱくとさせる。理性が焼き切れて、もはや雫しず梨りの誘惑に逆らえない。雫梨は古城にキスをするようにクイッと細い顎あごを上げ、端整な顔を近づけてくる。

　コンコン、と誰かが脱衣所の扉をノックしたのは、その直後のことだった。

　ハッと我に返った古城と雫梨が、互いに顔を見合わせてわたわたとうろたえる。

「──暁あかつき先輩。入ってもいいですか？」

　脱衣所のドア越しに聞こえてきたのは、雪ゆき菜なの声だった。古城がシャワー室にいることは、監視役として、当然把握済みなのだろう。異常にシャワーを浴びている時間が長いことを気にして、様子を確認にきたのかもしれない。いないふりをして切り抜けるのは無理ということだ。おまけに脱衣所の入り口ドアは、内側からは鍵かぎがかけられない仕様になっている。

「どうして姫ひめ柊らぎ雪菜が来るんですの!?」

　切せつ羽ぱ詰つまった形ぎよう相そうの雫梨が、古城を咎とがめるように詰め寄ってくる。古城は激しく首を振り、

「俺が知るか……！　いいから、隠れろ！」

「隠れるって、どこに!?」

　雫梨が周囲を見回して、脱衣所の片隅に目を留めた。そこに置かれていたのは、掃除用具を入れるためのロッカーだ。

「先輩、入りますからね」

　やけに騒がしい脱衣所の中の様子を不審に思ったのか、雪菜が語調を強くする。

「ま、待て、姫柊！」

　古城はドアが開かないように、慌てて内側から押さえつけようとした。しかし雪菜は予想外に強い力で強引にドアをこじ開けてくる。

「いったいなにをそんなに慌てて……!?　まだ服を着てないならそう言ってくれれば……！」

「だから待てって言っただろ」

　間かん一いつ髪ぱつ、雫梨がロッカーに隠れ終えたのを確認して、古城は安あん堵どの息を吐いた。あとはシャワーの途中だったことを口実に、雪菜を追い払えばひとまず問題は解決だ。

　しかし雪菜は険しい表情を浮かべて、古城の顔を見上げてくる。その真剣な眼まな差ざしに古城は戸惑った。

「先輩、その髪はいったい……？」

「髪？」

　湿ったままの髪に触れながら、古こ城じようは壁にかかっていた鏡に目を向けた。

　吸血鬼は鏡に映らないという伝承もあるが、それはごく一部の特殊な鏡の話だ。少なくとも古城はこれまでのところ、鏡が使えなくて困ったことはない。

　横長の大きな鏡の中には、見慣れた自分自身の姿があった。

　腰にバスタオルを巻いただけの、細身で筋肉質な体型。気け怠だるげな目つきの平凡な顔立ち。

　だが、なぜか今日に限っては、そんな自分の印象がまるで別人のように派手に感じられる。

　それは見る角度で刻々と色を変える、ゴージャスな金髪のせいだった。

　古城の髪は、いつの間にかド派手な金色に変わっていたのだ。

「なんじゃこりゃああ!?」

　鏡の前に張りついて古城は絶叫した。脱色や染髪の痕こん跡せきのない、生え替わったかのような完全な金髪だ。とはいえ、もともとの古城の顔立ちに問題があるのか、恐ろしく頭の悪い田舎いなかの不良少年のような雰囲気を醸し出している。

「先輩が自分でやったんじゃなかったんですか？」

　雪ゆき菜なが古城の髪に触れて訊きいた。

「そんな器用なことができるわけないだろ！」

　古城は投げやりに言い返す。第だい三さん真しん祖そジャーダ・ククルカンは、自在に自分の容姿や性別を変化させられるというが、もちろん古城にそんな能力はない。

　いつから金髪になっていたのかはわからない──が、おそらくは、立て続けに襲ってきた吸血衝動が原因なのだろう。

　もしかしたら夏か音のんや雫しず梨りは古城の変化に気づいていたのかも知れないが、彼女たちはあえてそのことに触れようとはしなかった。そもそも彼女たちの髪の色も十分に派手なので、わざわざ騒ぎ立てる理由もなかったのだろう。

　まいったな、と古城はぼやきながら、自分の前髪をがしがしとかき混ぜる。

「さすがにこれは那な月つきちゃんに見られたらなんか言われそうだな。うちの学校の頭髪規定って、どうなってたんだっけ？」

「最初に心配するのはそこですか……」

　雪菜が呆あきれたように溜ため息いきをついた。そして気を取り直すように小さく首を振り、いつもの生真面目な表情で古城を見上げる。

「今はそれよりも、もっと切実な問題があるんじゃないですか？」

「問題？」

「吸血衝動──です」

「あ、いや……それは……」

　雪菜との会話に既視感を覚えつつ、古城は曖あい昧まいに言葉を濁した。

　髪色の変化に動揺したからといって、直前までの吸血衝動から解放されたわけではない。繰り返しおあずけを喰くらったせいで、むしろ限界が近かった。

　おまけに雪ゆき菜なもシャワーを浴びてきた直後らしく、火ほ照てった白い肌と洗い髪が妙に艶つやっぽい。そのことに無自覚なまま、彼女は古こ城じように近づいて、

「先輩の監視者であるわたしの目を誤ご魔ま化かせると本気で思っていたんですか？　駅で暴走したときからずっと、先輩は吸血衝動に苦しんでいたんですよね？」

「違う……違うんだ、姫ひめ柊らぎ……これは……」

　犬けん歯しの疼うずきを隠すかのように、古城は自らの口元を覆った。雪菜は使命感に満ちた硬い表情のまま、制服のネクタイをするりと緩めて、

「先輩、わたしの血でよければ──」

「……だから、それは駄目なんだ。姫柊、俺はおまえの血は吸えない」

　雪菜の首筋から目を逸そらして、古城は彼女を突き放そうとする。

　そんな古城の手をつかんで、雪菜は不安そうに瞳を揺らした。

「……どういう意味ですか？　誰かほかに好……す……吸いたい人がいるから……」

「いや、だからそういうんじゃなくて……」

　どういう理屈だ、と古城は唇を歪ゆがめる。

「もし今おまえの血を吸ってしまったら、もう歯止めが利かなくなって最後までいってしまうっていうか──」

「さ、最後まで……ですか……」

　雪菜がゴクリと息を吞のんだ。一瞬だけ怯おびえたように目を伏せて、彼女は左手の指輪に触れる。そして覚悟を決めたように再び顔を上げ、

「責任……取ってくださいね」

「え……!?」

　頰ほおを赤らめながら身体からだを預けてくる雪菜を抱き止めて、古城は目が眩くらみそうな感覚を覚えた。最後に残ったわずかな理性が弾はじけ飛び、衝動のままに雪菜の背中に手を回す。

　そんな古城の動きを止めたのはシャワー室から聞こえてきた、くしゅん、という可愛かわいらしい声だった。下着姿のまま放置してきた、夏か音のんのくしゃみの音である。

「くしゅん……？」

　唐とう突とつに表情を硬くした雪菜が、ゆっくりとシャワー室のガラス扉へと目を向けた。

「シャワー室に誰かいるんですか？」

「い、いないぞ。いるわけないだろ？」

　妙に冷え冷えとした雪菜の声に、古城は慌てて首を振った。

　両腕を広げて立ち塞がる古城を、雪菜は冷静に押しのける。ゆらり、と彼女の全身から立ち上る殺気が、なぜか自分に向けられているのを古城は感じた。

「だったらわたしが入っても問題ないですよね？」

「いやいや、それは駄目だろ。男子が入った直後のシャワー室に入るなんて、そんな不潔な」

「退どいてください！」

　懸命に説得しようとする古こ城じようの手を、雪ゆき菜ながぴしゃりと撥はねのけた。軽く撫なでただけのような一撃だが、手首に伝わる激痛に古城はたまらず悲鳴を上げた。

「待てって！　通りすがりの座ざ敷しき童わらしかなんかかもしれないだろ！」

「だったら獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎとして余計に見過ごせません！」

「うおっ!?」

「うにゃっ！」

　雪菜に突き飛ばされた古城が、バランスを崩して背後の家具に激突した。

　掃除用具を入れておくための、スチール製の古びたロッカーだ。その勢いでドアが開き、中に入っていたモップやタワシごと半裸の少女が転がり出る。古城はそのまま彼女ともつれ合うように床の上に転がった。

「痛いってえ……」

「いったいどういうつもりなんですの、古城……わたくしを潰つぶす気ですか……」

　古城の下敷きになっている雫しず梨りが、肩を押さえてうめく古城を恨めしげに睨にらみつけた。

　そんな古城たちを、雪菜は呆ぼう然ぜんと見下ろして、

「か、香か菅すが谷やさん……？　こんなところで……いったいなにを……」

「ち、違うぞ、姫ひめ柊らぎ。誤解するなよ」

「そ、そうですわ、姫柊雪菜。これは抜け駆けとかそういうことではありませんの……！」

　互いに絡み合った状態のまま、古城と雫梨が言い訳を試みる。

　その直後、くしゃん、と再びシャワー室の中から声がした。

　雪菜は無言で磨すりガラスの扉に近づいて、古城が止める間もなくそれをスライドさせた。

　シャワーブースの中に隠れていた夏か音のんが顔を出し、困ったように雪菜や雫梨を見る。

「か、夏カ音ノちゃん？」

「あー……」

　もうどうにでもしてくれ、と古城は床に突っ伏した。雪菜は呆然と立ち尽くし、雫梨も声を出せずにいる。

「すみません、お兄さん。隠れていろと言われていたのに……」

　うっかりくしゃみをしてしまったことに罪の意識を感じているのか、夏音は可哀かわい想そうなくらいに落ちこんだ気配を漂わせていた。とはいえ、もちろん彼女を責められるような状況ではない。

「ど、ど、どういうことですの、古城!?　どうして彼女がシャワー室に……!?」

　興奮した雫梨が、古城に馬乗りになって詰きつ問もんする。

　雪菜はそんな雫梨を睨んで、

「誤ご魔ま化かさないでください！　香菅谷さんこそどうしてロッカーに隠れてたんですか!?」

「こ、古こ城じように夜よ這ばいを仕掛けているのはあなたも同罪じゃありませんこと!?」

「よ、夜這っ……!?」

　逆ギレ気味に反論された雪ゆき菜なが、はだけた制服の胸元を押さえて絶句する。

「勘弁してくれ……」

　雫しず梨りに喉のど元もとを絞め上げられたまま、古城はぐったりと脱力して呟つぶやいた。

　その瞬間、ドクンッと古城の心臓が跳ねた。全身の血が逆流するような激しい目眩めまいと動どう悸きに、古城は苦痛の声を上げる。くすぶり続けていた吸血衝動が、今度こそ臨界を超えたのだ。

「ぐ……あっ……！」

「お兄さん!?」

　真っ先に古城の異変に気づいた夏か音のんが、血相を変えて駆け寄ってくる。

「こ……古城？」

「先輩!?」

　ほぼ同時に、雫梨と雪菜も反応していた。自分を抱き起こそうとする彼女たちを、古城は乱暴に突き放し、かすれた声で必死に警告する。

「駄目だ、逃げろ……！」

　そんな古城を雪菜が強く抱き寄せた。右みぎ頰ほおに押し当てられた柔らかな感触に、古城は一瞬、息を止めた。

　続けて左側から古城を抱きしめたのは、雫梨だった。

　二人の体温と心臓の鼓動が、左右から古城を包みこむ。

「大丈夫、ずっと一緒でした」

　最後に、幼子に呼びかけるような優しい声が、古城の鼓膜を優しくくすぐった。

　背中に触れる夏音の温ぬくもりに抱かれながら、古城の意識は、白い闇やみの中へと沈んでいく。

　そして甘く蠱こ惑わく的てきな雫しずくが、古城の口の中いっぱいに広がった。

４

　鼻の奥をくすぐるような甘い匂においで目が覚めた。

　ぼやけた視界の中に映ったのは、棚一面に陳ちん列れつされた、色とりどりのお菓子のパッケージだ。自分の頰に張りついているパステルカラーの物体をつまみ上げ、斐ひ川かわ志し緒おは目を細める。

「……グミ？」

　困惑しながら上体を起こして、志緒は周囲を見回した。

　非常灯の明かりに照らされているのは、コンビニエンスストアの店内だ。

　店は無人で、入り口と窓にはシャッターが降りている。代わりに壁の一部が壊れて、そこから外気が吹きこんでいた。どうやら領主選争の初期に戦闘に巻きこまれて、現在は休業している店舗らしい。その店内の片隅で、志し緒おは意識をなくしていたのだ。

「そうか……私……呪じゆ力りよくを使い切って……」

　握りしめていた洋よう弓きゆうを折りたたみ、志緒は小刻みに首を振った。

　第だい二に真しん祖そが召喚した眷けん獣じゆうの群れや、滅ほろびの王朝の追跡部隊から逃げているうちに、志緒は限界を超えて呪力を使い果たし、そのまま倒れてしまったらしい。

　いつの間にかすっかり日が暮れていた。最低でも五、六時間は眠り続けていたことになる。それでも呪力は全快にはほど遠い。おまけに全身の筋肉が熱を持って痛む。呪的身体強化フイジカル・エンチヤントを使い過ぎたのだ。

　目立つ外傷がないのはせめてもの救いだが、当分、全力での戦闘は無理だろう。この状態で第二真祖からアヴローラを護まもれるだろうか──と考えて、志緒はハッと顔を上げた。

「アヴローラ？　どこだ!?　アヴローラ・フロレスティーナ！」

　志緒はよろよろと立ち上がって、護衛対象である少女の名前を呼んだ。

　気絶する直前、追っ手を巻くためにアヴローラを連れて、このコンビニに逃げこんだことはぼんやりと覚えていた。問題なのはそのあとだ。

　動けなくなった志緒を置いて、アヴローラは一人でどこかに行ってしまったのかもしれない。あるいは、彼女だけが第二真祖に捕まってしまった可能性もある。それは考え得る中でも最悪の事態だった。今の志緒が、彼女を再び救い出せる確率は皆無に近い。悔恨と恐怖に襲われて、志緒は肩を震わせる。

　そんな志緒の呼びかけに応こたえるように、陳ちん列れつ棚だなの向こうでなにかが動いた。ぱたぱたとした軽やかな足音が聞こえて、小さな影が顔を出す。

「……犬？」

　志緒を見て人ひと懐なつこく尻尾しつぽを振っていたのは、見知らぬ小型犬だった。

　金色の毛並みのハバニーズだ。どことなく遠慮しながらも、志緒に向かって近づいてくる。その姿は、志緒が知っているアヴローラという少女の面おも影かげと重なった。

「アヴローラ……きみ、なのか？　いったいどうして、そんな姿に」

　志緒は屈かがみこんで小犬を抱き上げた。

　第三真祖の血族の吸血鬼は、猛獣や猛もう禽きんに姿を変える能力があるという。だとすれば、人工吸血鬼であるアヴローラに同じことが出来たとしても不思議ではない。

　志緒は勝手にそう納得して、小犬に向かって呼びかける。

「済まない、心配をかけてしまったな。私はもう大丈夫だ」

　真剣に語りかける志緒の頰ほおを、金色の小犬がぺろりと舐めた。

　志緒は笑いながら身をよじる。彼女とようやく気持ちが通じ合った気がして嬉うれしかった。どんな姿であれ、アヴローラの無事は素直に喜ばしいことだ。

「あははっ……よせって、アヴローラ。くすぐったいじゃないか」

「う……う……」

「う？」

　背後から聞こえた奇妙な声に、志し緒おは犬を抱いたまま振り向いた。

　フード付きのコートを着た金髪の少女が、ひどく困ったような表情で立っている。なにが起きたのか理解できずに、志緒は少女と腕の中にいる小犬の顔を見比べた。

　金髪の少女──本物のアヴローラが、怖おず怖おずと拗すねたように口を開く。

「か、彼かの小さき者は我われに非あらず」

「う、うわっ……そ、そうだよな。おかしいとは思ったんだ。この子、オスだし……」

　志緒は慌てて小犬を下ろした。小犬は名残なごり惜しそうに志緒の足元を駆け回る。アヴローラはそれを少しうらやましそうに眺めたあとで、手に持っていたなにかを志緒に差し出した。未開封のペットボトルだった。

「これは？」

　ペットボトルを受け取って、志緒が訊きく。

　アヴローラは、志緒の反応を上うわ目め遣づかいにうかがいながら、

「霊れい峰ほうより湧わき出いでし雪の雫しずく──これで汝なんじの渇かわきを癒いやすがいい」

「ミネラルウォーターのペットボトル……って、この店の商品か？」

「きょ、恐きよう懼くは無用。深み森もりより託された我わが財は豊ほう潤じゆんゆえ」

　そう言ってアヴローラは、胸元にぶら下げていたポーチを指し示す。首からかけるタイプの、がま口だ。がま口の中には、ぎっしりと小銭が詰まっていた。それを見せびらかすアヴローラの姿が、どこか得意げで可愛かわいらしい。まるで初めてのおつかいを任された幼児のようだ。買い物をしたらお金を払うという程度の常識は、彼女もわきまえているらしい。

「暁あかつき深森……暁古こ城じようのお母はは上うえか」

　渡されたミネラルウォーターで喉のどを潤しながら、志緒は暁深森のことを思い出す。

　志緒たちが彼女と出会ったのは、昨日の深夜。ちょうど日付が変わる前後のことだった。

　休暇でブルーエリジアムを訪れていた志緒と唯ゆい里りは、武装した男たちに追われていた深森とアヴローラを、成り行きで助けることになったのだ。

　その展開は志緒たちにとっては予期せぬ出来事だったが、深森の中では想定していた計画の一部だったらしい。志緒たちがブルエリを訪れていることを、深森はなぜか知っていたのだ。

　目覚めたばかりの十二番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟を、ＭＡＲの追跡者から護まもること。

　そして彼女を暁古城の許もとへと連れて行くこと。

　暁深森はそのふたつの依頼とともに、アヴローラという名の少女を、志緒たちに託した。否いな、押しつけた、というほうが正確か。

　だが、領主選争を終わらせるために必要なことだと言われたら、断るわけにはいかなかった。

　たとえそうでなくても、獅し子し王おう機き関かんの一員として、第だい四よん真しん祖その一部である〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟を放置できるはずもない。

　暁あかつき深み森もりはアヴローラを志し緒おたちに引き渡したあと、追っ手を引きつけるために、すぐにどこかに行ってしまった。なんともマイペースでつかみどころのない女性ヒトだった。

　その後の彼女の行方ゆくえはわからない。

　そして志し緒おたちは絃いと神がみ島じまに渡り、こうして第だい二に真しん祖そに追われているというわけだ。

「ありがとう、美味おいしかった」

　ミネラルウォーターを飲み干して、志緒はアヴローラに微笑ほほえんだ。実際、水分を補給したことで、ずいぶん体力が戻った気がする。

「うむ」

　満足している志緒を見て、アヴローラが嬉うれしそうにうなずいた。芸を褒められた小犬のような反応だった。とても世界最強の吸血鬼の一体とは思えない。

「暁古こ城じようと合流するためにも、まずは第二真祖の勢力圏から脱出しよう。歩けるか？」

「む、無論」

　不安そうな表情を浮かべながらも、アヴローラは精いっぱい強気にうなずいた。

　だがすぐに彼女は志緒を気遣うように目を伏せて、

「然されど、剣の巫女みこと龍りゆうの娘は……」

「唯里とグレンダは、第二真祖に捕まったと思う」

　着信履歴のないスマホの画面を眺めて、志緒は淡々と呟つぶやいた。

　自ら囮おとり役を買って出た唯里たちと別れて、すでに半日が経過している。その間、なんの連絡もないということは、彼女たちが通信できない状況に置かれていると考えるのが自然だ。今の志緒に出来るのは、二人の無事を祈ることだけである。

「彼かの者ものらの犠牲、すべては我わが罪ざい過かなり」

　アヴローラがひどく落ちこんだ口調で呟いた。

「そうじゃない。きみを危険な目に遭わせたのは、私たちの力不足だ」

　志緒は、自分自身に言い聞かせるように、弱々しく答えて首を振る。

「二人のことは必ず助ける。だけど、今は駄目なんだ。吸血鬼の真祖に対抗するには、同じ真祖の力が必要だから──唯里たちを助けるためにも、きみを暁古城のところに連れて行く」

「古城……」

　彼の名前が出た瞬間、アヴローラの瞳に生気が戻る。その反応に志緒は少し驚いた。やはり暁古城という少年は、アヴローラにとって特別な存在なのだ。

　そしてアヴローラがぐっと気合いを入れた瞬間、彼女のコートのポケットからなにかが落ちた。カラフルなお菓子を詰めこんだ小袋。開封済みのグミのパッケージである。志緒が意識をなくしている間、彼女はそれを食べて空腹を紛らわせていたらしい。

「わ、我われはすでに対価を捧ささげた……！」

　勝手に店の商品に手をつけたことで、志し緒おに[image: ]しかられると思ったのか、アヴローラが慌てて言い訳した。袋を拾い上げようとした彼女の手からグミがぱらぱらとこぼれ落ち、アヴローラは世にも情けない顔をする。

　それを見た志緒はたまらず噴き出して、

「私も少しお腹なかが空いたな。きみも好きなものを食べていいよ。足りないぶんは私が払うし」

「ふ……ふおおおおっ！」

　志緒の太っ腹な提案を聞いて、アヴローラが瞳を輝かせた。

　さっそくお菓子の物色を始めた彼女を見守りながら、志緒は、ふと店内の商品が手つかずで残っていることを不思議に感じた。

　壁が壊れて戸締まりもできない、営業停止中のコンビニエンスストア。普通なら略奪の対象となって、心ない人々に踏み荒らされていてもおかしくない。特区警備隊アイランド・ガードが壊滅状態であれば尚なお更さらだ。

　そうならなかった理由は単純に、略奪する必要がなかったからである。

　たしかに領主選争の影響で、絃いと神がみ島じまの物流は停止しているが、代わりにＭＡＲが食料や物資を潤じゆん沢たくに供給している。それもほぼ無料で、だ。領主選争で破壊された家屋や店舗についても、ＭＡＲが修理費用を負担すると聞いている。

　電気や水道などのライフラインも、今のところ問題なく稼働している。だからこそ絃神島の一般市民は、イベント感覚で領主選争を傍観できるのだ。

　しかしそれにかかる膨大な経費は、巨大企業であるＭＡＲにとっても決して無視できる金額ではないだろう。その負担に見合うだけの利益を、終焉教団オーダー・ジ・エンドが支払っているとは思えない。

　だとすれば、領主選争に協力するＭＡＲの目的はなんなのか──

　志緒は、息を止めてその疑問の答えを探そうとした。

　ひどく嫌な予感がした。自分たちが、なにか大きな見落としをしているのではないかと不安になる。領主選争にはもうひとつ、志緒の知らない裏の顔があるのではないか、と。

　しかしその不安の正体に辿り着く前に、志緒の思考は現実へと引き戻される。

　不意にアヴローラがその場にうずくまり、苦く悶もんの声を洩もらし始めたからだ。

「アヴローラ……？」

「う……ぐっ……」

　駆け寄る志緒を突き放すように、アヴローラが身をよじる。

　彼女の周囲の大気に冷気が混じり、無意味に撒まき散ちらされた魔力が志緒の肌を刺す。

　アヴローラの体内から魔力が洩れていた。彼女が意図的にやっていることではない。外部からの刺激に反応して、強制的に魔力が励れい起きされたのだ。

「魔力の……共振？　暁あかつき古こ城じようの身になにかあったのか!?」

　志緒の掌てのひらを冷たい汗が濡ぬらした。

　引き裂かれた第だい四よん真しん祖その一部であるアヴローラの中の眷けん獣じゆうが、より強大な魔力に呼ばれて、目覚めようとしている。まるで仲間の遠とお吠ぼえに応こたえる獣のように。

　だがそれは、敵対する者たちにも自分の居場所を知らせる危険な行為だ。

「静……まれ……蒼氷グラキエス……！」

　自分自身の細い肩を抱きしめて、アヴローラが苦しげなうめきを洩もらした。その呼びかけが届いたのか、魔力の放出が唐とう突とつに終わる。薄暗い店内には再び静けさが戻ってくる。

　しかしそのことに安あん堵どしている余裕はなかった。

　アヴローラが、魔力の共鳴に苦しんでいた時間は一分ほど。第だい二に真しん祖そが彼女の居場所を探り当てるには、十分な時間だ。

「店を出よう、アヴローラ。きみの居場所に気づかれたかもしれない」

「しょ……承知……」

　アヴローラがふらつきながら立ち上がる。志し緒おは銀色の洋よう弓きゆうを構えて、壊れた壁へと近づいた。壁の裂け目から顔を出し、外の街路の様子をうかがう。

　魔力の共鳴現象が起きて、せいぜい二、三分しか経たっていない。第二真祖の部下たちが駆けつけてくるまで、まだ少し余裕があるはずだ。

　だが、志緒がそう考えたのも束つかの間ま、夜の街路が眩まばゆく輝いた。

　虚こ空くうから噴き出した鮮血の霧きりが渦うずを巻き、獣の姿へと変わったのだ。

　二足歩行する肉食恐竜。小型とはいえ、その体長は軽く三メートルを超えている。

　揺らめく炎のような肉体は、その恐竜が異界からの召喚獣であることを示していた。実体を持つほどの濃密な魔力の塊かたまり。吸血鬼の眷獣だ。

「あの恐竜……！　第二真祖が呼び出したのか！」

　志緒は低くうめいて唇を嚙かんだ。

　たしかに吸血鬼の眷獣ならば、地形や距離を無視して一瞬でこの場所に送りこむことが可能だろう。敵が来る前に逃走するという、志緒の計画は台無しだ。

　しかし恐竜型の眷獣は、コンビニの店内にいる志緒たちにまだ気づいていない。遠隔操作をしているせいで、さすがの第二真祖もアヴローラの正確な位置を把握できていないのだろう。

　このまま隠れてやり過ごせるか、と淡い期待を抱いた直後、志緒は信じられない光景を見た。

　金色の毛並みの小さな犬が、眷獣に向かって吠ほえかかったのだ。

　キャンキャンとしつこく吠え続ける小犬を、眷獣が鬱うつ陶とうしげに睨にらみつけた。

　小犬にしてみれば、恐怖に駆られての本能的な行動なのだろう。しかし完全に逆効果だ。音というよりも小犬の敵意に反応して、眷獣が自動的に攻撃態勢に入る。

「小さき者が……！」

　アヴローラが悲痛な声を上げて、小犬のほうへと駆け出した。

「なっ……!?」

　志し緒おは、彼女の後ろ姿を呆ぼう然ぜんと眺めた。たしかにアヴローラの力なら──彼女の中で眠っている第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうを解放すれば、あの小犬を救うことはできるだろう。

　だが、そんなことをすれば、アヴローラ自身もただでは済まない。

　最悪の場合、彼女はこの場で消滅し、宿やど主ぬしを失った第四真祖の十二体目の眷獣は暴走を開始。絃いと神がみ島じまそのものが吹き飛びかねなかった。

　アヴローラに眷獣を使わせないためには、そうなる前に志緒があの肉食恐竜を倒すしかない。

「……獅し子しの舞ぶ女じよたる高たか神がみの真ま射い姫ひめが請こい奉たてまつる！」

　志緒は銀色の洋よう弓きゆうを構えて、呪じゆ矢しの最後の一本をつがえた。ありったけの呪力を注つぎこみながら、極限まで精密に狙ねらいをつける。

　たとえ六式降魔弓・改フライクーゲル・プラスの最大出力でも、まともにぶつかれば真祖の眷獣には太刀打ちできない。極限まで呪力を絞りこみ、一点集中で威力を高めるしかなかった。

「雷霆ひかり、あれ──！」

　洋弓から轟ごう音おんとともに射放たれた呪矢が、重なり合う無数の魔法陣を形成した。

　幾いく重えにも増幅された志緒の呪力が、一筋の光こう芒ぼうと化して肉食恐竜の心臓部を射い貫つらぬく。

　巨大な魔力と呪力が激突し、拮抗したのはほんの一瞬だった。

　永遠にも思えるその一瞬が過ぎて、凄すさまじい爆発が巻き起こる。

　絃神島の大地がビリビリと震えた。周囲の建物のガラスがことごとく砕け散る。閃せん光こうが志緒の視界を眩くらませる。その輝きが消えたとき、第二真祖の眷獣の姿は跡形もなく消えていた。後に残ったのは、扇形に深々と抉えぐられた地面だけだ。

「志緒！」

　小犬を抱えて戻ってきたアヴローラが、膝ひざを突く志緒を見て悲鳴を上げた。

「来るな、アヴローラ……！　逃げろ、せめて、きみだけでも……」

　志緒が残された力を振り絞って叫ぶ。

　六式降魔弓・改フライクーゲル・プラスの呪術砲撃で破壊された肉食恐竜は、早くも再生を始めていた。やはり志緒の力では、真祖の眷獣を完全に破壊するのは不可能なのだ。

　もう一度、呪術砲撃を仕掛けるだけの呪力はもう残っていない。今の志緒にできるのは、アヴローラを少しでも遠くに逃がすことだけだ。

　しかしアヴローラは、そんな志緒に手を差し伸べて必死に訴える。

「認めぬ。汝なんじの使命、我を古こ城じようの許もとへと導き、然しかるのち、剣の巫女みこらを救うことであろう!?」

「ごめん……だけど、今の私じゃ……」

　志緒は弱々しく首を振り、アヴローラを突き放そうとした。

　すでに第二真祖の眷獣は再生を終えて、炎のように輝く双そう眸ぼうを志緒たちに向けてくる。

　志緒は無駄と知りつつ、攻撃用の呪符をつかんで身構えた。

　その直後、志緒たちの耳元で声がした。

『──動くなよ、二人とも』

「えっ!?」

　緊張感のない呼びかけに虚きよを突かれて、志し緒おとアヴローラが動きを止める。志緒の知らない少年の声だ。

　戸惑う志緒の眼前で突風が巻き起こり、砂さ塵じんを舞い上げて視界を奪う。

　眷けん獣じゆうの姿が見えなくなるが、それは眷獣にとっても同様だろう。代わりに、遠ざかる足音が聞こえる。志緒たちによく似た女性の声も。

　それが作り物だということに志緒は気づいた。誰かが音を操って、志緒たちが逃げていったように見せかけているのだ。

　しかし吹き荒れる風はただの風だった。魔力めいたものはなにも感じない。視界を奪われた状態では、たとえ吸血鬼の真祖でも、その足音が作り物だと見抜くのは不可能だ。

　偽の足音を追いかけて、肉食恐竜が走り去っていく。

　眷獣の気配が消えたのを確認して、志緒は軽く放心したような表情を浮かべた。小犬を抱いたアヴローラも、脱力して座りこむ。

「やれやれ、どうにか騙だませたみたいだな。あの眷獣、もしかして知能の程度も恐竜並みか？」

　いまだ吹き荒れる砂嵐の向こうから、軽薄そうな声が聞こえてくる。

　志緒は顔を上げて声の主を見た。

　ラフな私服を着た高校生くらいの少年だ。

　短めの髪を逆さか立だてて、ごつい密閉型のヘッドフォンを装着している。特に武器らしい武器は持っていない。呪じゆ術じゆつの使い手というわけでもなさそうだ。だが、

「汝なんじ……！　汝が、何なに故ゆえ……!?」

　少年を見上げたアヴローラが、ひどく驚いたように目を見開いた。予想外の彼女の反応に、志緒は戸惑いを隠せない。

「嬉うれしいね。俺のことを憶おぼえててくれたのか、アヴローラちゃん」

　困惑するアヴローラを見返して、少年は懐かしそうに目を細める。そしてむしり取ったヘッドフォンを首にかけ、彼は、志緒に向かって馴なれ馴なれしく右手を差し出した。

「人工島管理公社の矢や瀬ぜ基もと樹きだ。助けに来たぜ、斐ひ川かわ志緒」

５

　夢を見た。口いっぱいに甘いグミを頰ほお張ばった、小柄な金髪の少女の夢だ。

「アヴロー……ラ？」

　彼女の懐かしい面おも影かげは、目覚めると同時に忘却の淵ふちへと沈んで消えていく。

　胸が締めつけられるような喪失感を覚えつつ、古こ城じようは闇やみの中で目を開けた。

　かつて独房として造られた狭い部屋。古こ城じように割り当てられた個室だった。いつの間に戻ってきたのかわからない。シャワーを浴びたあとの記憶が曖あい昧まいだ。

　全身がずっしりと重かった。まるで自分の肉体ではないみたいだ。

　両腕が痺しびれて指の感覚がない。それでも古城は身体からだを揺すって、強引に起き上がろうとした。

　その瞬間、右の掌てのひらから奇妙な感覚が伝わってくる。張りがあるのに柔らかく、ひんやりしているのに温かい。しかも吸いつくような心地ここち好よい手触りの物体だ。

「なんだ、この柔やわいの……？」

　闇の中で目を凝らし、古城は危うく咳せきこみかけた。古城が無造作に握りしめていたのは、制服をはだけたまま眠っている雪ゆき菜なの裸の胸だったからだ。

「うお……!?」

　頭の中を疑問符で埋め尽くしながらも古城は慌てて手を離し、証拠隠滅とばかりに、乱れた雪菜の下着を直してやる。

　しかし安あん堵どする暇もなく、今度は自分の左半身が柔らかな物体に包まれていることに気づく。うつ伏せで眠っていた古城の左腕は、半裸の雫しず梨りの全身をしっかりと抱きしめていたのである。

　それどころか、古城が枕まくらだと思っていたものは下着姿の夏か音のんだった。

　古城はあられもない姿の三人を抱き枕のように抱えたまま、前後不覚で眠り続けていたのだ。

　おまけに古城自身は一いつ糸しまとわぬ全裸である。訴えられても文句が言えない光景だ。

「なにがあったら、こんな状況になるんだよ……」

　途方に暮れたような古城の疑問に、三人はなにも答えない。彼女たちは眠っているというよりも、疲労で意識を失っているのだ。

「そうか……俺の吸血衝動を止めてくれたのか……三人で……」

　じわじわと記憶を取り戻して、古城は強烈な罪悪感に襲われた。

　吸血衝動で我を忘れた古城は、雪菜たち三人を襲って、彼女たちが動けなくなるまで霊れい力りよくを吸い上げたのだ。常人に比べて格段に霊力に優れた雪菜たちが、三人がかりでも意識をなくしてしまうのだから、古城がどれだけ無茶をしたのかがよくわかる。彼女たちでなかったら、誰かが命を落としていても不思議ではない。

「うっ……」

　鼻の奥に金かな臭くさい疼うずきを覚えて、古城は慌てて三人から目を逸そらした。彼女たちの柔やわ肌はだの感触が蘇よみがえり、吸血衝動がぶり返しそうになる。

「これだけ吸っても、まだ足りないのかよ……」

　古城は毛布を引っ張り上げて、ベッドの上の三人の身体を隠した。多少名残なごり惜しくはあるが、今はそんなことを言っている場合ではない。

　雪菜たちの寝顔から目を逸らしつつ、畳まれていた新しい服に着替える。

　ニーナが用意してくれた着替えは、古城が普段着ている制服やパーカーと同じものだった。変わり映えしないが、今はそれが有り難い。

「ん……先……輩……」

　眠っている雪ゆき菜なが不意になまめかしい寝言を洩もらす。それにつられて、夏か音のんや雫しず梨りも、妙に色っぽい寝息を立てた。古こ城じようはそのたびにビクビクと肩を震わせる。

　この場所に居続けたら身が保もたないと痛感して、古城は逃げるように部屋を出た。

　時刻はすでに深夜だが、研究所の中には大勢の人々の気配があった。

　叶かな瀬せ賢けん生せいやニーナは、負傷したアスタルテの治療をこの時間まで続けている。ほかの階では、古城たちの知らない研究員も働いているようだ。当直の警備員の姿も見える。

　彼らに見つからないようにひと気のない通路を選んで歩いていると、古城はあっさりと建物の外に出てしまう。警備がザルというよりも、単純に人手が足りないのだろう。

　昨夜の〝吸血王ザ・ブラツド〟との戦いで古城がぶち抜いた壁や天井も、壊れたまま放置されている。人工島の地下から見上げた空は、星々に埋め尽くされて美しかった。

　銀色の月を見上げたまま、古城は街を歩き続ける。熱を帯びた身体からだに夜風が心地ここち好よい。

　だが、そんな快適な時間も長くは続かなかった。

　肌を刺すような不快な視線に気づいて、古城は苛いら立だたしげに足を止めた。自分でも驚くほど、全身の感覚が鋭敏になっている。

「出てこいよ」

　古城は闇やみの奥に向かって唐とう突とつに呼びかけた。挑発するようなぞんざいな態度で、手招きするのも忘れない。

　その挑発に乗せられて、建物の陰からぞろぞろと人影が現れる。全部で三人。全員が手首に金属製の魔族登録証リングを嵌はめている。

「なんだ、まだガキじゃねえか。恰かつ好こうつけやがってよ」

　魔族の男が、古城を睨ねめつけて吐き捨てた。いかにもチンピラ然とした容姿の大柄な男だ。

　おそらく精霊魔術を使う巨人種族ギガスの亜種。だが、古城にとってはどうでもいいことだ。

「一人か、いい度胸だな」

「吸血鬼……おまえが、このドメインの領主候補か、小僧？」

「はあ？　どういう勘違いがあったら、俺と那な月つきちゃんを見間違うんだよ？」

　男たちの質問に、古城はうんざりと顔をしかめた。彼らは、この付近を制圧している領主が、〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟という程度の情報すら把握していないのだ。北地区ノースに流れ着いたばかりのはぐれ領主候補たちが、たまたま目についた建物を調べていた、というところか。

「どうでもいいから、逃げろ、おまえら……！」

　古城が低い声で警告する。男たちの敵意に反応して、古城の中の獣たちが唸うなりを上げていた。獰どう猛もうな感情があふれ出すのを止められない。

　苦しげに奥歯を軋きしませる古こ城じようを眺めて、男たちが嘲あざけるように笑い出す。

「あ？」

「今すぐ俺から離れろって言ってるんだよ！　死にてェのか!?」

　古城が男たちを睨にらんで怒鳴った。すでに古城の自制心は限界なのだ。

　男たちは一瞬、面めん喰くらったように沈黙し、次の瞬間、安っぽい怒りをあらわにした。古城に舐なめられたと感じたのだろう。

「ガキが！」

「調子に乗ってんじゃねえぞ！」

「──馬ば鹿か野や郎ろう！」

　これ見よがしに精霊魔術を発動しようとした男たちを、古城は絶望の表情で眺めた。

　そんな古城の背中から噴き出したのは、漆しつ黒こくの炎のような魔力の奔ほん流りゆうだった。

　それは醜悪な翼の形となって、男たちの巨体を薙なぎ払はらう。

　爆風が街路を駆け抜け、地面を抉えぐった。街路樹の何本かが根こそぎ吹き飛び、街灯のポールがへし折れる。

　魔族の男たちは、悲鳴を上げることすらできずに、背後の建物に叩たたきつけられた。骨が砕ける異音が響き、彼らの口から鮮血があふれる。そして古城の背中から生まれた翼が、巨大な刃やいばとなって彼らの身体からだへと突き刺さった。

　男たちの身体から鮮血と魔力を吸い上げて、漆黒の翼が歓喜に打ち震える。

「先輩!?　今の魔力……いったいなにが……!?」

　銀色の槍やりを握りしめた雪ゆき菜なが、研究所から飛び出してくるのが見えた。本来はまだ動けるような体調ではないはずだが、古城の不在に気づいて懸命に追いかけてきたのだろう。

「これは……!?」

　漆黒の翼を生やした古城に気づいて、雪菜は絶句し、動きを止めた。

　古城が力尽きたようにその場に膝ひざを突き、漆黒の翼が消滅する。巨人種族ギガスの男たちの魔力を喰らい尽くしたことで、実体化を続ける理由がなくなったのだ。

　古城は全身を汗で濡ぬらしながら、荒い呼吸を繰り返していた。

　苦痛を感じていたわけではない。その逆だ。

　圧倒的な力を振りかざして敵を蹂じゆう躙りんすること。そして彼らの生命力そのものを喰らうこと。

　そのとてつもない快楽に、古城は気が遠くなるような恐怖を感じた。欲望と衝動に押し流されて、自分が自分のままでいられなくなる予感がある。

「先輩……」

　恐怖に表情を強こわ張ばらせた雪菜が、古城の傍そばへと駆け寄った。

　その直後、静まり返った夜の街に大きな声が響き渡る。笑い含みの陽気な声だ。

「おーおー……こいつはまた、えげつねえことをするなあ、少年。恐こえェ恐こえェ」

　昏こん倒とうした巨人種族ギガスたちを見下ろして立っていたのは、やけに背の高いアスリート風の外国人だった。ぶかぶかのカーゴパンツとワークブーツに、黒のタンクトップというラフな服装だ。

「あんた……！」

「第だい一いち真しん祖そ……キイ・ジュランバラーダ……様!?」

　古こ城じようと雪ゆき菜なが、同時にうめいた。長身の男──キイは、なぜか落胆したように渋い顔をして、

「なんだ、もう俺の正体がバレちまってんのか。アラダールの仕し業わざだな……人の楽しみを奪いやがって。せっかく驚かそうと思ってたのによ」

　悪戯いたずらに失敗した子どものような態度で、キイが地面を蹴けり飛とばす。

　そんな第一真祖の姿を、古城と雪菜は呆気あつけにとられながら見つめた。とても最強最古の夜の帝国ドミニオン〝戦せん王おう領りよう域いき〟の領主とは思えない、本気の悔しがりようだ。

「まあいいさ、おかげで面白いものが見れたしな」

　気を紛らわすように小刻みに首を振り、キイはニヤリと不敵に笑った。いわゆる美男子ではないのだが、一挙一動が妙に恰かつ好こういい男だ。

「なんであんたがここにいるんだ……？」

　古城が立ち上がって身構えた。

　アルディギアの空港では偶然すれ違っただけだが、今回はあのときとは事情が違う。キイは領主選争の参加者として絃いと神がみ島じまを訪れて、古城の前に姿を現したのだ。

　第一真祖としての彼が、本気で絃神島の領主の座を望んでいるならば、いずれ古城と戦うことになるのは確実だ。今この場で殺し合いを仕掛けてきてもなんの不思議もない。

　しかしキイは無防備に突っ立ったまま、古城を眺めて愉快そうに笑った。

「そう殺気立つなよ、少年。わざわざ心配して様子を見に来てやったんだからよ」

「……俺の身体からだになにが起きているのか、知ってるのか？」

　古城はキイを警戒したまま訊きき返す。

　心配しているというからには、彼は、古城の肉体の異変に気づいているのだろう。

　もしかしたらその原因にも心当たりがあるのかもしれない。なにしろ吸血鬼の真祖としては、彼は古城の大先輩なのだから。

「ああ、そりゃわかるだろ。おまえだってもう気づいてるんじゃねーのか？」

　キイが気楽な口調で答えてくる。

　古城はグッと唇を嚙かみしめた。第一真祖の指摘は事実だ。異変の原因はもうわかっている。それを認めるのが恐ろしかっただけだ。

「先輩？」

　雪菜が戸惑いの視線を古城に向ける。

　沈黙を続ける古城に向かって、キイは愉たのしげに呼びかけた。

「このままじゃ、また始まるぜ」

「始まる？　なにが……」

　古こ城じようは不安な表情でキイを見返した。長身の第だい一いち真しん祖そはもったいぶるように首を傾げて、

「あれは……なんて言ったかな……そう、〝焰えん光こうの宴うたげ〟だよ」

「〝焰えん光こうの宴うたげ〟……だと……？」

　古城の全身から血ちの気けが引いた。〝焰えん光こうの宴うたげ〟とは、封印された第四真祖が復活する際に発動する儀式魔術だ。

　その正体は、超広範囲を対象とした大規模無差別の記き憶おく搾さく取しゆ。〝宴うたげ〟の効果範囲にいる者は、人類、魔族を問わずにすべての記憶を奪われ、知性を失い、やがて死に至る。

「厳密に言えばまったく同じじゃないけどな。理屈としては似たようなもんだ」

　青ざめる古城を見つめて、キイは獰どう猛もうに微笑ほほえんだ。

「違ってるのは、前回の〝宴〟を引き起こしたのが〝原初ルートのアヴローラ〟で、今回はヤツがいない、ってことくらいか」

「〝原初ルート〟が消えたのに、どうして〝宴〟が起きる……!?」

　古城がキイに詰め寄った。

「おいおい、少しは頭を使えよ、少年。そんなこと、考えなくてもわかるだろ？」

　キイは大げさに首を振る。

「おまえが〝宴〟を起こすのさ。正確には、おまえの中にいる眷けん獣じゆうどもがな」

「眷獣……？」

　雪ゆき菜なが怪け訝げんそうに呟つぶやいた。彼女は〝原初ルートのアヴローラ〟と遭遇したことがない。〝宴〟の恐ろしさを知らないのだ。

「ですが、先輩は、第四真祖の眷獣を支配しているはず……！」

「眷獣を支配した？」

　キイが驚いたように眉まゆを上げた。その驚きはすぐに爆笑へと変わる。長身をくの字に折り曲げて、彼は腹を抱えて笑い続けた。古城たちが見守る中、目の端に浮いた涙を拭ぬぐう。

「そいつはなかなかイカした冗談だな。この俺でさえ、そんなことできやしねーってのによ」

「え……!?」

　雪菜が信じられないというふうに目を見張った。

　キイ・ジュランバラーダは第一真祖。最古の吸血鬼の一体だ。成り行きで第四真祖と化した不完全な吸血鬼の古城とは違う。だが、そんなキイですら、自分の眷獣を支配できないと言う。

「おまえらは吸血鬼の眷獣を、便利な道具かなにかだと勘違いしてないか？　眷獣ってのは、吸血鬼の武器でも持ち物でも、ましてや従順なペットでもねえ。俺たちの体内に棲すんでるだけのクソ獰猛な獣だぜ？　餌えさが足りないと思えば、自分たちで獲とりにいくに決まってるだろ？」

「餌……？」

　雪菜が眉まゆを寄せる。

「魔力だよ」

　キイが白い犬けん歯しを剝むいて笑った。そして彼は、立ち尽くす古こ城じようの心臓を指さして、

「第だい四よん真しん祖そってのは、十二体の眷けん獣じゆうを従えることで世界最強になるように造られた人工の吸血鬼だ。だけどな、少年、今のおまえにはその一角が欠けている。足りない分はなにかで補わなきゃならない──眷獣たちは本能的にそれを知っているのさ」

「……だけど、今までそんなことは一度もなかったぞ？」

　古城は頼りない口調で反論した。やれやれ、とキイは肩をすくめて、

「今までおまえが戦ってきた相手は、第四真祖が本気を出すまでもない相手だったってことだろ。言わせるなよ。ディミトリエの小僧ですら、おまえと戦やり合えばあのザマだからな」

　かつての真祖大戦で古城が倒した吸血鬼──真祖にもっとも近い力を持つといわれた戦せん王おう領りよう域いきの貴族の名を、キイは懐かしそうに口にした。

「だけど、今回はちょっと違うぜ。この島には俺と〝滅びの瞳フオーゲイザー〟のヤロウ、おまけに〝混沌の皇女ケイオスブライド〟のババアまで揃そろってるんだ。不完全な今のままではヤベェって、おまえの眷獣は気づいてるんだよ」

「だから魔力を求めたっていうのか？　十二番目の眷獣の代わりに……!?」

「魔力──だけで済んでるうちは、まだいいんだがな」

　キイが皮肉っぽく唇を曲げる。

「この島にいるすべての魔族の力を吸い上げても、第四真祖の眷獣一体に釣り合うとは限らない。そのときは魔力の源みなもととなる力を直接喰くうしかない。怒り、妬ねたみ、憎悪、欲望、悲嘆、執着、それら強い負の感情の集合体──」

「記憶、か……」

　古城は溜ため息いきのような声を吐き出した。キイがうなずく。

「そうだ。他者の記憶を喰うことで、不足した魔力を賄まかなう。そいつが世界最強の吸血鬼を覚かく醒せいさせるための儀式魔術──〝焰えん光こうの宴うたげ〟のメカニズムだ」

「じゃあ、〝吸血王ザ・ブラツド〟がすべての真祖をこの島に集めた理由は……」

　雪ゆき菜ながなにかに気づいて小さくうめいた。

「第四真祖オレを追い詰めて、〝焰えん光こうの宴うたげ〟を無理やり引き起こすためか……」

　古城は怒りを圧おし殺した平へい坦たんな口調で呟つぶやいた。

　第四真祖という存在を、恐怖の象徴として祭り上げること──

　それが領主選争の目的だと、〝吸血王ザ・ブラツド〟は言った。

　だとすれば、彼が〝焰えん光こうの宴うたげ〟の再現を望むのは必ひつ定じようだ。

　第四真祖の悪名は、自らの領地である絃いと神がみ島じまを滅ぼすことで、永えい劫ごうに揺るぎないものになる。

　さらには〝宴うたげ〟で力を増した古城が、キイやほかの真祖たちを斃たおせば、世界最強の吸血鬼という評価を証明する機会にもなるだろう。

　それこそが〝吸血王ザ・ブラツド〟が望んだ結末。領主選争という馬ば鹿か騒さわぎに隠された真実だ。

「そいつを止めるには、どうすればいい……？」

　古こ城じようがキイを見上げて訊きいた、長身の第だい一いち真しん祖そは呆あきれたように息を吐き、

「だから頭を使えって。そもそも、おまえの眷けん獣じゆうたちが魔力を欲しがってる理由はなんだ？」

「それは、足りない眷獣の数を補うために……」

　古城は、言いかけた言葉を途中で吞のみこんだ。

　意識が絶望と怒りに染まる。〝宴うたげ〟を止める方法はある。だが、古城はそれを認めない。そのやり方を絶対に認めるわけにはいかないのだ。

「気づいたか？」

　キイ・ジュランバラーダが、哀あわれむような眼まな差ざしを古城に向ける。

「おまえが十二番目の眷獣を取りこんで、完全な第四真祖になれば〝宴〟は終わる。十二番目ドウデカトスを喰くって最後の眷獣を手に入れるか、この島にいる全員の記憶を根こそぎ奪い取って力を得るか──そいつはおまえが好きに決めろ」

「俺は……」

　古城は意味もなく唇を震わせた。

　十二番目の眷獣を取りこむということは、最後に残った十二番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟──アヴローラの封印を解くということだ。

　第四真祖の眷獣を封印するためだけに造られた彼女は、その封印を解けば消滅する。

　だが、それ以外に〝焰えん光こうの宴うたげ〟を止める方法はない。

「今はそれだけを伝えにきたのさ。おまえが力を手に入れたら、今度はゆっくり遊ぼうぜ」

　じゃあな、と無造作に手を振って、キイは彼の全身を黒い霧きりに包んだ。

　闇やみの中に溶けこむように、彼の姿が薄れて消えていく。

「待っ……」

　古城はキイを制止しようと手を伸ばしかけ、しかしなにも言えずに虚むなしく拳こぶしを握りしめた。

　もはや彼に訊くべきことも、伝えるべき言葉も残っていない。あの男は古城の師でも友人でもないからだ。彼は単にルールの説明に来ただけだ。領主選争という遊戯ゲームを盛り上げるためのガイド。それが今夜の彼の役割だったのだ。

「先輩……」

　苦悩の表情で立ち尽くす古城に、雪ゆき菜なが怖おず怖おずと呼びかける。

　しかし古城はそれにすら気づかないまま、ふらふらとあてもなく歩き出した。折れた街路樹に躓つまずいて膝ひざを突き、古城はその場にうずくまる。

「うおおおおおおおおおおおっ！」

　目の前の地面を殴りつけ、空に向かって古城が吼ほえた。

　そんな彼の後ろ姿を、雪菜はただ悲しげに見つめていた。
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　羽は波ば唯ゆい里りを迎えに来たのは、タキシードに身を包んだ長身の男性だった。

　彫りの深い顔立ちの、黒髪黒目の異国人。絵に描かいたような美青年だ。

「お嬢様、お食事の支度が調いました」

「あ……ど、どうも……」

　豪華なソファの上で身体からだを縮こまらせていた唯里が、引きつった笑顔で頭を下げる。

　唯里たちがいるのは、絃いと神がみ中央空港に隣接した高級ホテルの一室だ。〝滅ほろびの王朝〟はこのホテルを一棟まるごと借り切って、自分たちの拠点にしているのである。

　志し緒おとアヴローラを逃がすための囮おとりとして、唯里とグレンダが第だい二に真しん祖そと戦ったのは今朝のこと。実際には戦ったというよりも、第二真祖の眷けん獣じゆうの群れから、ひたすら逃げ回っていたというのが真相に近い。

　結局、岸壁まで追い詰められたところで唯里たちは降伏し、そのままこの建物に連行された。そして軟禁されて、現在に至る、というわけだ。

　だが、意外なことに唯里たちの待遇は、想像していたよりも悪くなかった。

　さすがにスマホと武器は取り上げられて、外部との連絡も禁止されたが、それだけだ。

　グレンダと引き離されることもなかったし、拷ごう問もんどころか、取り調べや所持品検査もなし。おまけに唯里の捻ねん挫ざを治療するために腕利きの呪じゆ術じゆつ医師がやってきて、捻挫のついでに肩こりと肌荒れまで治療してくれるというサービスの充実ぶりだった。常識人の唯里としては、ここまでされると、裏があるのではないかと思えて逆に不安になってしまう。

「ごはん？　ゆいりー、ごはん？」

　嬉うれしそうに飛び跳ねながら唯里にじゃれついてきたのは、少女形態に戻ったグレンダだった。

　彼女が着ているのはノースリーブのワンピース。肩かた紐ひもと背中がスナップボタンになっていて、龍りゆうに変身しても破れない優れものである。唯里と志緒がグレンダのためにあつらえた特注品だ。

「ご案内します、お嬢様。どうぞ、こちらへ」

「あ、はい……す、すみません」

　慣れないお嬢様扱いに戸惑いながら、唯里はグレンダを連れて、タキシードの青年のあとに続いた。高級ホテルの長い廊下が、処刑台へと続く階段のように思えて気が重い。

　夕食には少々遅い時間帯だが、それは人間にとっての感覚で、夜行性の吸血鬼にしてみれば、ここからが一日の始まりというイメージなのかもしれない。いずれにせよ、囚とらわれの身である唯里たちに、断るという選択肢はなかった。

「うわあ……」

　晩ばん餐さんの会場に辿たどり着いたところで、唯里は思わず溜ため息いきを洩もらす。

　豪華な家具と、闇やみの中で揺らめく無数のキャンドル。夜景の美しい最上階のレストランは、宮殿のように絢けん爛らんに飾り付けられていた。

　しかしそれ以上に唯ゆい里りを動揺させたのは、給仕を担当する第だい二に真しん祖その部下たちの顔ぶれだ。

　そこらの俳優など及びもつかない美形の男たち。露出度の高い衣装に身を包んだ絶世の美女たち。そして渋い老齢の紳士たち。第二真祖アスワドグール・アズィーズは、彼らを周囲に侍はべらせて、玉ぎよく座ざのごとき壮そう麗れいな椅い子すにゆったりと腰を下ろしている。まるでオペラの舞台のような、現実離れした煌きらびやかな空間だ。唯里は圧倒されて声も出ない。

「怪我けがの具合は……いかが？」

　第二真祖が、美しく微笑ほほえみながら唯里に訊きいた。

「は……はい。もう大丈夫です」

　美形の給仕に誘いざなわれるまま第二真祖の正面に座って、唯里は硬い表情でそう言った。テーブル上には、銀色の蓋クロツシユに覆われた料理がすでに用意されている。

　第二真祖は赤い唇の端を吊つり上げて笑い、

「そう。よかった……ワ……手荒な真似まねをしてしまったわ……ネ」

「いえ……その……領地に無断で侵入したのはわたしたちですし……」

「ふふっ、冷める前に召し上がれ……この国の食べ物だから、お口に合うと思う……ワ」

「あ、はい……」

　唯里は上の空で返事をする。一介の新人攻こう魔ま師しに過ぎない自分が、なにゆえ吸血鬼の真祖と差し向かいで食事をする羽目になっているのか、いくら考えてもさっぱりわからない。

　給仕が、料理を覆っていた蓋クロツシユを取り除く。

　その瞬間、なじみ深い刺激臭が、つんと唯里を鼻を衝ついた。グレンダが、だっ、と表情を明るくする。そこに置かれていたのは、彼女の大好物だったのだ。

「このジャパニーズフードとよく似た料理が、我わが王朝にもあるの……ヨ……儂ワタシたちはカリーって呼んでる……ワ」

「な、なるほど……そうなんですね……」

　唯里は動揺を押し隠してうなずいた。皿の上に盛られていたのは、カレーライス。それも高級店で出されるような本格的なものではなく、明らかに市販品のレトルトカレーである。

「かれー！」

　純銀製のスプーンを握りしめて、嬉うれしそうにカレーをかきこみ始めるグレンダ。ふと見れば第二真祖も、唯里たちとまったく同じカレーを口に運んで、満足そうな表情を浮かべている。偉い吸血鬼ヒトの考えることは、唯里にはさっぱりわからない。

「あの……第二真祖……質問してもよろしいですか？」

　辛さ調節用の特製スパイスをこれでもかというくらいかけまくっているアスワドに、唯里が怖おず怖おずと問いかけた。

「なにかしら……？」

　アスワドが小首を傾かしげて訊きき返す。

　唯ゆい里りは緊張気味に息を吸い、

「あなたが本物の瞳王マリク──〝滅びの瞳フオーゲイザー〟なのですか？　つまり、その、わたしたちはあなたが男性だと聞いていたので……」

「男……とか……女……とか……そんな些さ細さいなことにこだわる必要がある……ノ？」

　少女のような姿の第だい二に真しん祖そは、紫色の長い髪を払って怪け訝げんな表情で唯里を見た。

「……え!?　あ……ああ……」

　予想外の答えに動揺しつつも、唯里は深く納得していた。第二真祖アスワドグール・アズィーズとは、つまりそういう吸血鬼ヒトなのだ。

「月には月……花には花……宝石には宝石……ノ……美しさがある。それでいいじゃない……ネ？　そのどれかしか認めないのは愚かなこと……ヨ」

「そ、そうですね……」

　ほかの人々が言うならまだしも、第二真祖に言われるとすんなり納得できた。なにしろ彼は、あるいは彼女は、実際に性別を超越した美貌の持ち主なのだから。

　しかしアスワドは、その美しい双そう眸ぼうを冷ややかに細めて、

「ゆえに儂ワタシの目の届く範囲に、美しくないものは必要ない……ノ　美意識の欠片かけらもないがさつな戦せん王おうの眷けん属ぞくも、獣臭い皇女の血族たちも……」

「っ……!?」

　無自覚に洩もれ出した真祖の殺気に、唯里は表情を凍らせた。

　そんな唯里を見つめて、アスワドは優しく微笑ほほえんだ。

「でも、当代の第四真祖には少し期待している……ワ……少なくとも、伴はん侶りよ選びの趣味は悪くないよう……ネ」

「伴侶……って、え!?　わたしたちですか!?」

　唯里は自分の胸元を指さして困惑した。

　アスワドは、すべてを見透かしたように妖よう艶えんにうなずく。

「あなたたち、二人とも第四真祖の口づけを受けたことがあるわ……ネ？」

「それは……その……」

　はい、と唯里は小声で言った。唯里とグレンダは、それぞれ古こ城じようにがっつりと血を吸われたことがある。絃いと神がみ島じまの危機やら、異境ノドの侵しん蝕しよくやら、いろいろとやむを得ない事情があったのだ。

「運が良かったわ……ネ……〝宴うたげ〟に間に合って……」

　恥じらう唯里を愉快そうに眺めて、アスワドが呟つぶやいた。

「宴……？」

「……だ？」

　唯ゆい里りとグレンダが顔を見合わせる。心当たりのない言葉だ。

「〝焰えん光こうの宴うたげ〟……第だい四よん真しん祖そによる記憶搾さく取しゆと、擬似吸血鬼化症候群の大規模感染アウトブレイク……ヨ」

「記憶……搾取……!?」

　アスワドの淡々とした説明に、唯里は危うくスプーンを落としそうになる。

　暁あかつき古こ城じように関する資料で、〝焰光の宴〟と呼ばれる事件の存在は知っていた。

　しかし具体的な事件の内容までは、唯里も知らされてはいない。獅し子し王おう機き関かんが保有する記録そのものが曖あい昧まいなのだ。ましてや、その正体が擬似吸血鬼化症候群というのは初耳だ。

　一夜にして膨大な数の魔族を発生させる擬似吸血鬼化症候群は、獅子王機関がもっとも恐れる魔ま導どう災害のひとつだった。だがそれを、たった一体の吸血鬼が引き起こすことなど普通はあり得ない。そう、感染源が普通の吸血鬼であるならば──

「古城くんが……どうしてそんなことを……!?」

「十二番目のアヴローラ」

　アスワドが素っ気ない口調で告げた。

　唯里が愕がく然ぜんとしたように目を見張る。〝十二番目ドウデカトス〟──アヴローラ・フロレスティーナをこの島に連れてきたのは、ほかならぬ唯里たちなのだ。

「今の第四真祖には、十二番目の眷けん獣じゆうが欠けている……ワ……その欠落は、なにかで贖あがなわなければならない……たとえば、真祖の眷獣に匹敵するだけの膨大な魔力で……ネ」

「それを……止める方法はありますか？」

　唯里が声を震わせながら訊きいた。

　アスワドは優ゆう艶えんに微笑ほほえんで、唯里を試すように見つめてくる。

「ある……ワ……とっても簡単。十二番目ドウデカトスの封印を解けば大丈夫……ヨ」

「そんな……！　そんなことをしたら、アヴローラちゃんは……」

「選ぶのは、あなた……ヨ」

　笑いを含んだ声で、アスワドが冷たく突き放す。

「絃いと神がみ島じまの人々を救うか、アヴローラちゃんを助けるか……ということですか？」

　唯里は血ちの気けをなくした顔でアスワドを睨にらんだ。

　紫色の髪の第二真祖が静かに首を振る。

「いいえ……第四真祖に十二番目ドウデカトスを殺させるか、それともあなたが十二番目ドウデカトスを殺すか……どちらにする……ノ？」

「わたしが……殺す？　アヴローラちゃんを……？」

　唯里は呆ぼう然ぜんと自分の手元を見つめた。

「十二番目ドウデカトスが儂ワタシの領地ドメインから逃げ延びて第四真祖の許もとに辿たどり着けば、どのみち彼女の封印は解ける……ワ」

「そうなる前に……あの子を殺す……」

「儂ワタシが彼女を喰くってしまってもいいのだけれど……それではつまらないもの……ネ」

　アスワドは唇の隙すき間まから、ちらりと白い牙きばをのぞかせた。

　唯ゆい里りはなにも答えない。そんな唯里を、グレンダが不安そうに見上げてくる。

「お嬢様、お預かりしていたこちらをお返しいたします」

　第だい二に真しん祖その従者の美青年が、うつむく唯里の前になにかを差し出した。

　楽器ケースに収められた銀色の長ちよう剣けんだ。

「六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラス……」

　唯里は、激しく混乱したまま、機械的にそれを受け取った。

　続いて従者は、テーブルの上に唯里のスマートフォンを置く。

　第二真祖の領地ドメイン内では使えないはずのスマホの画面には、絃いと神がみ市内の地図が表示されていた。地図の上には輝点がふたつ。ひとつは唯里の現在地。そしてもうひとつは志し緒おの位置情報だ。

　そして志緒の傍そばには、おそらくアヴローラがいる。

「ゆいり……？」

　グレンダが、きつく唇を嚙かむ唯里に呼びかけた。

　唯里は無意識に彼女から目を逸そらす。グレンダの無む垢くな瞳を見るのがつらい。

「素敵な食事だった……ワ……やっぱりカリーは辛口に限るわ……ネ」

　食事を終えた第二真祖が、満足そうに微笑ほほえんだ。

　唯里は沈黙を保ったまま、地図上で点滅する輝点を見つめている。
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「遅い！　二人とも今何時だと思ってますの!?」

　研究所に戻った古こ城じようたちを待ち受けていたのは、こめかみをヒクつかせながら仁王立ちした雫しず梨りだった。制服の上にコートを羽織って帯たい剣けんした、バリバリの戦闘モードである。さっきの古城と巨人種族ギガスたちの戦闘に気づいて、慌てて準備したのかもしれない。

「……起きてたのか、カス子」

「あれだけ派手に魔力を撒まき散ちらされたら、おちおち安眠もできませんわ……！」

　雫梨が責めるような目つきで古城を睨にらむ。詳しい事情を聞くまでは、絶対に引き下がらないと言いたげな表情だ。古城は部屋に戻るのを諦あきらめて、仕方なく研究所内の休憩室へと向かった。

　休憩室には夏か音のんもいて、古城たちのためにお茶を用意をしてくれている。テーブルの上には着せ替え人形用の白衣を着たニーナ・アデラードと、金色の瞳の黒猫が座っていた。

「二人で夜の散歩としゃれこんでいたわりには、ずいぶんと酷い顔をしているね」

　古城たちを見上げた黒猫が、皮肉っぽい口調で指摘する。

「師し家け様さま？」

「ニャンコ先生……あんたもいたのか」

　唐とう突とつな師匠の出現に雪ゆき菜なが表情を硬くして、古こ城じようは気け怠だるげに肩をすくめた。黒猫の正体は、雪菜の師匠である長命種エルフの攻こう魔ま師し、縁えん堂どう縁ゆかりの使い魔だ。先ほどまで彼女の姿が見えなかったことを思い出し、なにをしていたのだろう、とほんの少しだけ疑問に思う。

「お散歩……でした？」

　湯ゆ吞のみの上で急きゆう須すを傾けていた夏か音のんが、こんな時間に、と怪け訝げんそうに訊きいてくる。

　ニーナが、ほほう、と愉快そうに唇の端を吊つり上げて、

「おおかた星でも眺めに行ってたのであろう？　『ごらん、あれがアークトゥルス、スピカ、デネボラだよ』『まあ、綺き麗れい』『綺麗なのはおまえだよ』『やだ、先輩』とかなんとか」

「……なんだそのうすら寒いやりとりは？」

　古城が顔をしかめて訊き返す。どこからそんな妄想が湧わいたのか、という非難混じりの問いかけだったのだが、ニーナはなぜか得意げに胸を張り、

「こないだテレビドラマで見たのだ。妾ワシはトレンディだからな」

「素敵でした、院長様」

　夏音が胸の前で両手を合わせて、瞳を輝かせた。そうだろうそうだろう、とうなずくニーナ。二人とも本気で言っているので始末に負えない。

　ツッコミ不在の恐怖に、古城はぐったりと溜ため息いきをつきながら、

「そんなんじゃねえよ。ちょっと第だい一いち真しん祖そと会ってきただけだ」

「第っ……!?」

　雫しず梨りが、口に含んでいたお茶を噴き出して絶句する。

「なるほどね。そういうことかい」

　黒猫が重々しく息を吐き、そんな縁に雫梨が詰め寄った。

「ど、どういうことですの……!?」

「第四真祖の坊やの異様な吸血衝動の原因さ。ちょうどいい、二人ともついておいで」

　むくりと立ち上がった黒猫が、作業机から軽やかに飛び降りた。

　古城と雪菜は、困惑しながら彼女に続いた。

　どうやら縁は、第一真祖と接触したという情報だけで、〝焰えん光こうの宴うたげ〟が再び起きる可能性に気づいたらしい。ちょうどいい、という彼女の言葉が、古城と雪菜を戸惑わせる。

　縁はなにも説明しないまま、暗い廊下を抜けて、研究所の奥へと向かった。

　以前に古城たちも訪れたことがある、被験者の治療や検査を行う区画である。模造天使化が進行した雪菜の検査が行われた場所だ。

「師家様？　どちらに……？」

　雪菜が警戒したような口調で訊いた。しかし黒猫は振り返らずに歩き続ける。当然のようについてこようとした雫梨は、途中で縁に睨にらまれてすごすごと退散した。

　やがて黒猫は廊下の途中にあるドアの前で立ち止まる。明かりの消えた小さな部屋だ。

「病室……ですか？」

　扉に掲げられたネームプレートを見上げて、雪ゆき菜なが呟つぶやいた。

　黒猫は無言で、くいくい、と尻尾しつぽを振った。ドアを開けろと言っているらしい。

「こんなところに誰がいるんだ？」

　古こ城じようは不安を抱きながらドアを開ける。

　漂ってきたのは、病院特有の消毒液の臭においだった。

　常夜灯に照らされた薄暗い病室。窓代わりの大きなモニタに、水槽内を泳ぐ熱帯魚の映像が映し出されている。

　その映像を背景に古城たちを出迎えたのは、車くるま椅い子すに座った若い女だった。

　逆光になって顔はよく見えないが、おそらく古城たちとも、そう変わらないくらいの年齢だ。しかし全身を包帯で覆われ、ギプスで首を固定した彼女の姿は見るからに無残で痛々しい。

「お久しぶりですね、第だい四よん真しん祖そ。姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なも、監視役の務め、大たい儀ぎです」

　点滴のチューブを揺らしながら視線を上げて、彼女は儚はかなげな声でそう言った。

「この声……！　あんた、俺たちが那な月つきちゃんと戦ったときの……！」

「閑しずか古こ詠よみ……様……!?」

　古城は反射的に身構えて、雪菜は慌てて姿勢を正す。

「畏かしこまる必要はありません。今は非常時ですし……私自身このような有あり様さまですから」

　車椅子の女性──閑古詠が自じ嘲ちようするように笑って息を吐く。

　古城はしばらく言葉をなくして、彼女の痛ましい姿を見つめた。

　獅し子し王おう機き関かん〝三さん聖せい〟筆頭、〝静寂破りペーパーノイズ〟閑古詠──

　古城は彼女と一度だけ戦ったことがある。

　正確には、それは戦いと呼べるようなものではなかった。古城と雪菜、そして太たい史し局きよくの妃き崎さき霧きり葉はの三人がかりでも、古詠には触れることすらできできずに一瞬で蹴け散ちらされたのだ。

　だが、その閑古詠は重傷を負って、この研究所に匿かくまわれている。無敵と思われた古詠の能力を破って、彼女に傷をつけた者たちがいるのだ。

「終焉教団オーダー・ジ・エンドにやられたのか？」

　古城がかすれた声で訊きく。閑古詠が、目の動きだけでうなずく気配があった。

「愚かにも、敵の力量を見誤りました。よもや龍族ドラゴンが〝吸血王ザ・ブラツド〟に手を貸しているとは──」

「龍族ドラゴン……あいつか……！」

　古城は、昨夜交戦した仮面の男の姿を思い出す。赤しやく銅どう色いろの鱗うろこに覆われた巨大な龍りゆう。あの巨大な怪物が相手では、彼女が敗れたとしても不思議はない。

「あなた方も遭遇したのですね？」

　閑古詠は穏やかな口調で言った。古城は険しい表情で首しゆ肯こうする。

「あいつ、俺の眷けん獣じゆうの直撃を喰くらって平気な顔をしてたぞ」

「龍族ドラゴンは、吸血鬼とは異なる意味で魔族の頂点に君臨する存在ですから。特に数千年を生きた古こ龍りゆうともなれば、単独での戦闘能力は、あるいは吸血鬼の真祖を凌しのぐかもしれません──」

「それを警告するために、俺たちを呼んだのか？」

「いいえ。伝えなければならないのは、おそらく今のあなたにって、もっとも大切なことです。それが良い報しらせなのかどうかはわかりませんが」

　溜ため息いき混じりに古こ詠よみが告げた。古こ城じようと雪ゆき菜なは、嫌な予感を覚えて顔を見合わせる。

「どういう意味だ？」

「十二番目のアヴローラが、絃いと神がみ島じまに来ています」

「なっ……!?」

　雪菜が小さくうめき声を上げた。古城は信じられないという表情で首を振り、

「なんで、あいつが……!?」

「昏こん睡すい状態が続いていた彼女が、ＭＡＲの医療施設で保護されていたことは知っていますね？」

「あ、ああ」

「目覚めた彼女を暁あかつき深み森もりが連れ出して、獅し子し王おう機き関かんの攻こう魔ま師しに託したのです」

　閑しずか古詠は淡々と説明を続けた。古城は、う、と低く唸うなる。

「……連れ出した？　会社に無断でアヴローラを逃がしたのか？」

「暁深森の目的はわかりません」

　車くるま椅い子すの上で閑古詠が目を伏せる。

「ただ、企業としてのＭＡＲは、領主選争の運営に関与しています。だから彼女は知っていたのかもしれませんね。領主選争が、〝焰えん光こうの宴うたげ〟の引き金になるかもしれないと」

「俺にアヴローラを喰くわせるために、あいつを連れ出したってのか……？」

　古城が怒りもあらわに前へと詰め寄る。閑古詠は、そんな古城を冷ややかに見返した。

「あなたのためではありません。第だい四よん真しん祖そのため、です」

　彼女の言葉に古城は沈黙する。深森は、第四真祖の正体が古城とは知らないのだ。

「だけど……同じことだろ！　結局は！」

「獅子王機関の攻魔師に、アヴローラさんを託した、と仰おつしやいましたね？」

　激げつ昂こうする古城の言葉をたしなめるように遮さえぎって、雪菜が強引に質問した。

「わたしたちのほかにも、誰かが絃神島に来ていたんですか？」

　ええ、と閑古詠はあっさり認める。

「羽は波ば唯ゆい里りと斐ひ川かわ志し緒おが、休暇でブルーエリジアムを訪れていたようです」

「ブルーエリジアム……？　そうか……グレンダに会いに来てたのか……！」

　古城が苛いら立だちを抑えて呟つぶやいた。

　この時代で目覚めて最初に出会った人間ということもあり、グレンダはとりわけ唯ゆい里りに懐なついている。そんなグレンダのために、唯里と志し緒おは〝魔ま族ぞく特とつ区く〟を訪れて、領主選争に巻きこまれたのに違いない。

「じゃあアヴローラさんは、今は唯里さんたちと一緒にいるんですか？」

　雪ゆき菜なの声に安あん堵どの響きが混じる。休暇が台無しになった唯里たちにとっては不幸な話だが、信頼できる味方が増えたのは、今の古こ城じようたちにはありがたい。

　しかし閑しずか古こ詠よみと彼女の膝ひざの上に乗った黒猫は、なぜか重苦しい息を吐く。

「それがあなたをここに呼んだ理由です、姫ひめ柊らぎ雪菜」

　古詠が意を決したように静かに切り出した。

「本日の早朝、人工島東地区アイランド・イーストに上陸した直後、羽は波ば唯里たち一行は、第だい二に真しん祖そ〝滅びの瞳フオーゲイザー〟の襲撃を受けました」

「第二真祖……!?」

　雪菜が驚きよう愕がくに目を見張る。彼女が驚きから醒さめるのを待つことなく、閑古詠は言葉を続けた。

「羽波唯里と、彼女が連れていた龍族ドラゴンの少女の消息は不明。〝滅ほろびの王朝〟の軍勢に捕ほ縛ばくされたと見られています」

「捕まったのは、二人だけなのか……？」

　古城が冷静に確認した。唯里とグレンダが消息不明になったということは、残りの二人は無事というふうにも受け取れる。そして、〝静寂破りペーパーノイズ〟は、古城の言葉を否定しなかった。

「斐ひ川かわ志緒とアヴローラ・フロレスティーナは、現在も人工島東地区アイランド・イースト内を逃走中です。今はまだ無事ですが、〝滅びの王朝〟の包囲網を独力で脱出するのは困難でしょう」

「わかった。今からあいつらを助けに行けばいいんだな？」

　古城は間髪いれずに言った。そんな古城を、雪菜が慌てて制止する。

「駄目です、先輩」

「なんでだよ!?」

「まずは落ち着きな、第四真祖の坊や。雪菜の言うとおりだよ」

　閑古詠の膝に抱かれた黒猫が、強い口調で古城を諭さとす。

「ニャンコ先生まで……!?　だから、なんで……？」

「今のそのギリギリの体調で、第二真祖と戦う気かい？　あっという間に眷けん獣じゆうたちが暴走して、愉たのしい〝宴うたげ〟の始まりだよ？」

「それは……！」

　古城は言葉に詰まって、悔しげに拳こぶしを握りしめた。

　同じ島に真祖たちが揃そろっただけで、古城の眷獣たちは臨戦態勢に入っている。この上、第二真祖と実際に戦うことになれば、縁ゆかりの言うようにすぐさま暴走が始まるだろう。覚かく醒せいしたアヴローラが危機に陥っているというのに、古こ城じようは彼女を助けに行くこともできないのだ。

「大丈夫です」

　焦じれる古城を勇気づけるように、雪ゆき菜ながきっぱりと言い切った。

「姫ひめ柊らぎ？」

「わたしがアヴローラさんを迎えに行きます。そうですね、師し家け様さま？」

　黒猫を見つめて、雪菜が訊きく。縁ゆかりは、一瞬だけ葛かつ藤とうするように逡しゆん巡じゆんしたあと、苦々しげにうなずいた。

「おい、待て。いくらなんでも姫柊一人じゃ……」

「いえ、わたしだけのほうが都合がいいんです。第だい二に真しん祖そに気づかれずに東地区イーストに侵入できますし、先輩の暴走も心配しないで済みますし」

　古城の憂うれいを雪菜がきっぱりと否定する。

「心配といえば、置いていかれたおまえさんが、ほかの娘にちょっかいを出すことくらいさね」

　黒猫が無責任な軽口を叩たたいて、古城は、うるせえよ、と唇を歪ゆがめた。

「姫柊雪菜への気遣いは無用です、第四真祖。〝焰えん光こうの宴うたげ〟という大規模魔ま導どう災害の阻止は、獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎとしての最優先事項ですから」

　閑しずか古こ詠よみが、感情の読めない事務的な口調で告げてくる。

「だけど……！」

「それに、お忘れですか？　彼女の七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーは獅子王機関の秘ひ奥おう兵へい器き──吸血鬼の真祖すら滅ぼし得る破は魔まの槍やりなのですよ？」

　挑発的な表情を浮かべた獅子王機関〝三さん聖せい〟を睨にらんで、古城は深く溜ため息いきをついた。

　閑古詠の発言は、雪菜に、必要ならば第二真祖を滅ぼせと命じているのに等しい。

　あまりにも無謀な命令だが、〝雪せつ霞か狼ろう〟を持つ彼女以外に、それを実行できる人間がいないのも事実だった。志し緒おとアヴローラを救える可能性があるのは、雪菜だけなのだ。

「わかった……頼む、姫柊」

　古城が無念さを滲にじませた口調で言う。

「はい。任せてください。斐ひ川かわ先輩の現在地はわかりますか？」

　雪菜は力強くうなずいて、再び黒猫へと向き直った。

　領主選争の影響で、志緒のスマートフォンの位置情報を雪菜たちは利用できない。だからといって逃走中の志緒たちが、雪菜たちに居場所を伝えてくるのも困難だ。

　残された手段は、呪じゆ術じゆつによる遠隔視や大量の式しき神がみによる捜索だが、その手の複雑な呪術は、雪菜の苦手分野だった。雪菜はあくまでも魔族に対する近接戦闘に特化した剣巫なのである。

「それについては、心配要りません。人工島東地区アイランド・イーストに到着すれば、ある人物があなたを案内する手はずになっています」

　閑古詠が、はぐらかすような口調で言った。もったいぶっているというよりは、その人物の名前を伝えることが照れくさいという雰囲気だ。縁ゆかりや古こ詠よみが、志し緒おの動向を把握していたのも、おそらくその人物からの情報提供があったのだろう。

　そして閑しずか古詠は車くるま椅い子すを少しだけ前に出し、直立する雪ゆき菜なの右手を取った。

「……閑様？」

　雪菜が驚いて問い返す。傷ついた獅し子し王おう機き関かん〝三さん聖せい〟筆頭の女性は、雪菜の手を握ったまま、祈るように目を閉じた。

「姫ひめ柊らぎ雪菜、忘れないでください。未来は視みるのではなく、切り開くものです。自らの手で」

「は、はい」

　ありふれた激励の言葉に戸惑いながら、雪菜は緊張の面おも持もちで深々とうなずく。やがて古詠はゆっくりと手を離し、雪菜は彼女に一礼した。

「姫柊」

　志緒たちの救出に向かうために病室を出て行こうとする雪菜を、古こ城じようは無意識に呼び止める。

　雪菜の張り詰めた横顔に、どこか普段の彼女とは違う不ふ穏おんな気配を感じたからだ。

「行ってきます。先輩……ごめんなさい」

　振り返った雪菜はぎこちなく微笑ほほえんで、そのまま逃げるように走り去っていく。

　古城は理由のない不安を覚えながら、彼女の背中を見送った。
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「ごめんなさい……って、なんだ、あいつ？」

　病室に取り残された古城は、別れ際の雪菜の言葉を思い出して首を傾かしげた。古城を残して、自分だけがアヴローラに会うことを気にしているのだろうか、と疑問に思う。

「不ふ甲が斐いないですね。結局、彼女に重要な決断を押しつけることになってしまいました」

　車椅子に座った閑古詠が、独り言のようにぼそりと呟つぶやいた。

　黒猫が、彼女の膝ひざの上で人間臭く首を振る。

「まあ、そいつを嘆いても仕方がないさ。あたしらはあたしらにできることをやらないとね」

「獅し子し王おう機き関かんは、領主選争には干渉できないんじゃなかったのか？」

　縁が前に語っていたことを思い出して、古城は訝いぶかしげに訊きき返した。

　日本政府は、絃いと神がみ島じま内の混乱に不干渉の姿勢を貫いている。そのため政府の特務機関である獅子王機関も、新たな戦力を絃神島に送りこむことができないのだ。

「そうだね。領主選争とやらが、本当に絃神島の中だけの争いならね」

　縁が含みのある口調で言った。

「どういう意味だ？」

　たたみかけるような古こ城じようの質問に、そうだね、と黒猫は笑うように目を細める。

「〝吸血王ザ・ブラツド〟とやらの目的はよくわかったよ。第だい四よん真しん祖その試作品プロトタイプとして造られた奴やつこさんが、第四真祖を恐怖の象徴に仕立てたがってるって理屈──馬ば鹿か馬ば鹿かしいが筋は通ってる。退屈を持て余してるほかの真祖たちが、その馬鹿騒ぎに乗ってくるのも、まあわかる。だろ？」

「ああ」

「だけど企業であるＭＡＲはどうだい？　連中は、絃いと神がみ島じまの建造にも多額の投資をしている出資者だ。ただの災害に過ぎない〝焰えん光こうの宴うたげ〟なんかに、連中が満足するような見返りがあるとは思えないね。違うかい？」

「ＭＡＲには……〝吸血王ザ・ブラツド〟とは別の目的があるってことか」

　思いがけない縁ゆかりの指摘に、古城は瞬まばたきを忘れて考えこむ。

「今の段階では、なんの根拠もないただの憶測さ。ただ、調べてみる価値はありそうだろ？」

　黒猫が愉たのしげに喉のどを鳴らした。閑しずか古こ詠よみは、縁の言葉を冷静に引き継いで続ける。

「多国籍企業のＭＡＲが領主選争を裏で操っているとなれば、それは日本政府が認めた絃神島の自治権に対する明白な侵害行為です。対たい魔ま導どうテロ組織である獅し子し王おう機き関かんが行動するには、十分な根拠になるでしょう」

「そういうことさ。あまり期待せずに待ってておくれ」

　黒猫が古詠の膝ひざの上で目を閉じる。次に彼女が目を開けたとき、縁の使つかい魔まはただの黒猫に戻っていた。縁が使い魔との接続を切ったのだ。

　そして縁が去ったことで緊張が解けたのか、閑古詠は不意にぐったりと身体からだを傾けた。

「大丈夫か……誰か呼んだほうが……」

　古城は彼女に駆け寄って手を貸した。

　おそらく今の閑古詠は、絶対安静が必要なレベルの重傷なのだ。それでも彼女はアヴローラの情報を伝えるために、無理をして古城たちと面会したのだろう。

「すみません。少し眠ります」

　閑古詠はそう言って、車くるま椅い子すに座ったまま目を閉じた。

　ナースコールを聞いた看護師たちが、慌ただしく病室へと入ってくる。

「忘れないでください、暁あかつき古城」

　気を遣って病室を出ようとした古城に、閑古詠は弱々しく呼びかけた。

「雪ゆき菜なに命令したのは私です。だから、あの子のことを、どうか……」

　最後まで言葉を続けることなく、彼女は力尽きたように眠りに落ちる。

　困惑したまま病室を追い出され、古城は、薄暗い廊下に立ち尽くしたまま溜ため息いきをついた。

　気づかないうちに日付が変わっていたらしい。古城たちが絃神島に帰還して間もなく四十八時間が経過。領主選争五日目の朝が訪れようとしている。

　長引く領主選争に焦しよう燥そうを覚えつつも、今の古こ城じように出来ることはなにもない。

　その事実に苛いら立だちながら廊下を歩いていると、休憩室から駆け出してくる夏か音のんの姿が見えた。いつも穏やかな彼女にしてはめずらしく、表情にかすかな焦りが見える。

「叶かな瀬せ？」

「お兄さん！　あの、雫しず梨りさんを見ませんでしたか？」

　胸元にニーナを抱えた夏音が、すがるような口調で尋ねてきた。

「いや、見てないけど……カス子のやつが、どうかしたのか？」

　古城に訊きき返された夏音が、一瞬、ためらうように唇を嚙かむ。

「いなくなってしまいました」

「いなくなった？」

　古城は廊下を振り返って眉をひそめた。

　言われてみれば、研究所の中が妙に静かだ。普段の雫梨なら、古城が閑しずか古こ詠よみとの面会を終えるのを待ち構えて、真っ先にあれこれ聞き出そうとしてくるはずである。

「まさか、姫ひめ柊らぎを追いかけていったのか？」

　古城は顔をしかめて言った。たった一人で第だい二に真しん祖その領地ドメインに向かう雪ゆき菜なを見過ごせずに、強引に同行しようとするのは、ある意味、雫梨らしいと言えなくもない。

「わかりません……でしたけど、いなくなる前に、キーストーンゲートまでの道順を訊かれたことが、少し気になりました」

「キーストーンゲート……？」

　夏音の意外な証言に、古城は首を捻ひねる。

　雫梨は絃いと神がみ島じまに引っ越してきたばかりで土地勘がない。だから彼女がキーストーンゲートに行くために、誰かに道を訊くこと自体は不思議ではなかった。問題は、なぜこのタイミングでそんな質問をしたのかということだ。

「ほかには？　あいつ、ほかになにか言ってなかったか？」

「ほかに……でしたか……あ……！」

　心当たりがあったのか、夏音がハッと息を吞のみ、自分の腕に乗っているニーナを見た。

　うむ、とニーナは夏音にうなずき返して、

「今夜のうちに領主選争を終わらせれば、宴うたげは起きませんわ──などと言っておったの」

　つん、と胸を逸そらしながら、高たか飛び車しやな口調で言い放つニーナ。どうやら雫梨の物もの真似まねのつもりらしい。意外なことにわりと似ている。

「なんであいつが〝宴うたげ〟のことを知ってるんだ？」

　古城の全身から血ちの気けが引いた。古城が〝焰えん光こうの宴うたげ〟を引き起こすかもしれないと知れば、雫梨は多少の無茶をしてでも、それを止めようとするだろう。

「あいつ、まさか俺とキイ・ジュランバラーダの話を聞いてたのか……それで……！」

　古こ城じようの眷けん獣じゆうたちの暴走に気づいて雪ゆき菜なが飛び出してきたのと同じように、雫しず梨りもあのとき研究所の外にいて、古城とキイの会話を聞いていたのかもしれない。

　しかし雫梨は、そのことを古城たちに黙っていた。

　もしあえてなにも知らないふりをしていたのだとすれば、おそらく彼女の目的は──

「お兄さん……？」

　青ざめる古城に、夏か音のんが心配そうな視線を向けてくる。

　古城は焦りに任せて壁を殴りつけた。

「カス子を止めないと……あいつ、一人で〝吸血王ザ・ブラツド〟を斃たおす気だ！」

「ふむ……無茶をするの」

　ニーナもさすがに渋じゆう面めんを浮かべた。夏音も言葉をなくしている。

　古城は乱暴に息を吐き、

「ニーナ、悪いが叶かな瀬せとアスタルテのことを頼む」

「どこに行く気だ？」

「カス子を連れ戻すんだよ！」

　そう言い残して、古城は大おお股またで歩き出す。

　雫梨の行き先がキーストーンゲートだとわかっているのは、考えようによっては幸運だった。吸血鬼の身体能力を全開にして追いかければ、今からでも彼女を連れ戻せるかもしれない。

　問題は古城の眷獣が、それまで大人しくしていてくれるか、ということだ。

「主の今の身体からだでか？」

　古城の不安を読み取ったように、ニーナが背後から声をかけてくる。研究所の外に出て行く古城を、夏音が小走りに追いかけてきているのだ。

「連れ戻さないと仕方ないだろ！」

　古城が背後を振り向いて突き放すように言い返す。

　しかしニーナは、古城の反論を平然と受け止めて、

「ふむ。それはそれとして、なにやら妙なものが飛んでおるの」

　そう言って素知らぬ顔で頭上を眺めた。

「……は？」

　古城もつられて顔を上げる。

　先日の戦闘で古城がぶち抜いた天井からは、夜明け前の空がのぞいていた。星の光がわずかに消え残るだけの灰色の空だ。

　ハチの羽音に似た耳障りな騒音が、その空の彼方から聞こえてくる。航空機用ターボシャフトエンジンの排気音だ。

「なんだ？　ヘリコプター……？」

　絃いと神がみ島じまの上空を飛ぶ航空機の姿に、古城は胸騒ぎを覚えて目を細めた。

　ヘリコプターの数は五機。一昨日の早朝に古こ城じようたちが遭遇した、ＭＡＲ所属の大型ヘリだ。

　奇妙なことにその五機は、互いに絡み合うようにして、急きゆう旋せん回かいや急降下を繰り返していた。機体の周囲では、時折、眩まばゆい火花が散る。機関銃の銃口が放つ発火炎マズルフラツシユだ。

「ＭＡＲのヘリ同士で空中戦をやってるのか？」

　予期せぬ光景に、古城は目を奪われた。

　正確には、それは空中戦というよりも一方的な追撃に近かった。逃亡しようとする一機を、残る四機が追い回して銃弾の雨を降らせている。

　追われている一機も応戦してはいるものの、双方の火力差は圧倒的だった。数にものをいわせて襲ってくる追跡側に対して、逃亡側の機体には弾薬が残っていないのだ。

　このままでは嬲なぶり殺ごろしではないか、と古城が憂えた瞬間、逃亡側の機体から、一条の銀光が放たれた。凄すさまじい轟ごう音おんを放ちながら飛行するその輝きが、空中に巨大な魔法陣を描き出す。

　魔法陣が生み出したのは瘴しよう気きだった。電子機器を破壊し、人々を混乱させる呪のろいの霧きり。古城はその攻撃の正体を知っていた。

「あの魔法陣……!?　煌きら坂さかか!?」

　逃亡側のヘリの機内に、銀色の弓を構えた少女が見えた。ＭＡＲのヘリ部隊に追われているのは、獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめ、煌坂紗さ矢や華かだ。

「ニーナ！」

「うむ。しばし目を閉じておれ、夏か音のん」

　夏音の腕に抱かれていたニーナは、一瞬で古城の意図を察したようだった。

　紗矢華の呪じゆ術じゆつ砲撃に巻きこまれた二機のヘリは、追跡を断念して離脱している。しかし残る二機は、なおも執しつ拗ように紗矢華の乗るヘリを追っていた。

　そんな追跡側のヘリに、ニーナは指鉄砲の人差し指を向けた。

　慎重に狙ねらいを定めて、次の瞬間、凄まじい光の奔ほん流りゆうが彼女の指先から放たれる。

　錬れん金きん術じゆつを応用した重金属粒子砲。荷電粒子ビームの砲撃だ。

　亜光速で飛来する荷か電でん粒りゆう子しの砲弾に撃ち抜かれて、追跡側のヘリの一機が失速した。ニーナは続けて再び砲撃を放ち、残る一機も撃げき墜ついする。

「今のはさすがにやり過ぎじゃないか……？」

　炎を噴き上げて降下するヘリを眺めて、古城はニーナを咎とがめるように言った。

「大量破壊の権ごん化げのような主ヌシにだけは言われたくないのう」

　ニーナは涼しげな表情で言い返す。

「案ずるな。撃ち抜いたのは、動力部だけだ。あの手の機体は発動機が止まっても、おーとろーてしょんとやらで安全に不時着できると聞いておる」

「よくそんなことまで知ってるな？」

「ケーブルテレビの海外ドラマで見た」

「……まあいいか」

　意外な知識を披ひ露ろうしたニーナをうっかり尊敬しそうになっていた古こ城じようは、気を取り直すように呟つぶやいて肩をすくめた。なんにせよ、追跡側のヘリの撃退に成功したことに変わりはないのだ。

「これでとりあえずは、煌きら坂さかたちも安全だろ」

　紗さ矢や華かの乗ったヘリを見上げて、古城が安あん堵どの息を吐く。

「あっ……」

　夏か音のんが驚きの声を洩らしたのは、その直後のことだった。

　紗矢華の乗ったヘリが唐とう突とつに黒煙を吐き出し、失速したようにふらふらと高度を下げていく。追跡者たちの猛攻に晒さらされて、彼女の機体はとっくに限界だったのだ。

　ぼん、と間の抜けた爆発音を残して、ヘリは古城たちの視界から姿を消した。

「墜おちたな」

　ニーナが無感動な声で呟いた。

４

　複雑な階層構造になっている人工島北地区アイランド・ノースの地下街を抜けると、キーストーンゲートが見えてくる。巨大な楔くさびを地面に突き立てたような、逆ピラミッド型の建物だ。東西南北の四つの人工島ギガフロートを連結する、文字どおりの要石キーストーン。それがこの奇妙な建造物の正体だった。

　十二階建ての地上部は絃いと神がみ島じまでもっとも高い建物であり、官公庁の庁舎やホテル、小売店や飲食店が融合した複合商業施設となっている。

　だがその未来的な建物の外壁には、見えない斧おので叩たたき割ったような巨大な亀き裂れつが走っていた。

　領主選争の開幕の際、〝吸血王ザ・ブラツド〟が自らを真しんの第だい四よん真しん祖そだと証明するために、剣の眷けん獣じゆうで破壊したのだ。それは同時に、このキーストーンゲートが、己の居城だと誇示する意味合いをも含んでいる。すなわち、〝吸血王ザ・ブラツド〟はおそらく今もここにいるということだ。

「あ、いたいた。シズリンだ。おーい、シズリーン！」

　キーストーンゲートへと続く連絡橋の前には、尖とがった獣の耳を持つ小柄な少女が立っていた。栗くり色いろの癖毛を揺らしながら、雫しず梨りに向かって人ひと懐なつこく手を振ってくる。

　彼女の隣に立っているのは、優等生然とした端整な顔立ちの少年だ。彼が背負っている釣竿ロツドケースからは、アサルトライフルの銃床ストツクがのぞいていた。

「優ゆ乃のさん、琉る威いさん、来てくれてありがとう。無理なお願いをしてごめんなさい」

　雫梨は、かつての恩おん萊らい島とう〝攻こう魔ま高こう専せん〟香か菅すが谷や班の仲間──天あま瀬せ優乃と宮みや住ずみ琉威に頭を下げる。

　たった一人でキーストーンゲートに突入して〝吸血王ザ・ブラツド〟を斃たおせるとは、もちろん雫梨も思っていない。だからといって、そんな無謀な作戦につき合ってくれる物好きの存在に心当たりはなかった。雫梨のもっとも信頼できる友人である彼女たち以外には。

「班長の命令だから、多少の無理は聞かないとね」

　さっそく武器の準備を始めながら、琉る威いが答える。優ゆ乃のも、金属製の装甲が付いた手袋を嵌はめて、ふわふわの毛皮に覆われた耳を揺らし、

「コジコジのために〝吸血王ザ・ブラツド〟をサクッと退治して領主選争を終わらせるんでしょ？」

「え、ええまあ……趣旨としてはそういうことなんですけど」

　呆あきれるくらいあっさりとした優乃の態度に、むしろ雫しず梨りのほうが戸惑った。あたかも近所のコンビニまで買い物に行くかのような、お気楽な口調だ。

「仮に〝吸血王ザ・ブラツド〟を斃たおせなくても、彼らが占拠している人工島管理公社のコンピュータールームを制圧できれば領主選争は終わるはずだよ」

　ひっそりと静まり返ったキーストーンゲートを見上げて、琉威が呟つぶやく。

　間近で見上げた逆ピラミッド型の建造物は、予想していたよりも遥はるかに巨大だ。この建物は、それ自体が独立した一基の人工島ギガフロートであり、同時に絃いと神がみ島じま全土を管理する制御装置でもあるのだ。

　海面下四十階層にも及ぶ人工島集中管理施設には、五大主電脳フアイブエレメンツと呼ばれる五基のスーパーコンピューターが設置され、絃神島全島のインフラと魔族登録証をコントロールしている。終焉教団オーダー・ジ・エンドはそれらを制圧することで、領主選争を引き起こしたのだった。

　つまり彼らから五大主電脳フアイブエレメンツを取り戻せば、その時点で領主選争は終結する。

「問題はそれがわかっているのに、みんながキーストーンゲートを放置していたことだねえ」

　独り言のように言葉を続けながら、偵察要員の優乃が、真っ先にキーストーンゲートに突入した。雫梨も彼女のあとに続き、最後に後衛の琉威がついてくる。攻こう魔ま高こう専せん時代に幾度となく繰り返してきた隊列フオーメーシヨンだ。

　キーストーンゲートへの侵入は簡単だった。終焉教団オーダー・ジ・エンドと特区警備隊アイランド・ガードの戦闘で、シャッターが破壊されていたからだ。

　しかし建物の中に入って何歩も進まないうちに、先行していた優乃が立ち止まる。

　広々としたエントランスホール。高級ブティックが建ち並ぶショッピングモールの入り口だ。

　だが、そこに漂っていたのは香水やアロマの香りではなく、濃密な血の臭においだった。

　壁や床には無数の弾だん痕こんが穿うがたれて、ポリカーボネート製の盾たてや有脚戦車ロボツトタンクの残ざん骸がいが転がっている。キーストーンゲートに侵入しようとした領主候補たちと、終焉教団オーダー・ジ・エンドの戦闘の跡だろう。さすがに死体は見当たらないが、死し屍し累るい々るいという言葉を当て嵌めても違和感のない雰囲気だ。

「放置していたわけじゃなくて、いちおう手を出そうとはしたんだね。そしてことごとく撃退された、と」

　琉威が醒さめた口調で言った。

　雫梨は長ちよう剣けんの柄つかを握りしめて、唇を嚙かむ。

　これだけの残骸を残すほどの戦力で攻めこんだ領主候補を、終焉教団オーダー・ジ・エンドは撃退しているのだ。たった三人で〝吸血王ザ・ブラツド〟を斃そうとしている自分たちの行為が、どれだけ無謀か、今さらながらに思い知る。と──

「シズリン、伏せて！」

　周囲を警戒していた優ゆ乃のが、突然振り返って雫しず梨りに叫んだ。

「え……!?」

　放心していたつもりはなかったが、動揺のせいで集中力を欠いていたのだろう。咄とつ嗟さに反応できない雫梨を、琉る威いが突き飛ばすようにして物陰に引きずりこむ。

　その直後、雫梨がそれまで立っていた場所を無数の銃弾が駆け抜けた。

　人工知能ＡＩ制御による機き銃じゆう掃そう射しやだ。ショッピングモール内の至るところから、軍用の警備ポッドがわらわらと顔を出す。領主候補たちを撃退したのも、どうやら彼らの仕し業わざらしい。

「なんなんですの!?　どうして終焉教団オーダー・ジ・エンドが近代兵器を!?」

　有脚戦車ロボツトタンクの残ざん骸がいに隠れて通路の様子をうかがいながら、雫梨は困惑の表情を浮かべた。

「なるほど。少しわかってきたね」

　同じように銃撃を避けながら、琉威がフッと失笑する。

「なになに？　なんの話？」

　優乃が地面に伏せたまま、愉たのしそうに訊きき返した。

「この事件の黒幕だよ。どうやらＭＡＲが中立というのは噓うそみたいだ」

「ん？　ＭＡＲが事件の黒幕ってこと？」

「あの軍用警備ポッドはＭＡＲの新製品だ。まだ世界中のどの市場にも出回ってないはずだよ」

「はー……」

　なるほど、と得とく心しんしたようにうなずく優乃。市販前の製品を実戦に投入できるのは、当然、製造企業であるＭＡＲ以外にあり得ない。彼らは領主選争の運営に協力しているだけでなく、キーストーンゲートの占拠にも主体的に関かかわっていた、ということだ。

「わたくしたちは黒幕から配給された食料をありがたがって食しよくしてたわけですの!?」

　盾たて代わりに使っていることも忘れて、雫梨が戦車の残骸を乱暴に殴る。

　優乃は呆あきれたように苦笑して、

「シズリン、ＭＡＲ食品のカップ焼きそば大好きだもんね」

「し、仕方ないでしょう!?　ほかのメーカーにはないクリームチーズのトッピングと、わさびマヨネーズの刺激がマッチして……そんなの絶対美味おいしいに決まってますわ！」

「そ、そうかなあ……」

「ともかく、ここで隠れていてもラチがあきませんわ。時間が経たてば経つほどこちらが不利になりますし！」

「そうだね。じゃあ、とりあえずいつもの感じでいこうか」

　ようやく動揺から立ち直った雫梨を見て、琉威が冷静に提案した。

　それだけで三人は、互いの役割を理解する。仮想現実の中での出来事とはいえ、幾度となく過酷な実戦をくぐり抜けた熟練のチームだ。コンビネーションに不安はない。

「いっくよー！」

　優ゆ乃のが地面を蹴けりつけて跳んだ。獣じゆう人じん種しゆの瞬発力を活いかした、圧倒的な跳躍。予期せぬ垂直方向への動きに、警備ポッドの照準が追いつかない。

　優乃の動きに翻ほん弄ろうされて、警備ポッドの攻撃が途切れた。

　その一瞬の間かん隙げきを縫って、琉る威いが呪じゆ術じゆつ榴りゆう弾だんを投とう擲てきした。撒まき散ちらされた閃せん光こうと瘴しよう気きが、警備ポッドの動きを止める。そして、

「──〝炎喰蛇ハウラス〟！」

　残ざん骸がいの陰から飛び出した雫しず梨りが、深紅の長ちよう剣けんを一いつ閃せんした。刀とう身しんに蓄積されていた魔力を一気に解放し、巨大な破壊の刃やいばへと変える必殺の魔力放出だ。

　爆発的な魔力の奔ほん流りゆうがショッピングモールの通路を駆け抜け、数十基の警備ポッドの群れを瞬時に粉砕した。相手が手加減無用の無人兵器だからこそできる荒技だ。魔力放出に巻きこまれた高級ブティックの店舗も軒並み壊滅状態だが、それは見なかったことにする。

「ざっとこんなものですわ」

　長剣を鞘さやに収めながら、雫梨が得意げに顎あごを上げた。

　琉威と優乃は、そんな雫梨を見向きもせずに警備ポッドの残骸を眺めている。

「……妙だね」

「なにがですの？」

　琉威の素っ気ない言葉に、雫梨が首を傾かしげた。

「敵の増援が来る気配がない。この程度の数で、キーストーンゲート全体を占拠していたとは思えないんだけど」

「ＭＡＲが経費をケチったのではありませんの？」

「だといいけどね」

　琉威は穏やかに微笑ほほえんで、雫梨の意見を曖あい昧まいに受け流す。雫梨はむっと唇を尖とがらせ、

「少なくとも、終焉教団オーダー・ジ・エンドの戦力は、間違いなく枯こ渇かつしているはずですわ。南みな宮みや先生が監かん獄ごく結けつ界かいを封鎖したことで、彼らはもう仲間を召喚できないと仰おつしやってましたもの」

「〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟が言うのなら、そうなんだろうね。だとしたら余計に、本拠地ここに戦力を集中させてそうなものだけど……」

　ふむ、琉威が顎に手を当てて考えこむ。

　その琉威の表情が不意に強こわ張ばった。雫梨も再び剣を抜いて身構える。

　ホール全体に異音が響き渡り、異様な振動が建物を揺らしたのだ。

「シズリン！」

　優乃が鋭い声で警告する。

　ほぼ同時に雫梨の足あし下もとが裂けた。

　コンクリートの床を割り砕いて出現したのは、大蛇を思わせる異い形ぎようの影だった。長さ七、八メートルにも達する細長い生物が、鞭むちのようにしなって正確に雫しず梨りを襲ってくる。

「この！」

　異様な正確さで襲ってきた影を、雫梨は長ちよう剣けんで迎撃した。

　大蛇に見えた生物の正体は、半透明の粘液に覆われた触手だった。

　波打つような刀とう身しんが深紅に輝いて、その触手を半ばから両断する。斬きり落とされた触手は、それでも動きを止めずに、床の上を激しくのたうった。

「な、なんなんですの……これは……!?」

　驚きよう愕がくに顔を引ひき攣つらせながら、雫梨がジリジリと後退する。

　雫梨の〝炎喰蛇ハウラス〟は、斬りつけた相手の魔力を奪って威力を増す魔ま剣けんだ。その〝炎喰蛇ハウラス〟が反応したということは、この触手が単なる生き物ではなく、なんらかの魔力を帯びた魔ま獣じゆうであることを示している。

「ねえ……この触手、なんか見覚えがある気がしない？」

　不愉快そうに顔をしかめて、そう言ったのは優ゆ乃のだった。

「まさか……！」

　雫梨が低くうめく。

　その瞬間、触手の根元付近の瓦が礫れきが爆発するように盛り上がり、巨大な魔獣が姿を現す。

　獰どう猛もうな爬は虫ちゆう類るいと肉食の昆虫を混ぜ合わせたような、奇怪にして凶悪な姿の生命体だ。装甲に似た分厚い皮膚と無数の触手。闇やみの中で輝く六ろく対ついの瞳──

　その怪物の姿を、雫梨は知っていた。

「どうしてキーストーンゲートの内部を未確認魔獣アンノウンがうろついてますの──!?」

　雫梨の絶叫が暗い建物の中に反響する。

　だが、その声は崩れ落ちる瓦礫にかき消され、彼女の疑問に答える者は誰もいなかった。

５

　人工島北地区アイランド・ノース最上層──

　海岸沿いに植えられた街路樹の上から、煌きら坂さか紗さ矢や華かは夜明け前の海を眺めていた。ただし、上下逆さかさまの状態で、だ。

　装着したパラシュートが街路樹の枝に引っかかって、紗矢華は宙ちゆう吊づりのまま振り子のようにゆらゆらと揺れている。乗っていたヘリが墜つい落らくする直前、同乗者に突き飛ばされるような形でパラシュート降下し、どうにか地上に辿たどり着いた結果がこれである。

「うう……二日連続でパラシュート降下させられるなんて聞いてないんだけど……」

　憔しよう悴すいしきった表情で頼りなく呟つぶやき、紗矢華はパラシュートのハーネスを外した。地面までの距離は二メートル足らず。身体強化の呪じゆ術じゆつを使うまでもなく降りられる高さである。

　だが、逆さか上あがりの要領で身体からだを起こし、肩のベルトを緩めた瞬間、紗さ矢や華かの身体はバランスを崩して予期せぬ角度で固定されてしまう。両腕が頭の後ろで拘束され、右脚だけを縛られた状態で逆さかさ吊づり──くくり罠わなに引っかかった哀れなウサギ状態である。
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「……って、噓うそでしょ……!?　脚が紐コードに引っかかって抜けないんだけど！　どうなってるの、これ!?」

　紗矢華は逆さ吊り状態から逃れようと必死でもがくが、結果はパラシュート紐コードの締めつけが余計にきつくなっただけだった。

　胸に抱いていた長ちよう剣けん入りの楽器ケースは、バランスを崩した際に地面に落としてしまっている。両手が縛られた状態では、式しき神がみを喚よび出すための呪じゆ符ふも使えない。

　夜明け前の路上で、うら若き女子が、セルフ緊きん縛ばく状態の逆さ吊り──こんな姿を誰かに見られたら、怪しい趣味の持ち主だと疑われるのは間違いない。

　どうすればいいのよ、と紗矢華が途方に暮れていると、誰かが近づいてくる足音が聞こえた。

「煌きら坂さか、無事か!?」

「あ、暁あかつき古こ城じよう……？」

　聞き覚えのある少年の声に、紗矢華はぐるりと頭を巡らせる。

　軽く息を弾ませて駆け寄ってきたのは、なぜか髪を金色に染めた暁古城だった。田舎いなかの不良少年のようで似合っているとは言い難いが、今はそんなことを言っている場合ではない。

　どうやらパラシュート降下する紗さ矢や華かを目撃して、追いかけて来てくれたらしい。

「よかった、助けて、暁あかつき古こ城じよう……あ、駄目！　やっぱ来るな！　見るな！」

　今の自分の姿を思い出して、紗矢華はひたすら狼ろう狽ばいした。

　なにしろ今の紗矢華のスカートは重力に引かれて完全に裏返っており、太ふと腿ももも尻しりも完全露出。ほとんどヘソのあたりまで丸出し状態なのだ。唯一自由になる左脚をばたばたと振り回して、どうにかパンツだけでも隠そうとするが、徒労とはまさに今の紗矢華のことだった。

　いちおう古城も気を遣って、見て見ぬふりをしてくれてはいるのだが、それでなにか問題が解決したわけではない。

「どっちなんだよ……？　ていうか、そんなところで暴れて大丈夫か……？」

「え!?」

　やけに現実的な古城の台詞せりふに、紗矢華はふと冷静さを取り戻す。

　紗矢華の頭上でバキバキと嫌な音が聞こえてきたのは、その直後だった。紗矢華を支えていた街路樹の枝が折れたのだ。

「わ、わあああああっ！」

　急激な浮遊感で襲われて、紗矢華はたまらず悲鳴を上げた。手脚が拘束されているせいで、受け身もとれない。

「っと!?」

　落下の衝撃に備えて目を閉じた紗矢華を、真下にいた古城が抱き止める。落下の衝撃を受け止めきれずに、二人はそのままもつれ合うようにして地面に転がった。

　古城の顔面に股こ間かんを押しつけるような姿になった紗矢華は、慌てて飛とび退のいてスカートを押さえつけ、

「あたたた……っ！　み、見た!?」

「いや……まあ。だけど、そんなもの今はどうでもいいだろ」

　地面にぶつけた後頭部をさすりながら、古城が起き上がって溜ため息いきをつく。

　紗矢華は顔面を紅潮させながら涙目になって、

「そ、そんなもの……!?　どうでもいい!?」

「いいから事情を説明しろ。おまえ、なんで空から降ってきたんだ……？」

「好きで降ってきたわけじゃないんだけど……あ！」

　紗矢華はサッと青ざめて慌てて顔を上げた。再び海のほうへと視線を戻す。

「お義母かあさま!?　お義母さまたちは……!?」

「……おかあさま？」

　古城は狐きつねにつままれたような表情で、取り乱す紗矢華を見返した。紗矢華の母親が絃いと神がみ島じまに来ているのだろうか、と疑問に思ったのだ。

　紗さ矢や華かはそんな古こ城じようをキッと睨にらみつけ、

「あなたのご両親よ！　さっきの輸送機に乗ってたの！」

「煌きら坂さかと一緒にか？　なんでそんなことになったんだ……？」

「それは説明するといろいろ長くなるんだけど……」

　紗矢華がもごもごと口ごもる。実際問題、どうしてそんな状況になったのか、紗矢華自身も理解していないのかもしれない。

　かろうじて古城にわかっているのは、古城の母親がＭＡＲに逆らって、ブルーエリジアムの魔ま獣じゆう庭てい園えんからアヴローラを逃がしたということだけだ。

　その後の暁あかつき深み森もりの行方ゆくえを古城は知らない。だが、深森がＭＡＲに捕まったとして、紗矢華がそれを救出したのだとすれば、彼女たちがＭＡＲのヘリに追われていた理由にも説明がつく。

　とはいっても、彼女たちを乗せたヘリを誰が操縦していたのか、という疑問は残る。それに紗矢華の煮え切らない態度はなんなのだろう、と古城が疑問に思っていると、突然、紗矢華の背中から雑音混じりの声が流れ出した。

『……よお、紗矢華ちゃん、聞こえるか？』

「暁牙が城じよう!?　無事だったの!?」

　パラシュートハーネスにくっついていたトランシーバーをむしり取り、紗矢華がかじりつくような勢いで応答する。

　紗矢華が自分の父親の名前を口にしたことに、古城は小さく顔をしかめた。

　たしかにあの男ならヘリの操縦くらいはやってのけても不思議はないし、深森を救い出す動機もある。牙城が紗矢華と一緒にいた理由は相変わらず謎なぞだが、そのあたりは紗矢華自身にもよくわかっていないらしい。

『なんとかなー……海上に不時着したんで、絃いと神がみ島じまに戻るには時間がかかりそうだが、まあ、サメさえ出てこなきゃ大丈夫だろ』

『お腹なか空いたー……アイス食べたいー……』

　波の音を背景に、牙城と深森の吞のん気きな声が聞こえてくる。乗っていたヘリは海に墜おちたらしいが、とりあえず二人とも無事ではあるようだ。

　それを確認して紗矢華は安あん堵どの表情を浮かべ、

「よくも私を突き落としてくれたわね……！」

『なんだよ。パラシュートは持たせてやっただろ？』

　恨みがましい口調の紗矢華に、むしろ恩着せがましい態度で牙城が言う。

「そういう問題じゃないんだけど!?　お義母かあさまの救出を無理やり手伝わせておいてどういう仕打ち!?」

『とりあえずお互い無事でなによりだったな。じゃあ、そういうことで、うちの馬ば鹿か息子むすこに会えたらよろしく言っておいてくれ……うお、やべえ、沈む沈む！』

『アイスー……』

　牙が城じようたちの声はガリガリというノイズにかき消され、やがてブツリと通信が途切れる。完全に沈黙したトランシーバーを投げ捨てて、紗さ矢や華かは深々とうな垂だれた。

「はあ……なんなのよ、もう」

「あー……うん。だいたいの事情はわかった。おまえも苦労したんだな」

「まったくなんだけど……」

　同情の眼まな差ざしを向ける古こ城じようを、紗矢華は複雑そうな表情で見つめた。

　そして、ふとなにかに気づいたように、きょろきょろと周囲を見回して、

「そういえば雪ゆき菜なは？　一緒じゃないの？」

「あいつは今、第だい二に真しん祖その領地ドメインにいる。志し緒おさんたちを助けに行ったんだ」

「斐ひ川かわ志緒を助けに……!?　アヴローラ・フロレスティーナに会いに行ったってこと!?」

　紗矢華が目を剝むいて古城に詰め寄った。その剣幕に古城は困惑して、

「ああ、そうだけど……よくわかったな？」

「どうして止めなかったのよ!?」

「止める？　ニャンコ先生が姫ひめ柊らぎを行かせたんだぞ？」

「だからそれが問題なの！」

　紗矢華は古城の胸ぐらをつかんで、乱暴に前後に揺さぶった。いつになく追い詰められたような表情で、紗矢華は唇を小刻みに震わせ、

「師し家け様さまは、雪菜にアヴローラ・フロレスティーナを殺させるつもりなのよ!?」

「……は？　殺させるって……なんで、そんな……」

　古城は呆ぼう然ぜんと紗矢華を見返す。話の飛躍の大きさについていけない。

　そんな古城の脳裏をよぎったのは、別れ際の雪菜の言葉だった。

　ごめんなさい、と彼女は古城に言ったのだ。

「まさか……〝焰えん光こうの宴うたげ〟を阻止するためか……」

　古城の声から温度が消えた。

　封印そのものであるアヴローラの肉体が消滅すれば、彼女の中で眠っている十二番目の眷けん獣じゆうが解放される。解放された眷獣は、本来の宿主である古城の許へと必ず戻ろうとするだろう。なぜなら十二番目の眷獣〝妖姫の蒼氷アルレシヤ・グラキエス〟は、引き裂かれた第四真祖の一部だからだ。

　そして十二番目の眷獣を取り戻すことで、古城は完全体の第四真祖となり、〝焰えん光こうの宴うたげ〟は阻止される。それが雪菜に与えられた任務だ。彼女は〝宴うたげ〟を阻止するために、アヴローラを抹殺に向かったのだ。

　だからこそ、閑しずか古こ詠よみは古城の目の前で雪菜に命令したのだ。

　アヴローラの抹殺は獅し子し王おう機き関かんの意思であり、雪菜に責任はないと証明するために。古城が雪菜を憎まないように、と。

「知ってたの？　あなたの身体からだになにが起きるのか……」

　紗さ矢や華かが驚いたように古こ城じようを見る。古城は苦々しげにうなずいて、

「母さんは……うちの母親は、本気でそれを防ぐためにアヴローラを連れ出したのか？　俺にあいつを喰くわせるために……！」

「喰わせる？　あなたに、アヴローラ・フロレスティーナを……？」

　紗矢華がぽかんと目を見開いて古城を見た。

　想定外な紗矢華の反応に、古城は戸惑いを隠せない。

「違うのか？　キイ・ジュランバラーダにそう言われたんだよ。アヴローラを消滅させるか、〝宴うたげ〟を引き起こして絃いと神がみ島じまを滅ぼすか、好きなほうを選べってな」

「雪ゆき菜なたちもその言葉を信じたのね……」

　紗矢華が呟つぶやいてガリガリと爪つめを嚙かむ。

「あいつの話が噓うそだったってことか？」

「ううん、噓じゃない。噓じゃないけど、正しくもないのよ。〝焰えん光こうの宴うたげ〟を阻止する方法は、もうひとつあるの」

「え……？」

　古城は紗矢華の両肩をつかんで彼女を引き寄せた。至近距離から瞳をのぞきこまれて、紗矢華がどぎまぎと頰ほおを赤くする。

「志し緒おさんたちは、そのことを知ってるのか？」

「し、知らないと思う。お義母かあさまは内緒にしてたって言ってたから」

「なんでそういうことをするんだよ、あの人は!?」

「理由はあるのよ。たぶんそれを知ってたら、斐ひ川かわ志緒たちは、アヴローラをこの島に連れてくるのを躊ちゆう躇ちよしたはずだから」

　紗矢華がたどたどしい口調で深み森もりを擁よう護ごする。古城は小さく顔をしかめて、

「それくらいヤバい方法ってことか」

「とにかく、雪菜を追いかけないと」

　ようやく動揺から立ち直った紗矢華が、表情を引き締めて立ち上がった。

「雪菜は人工島東地区アイランド・イーストに向かったのね？」

「ああ。だけど、いいのか、煌きら坂さか？　獅し子し王おう機き関かんの命令に逆らうことなるんじゃ……」

「いいか悪いかなんて、私にだってわかんないわよ、そんなの！」

　紗矢華が自分に言い聞かせるように弱々しく叫ぶ。

　なんの罪もないアヴローラを殺あやめれば、たとえそれが獅子王機関の命令であっても、雪菜は苦悩することになるだろう。紗矢華はそれが許せないのだ。

「とにかく私は雪菜が不幸になるのだけは嫌なの！　そんなことになるくらいなら、あなたに頼るほうがまだマシだわ……！」

「俺に……頼る？」

　どういう意味だ、と古こ城じようが口を開く。

　だが、古城の言葉は、突とつ如じよとして響き渡った凄すさまじい轟ごう音おんにかき消された。

　耳元で巨大なスピーカーがハウリングを起こしたような、不快な高周波の騒音だ。絃いと神がみ島じまのあちこちで、共鳴した建物のガラスが砕け散る。

「なんだ、この音!?」

「キーストーンゲートの方角から……!?」

　古城と紗さ矢や華かは、耳を塞ふさぎながらキーストーンゲートに目を向けた。雫しず梨りが向かったキーストーンゲートの内部で、なにか不測の事態が起きたのだ。

「カス子の仕し業わざか？　だけど、この音……未確認魔獣アンノウンの共鳴破砕か!?」

「未確認魔獣アンノウン……!?」

　古城のうめきに、紗矢華が表情を凍らせた。

　先日、絃神島に出現した未確認魔獣アンノウンのことは、もちろん紗矢華も知っている。魔力を吸い上げて急激に進化するその凶悪な性質は、世界中の魔ま獣じゆう研究者の間で、大変な議論を巻き起こしたという。

　その未確認魔獣アンノウンの正体は、ＭＡＲに雇われた科学者によって人為的に造られた生物だった。領主選争と未確認魔獣アンノウン。それらを結びつけているのは、ＭＡＲという巨大企業の名だ。

「カス子……！」

　キーストーンゲートを睨にらみつけたまま、古城は握りしめた拳こぶしを振るわせる。

　アヴローラを殺すために第だい二に真しん祖その領地ドメインへと向かった雪ゆき菜な。そして間違いなく、今、窮きゆう地ちに陥っている雫梨──

　どちらを追いかければいいのかと自問して、古城は答えを出せずに立ち尽くす。

　そんな中、共鳴破砕の轟音が再び鳴り響き、絃神島が激しく揺れた。

　それでも古城は呆ぼう然ぜんと立ち尽くすだけだった。

６

　超振動が生み出す轟音は、人工島東地区アイランド・イーストにも届いていた。

「うう……破滅招く狂騒……！」

　廃倉庫の隅に身を潜めていたアヴローラが、両耳を押さえて泣きそうな顔をする。

　同じように両手で耳を塞ぎながら、志し緒おは倉庫の窓からキーストーンゲートをのぞき見た。

　逆ピラミッド型の巨大な建造物は、巨大な墓標のようにひっそりとたたずんでいる。だが、その内部でなんらかの事件が起きているのは間違いなかった。

「この音……私はこの音を知ってるぞ」

　志し緒おが険しい顔つきで言った。

　以前に絃いと神がみ島じまを訪れたとき、志緒たちが遭遇したⅨナイン４フオーと呼ばれる未確認魔獣アンノウン──その個体が武器として使っていた共鳴破砕の振動音だ。

「どうして未確認魔獣アンノウンがキーストーンゲートに出てくるんだ!?」

「……そういや前回の未確認魔獣アンノウン──〝ガミノドン〟騒動の黒幕は、ＭＡＲの子会社に雇われたエンジニアってことになってたな」

　矢や瀬ぜ基もと樹きが、唇を歪ゆがめて皮肉っぽく笑う。

　ガミノドンとは、Ⅸナイン４フオータイプの未確認魔獣アンノウンに暫ざん定てい的てきに与えられた固有名だった。正式な学名は、プロイトガミノドン・マグス・ニッポニクス。

　キーストーンゲートに現れた魔ま獣じゅうがガミノドンそのものとは限らないが、状況的に、近縁の亜種である可能性は極めて高いと思われた。

「ＭＡＲ……!?」

　志緒が驚いて矢瀬を振り返る。

　ＭＡＲはこれまで中立的な第三者として、領主選争における負傷者の救助や、被害の弁済を行ってきた。食料や物資の供給を担当していたこともあり、絃いと神がみ市民の多くは、彼らに対して恩義を感じているはずだ。だが、そのＭＡＲが、キーストーンゲートの占拠に加担していたとなると、前提条件がまったく変わってくる。

「そう不思議な話でもないか。名目上は人道的援助ってことになってたが、連中が終焉教団オーダー・ジ・エンドとグルってのは、最初からわかってたことだしな」

「……未確認魔獣アンノウンは誰と戦ってるんだ？」

　志緒は不機嫌な口調で訊きいた。

「さあな……古こ城じようのやつが巻きこまれないでいてくれたらいいんだが」

　矢瀬が投げやりに肩をすくめる。その言葉を聞いたアヴローラが、怯おびえたように顔を上げ、

「古城……！」

「ああ、悪い。あいつならたぶん大丈夫だ」

　矢瀬が慌てて取り成すように言った。

　志緒はそんな彼を見て小さく噴き出す。皮肉屋の傍ぼう観かん者しやを気取っている矢瀬基樹だが、純じゆん真しん無む垢くなアヴローラを不安がらせるのは本意ではないらしい。

「もう少しだけ待っててくれ。今はまだ第だい二に真しん祖その包囲網を突破するのは無理だからな」

　アヴローラと目が合うように屈かがみこんで、矢瀬が少し困ったように笑う。

　志緒は怪け訝げんな表情で彼の言葉を聞いた。頼りない口振りとは裏腹に、矢瀬の態度には奇妙な確信が透けて見えたからだ。どうやら彼にはアヴローラを連れ出す策があるらしい。

「ここで待っていれば、状況が変わるのか？」

　志緒が矢瀬を睨にらんで訊いた。矢瀬は志緒をあしらうように微笑ほほえんで、

「姫ひめ柊らぎちゃんが迎えに来てくれることになってる。ちょうど運河を渡ったところだ」

「姫柊雪ゆき菜なが……？」

　志し緒おはきょとんと目を瞬またたく。

　七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーを持つ雪菜は、間違いなくこの状況でもっとも頼りになる援軍だろう。なにしろ彼女は、真祖を滅ぼすためにこの島に派遣された剣けん巫なぎなのだから。

　だが、第だい二に真しん祖そに制圧されたこの領地ドメイン内では、矢や瀬ぜはネットも電話も使えないはずだった。なのに、どうやって彼が自分の居場所を雪菜に伝えたのか、志緒にはどうしてもわからない。

「……そう、次の交差点を左に曲がって、そこから見える陸橋をくぐってくれ。その先にある、廃倉庫だ。Ｂ棟２号……」

　矢瀬は密閉型のヘッドフォンを耳に当てて、時折、ぼそぼそと独ひとり言ごとを呟つぶやいている。しかし、彼の肉体からは取り立てて呪じゆ力りよくを感じない。志緒はそのことにますます混乱した。

「あなたは何者だ、矢瀬基もと樹き？　あなたが本当に人工島管理公社の関係者だとしても、どうやって姫柊雪菜と連絡を？」

「その回答はプライバシーの都合で差し控えさせてくれ。まあ、いろいろあるんだよ」

「なんだそれは……!?　姫柊雪菜が来るという話、信じていいのか？」

　あまりにも適当な矢瀬の回答に、志緒は苛いら立だちながら喰くい下がる。

　矢瀬は苦笑しながら首を振り、目線を窓の外へと向けた。

「来たぜ。さすが獅し子し王おう機き関かんの剣巫。速いな」

「え……？」

　志緒は咄とつ嗟さにアヴローラを庇かばうように移動しながら、外の様子をうかがった。

　朝焼けの空を背景に、銀色の槍やりを握る少女の姿がほんの一瞬だけ浮かび上がる。

　建物の屋根から屋根へと飛び移って、最短距離で移動しているのだ。その姿は、しなやかな猫科の猛もう獣じゆうを連想させた。

　やがて彼女は、志緒たちがいる倉庫の前に足音もなく着地した。

　誰かの声に導かれているような、迷いのない足取りで、志緒たちのほうへと近づいてくる。

「姫柊雪菜！　本当に来てくれたのか！」

　志緒は隠れていたコンテナの陰から顔を出し、雪菜に向かって手を振った。

　雪菜は志緒の姿を認めると、かすかに微笑ほほえんだようだった。ひどく悲しげな微笑みだ。

　彼女が握っていた銀色の槍が、重々しい金属音を立てて変形した。金属製の柄つかがスライドして長さを増し、収納されていた左右の副ふく刃じんも展開。戦闘モードへと移行する。

「……姫柊……雪菜……？」

　ゆっくりと近づいてくる雪菜を見て、志緒は警戒するように目を細めた。

「きみ一人なのか？　暁あかつき古こ城じようは無事か？　どうしてここがわかったんだ？」

「斐ひ川かわちゃん、ちょっと待て。姫柊ちゃんの様子がおかしい」

　雪ゆき菜なに近づこうとした志し緒おの肩を、矢や瀬ぜが背後からつかんで止めた。彼の口元から薄っぺらな笑みが消え、目つきが鋭さを増している。

「斐ひ川かわ先輩、すみません。アヴローラさんをこちらに渡してください」

　立ち止まった雪菜が、志緒の背後にいるアヴローラを一いち瞥べつした。なんの感情も見せない雪菜の冷ややかな瞳に、志緒はぞくりと寒気を覚える。

「アヴローラさん……いえ、十二番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟……わたしの声が聞こえてますね？」

　雪菜の淡々とした呼びかけに、アヴローラがビクッと肩を震わせた。

　敵意も怒りもない透明な殺意が、雪菜の声から伝わってくる。

「私と一緒に来てください。もしもあなたが暁あかつき古こ城じようを助けたいと思っているのなら、どうか」

　雪菜が静かに言葉を続ける。

　なまじ端整な顔立ちをしているだけに、表情を消した雪菜の姿は恐ろしかった。人間とは違う異質な存在──美しい兵器を見ているような錯覚に陥りそうになる。

　その恐怖から逃れるために、志緒は矢瀬へと困惑をぶつけた。

「どういうことだ、矢瀬基もと樹き!?　姫ひめ柊らぎは誰かに操られてるんじゃないのか!?」

「いや、それはあり得ない。彼女をここに送りこんだのは、獅し子し王おう機き関かん〝三さん聖せい〟の閑しずか古こ詠よみだぞ」

　矢瀬が半ばムキになって反論する。彼も雪菜がアヴローラを狙ねらう理由をわかっていないのだ。

「閑さまの命令だと……？」

　志緒は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。獅子王機関が雪菜にアヴローラの殺害を命じた──その可能性に気づいたのだ。アヴローラの殺害が閑古詠の指示であれば、雪菜の行動に疑問はない。

　しかし雪菜は、そんな志緒の迷いを否定するように首を振る。

「違います、斐川先輩。わたしはわたしの意思で来ました」

「説明してくれ、姫柊雪菜」

　志緒は背負っていた楽器ケースを降ろした。

　制圧兵器である志緒の六式降魔弓・改フライクーゲル・プラスは、近接戦闘では役に立たない。万一、雪菜と戦いになるのなら、余計な荷物は持たないほうがいい。

　志緒がそう判断したことに気づいても、雪菜は表情を変えなかった。

「それはあとでいくらでも。ですから、今はそこをどいてください」

「いやだ。どかない」

　志緒は静かに呼吸を整えて言った。倉庫に隠れて休んでいた間に、消耗した呪じゆ力りよくもいくらか回復している。さすがに万全とまではいえないが、雪菜の相手をする程度なら十分だ。

　志緒にも獅子王機関の先輩としての意地がある。

「矢瀬基樹、アヴローラを連れて逃げろ！　響かぎりよ！」

　志緒は、あらかじめ倉庫内に配置してあった呪じゆ符ふを一斉に起動した。猛もう禽きんの姿を模した式しき神がみたちが、四方から雪ゆき菜なへと殺到する。

「〝雪せつ霞か狼ろう〟！」

　雪菜が銀色の槍やりを旋せん回かいさせた。魔力を無効化する彼女の槍は、式しき神がみにとっての天敵である。彼女の槍に触れただけで、式神たちは呆気あつけなく引き裂かれ、もとの呪じゆ符ふの姿へと戻る。

　だが、それは志し緒おの想定の範囲内だった。

「辰しん星しよう／歳さい刑けい！」

　式神に気を取られた雪菜の死角へと滑りこみ、志緒は身体強化の呪文とともに蹴けりを放つ。獅子王機関の無音暗殺術──〝八はつ将しよう神じん法ぽう〟。同じ獅し子し王おう機き関かんに所属している剣けん巫なぎにすら、その詳細を隠されている舞ま威い媛ひめだけの切り札だ。

　そして雪菜は、その志緒の攻撃をよけようとはしなかった。

「──火ほの雷いかずち！」

「なっ……!?」

　透明なハンマーで殴りつけたような、爆発的な衝撃が志緒を襲った。体内で練り上げた高密度の呪力を、雪菜が全方位に向けて弾丸のように撃ち放ったのだ。

　桁けた外はずれに呪力の総量が多い、雪菜ならではの無謀な返し技だった。

「馬ば鹿か……そんな無茶なやり方……！」

　背後のコンテナに叩たたきつけられた志緒が、ずるずると崩れ落ちながら力無くうめいた。

　呪力を放出した直後の雪菜の肉体は、完全に無防備な状態となる。もし一瞬でもタイミングが狂っていれば、志緒の蹴りをまともに喰くらって彼女は死んでいたかもしれないのだ。

「すみません。こうでもしないと斐ひ川かわ先輩には勝てないと思ったので」

　雪菜は無表情に志緒を見下ろして言った。

　感情のない機械のような彼女の瞳に、志緒の背筋が凍りつく。

　思えば暁あかつき古こ城じようと出会ってからの雪菜は、ずいぶん人間らしくなっていたのだ。不器用ながらも感情を表に出して、まるでごく普通の少女のように振る舞うことも多かった。

　しかし今の雪菜は違う。今の彼女は高たか神がみの杜もりで修行に明け暮れていたころの、志緒の知っている姫ひめ柊らぎ雪菜だった。同じ攻こう魔ま師し候補生たちが憧れ、そして恐れていた縁えん堂どう縁ゆかりの秘ひ蔵ぞっ子こ。彼女が第だい四よん真しん祖その監視役として選ばれたとき、誰もがそれを納得したのだ。彼女なら、第四真祖すら殺せるかもしれない──と。

　その研とぎ澄すまされた刃やいばのような姫柊雪菜が、怯おびえるアヴローラへと視線を向ける。

「やれやれ……参ったね、これは」

　ガリ、と薬剤のカプセルを嚙かみ砕きながら、矢や瀬ぜ基もと樹きが雪菜の前に出た。

　それを見て志緒は絶句する。同じ攻魔師の志緒ですら歯が立たなかった今の雪菜を相手に、矢瀬が太刀打ちできるとは思えない。

「矢瀬先輩……？」

　雪ゆき菜なも志し緒おと同じ困惑を覚えたのだろう。彼女の瞳が戸惑うようにかすかに揺らいだ。

　しかし矢や瀬ぜは不敵に微笑ほほえんで、アヴローラを隠すように腕を広げた。

　その瞬間、どこからともなく突風が巻き起こり、接近しようとした雪菜を吹き飛ばす。

「俺の力は、姫ひめ柊らぎちゃんの槍やりじゃ無効化できないぜ。どうする？」

　矢瀬が挑発的な口調で警告した。それを見て志緒はようやく理解した。大気を自在に操る過適応能力者ハイパーアダプター──それが矢瀬基もと樹きの正体だ。雪菜をこの廃倉庫まで誘導したのも、その能力で彼女に声を届けていたのだ。

　大気の圧力差が生み出す不可視の刃やいばや、真空による細胞組織の破壊など、攻撃力そのものは高くはないが、応用次第で多彩な殺傷力を持つ危険な能力だ。おまけに呪じゆ力りよくを伴わないために、攻撃を予測することもできない。

「…………」

　しかし矢瀬の予想外の能力に、雪菜が動揺したのは一瞬だけだった。

　彼女が取り出した金属製の呪じゆ符ふが、四体の狼の姿へと変わる。それらは素早く散開して、四方から矢瀬を包囲した。

　矢瀬の表情からたちまち余裕が消えた。大気を操るという能力の性質上、彼は同時に複数の方向を攻撃できない。それでなくても大気圧を利用した彼の攻撃は、無生物には効果が薄いのだ。金属製の式しき神がみを倒せるかどうかは微妙なセンだった。

　矢瀬に残された手段は、式神たちに襲われる前に、術者である雪菜を倒すことだけだ。

　雪菜にもそれはわかっている。未来視の能力を持つ雪菜が、矢瀬の見えない攻撃をかわせるかどうか──それは彼女にとっても賭かけだった。

　対たい峙じする両者の間で、息も出来ないほどに大気が張り詰め、そしてその緊張を破ったのは、思いがけない人物だった。矢瀬の隣をすり抜けて、金髪の少女が雪菜に近づいたのだ。

「え？　おい、アヴちゃん……!?　よせ！　出るな！」

　自分が戦闘中であることも忘れて、矢瀬はアヴローラを止めようとした。

　雪菜も信じられないという様子で、近づいてくる抹殺対象を眺めている。

　驚く雪菜を正面から見つめ返して、アヴローラは微笑んだ。

　いつもの怯おびえたような表情ではない。気心を許した友人に対して見せる無防備な笑顔だ。

「雪菜……ちゃん……」

　アヴローラが、知らないはずの雪菜の名前を呼んだ。

　雪菜と矢瀬が、電気で打たれたように硬直した。

　そして二人は思い出す。一年前に古こ城じように滅ぼされ、六番目ヘクトスの肉体を借りて復活するまで、アヴローラの魂は暁あかつき凪なぎ沙さに憑ひよう依いしていた。彼女は凪沙と記憶を共有しているのだ。

「ひ……姫柊雪菜……汝なんじの背信、古城に奉ほうずるがゆえの振る舞いか」

　精いっぱい威厳を保とうと胸を張りながら、アヴローラが雪菜に問いかけた。口調は普段の彼女に戻っているが、彼女が凪なぎ沙さの記憶を引き継いでいるのは明白だ。

　アヴローラは、戸惑う雪ゆき菜なの目の前まで近づき、突きつけられた〝雪せつ霞か狼ろう〟の穂ほ先さきを、己の胸元へと押し当てる。

「ならば我われは汝なんじを許そう。破は魔まの槍やりをもって、我わが魂、侵しん奪だつするがいい」

「……っ!?」

　槍を握る雪菜の腕が震えた。アヴローラは瞼まぶたを閉じて、雪菜の攻撃を待っている。

「駄目だ、アヴちゃん！」

「姫ひめ柊らぎ……やめろ……！」

　矢や瀬ぜと志し緒おが絶叫する。しかし雪菜を止めようにも、彼女とアヴローラの距離が近すぎる。あとほんのわずか槍を突き出すだけで、雪菜はアヴローラを滅ぼすことができるのだ。

　しかし雪菜は動かなかった。凍りついたように動きを止めたまま、雪菜は声を震わせる。

「どうして……」

　泣き出す直前のように潤んだ雪菜の瞳は、アヴローラの服装を見つめている。コートの襟えり元もとからのぞいているのは、彩さい海かい学園の中等部の制服だ。

　絃いと神がみ島じまは〝魔ま族ぞく特とつ区く〟──たとえ世界最強の吸血鬼であっても、普通の人々に交じって学校に通うことが許される。アヴローラ・フロレスティーナという少女が、そんな日々をどれほど願っていたのか、彼女がその制服を着ているというだけで容易に想像できた。

　そのことが雪菜を迷わせる。なぜなら彼女は、暁あかつき古こ城じようの日常を護まもるために、アヴローラを殺そうとしているのだから。

「わたしがあなたを滅ぼさないと……暁先輩が、また一人で苦しむことになるのに……」

　雪菜の腕から力が抜けて、銀色の槍が地面に落ちる。

　志緒はそんな雪菜の姿を、声もなく見つめた。

　やはりこの島に着て雪菜は変わった。攻こう魔ま師しとしては望ましい変化ではないのかもしれない。だが、一人の友人として、志緒は今の雪菜に好意を抱く。

「案ずるな、剣の巫女みこよ。我はすでに一度滅びた身なれば」

　落ちた槍を拾い上げ、アヴローラはそれを雪菜に差し出した。暁古城を救うために、自分が消えなければならないというのなら、迷いなく滅ぼせと彼女の碧あおい瞳が語っている。

　雪菜は頼りなく首を振り、次の瞬間、アヴローラの手から奪い取るように槍を受け取った。青白い神しん格かく振しん動どう波はの輝きが銀色の槍を包みこみ、雪菜はその槍を振りかざす。

「──っ!?」

「姫柊！」

　矢瀬と志緒が息を吞のむ。しかし二人が止める間もなく、雪菜は槍を突き出していた。

　アヴローラの美しい金髪が、数本ちぎれて宙を舞った。

　彼女の細い首筋ギリギリをかすめて、雪菜の槍が駆け抜ける。そして金属同士が激突する、甲かん高だかい音が倉庫内に響き渡る。

　雪ゆき菜なの槍やりが受け止めていたのは、アヴローラを狙ねらって背後から振り下ろされた銀色の長ちよう剣けんだ。

　獅し子し王おう機き関かんの六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラス──

　アヴローラを斬きり裂こうとしたその武ぶ神しん具ぐを、雪菜が防いだのだった。

「どうして邪魔したの、雪菜ゆつきー」

　銀色の長剣の持ち主が、咎とがめるような目つきで雪菜を睨にらむ。清せい楚そな雰囲気の、真ま面じ目めそうな少女。だが、今の彼女からは普段の優しげな印象が消えている。

「……唯ゆい里り!?」

　突然の乱入者を呆ぼう然ぜんと見つめて、志し緒おがうめいた。彼女がアヴローラを殺そうとしたことが、自分の目で見ても信じられない。

「無事だったのか、唯里！　だけど、どうして……!?」

「ごめんね、志緒ちゃん」

　志緒に背中を向けたまま、唯里が思い詰めたような口調で言う。

「雪菜ゆつきーも、邪魔しないで。でないと、大規模感染アウトブレイクでこの島が滅んじゃうから」

「大規模感染アウトブレイク……!?」

　血を吐くような親友の叫びに、志緒は激しく混乱した。

「どういうことだ、唯里。説明してくれ！」

「そうか……〝焰えん光こうの宴うたげ〟か……」

　矢や瀬ぜが表情を引ひき攣つらせて低く唸うなった。彼の目に浮かんでいるのは紛れもない恐怖の色だ。

「〝焰えん光こうの宴うたげ〟？　第だい四よん真しん祖そを覚かく醒せいさせるための儀式魔術が、今さらどうして……？」

　志緒が困惑の声で訊きき返す。すでに暁あかつき古こ城じようが第四真祖として君臨している状況で、第四真祖復活の魔術が発動する理由が思いつかない。

　しかし矢瀬は苦悩するように首を振り、

「今の古城は、第四真祖としては不完全なんだ。本来の姿に戻るには眷けん獣じゆうが一体足りない」

「……姫ひめ柊らぎ雪菜がアヴローラを殺そうとしたのも、暁古城を完全体の第四真祖にすることで、大規模感染アウトブレイクを防ぐためなのか……？」

　志緒が驚いて雪菜を見た。たしかにそれならば、雪菜が突然の凶行に及んだ理由もわかる。閑しずか古こ詠よみが彼女にアヴローラ抹殺を命じるも当然だ。

　そして唯里も、同じ理由でアヴローラを殺そうとしている。

　志緒はもう自分がどうするべきなのかわからない。それはおそらく雪菜も同じだろう。

「退どいて、雪菜ゆつきー。それとも古城くんにその子を殺させる気？」

　雪菜の迷いにつけこむように、唯里が鋭く問い詰める。

「それは……！」

　唯里と対たい峙じしていた雪菜が、はっきりわかるほど動揺した。

　その隙すきを衝ついて、唯ゆい里りが仕掛けた。

「──霞かすみよ！」

　唯里の姿が朧おぼろに霞かすんで、分裂した。幻術と高速移動を組み合わせた分身攻撃。唯里が彼女の師から受け継いだ奥の手だ。

　未来視を操る剣けん巫なぎだからこそ、雪ゆき菜なは唯里の攻撃に対応できない。無数の分身が生み出す大量の未来分岐が、雪菜の処理能力を凌りよう駕がして彼女の動きを縛しばる。

「っ……！」

　唯里の渾こん身しんの体当たりを喰くらって、小柄な雪菜はひとたまりもなく吹き飛んだ。その悲ひ愴そうな姿に、志し緒おですら思わず目を覆う。

「可愛かわいい顔して、えぐいことするな、あの子……」

　矢や瀬ぜが非難がましく呟つぶやいた。唯里が雪菜を圧倒したのは分身攻撃そのものよりも、その前に古こ城じようの名前を出して、雪菜の動揺を誘ったのが大きい。そのことを指摘しているのだ。

「ああでもしなきゃ、姫ひめ柊らぎ雪菜を無力化することなんてできないんだ」

　仕方ないだろ、と志緒が唯里を庇かばう。

　超人的な戦闘能力を持つ剣巫同士がまともに戦えば、どちらが再起不能の重傷を負う可能性が高かった。唯里はそれを避けるために、精神的な揺さぶりをかけることを選んだのだ。

　後輩思いで誰よりも優しい彼女らしい選択だ。

　そしてその優しさゆえに、唯里は自らの手でアヴローラを殺そうとしている。

「ごめんね、アヴローラちゃん」

　唯里がゆっくりと剣を上じよう段だんに構えた。

　アヴローラはやはり逃げようとはしなかった。儚はかなげに微笑ほほえんで瞼まぶたを閉じ、唯里が剣を振り下ろすのを待っている。

　唯里は血が滲にじむほど強く唇を嚙かみしめて、剣を握る手に力をこめ、そして次の瞬間、少女のように甲かん高だかい声が廃倉庫の中に轟とどろいた。

「──〝始祖なる深緋プリムス・ミニウム〟！」

　突とつ如じよとして出現した漆しつ黒こくの暴風が、剣を構える唯里を吹き飛ばし、その勢いで廃倉庫の建物そのものを破壊した。積み上げられていたコンテナが次々に砕け散り、壁や天井が一瞬で粉砕される。巨大な砲弾が降り注いだかのような凄すさまじい破壊力だ。

「なっ!?」

「唯里！」

　矢瀬と志緒がうめきながら地面に転がった。

　突風をまともに浴びた唯里は、頭から血を流して倒れている。

　そんな唯里を見下ろしていたのは、陽炎かげろうのように揺らめく漆黒の双角獣バイコーン──第だい四よん真しん祖その、否いな、〝吸血王ザ・ブラツド〟の眷けん獣じゆうだ。

「生あい憎にくですが、彼女を傷つけさせるわけにはいきません」

　燕えん尾び服ふくを着た少年が、かつて倉庫の入り口だった場所に立っていた。

　彼の隣にいるのは、爬は虫ちゆう類るいの頭とう骨こつを模した仮面を被かぶった大柄な男。終焉教団オーダー・ジ・エンドの一員だ。

「〝吸血王ザ・ブラツド〟……」

　倒れていた雪ゆき菜なが、ふらつきながら頭を上げて少年の名を口にした。

「〝吸血王ザ・ブラツド〟だって……!?　本当にあんな子どもなのか!?」

　銀色の洋よう弓きゆうを構えながら、志し緒おは驚きよう愕がくに目を見張る。

　領主選争を引き起こした張本人。終焉教団オーダー・ジ・エンドの首しゆ魁かいが、今、志緒たちの目の前にいる。だが、知識としては理解していても、実際に遭遇すると、やはり違和感を覚えずにはいたれない。アヴローラによく似た幼い少年。それが〝吸血王ザ・ブラツド〟の正体だ。

「お迎えに上がりました、姉ねえ様さま」

　少年が、アヴローラに向かって恭うやうやしく手を伸ばす。

　暴風が吹き荒れる倉庫の中で、唯一、アヴローラだけは普通に立っていた。見えない壁に包まれたように、彼女の周囲だけが凪ないでいる。〝吸血王ザ・ブラツド〟が彼女を護まもっているのだ。

「さあ、姉様」

　少女を急せかすように、〝吸血王ザ・ブラツド〟が繰り返す。

　しかしアヴローラは動かない。少年の声に逆らうように、ふるふると首を振るだけだ。

「姉様、どうか」

　業ごうを煮やしたように、〝吸血王ザ・ブラツド〟が強い声を出す。

「う、うう……」

　アヴローラがジリジリと後ずさる。そんな彼女の肉体を白い霧きりが覆い始めていた。

　凍いてつくような純白の凍気。アヴローラの体内から洩もれ出した魔力の霧だ。

　その光景を志緒たちは為なすすべもなく眺めている。

　透明な雪の結晶が風に舞い、朝焼けの空にそっと溶けていく。
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　迷路のように入り組んだショッピングモールのあちこちから、巨大な魔ま獣じゆうが迫ってくる。

　彼らが疾走するだけで、終わりのない地震のように大地が震えた。蠢うごめく触手が無差別に店舗を破壊し、巨体に押おし潰つぶされた建物が次々に倒壊していく。パニック映画の一場面を見ているような光景だ。

「しー、ごー、ろく、なな……全部で七体かあ。思ったより多いねえ。これ、誰か、ちゃんとフンの世話とかしてるのかなあ？」

　魔獣たちの数を確認しながら、優ゆ乃のが疑問を口にする。真面目に言っているのか冗談なのか判断のつかない、のんびりした口調だ。

「そんな吞のん気きなことを言ってる場合ですの!?」

　長ちよう剣けんの柄つかを握りしめながら、雫しず梨りが叫ぶ。

　前回、絃いと神がみ島じまに出現したⅨナイン４フオーと呼ばれるタイプの魔獣は、周囲の魔力を吸収して成長するという厄やつ介かいな性質を持っていた。

　斬きりつけた相手の魔力を奪う雫梨の魔ま剣けんは、彼らに対して有効な数少ない武器だが、それにしても敵の数が多すぎる。そのことは琉る威いや優乃もわかっているはずだ。

　にもかかわらず、二人は驚くほどに平然としていた。

「Ⅸナイン４フオー……プロイトガミノドン・マグス・ニッポニクスか。だけどこいつは、これまで確認された個体とは違うね。明らかに人工的に改良された近縁種だ。興味深いな」

　冷静に魔獣たちの様子を観察して、琉威が呟つぶやく。

　キーストーンゲートに出現した魔獣は、以前遭遇したタイプよりも小型だ。そのぶん動きが俊敏で、知能が高い。仲間と群れを作り、連携して襲ってくる。脅威度ではⅨナイン４フオーよりも上だろう。

「まあいいや。この子たちはあたしたちが引きつけておくから、シズリンは先に行ってて」

　優乃が不敵に微笑ほほえんで言った。雫梨は啞あ然ぜんとして彼女を見つめ返す。

「な……なにを言ってますの!?　あなたたち二人だけで、これだけの数の未確認魔獣アンノウンを相手にするなんてできるわけ──」

「虹こう龍りゆう掌しよう壱いち番ばん、〝爪そう鳴めい〟──！」

　雫梨の言葉が終わる前に、優乃は眼前の魔獣に向かって掌しよう打だを叩たたきこんでいた。これまでの優乃とは違うゆったりとした動き──だが、彼女の掌てのひらが触れた瞬間、魔獣の巨体が震えた。

　衝撃波が強きよう靭じんな外皮を貫通し、その苦痛に耐えかねて魔獣が咆ほう哮こうする。優乃の攻撃は、未確認魔獣アンノウンの体細胞を、内側から連鎖的に破壊してるのだ。

「陰いん陽よう、名あれど形なし。故ゆえにその拳けんを無む形ぎようと号す……なんて、笹崎岬ササミサちゃん先生に教えてもらった技が、さっそく役に立って嬉うれしいかな」

「ゆ、優ゆ乃のさん……」

　仲間の予想外の成長に、雫しず梨りが目を丸くする。

　ここ数日、優乃は、四し拳けん仙せんの名で知られた近接戦闘の達人集団の一人──〝仙せん姑こ〟笹ささ崎さき岬みさきと一緒にいた。その時間を利用して、優乃はこっそり岬の特訓を受けていたらしい。

　もともと優秀な格闘家である優乃は、仙術と武術を極めた岬の教えと抜群に相性が良かったのだろう。わずか数日で、彼女は、未確認魔獣アンノウンと互角に戦えるまでに成長していた。それが優乃の余裕の源みなもとだ。

「そうだね。思ったより早く復讐リベンジの機会が巡ってきてよかったよ」

　驚く雫梨の背後から、琉る威いが拳けん銃じゆう型の呪術投射機スペルスロワーを発砲する。

　巨大な魔ま獣じゆうを相手にするには、彼の呪じゆ弾だんはあまりにもちっぽけだ。魔獣の皮膚を貫くことすら敵わない。しかし、その呪弾に触れた瞬間、魔獣の外皮が溶けるように崩れ落ちた。呪じゆ詛そによる細胞組織の侵しん蝕しよくだ。

　魔獣自身の魔力を喰くらって呪詛は次第に威力を増し、やがて全身へと侵蝕範囲を広げていく。

　それは妃き崎さき霧きり葉はが、Ⅸナイン４フオーを駆除する際に使った〝甲型呪装単槍フラツト〟と同じタイプの呪詛だった。琉威は、太たい史し局きよくの秘密兵器である〝甲型呪装単槍フラツト〟のデータを独自に解析し、それと同型の呪弾を完成させていたらしい。

　優乃と琉威は、Ⅸナイン４フオーと一度戦って敗れている。決して表には出さなかったものの、その屈辱を忘れずに、こっそり未確認魔獣アンノウン対策を練っていたのだ。いつも飄ひよう々ひようとしているようでいて、意外に負けず嫌いなのである。

　だが、そのおかげで雫梨たちは、過去にあれほど苦戦した未確認魔獣アンノウンとも対等に戦えている。

「班長、先に行ってくれ。魔獣を投入してきたってことは、ＭＡＲの警備ポッドはこのあたりにはもう残ってないはずだ」

「了解……ですわ！」

　立ちはだかる魔獣の触手を片っ端から切り飛ばして、雫梨は、キーストーンゲートの奥へと向かおうとした。

　しかし魔獣たちの包囲を抜け出した直後、雫梨は本能的に足を止める。

　その直後、凄すさまじい殺気とともに、雫梨の眼前を爆発的な衝撃波が駆け抜けた。

　青白い炎のような破壊的な魔力の刃やいば。魔ま剣けんによる魔力放出だ。

「シズリン!?」

「大丈夫。問題ありませんわ……！」

　優乃に背中を向けたままそう言って、雫梨が長ちよう剣けんを構え直す。

　剣の切きっ先さきを向けた場所には、白いローブをまとった女の姿があった。

　彼女が握っているのは、緩やかな曲線を描く青い湾わん刀とう。彼女のこめかみから生えているのは、宝石のように美しい瑪瑙めのう色いろの角つのだ。

「出ましたわね、終焉教団オーダー・ジ・エンド……あの悪趣味な仮面はもう要りませんの？」

　終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒の一人、鬼族オグレスの剣士に向かって、雫しず梨りが尋ねる。

　女の年齢は二十代の半ばほどか。体格はそれほど変わらないが、無造作に湾わん刀とうを構えた彼女の姿は、雫梨にはない陰惨な気配をまとっていた。彼女が抱えた憎悪が生み出す凄すごみだ。

「イゼア・ニオスだ。裏切り者、カスティエラの娘よ」

　鬼族オグレスの女が、低い声で名乗る。

　彼女の言葉に、雫梨は眉まゆをひそめた。

「またそれですの……!?　わたくしが誰を裏切ったというのですか!?」

「貴様が身に着けている装しよう束ぞくが、裏切りの証拠だろう？　カスティエラの娘」

「聖団ギゼラにいったいなんの恨みが!?」

　苛いら立だちを抑えきれずに、雫梨が乱暴に訊きき返す。

　鬼族オグレスの女の瞼まぶたが、怒りで小さく痙けい攣れんした。

「白々しいぞ。それとも単に貴様が無知なだけか？　我ら鬼族オグレスを滅ぼしたのは、聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスどもであろうが」

「……聖団ギゼラが、鬼族オグレスを滅ぼした？」

　雫梨が呆気あつけにとられたように呟つぶやいた。

　その一瞬の隙すきを衝ついて、鬼族オグレスの女が湾刀を振るった。魔力を帯びた青い刃やいばを、雫梨は深紅の長ちよう剣けんで受け止める。魔ま剣けん同士の激突が、周囲の大気を軋きしませる。

「貴様は聖団ギゼラについてなにを知っている？」

　鬼族オグレスの女が、力任せに湾刀を叩たたきつけてくる。

「いいや、そもそも聖団ギゼラとはなんだ？　魔族から人類を護まもる騎士団か？　それとも絶滅寸前の希少な魔族を保護する慈善団体か？」

　体勢を崩した雫梨に向かって、女が身体からだごと突っこんだ。頑強な鬼族オグレスの肉体の突撃を浴びて、雫梨は派手に吹き飛ばされる。

「いいや、違うな。聖団ギゼラとは略奪者だ。魔族を教化するという名目のもと、数多くの魔族を滅ぼし、彼らの富を簒さん奪だつした。そして魔族の子どもたちを連れ去り、兵士として育てて自分たちの戦力とした。それが貴様ら、聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスだ」

　イゼア・ニオスの追撃を、雫梨はかろうじて防ぎ続けた。

　決して洗練されているとはいえないイゼアの剣技だが、豪快に見えて隙すきがない。戦場で鍛え上げられた、我が流りゆうの実戦剣術なのだ。これほどの技量を身につけるのに、気が遠くなるくらい多くの戦いをくぐり抜けてきたのだろう。

　それでも雫梨は、彼女の猛攻に耐えていた。修女騎士パラデイネスを目指して積み重ねてきた修練が、雫梨を無意識のギリギリの領域で支えている。

　その事実が、イゼアの逆げき鱗りんに触れたのだろう。凄すさまじい殺気が彼女の身体から噴き上がる。

「白き髪は鬼族オグレスの王族の証あかし──！　その貴様が、鬼族オグレスを滅ぼした聖団ギゼラの一員として、神じん器ぎ〝炎喰蛇ハウラス〟を振るうのか！」

「くっ！」

　雫しず梨りの表情が驚きよう愕がくに強こわ張ばった。イゼアが振り上げた青い湾わん刀とうが、眩まばゆい輝きに包まれたからだ。魔力放出の輝きだ。

「──我が怒りを示せ、〝雷啼雀ラアデイア〟！」

　魔力の閃せん光こうが、雫梨を包みこんだ。撒まき散ちらされた膨大な魔力に、未確認魔獣アンノウンたちですら一瞬、動きを止めた。

　通路の床が大きく裂け、雫梨の背後の壁が砕け散る。

「班長……！」

「シズリン!?」

　琉る威いと優ゆ乃のが驚いて振り返る。

　青い湾刀を振り下ろしたままの姿勢で、イゼア・ニオスは、荒い息をついていた。魔力の輝きはすでに消滅しているが、舞い上がる粉ふん塵じんに包まれて、雫梨の姿は視認できない。

　が──

「……e allora……？」

　粉塵の中で、雫梨がケホケホと咳せきこむ気配があった。

　イゼアが驚いたように顔を上げ、慌てて湾刀を構え直す。

「それが理由……ですの？　あなたが……終焉教団オーダー・ジ・エンドの一員となったのは……」

　ボロボロになった頭巾ウインプルを剝はぎ取りながら、雫梨がゆっくりと姿を現す。純白のコートは魔力で焼かれて煤すすけていたが、雫梨自身はどうにか無事だ。鬼族オグレスとしてもあり得ない頑丈さだ。

「そうだ。私は聖せい域いき条約を認めない。我ら鬼族オグレスを絶滅の淵ふちに追いやった人類が、のうのうと魔族の共存することなど許せるはずがない」

　雫梨の異様な打たれ強さを警戒したように、慎重に間合いを測りながらイゼアが言った。

　そんなイゼアを、雫梨は蔑さげすむように見返して、

「だから……第だい四よん真しん祖そを暴走させて、ほかの真祖たちを滅ぼさせようとした……？　はっ……くっだらない馬ば鹿かげた動機ですわ」

「なんだと……!?」

　イゼアが怒りに頰ほおを歪ゆがめる。殺気をまとった彼女の視線を、雫梨は鬱うつ陶とうしげに受け流して、いつになく獰どう猛もうに微笑ほほえんだ。

「あなたは……思い違いをしてますの」

「……思い違い？」

「わたくしが、聖団ギゼラの過去の所業を知らないと思っていることですわ！」

「なに……!?」

　雫しず梨りが叩たたきつけてきた深紅の長ちよう剣けんを、イゼアが湾わん刀とうで受け止める。しかし雫梨はそれを無視して、渾こん身しんの力で剣を振り抜いた。

「たしかに聖団ギゼラは自らの信仰を布教する過程で、数多くの過ちを犯しましたの。時として聖団ギゼラの行為は争いの火種となり、取り返しのつかない多くの不幸を生み出した」

「──だったら、なぜ貴様は聖団ギゼラの走狗イヌに成り下がった？」

「聖団ギゼラの理念は間違っていなかったと信じているからですわ！」

　雫梨が雄お叫たけびとともに斬ざん撃げきを放つ。縦じゆう横おう無む尽じんのその攻撃に、イゼアが守勢に回った。雫梨の気迫が、初めて彼女を上回ったのだ。

　聖団ギゼラは、西欧教会の流れを汲くむ異端の宗派だ。魔族から人類を護まもることを使命とする教会の一員でありながら、聖団ギゼラは魔族を保護して、彼らを教え導こうとした。

　それは結果的に多くの争いを生み出した。

　鬼族オグレスという種族の存在を世間に知らしめ、衰退の原因を作ったのも聖団ギゼラだった。慈愛を説く聖団ギゼラに感化された鬼族オグレスの王族は、悪意に満ちた人類の略奪者を無防備に受け入れ、その結果、史上希まれに見る大だい虐ぎやく殺さつが引き起こされたといわれている。

　だが、それでも、と雫梨は叫ぶ。

「聖せい域いき条約が締結される遥はるか以前から、聖団ギゼラだけは人類と魔族の共存を謳うたっていましたわ。異端の宗派として同じ人類から蔑さげすまれ、憎まれても、彼女たちはその主張を曲げなかった。そして過去から目を背けることなく、自らの罪を償おうとしている──だからこそ、鬼族オグレスの王は〝炎喰蛇ハウラス〟を彼女たちに託したのですわ！」

　雫梨は誇りに満ちた表情で、深紅の長ちよう剣けんを迷いなく振り下ろす。

　鬼族オグレスは絶滅の危機に瀕ひんしている魔族だ。雫梨も幼いころに家族を失い、雫梨自身、いつ命を落としても不思議ではなかった。

　そんな雫梨を救ったのは聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスたちだった。

　そして雫梨は彼女たちとともに暮らし、自ら最後の修女騎士パラデイネスとなることを選んだのだ。

「黙れ……！」

　イゼアが雫梨の剣を強引に押し返す。しかし雫梨は攻撃をやめない。

「聖団ギゼラの行為は、結果的に鬼族オグレスの滅亡を早めたのかもしれませんの。ですが、密みつ猟りよう者しやや奴ど隷れい商人たちが角つの目当てに鬼族オグレスを狩り尽くそうとしたとき、鬼族オグレスのために戦ってくれたのは、聖団ギゼラだけでしたわ！」

「黙れと言っている！」

「それなのにあなたは聖団ギゼラを恨み、無関係な人々を苦しめるために、聖域条約を消滅させようとしている。わたくしはそれを許せませんわ。聖団ギゼラの最後の修女騎士パラデイネスとして、あなたを止めます！」

「小娘がッ！」

　イゼアが、雫しず梨りの脇わき腹ばらを乱暴に蹴けりつけた。雫梨はそれを平然と受け止める。骨を軋きしませ、苦痛のうめきを洩もらしたのはイゼアのほうだ。

　そのときになってイゼアはようやく、雫梨の異様なタフさの正体に気づく。雫梨が修女騎士パラデイネスの加護と呼んでいたものは、おそらく本人も気づかぬうちに無意識に展開していた、魔力による生体障壁だったのだ。

　もともと強きよう靭じんな肉体を持つ鬼族オグレスが、あえて生体障壁──気功術を身につける理由はない。だが、人間たちに育てられたことで、雫梨はごく自然にそれを体得していた。

　雫梨は鬼族オグレスであると同時に、正統なる聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスなのだ。その事実を、イゼアは初めて真しんに実感する。

「──その牙きばは、我らの闇やみを裂く光。その吐息は魔を祓はらう炎！」

　動揺したイゼアの眼前で、雫梨が厳おごそかに呪じゆ文もんを唱える。

　波打つ刃やいばの長ちよう剣けんが、深紅の輝きに包まれる。自爆覚悟の零距離からの魔力解放。生体障壁を持たないイゼアに、それを防ぐ手段はない。

「貴様……！」

「御おん身みの名は炎喰くらう蛇。聖女の御み魂たまより生まれし、不滅の刃なり──」

　ありったけの魔力を刃に乗せて、雫梨が深紅の長剣を振り下ろす。

　閃せん光こうの刃がイゼアの耳元をかすめ、青い湾刀が吹き飛んだ。ピンポイントに絞り込まれた魔力の刃が、ショッピングモールの天井を斬きり裂き、コンクリートの塊かたまりが次々に落ちてくる。水道管が裂け、水みず飛沫しぶきが散る。

　爆風が吹き荒れ、鼓膜が苦痛を訴えた。噴き出した鮮血がイゼアの肩を濡ぬらす。

　だが、イゼアのダメージはそれだけだ。浅く肩を斬り裂かれただけで、イゼアは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。イゼアの身体からだを引き裂く寸前に、雫梨が剣の軌道を変えたのだ。

「……なぜ……殺さなかった？」

　放心したような表情で、武器を失ったイゼアが訊きいた。

「どうしてわたくしがあなたを殺さなければなりませんの？」

　敗北を認めて戦意をなくしたイゼアを、雫梨は興味なさげに一いち瞥べつする。

　雫梨を憎悪し、剝むき出しの殺意をぶつける自分のことを、雫梨は倒すべき敵として見てすらいなかった。イゼアはそれを理解する。

　雫梨がイゼアを侮あなどっていたわけではない。聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスを称する雫梨にとって、イゼアは敵ではなく、保護すべき魔族の一員なのだ。

　雫梨が唱えた聖団ギゼラの理念は、決して口先だけのものではなかった。彼女はそのことを身をもって、イゼアに証明してみせたのだ。

「これ以上、あなたの相手をしている時間はありませんの。気が済んだのなら大人しくそこを退どいてくださいまし──」

　乱れた呼吸を整えた雫しず梨りが、イゼアの脇わきをすり抜けて通路の奥へと向かおうとする。

　無言でそれを眺めていたイゼアは、唐とう突とつにハッと顔を上げた。そして雫梨の肩を突き飛ばす。

「っ！　な、なにを……!?」

　大きくよろめきながらも踏みとどまって、雫梨がイゼアを睨にらみつけた。

　その頰ほおに、温かな液体がかかる。イゼアが撒まき散ちらす深紅の液体が。

　雫梨を突き飛ばしたままの姿勢で、イゼアがゆっくりと倒れていく。

　彼女が着ていた白いローブが大きく裂けて、噴き出した鮮血に染まっていた。目には見えない巨大な刃物が、イゼアを音もなく斬きり裂いたのだ。

「なっ!?」

　雫梨は、倒れるイゼアを支えて絶句した。

　もしもイゼアに突き飛ばされていなければ、斬り裂かれていたのは間違いなく雫梨だった。イゼアが雫梨を助けたのだ。

「終焉教団オーダー・ジ・エンド……!?　まだいたの!?」

　未確認魔獣アンノウンの最後の一体を倒した優ゆ乃のが、雫梨の傍そばへと駆け寄りながら叫ぶ。

　イゼアの背後。薄暗い通路の奥に、新たな人影が立っている。スーツ姿の背の高い男だ。

　人種的にはアジア系だが、白はく皙せきで、常に微笑ほほえんでいるような顔立ちをしている。

　見えない刃やいばを振るって雫梨を引き裂こうとしたのは、その男だ。

「いや……彼は終焉教団オーダー・ジ・エンドじゃない」

　呪術投射機スペルスロワーを構えて、琉る威いがうめいた。いつも冷静な琉威の声が震えている。新たに姿を見せた男は、それほどまでに意外な人物だったのだ。

「マグナ・アタラクシア・リサーチ総そう帥すい……シャフリヤル・レン……！」

　琉威が男の名前を口にする。

　しかし雫梨はそれを最後まで聞くことができなかった。見えない刃が振り下ろされて、雫梨たちを再び襲ってきたからだ。

　魔ま剣けんの魔力放出で攻撃を受け止めようとした雫梨だが、敵の見えない斬ざん撃げきは、あっさりと〝炎喰蛇ハウラス〟の刃をすり抜けた。見えない斬撃の正体は、魔力とは異なる未知の力なのだ。

　倒れたままのイゼアの背中が、再度斬り裂かれて鮮血を散らした。

　それを目にした瞬間、雫梨の中でなにかが切れた。

「あ……あああああああああああっ！」

　雫梨は深紅の魔剣を振りかざし、冷ややかに微笑む男のほうへと突っこんでいく。

　微笑む男──シャフリヤル・レンの背後から、無数の有脚戦車ロボツトタンクが出現したのは、その直後だ。ＭＡＲの有脚戦車ロボツトタンク部隊が、雫梨へと一斉に銃口を向けてくる。

「駄目だ、班長！　戻って！」

「シズリン！」

　琉る威いと優ゆ乃のが絶叫する。

　戦車部隊の対人機銃の銃声が、その絶叫をかき消していく。

２

「──〝雪せつ霞か狼ろう〟！」

　金髪の少女がまとっていた凍気の霧きりを、銀色の閃せん光こうが斬きり裂いた。

　魔力を帯びた暴風が吹き荒れる中、自分を庇かばうように飛びこんできた雪ゆき菜なを、アヴローラは驚きの表情で見つめる。雪菜はそんな吸血鬼の少女を振り返り、一瞬だけ小さく微笑ほほえんだ。

　アヴローラを護まもるのは、雪菜の本来の任務を外れている。〝焰えん光こうの宴うたげ〟を止めるもっとも確実な方法は、彼女を消滅させることなのだ。

　誰かがアヴローラの封印を解かない限り、〝焰えん光こうの宴うたげ〟は止められない。雪菜がやろうとしていることは、その決断を古こ城じように押しつけているだけなのかもしれない。

　だがそれでも、それは古城が決めるべきことなのだ。〝吸血王ザ・ブラツド〟がアヴローラを連れ去ることで、否いや応おうなく〝焰えん光こうの宴うたげ〟が発生する──その状況だけは絶対に許せない。

「退どいてください、姫ひめ柊らぎ雪菜。我ワタシはあなたを傷つけたくない」

　アヴローラを庇う雪菜を眺めて、〝吸血王ザ・ブラツド〟が警告した。

　彼の望みは、第だい四よん真しん祖そを恐怖の象徴に祭り上げることだ。古城の〝血の従者〟である雪菜は、そのための貴重な戦力となる。〝吸血王ザ・ブラツド〟にとっての雪菜は、その程度の価値しかない存在だ。警告を無視して敵対する雪菜に、彼が手加減する理由はない。

「雪菜……！」

　アヴローラが雪菜に呼びかけた。自分に構わず逃げろ、と言っているのだ。

「大丈夫です。暁あかつき先輩のところまで、必ずあなたを連れて行きますから！」

　雪菜は迷わず首を振り、アヴローラの呼びかけを拒絶する。

「よせ、姫柊ちゃん……！」

　暴風に翻ほん弄ろうされながら、必死に叫んでいるのは矢や瀬ぜだった。唯ゆい里りは負傷して倒れている。志し緒おも吹き飛ばされないようにその場に留とどまることしかできない。〝吸血王ザ・ブラツド〟の眷けん獣じゆうの影響下でまともに動けるのは、〝雪霞狼〟の神しん格かく振しん動どう波はに護られた雪菜だけなのだ。

「仕方ありません。残念です」

　薄く溜ため息いきをつきながら、〝吸血王ザ・ブラツド〟が右手を上げた。

　そんな彼の姿に、雪菜ははっきりと違和感を覚えた。だが、その違和感の正体に気づく前に、〝吸血王ザ・ブラツド〟の眷獣が雄お叫たけびを上げる。

　漆しつ黒こくの双角獣バイコーンが雪菜を目がけて、巨大な蹄ひづめを踏み下ろした。

　雪ゆき菜なは銀色の槍やりを突き出して、その蹄ひづめを正面から受け止める。

　暴風に包まれた魔力の塊かたまり。その威力は、世界最強の吸血鬼である第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうと同等だ。

　本来なら、七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーの魔力無効化能力をもってしても、まともに太刀打ちできる相手ではない。

　しかし雪菜は、人間の限界を超えた膨大な霊力を流しこむことで、強引にそれを可能にした。

　光の翼が雪菜の背後に広がり、双角獣バイコーンの巨体を押し返す。

「模造天使エンジエル・フオウの能力ですか」

〝吸血王ザ・ブラツド〟が驚嘆の呟つぶやきを洩もらした。その声から余裕が消えていた。無む尽じん蔵ぞうの魔力を誇る吸血鬼には似つかわしくない、あからさまな焦りが滲にじんでいる。

　しかし余裕がないという意味では、追い詰められているのはむしろ雪菜のほうだった。

　限界を超えた霊力を引き出しても、〝吸血王ザ・ブラツド〟の眷獣一体とようやく互角。そして第四真祖の試作品である〝吸血王ザ・ブラツド〟は、十二体の眷獣を従えているのだ。

「疾とく在あれ、〝始祖なる琥珀プリムス・スキヌム〟！」

　苦しげに表情を歪ゆがめながら、〝吸血王ザ・ブラツド〟が二体目の眷獣を召喚する。

　漆しつ黒こくの熔よう岩がんが人工の大地から噴き出して、巨大な牛頭神ミノタウロスの姿へと変わった。

「くっ！」

　雪菜の瞳が絶望に揺れる。身動きできない雪菜に向けて、牛頭神ミノタウロスが巨大な戦せん斧ぷを振り上げる。

　見かねたアヴローラが飛び出して、再び純白の霧きりを全身にまとった。体内の眷獣を解放しようとしているのだ。

　そんなアヴローラが、不意に動きを止めた。彼女の背後で凄すさまじい轟ごう音おんが響いたからだ。

　美しく精せい緻ちな音楽のような、あるいは無数の人々の悲鳴にも似た轟音が。

「──極きよつ光こうの炎えん駒く、煌こう華かの麒麟きりん、其そは天てん樂がくと轟ごう雷らいを統すべ、憤ふん焰えんをまといて妖よう霊れい冥めい鬼きを射い貫つらぬく者なり！」

　少女の澄んだ声が祝詞のりとを奏でる。

　巨大な魔法陣の輝きが、雪菜たちの頭上に広がった。

　それは砲身のように幾いく重えにも重なって、高密度の呪じゆ力りよくの閃せん光こうを、凄まじい勢いで吐き出していく。鏑かぶら矢やの轟音を呪文に見立てた、超大規模な呪じゆ詛その砲弾だ。

「六式重装降魔弓デア・フライシユツツの呪術砲撃……！　煌きら坂さかか!?」

　志し緒おが瞳を輝かせて頭上を振り仰ぐ。

　半壊した倉庫の屋根に立っていたのは、銀色の洋よう弓きゆうを握った煌坂紗さ矢や華かだった。

　彼女の六式重装降魔弓デア・フライシユツツは、獅し子し王おう機き関かんの制圧兵器だ。瞬間的な呪力の強度は、大規模な儀式魔術にも匹敵する。

　その呪術砲撃をまともに浴びて、〝吸血王ザ・ブラツド〟の眷獣たちにも異変が起きていた。鮮血の霧へと姿を変えて、虚こ空くうに溶けこむように消えたのだ。

　魔力の枯こ渇かつを想起させる、どこか唐とう突とつな消滅だ。

「間に合った！　無事ね、雪ゆき菜な！」

　ポニーテールの髪をなびかせて、紗さ矢や華かが地上へと降りてくる。〝吸血王ザ・ブラツド〟の眷けん獣じゆうが消滅したことで、吹き荒れていた暴風も収まったのだ。

「紗矢華さん……どうやって絃いと神がみ島じまに？　空港は閉鎖されていたんじゃ……」

　再会の喜びもそこそこに、雪菜は怪け訝げんな表情で紗矢華に訊きいた。

　紗矢華は、なぜか嫌なことを思い出したというふうに顔をしかめて、

「えーと、その話はまたあとで……それよりもさっきの眷獣の宿やど主ぬしはどこ？　そいつが〝吸血王ザ・ブラツド〟なんでしょ？」

　新たな呪じゆ矢しを取り出しながら、紗矢華は真顔で周囲を見回す。

「敵の顔も知らずに攻撃したのか？」

　ふらつきながら立ち上がった志し緒おが、呆あきれたような視線を紗矢華に向けた。

　紗矢華はムッとしたように唇を尖とがらせて、

「それくらいはちゃんと調べてるんだけど……まさかあの小さいのじゃないわよね？」

「小さい？　たしかにやつの見た目はまだ少年だが……」

　そう言って金髪の少年を睨にらみつけた志緒は、不意に言葉を失った。

「……っ!?」

　雪菜とアヴローラも同時に息を吞のむ。

　暗くら闇やみの中にいる〝吸血王ザ・ブラツド〟の姿が、明らかに二回りほど縮んでいたからだ。

　今の彼は苦しげな呼吸を続けながら、地面に片かた膝ひざを突いていた。

　サイズの合わなくなった燕えん尾び服ふくが、半分ほど肩からずり落ちている。少年の額ひたいから噴き出した汗が、頰ほおを伝って滴したたり落ちる。漆しつ黒こくの霧きりがシュウシュウと音を立てて、彼の肉体から噴き出していた。魔力が無秩序に洩もれているのだ。

「〝吸血王ザ・ブラツド〟が……若返ってる……？」

　雪菜は、〝吸血王ザ・ブラツド〟の姿に感じていた違和感の正体を理解する。

　最初に遭遇したときの彼は、雪菜とほぼ同世代の少年だった。

　だが、領主選争が始まって再び出会った〝吸血王ザ・ブラツド〟は、それよりも幼く感じられた。そして今夜の彼は更に幼くなり、なおも若返り続けている。

「まさか眷獣を召喚したせいで……？」

　少年の異変の原因に気づいて、雪菜は呟つぶやく。

　第だい四よん真しん祖そと同等の力を持ちながら、〝吸血王ザ・ブラツド〟──零番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟は失敗作と呼ばれていた。その理由が彼の今の姿だ。

　吸血鬼の真祖が持つ膨大な〝負の生命力〟に耐えきれず、彼の肉体は若返り続けている。彼は不老不死ではない。老いる代わりに幼児化が進行し、いずれは完全に消滅するだろう。だから彼は、自らが王になることを諦あきらめ、古こ城じようにその役目を託そうとしたのだ。

「見た……な……！」

　苦しげに息を吐きながら、〝吸血王ザ・ブラツド〟が雪ゆき菜なたちを睨にらみつける。

　彼にはもう時間が残されていない。戦えば戦うほど彼は力を失い、弱っていく。その事実を古こ城じように知られてしまえば、もはや〝吸血王ザ・ブラツド〟に勝ち目はない。

　領主選争を続けるために、彼に残された方法はただひとつ──この場にいる全員を皆殺しにして、秘密を守り抜くことだけだ。

「クレード！」

〝吸血王ザ・ブラツド〟が、彼の背後に控えていた使徒の名前を呼ぶ。蜥蜴とかげの頭とう骨こつを模した仮面をつけた男だ。

　仮面の男は無言でうなずくと、雪菜たちの方向に凄すさまじい勢いで突っこんできた。

「このっ！」

　男に立ち向かったのは紗さ矢や華かだった。銀色の洋よう弓きゆうを剣へと変形させて、居合い抜きの要領で斬きりかかる。それを見て雪菜は表情を凍らせた。紗矢華はまだ仮面の男の正体を知らないのだ。

「駄目です、紗矢華さん！　その使徒は……！」

「えっ……!?」

　仮面の男と激突する寸前、紗矢華はぎょっと目を見開いた。

　男の全身が熔よう岩がんのような灼しやく熱ねつの炎に包まれたからだ。

　頭骨を模した仮面がひび割れ、男のローブが一瞬で燃え尽きた。もともと大柄だった身体からだが何倍にも膨れ上がり、巨大な龍りゆうの姿へと変わる。

「ド……龍族ドラゴンなんて聞いてないんだけど……！」

　紗矢華は彼の突進を止められない。質量に差がありすぎる。撒まき散ちらされた灼熱の吐息ブレスを、擬似空間切断の障壁で防御するのが精一杯だ。

　赤しやく銅どう色いろの鱗うろこに包まれた尻尾しつぽが、横殴りに雪菜たちを襲ってくる。

　魔力を伴わない物理攻撃には、雪菜の〝雪せつ霞か狼ろう〟はまったくの無力だ。呪的身体強化フイジカルエンチヤントを全開にしても、雪菜はそれをよけることしかできない。

　そして龍族ドラゴンは巨大な前まえ肢あしを伸ばし、声もなく立たち竦すくむアヴローラをつかみ取る。

「アヴローラさん!?」

　巨大な翼を羽ばたかせて、龍は空中へと舞い上がった。

　アヴローラが人質に取られている以上、紗矢華の呪じゆ術じゆつ砲ほう撃げきも使えない。もはや雪菜たちには手も足も出ない。

「残念です。第だい四よん真しん祖その血の伴はん侶りよを、こんな形で失うことになるとは……」

　焦る雪菜たちを冷ややかに睨んで、〝吸血王ザ・ブラツド〟が呟つぶやいた。

　眷けん獣じゆうを召喚するために右手を掲げた彼を見て、雪菜は戦せん慄りつする。

「雪ゆき菜な？」

　動きを止めた雪菜を、紗さ矢や華かが怪け訝げんそうに振り返る。しかし雪菜はなにも答えない。瞳に恐怖の色を浮かべて、石化したように動きを止めている。

　獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎは、一瞬先の未来を視みながら戦っている。

　相手の行動を先読みし、致命的な攻撃を回避しながら、有利な未来を選び取る。だからこそ身体能力に劣る小柄な雪菜が、魔族と互角に戦えるのだ。

　だが、今、その未来視の能力が雪菜に突きつけてきたのは、絶望だった。

　この先、ほんの一秒にも満たない未来、〝吸血王ザ・ブラツド〟が、保有するすべての眷けん獣じゆうを解放する。そこで雪菜の未来は途切れている。雪菜がこの先、いかなる行動を取ろうとも、〝吸血王ザ・ブラツド〟の攻撃は防げない。紗矢華も、志し緒おも、唯ゆい里りも、矢や瀬ぜも、この場にいる全員が死に絶える。その結末を変えるすべはない。雪菜が選び得る未来の分岐は、すべて絶望バツドエンドへと続いているのだ。

　だが、その絶望に雪菜の心が塗ぬり潰つぶされる直前、誰かの声が聞こえた気がした。

　未来は視るのではなく、切り開くものです──

　閑しずか古こ詠よみの言葉を思い出す。雪菜に視えた未来は絶望だけ。それを避ける分岐は選べない。

　ならば、自ら作り出すしかない。存在しないはずの未来を──

「あああああああああああああああ──っ！」

　霊視めに頼りすぎるな、という縁えん堂どう縁ゆかりの教えが脳裏に甦よみがえる。

　存在しない未来を視ることと、存在しない未来の中で動くこと。そこに本質的な違いは存在しないのだ。認識することができるのなら、それを実現することもできるはず。

　すでに綴とじられた本の中に、存在しないページを無理やり挟みこむように、連続した時間の流れの中に、存在しない一瞬を突き入れる。

〝吸血王ザ・ブラツド〟が攻撃を仕掛ける前に、彼を斃たおす。絶対先制攻撃の権利によって──

「なっ……」

　斬きり落とされた自分の右腕を、〝吸血王ザ・ブラツド〟が呆ぼう然ぜんと見つめた。

　世界が破れるような雑音ノイズが響き、時間の流れが正常に戻る。

　眷獣たちを召喚するために〝吸血王ザ・ブラツド〟が吐き出した膨大な魔力が、幻のように消えていた。〝雪せつ霞か狼ろう〟の魔力無効化能力が、彼の魔力を消し去ったのだ。

「姫ひめ柊らぎ雪菜……あなたは、なにを……!?」

　瞬間移動したように自分の背後に現れた雪菜を、〝吸血王ザ・ブラツド〟が振り返る。

　銀色の槍やりを構えたまま、雪菜は何事もなかったかのように立っていた。雪菜が彼を攻撃した時間は存在しない。残っているのは、攻撃したという結果だけだ。

「雪菜ゆつきー……」

「この能力……まさか……閑様の……」

　唯里と志緒が、信じられないという表情で雪菜を見つめている。獅子王機関の一員である彼女たちは、雪ゆき菜なが起こした奇跡の正体を知っているのだ。

「〝静寂破りペーパーノイズ〟……！」

　紗さ矢や華かの声が驚きに震える。それが引き金になったように、〝吸血王ザ・ブラツド〟が絶叫した。

「く……あああああああっ……！」

　切断された〝吸血王ザ・ブラツド〟の右腕から肩へと向かって、青白い輝きが炎のように広がっていく。〝雪せつ霞か狼ろう〟の神しん格かく振しん動どう波はが、吸血鬼の肉体を侵しん蝕しよくしているのだ。

「クレード！　行け！　姉様を連れて──」

　上空で旋せん回かいする龍りゆうに向かって、〝吸血王ザ・ブラツド〟が叫んだ。多少の手傷を負わされたとしても、アヴローラを連れ去れば彼らの目的は果たせるのだ。が、

「ソウハ……サセヌ……！」

　低く錆さびたような声とともに、地上から鋼はがね色いろの光が放たれた。

　その光は龍の首筋へと絡みつき、飛び去ろうとした龍の巨体が大きくよろめく。光の正体は、強きよう靭じんな鋼線ワイヤーだった。龍の首筋に絡みつかせた鋼線ワイヤーを巻き取って、甲かつ冑ちゆうをまとった剣士が飛ひ翔しようする。剣士の右手に握られているのは、尋常ではなく巨大な両手剣だ。

　赤しやく銅どう色いろの巨きよ龍りゆうが、剣士を目がけて炎を放つ。いかに強固な甲冑といえども、灼しやく熱ねつの吐息ブレスに耐えきれるはずもない。

「無駄……ダ！」

　しかし剣士は平然とその炎をかいくぐり、巨剣を振るった。鉄てつ塊かいにも似た分厚い刃やいばが、強靭な鱗うろこに覆われた龍の外皮をやすやすと斬きり裂き、龍が苦く悶もんの咆ほう吼こうを上げる。

　左の翼の根元を半分近くまで断ち割られ、龍は呆気あつけなく墜落した。その衝撃でアヴローラが投げ出され、地面に転がって失神する。

　全身を甲冑で覆った男は、地上へと降り立って再び巨剣を構えた。

　その男の正体を雪菜は知っていた。

「あなたは……監獄結界の脱獄囚の……！」

「ブルード・ダンブルグラフ……！　龍殺しゲオルギウスの一族が、なぜ……!?」

〝吸血王ザ・ブラツド〟が、男を睨にらんで憎々しげにうめいた。さすがの彼も、このような乱入者の存在は予期していなかったらしい。

　甲冑の男──ダンブルグラフは、倒れたアヴローラや〝吸血王ザ・ブラツド〟には目もくれず、墜落した龍へと近づいていく。

「知レタコト……我ガ望ミハ、スベテノ龍族ドラゴンの抹殺ノミ……！」

　巨剣を高々と振り上げた男が、それを龍の脇わき腹ばらへと叩たたきつける。

　龍殺しゲオルギウスの一族の末まつ裔えい、ブルード・ダンブルグラフは、西欧教会に雇われていた元傭よう兵へい。戦闘だけに特化した異端の祓ふつ魔ま師しだ。だが、龍族ドラゴン抹殺だけに異様な執念を燃やす彼は、戦闘の過程でいくつもの都市を滅ぼし、いつしか大たい罪ざい人にんとして追われる立場になった。そして南みな宮みや那な月つきによって、監獄結界に収監されたのだ。

　そのダンブルグラフが現世に現れて、終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒へと戦いを挑んでいる。考えられる理由は、ひとつだけだ。

「やってくれたな、〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟……！」

〝吸血王ザ・ブラツド〟が苛いら立だたしげに奥歯を鳴らした。

　ダンブルグラフは、龍族ドラゴンを倒すという目的のためだけに生きている。手放しで信用できる相手ではないが、雪ゆき菜なたちが龍りゆうと敵対している以上、頼もしい援軍であるのは間違いない。

　終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒の中に龍がいる。そのことに気づいた那な月つきは、あえてダンブルグラフを監獄結界から解放したのだろう。龍族ドラゴンを倒すという一点において、彼と那月、そして雪菜たちの利害は一致したのだ。

「無ぶ様ざま……ネ。〝無ケノン〟」

　屈辱に顔を歪ゆがめる〝吸血王ザ・ブラツド〟の背後から、嘲あざけるような笑い声が聞こえた。

　深紅の霧きりをまとって現れたのは、壮麗なドレスをまとった小柄な人影だった。

　紫色の長い髪。端整な顔立ちと白い肌。そして〝吸血王ザ・ブラツド〟を凌りよう駕がするほどの、凄すさまじい魔力を全身にまとっている。

「〝滅びの瞳フオーゲイザー〟……アスワドグール・アズィーズ……！」

　吸血鬼の少年が、怯おびえたように後退した。

　雪菜たちが戦っていたのは、第だい二に真しん祖その領地ドメイン内だ。戦いが長引けば、彼が姿を現すのは、決して意外なことではない。

　否いな、おそらくそれは順序が逆なのだろう。

　第二真祖は、自らの領地ドメイン内に、〝吸血王ザ・ブラツド〟が現れるのを待っていた。そして〝吸血王ザ・ブラツド〟をおびき出すために、アヴローラを利用したのだ。

「十二番目ドウデカトスを追い詰めれば、必ずあなたが出てくると思った……ワ」

　純白の長い牙きばを剝むき、アスワドグールは微笑ほほえんだ。

　アヴローラが窮きゆう地ちに陥れば、〝吸血王ザ・ブラツド〟は必ず彼女を助けに来る。〝焰えん光こうの宴うたげ〟を引き起こすためには、アヴローラの眷けん獣じゆうを解放するわけにはいかないからだ。

　アスワドグールはそのことを知っていた。だからこそ、志し緒おとアヴローラをわざと逃がして、追い回していた。そして唯ゆい里りを焚たきつけて、アヴローラを殺させようとした。

　すべては〝吸血王ザ・ブラツド〟を燻いぶり出だすための、彼の策略だったのだ。

「領主選争があっさり終わってしまっても困るし、あなたのことは見逃すつもりだったのだけれど……気が変わった……ワ。〝無ケノン〟──あなたはしょせん欠陥品。自らの負の生命力に耐えきれない失敗作……ネ。とても醜い……ワ」

　幼児化の進んだ〝吸血王ザ・ブラツド〟を見下ろして、第二真祖が酷こく薄はくに微笑んだ。彼の殺意に気け圧おされたように、〝吸血王ザ・ブラツド〟は左手を伸ばす。

「くっ──〝始祖なる黄金プリムス・アウルム〟！」

「いいのかし……ラ……その身体からだで、眷けん獣じゆうを召喚して……モ？」

　アスワドグールの口元に、艶あでやかな花のような笑みが浮かぶ。彼の全身から噴き出した鮮血の霧きりが、巨大な獣たちの姿へと変わった。

「甦よみがえりなさい……ナ、〝死滅の軍勢バタリオン・オブ・デス〟……！」

　第だい二に真しん祖そが喚よび出した眷獣は、体長十メートルを超える巨大な肉食恐竜が十数体。それらが一斉に牙きばを剝むいて、〝吸血王ザ・ブラツド〟の眷獣へと襲いかかる。

　第二真祖アスワドグール・アズィーズの眷獣の正体は亡霊の群れだ。遠い過去に滅びた恐竜という種族の、怨念そのものが一体の眷獣なのだ。

「ぐ……ああああああああああっ！」

〝吸血王ザ・ブラツド〟が苦く悶もんの絶叫を上げた。

　貪どん欲よくな肉食恐竜たちの群れが、雷らい光こうをまとった漆しつ黒こくの獅し子しを喰くいちぎり、その肉体を修復するために、漆黒の獅子が、宿やど主ぬしである〝吸血王ザ・ブラツド〟の魔力を吸い上げる。

　衰弱した〝吸血王ザ・ブラツド〟の肉体は、その魔力の消耗に耐えられない。致死的な若返りが一気に加速する。

「──疾とく在あれ、〝始祖なる銀霧プリムス・シネレウス〟！」

　追い詰められた〝吸血王ザ・ブラツド〟が、二体目の眷獣を召喚した。

　だがそれは、第二真祖に対抗するためのものではなかった。漆黒の甲こう殻かく獣じゆうが吐き出す霧きりに溶けこんで、〝吸血王ザ・ブラツド〟の姿が消えていく。アスワドグールには勝てないと判断して、〝吸血王ザ・ブラツド〟は逃走を図ったのだ。

「くそ……重気流躰エアロダイン！」

　漆黒の霧を吹き飛ばすために、矢や瀬ぜが大気を操作して突風を巻き起こす。すでに眷獣の本体が遠ざかっているせいか、霧は簡単に消え去った。

　だが、同時に〝吸血王ザ・ブラツド〟の姿も消えている。そしてもう一人──

「アヴローラ……!?　どこだ、アヴローラ！」

　破壊された倉庫の中を見回して、志し緒おが叫んだ。

　志緒は、意識をなくしたアヴローラを、安全な場所に避難させようとしていたのだ。だが、そんな志緒の腕の中から、アヴローラは忽こつ然ぜんと消きえていた。〝吸血王ザ・ブラツド〟が彼女を連れ去ったのだ。

「残念……逃がしてしまった……ワ」

　紫色の髪を払いのけながら、アスワドグールがつまらなそうに言った。

　龍殺しゲオルギウスの一族の男と、龍族ドラゴンの戦いはまだ続いている。だが、アスワドグールは、彼らの戦いには徹底的に無関心だった。〝吸血王ザ・ブラツド〟が逃走した今となっては、彼らの戦いにはもはやなんの意味もない。それは雪ゆき菜なたちにとっても同様だ。

「でも、大丈夫……ヨ。〝無ケノン〟が逃げられる場所なんて、もうどこにもない……ワ。あとは、ふふっ……第四真祖に任せましょう」

「暁あかつき先輩に……？」

　意味ありげなアスワドグールの呟つぶやきに、雪ゆき菜なは表情を硬くした。彼は、古城の行動についてなにかを知っているのだ。

「どういうことだ、姫ひめ柊らぎ雪菜？　暁古こ城じようは今どこにいる？」

　志し緒おが困惑の表情で雪菜に訊きいてくる。

　その質問に答えたのは、紗さ矢や華かだった。

「暁古城なら、キーストーンゲートに行ったわ」

「なんだって……!?」

　志緒が驚いて紗矢華を睨にらみつけた。

「どうして止めなかったの？　古城くんの身体からだは……今……！」

　唯ゆい里りも、涙目になって紗矢華に詰め寄った。

　彼女が、アヴローラを殺そうとまでしたのは、〝焰えん光こうの宴うたげ〟の発動を止めるためだ。だが、終焉教団オーダー・ジ・エンドに占拠されたキーストーンゲートで、古城が使徒たちと戦えば、〝宴うたげ〟の発生確率は飛躍的に増すことになる。

「いや、そうか……香か菅すが谷やちゃんがキーストーンゲートにいるのか。古城は彼女を助けに行ったんだな？」

　矢や瀬ぜが、冷静な口調で紗矢華に確認する。

　紗矢華は無言のまま小さくうなずいた。未確認魔獣アンノウンと接触した雫しず梨りを救うために、アヴローラの救助を紗矢華に任せて、古城はキーストーンゲートへと向かったのだ。

「香菅谷ちゃん……？　香菅谷雫梨か!?　まさか領主選争を終わらせるつもりで……」

　志緒が困惑したようにうめく。

　アヴローラを殺さずに〝焰えん光こうの宴うたげ〟を防ぐためには、領主選争を速攻で終わらせるしかない。

　誰もが不可能だと諦あきらめていたその方法を実践するために、雫梨はキーストーンゲートへと乗りこんだ。だからこそ、古城は彼女を放っておくわけにはいかなかったのだ。

　そして奇くしくも〝吸血王ザ・ブラツド〟は、領主選争終結のもうひとつの鍵かぎ──十二番目のアヴローラを連れて、キーストーンゲートへと逃走した。

　だとすれば、間違いなくその場所こそが、領主選争の決着の地になるだろう。

　そう。たとえ、いかなる結末を迎えるにせよ──

「先輩……！」

　銀色の槍やりを握りしめ、雪菜はキーストーンゲートへと視線を向ける。

　絃いと神がみ島じまの中心に建つ巨大建造物は、闇やみの中で静かにたたずんでいた。

３

　キーストーンゲートに辿たどり着いた古こ城じようが目にしたのは、通路を埋め尽くすほどの兵器の残ざん骸がいだった。軍用の武装警備ポッドと、対魔族用の有脚戦車ロボツトタンクたち。すべてＭＡＲ製の最新型だ。

　それらの残骸をかき分けるようにして進んでいくと、見知った二人組の姿が見えてくる。生き残りの警備ポッドと激戦を繰り広げているのは、琉る威いと優ゆ乃の。香か菅すが谷や班の元チームメイトだ。

「宮みや住ずみ！　天あま瀬せ！」

「暁あかつきくん？　どうしてここに？」

　拳けん銃じゆう型の呪術投射機スペルスロワーを構えた琉威が、啞あ然ぜんとしたように見返してくる。彼らが雫しず梨りに協力しているのだとしたら、当然、古城の事情も知っているのだろう。古城に魔力を使わせないために戦っていたのに、肝心の古城本人が戦場に現れたのだから、琉威が驚くのも当然だ。

　だが、古城にしてみれば、琉威や優乃がこの場にいることのほうが想定外である。

「コジコジ、逃げて！」

　戸惑う古城に向かって、優乃が叫んだ。

　振り返った古城の視界に、異い形ぎような影が浮かび上がる。それは未確認魔獣アンノウンたちの群れだった。事情はよくわからないが琉威たちは、ＭＡＲの無人戦闘兵器と、未確認魔獣アンノウンを同時に相手していたらしい。

「いや……助かったぜ。魔獣オマエラがいてくれて！」

　迫り来る魔ま獣じゆうを睨ねめつけて、古城は獰どう猛もうに微笑ほほえんだ。

　そんな古城の背中に出現したのは、炎のように揺らめく漆しつ黒こくの翼だ。それらは意思を持つ生物のようにしなって大気を斬きり裂き、魔獣たちの巨体をまとめて貫いた。

　串くし刺ざしにされた魔獣たちが、激しくのたうち絶叫する。

「わっ、なにその恰かつ好こういいの……!?　コジコジの趣味？」

「趣味でこんなの生やすやつはいねえよ！」

　優乃のどこかズレた感想に脱力しながらも、古城は漆黒の翼を展開し続けた。

　不死身に近い生命力を持つ未確認魔獣アンノウンたちが、凄すさまじい勢いで衰弱し、細胞レベルで崩壊を始める。魔獣たちが溜ためこんだ魔力を、古城の翼が吸い上げているのだ。

　欠乏した魔力を補うことで〝焰えん光こうの宴うたげ〟の開始を少しでも先延ばしにする──未確認魔獣アンノウンの出現は、図らずも古城に有利に働いたことになる。

　同時に、敵の数が減ったことで、琉威と優乃にも余裕が生まれていた。一気に優勢になった二人が、ＭＡＲ製の無人兵器たちを次々に破壊していく。

　ＭＡＲが、ここまであからさまにキーストーンゲート占拠に関わっていたことに、古城は、驚きを通り越して呆あきれ果てていた。未確認魔獣アンノウンが出てきた時点でわかっていたことだが、もはや隠す必要もないということらしい。

「カス子は？　一緒じゃなかったのか？」

　戦闘を続ける琉る威いたちに、古こ城じようが訊きく。琉威は呪じゆ弾だんを乱射しながら振り返り、

「分断させられてしまったんだ。班長は一人でＭＡＲの総そう帥すいと戦ってる」

「ＭＡＲの……総帥？」

　古城はぽかんと目を丸くした。そんな大物が直じき々じきにキーストーンゲートに乗りこんできたという事実には、さすがに動揺を隠せない。

「先に行って、コジコジ！　シズリンを助けてあげて！」

　警備ポッドを蹴け散ちらしながら、優ゆ乃のが言う。

「わかった、あとは任せろ！」

　古城は二人にそう言い残して、キーストーンゲートの奥へと走り出した。行く手を阻はばもうとするＭＡＲ製の無人兵器は、漆しつ黒こくの翼で薙なぎ払う。

「あとは任せろ、かー……すっかり頼もしくなっちゃって」

　古城の背中を見送りながら、優乃が感慨深げに目を細めた。我が子の成長を見守る母親のような表情だ。

「そうだね。だとすれば、僕たちがやるべきことは退路の確保だけど──さすがに少しきついかな」

　天井の裂け目から空を見上げて、琉威が小さく溜ため息いきを洩もらす。

　上空から爆音とともに降下してくるのは、ＭＡＲの輸送ヘリだ。おそらく増援の無人兵器を運んできたのだろう。なにがあってもキーストーンゲートを奪還させないという、ＭＡＲの強い意志を感じさせる行動である。

　対する琉威の呪弾はそろそろ打ち止め。優乃の体力も限界だ。引き際を誤れば、退路を確保するどころか、最悪、全滅の可能性もある。

　だが、葛かつ藤とうする琉威が見つめる中、降下中の輸送ヘリが突然火を噴いた。爆炎とともに部品を撒まき散ちらし、ふらふらと回転しながら運河に落ちていく。

「え？　なんで……？」

　優乃がびっくりしたように目を瞬またたく。

　そんな彼女の獣の耳が、なにかを感知してピクリと震えた。

　琉威たちの背後、キーストーンゲート入り口の方角から、人々の声が聞こえてくる。そして爆発音や銃声も。吸血鬼が召喚した眷けん獣じゆうや、魔術の気配も感じられる。

「これは……」

　琉威と優乃は互いに顔を見合わせた。

　入り口から一斉に雪崩なだれこんできたのは、絃いと神がみ島じまに散らばっていた領主候補の魔族たちだ。キーストーンゲートの異変に気づいて、彼らは示し合わせたように続々と集結している。

　彼らの目的はわからない。自らが領主選争の勝者になるためなのか、それとも終焉教団オーダー・ジ・エンドを叩たたき出して争いを終わらせるためなのか。あるいは単にこの流れに乗じて、好きに暴れたいだけなのかもしれない。

　だが、ひとつだけ確実にわかっていることがある。それはＭＡＲといえども、彼らの勢いを止めることはできないということだ。

　領主選争は間違いなく、終わりに向かって動き始めている。

４

　殴られたように浅く陥かん没ぼつした通路の底に、香か菅すが谷や雫しず梨りは倒れていた。

　半分、瓦が礫れきに埋もれたような、悲惨な姿だ。彼女のコートはあちこちが焼け焦げ、ほとんど原形を留とどめていない。その下の制服もボロボロだ。

「カス子！」

　古こ城じようは素手で瓦礫を払いのけながら、倒れていた雫梨を抱き上げた。ぐったりとした彼女を乱暴に揺らして、耳元に必死で呼びかける。

「カス子！　おい、カス子、しっかりしろ！」

「……香菅谷雫梨・カスティエラ、ですわ……誰がカス子ですの……！」

　眉み間けんにしわを寄せながら、雫梨が不機嫌そうに目を開けた。無残に破れた着衣とは対照的に、雫梨自身にはほとんど傷がない。相変わらずの呆あきれた頑健さだ。

「無事なのか、カス子？」

「当然……聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスの加護ですわ……っ!?」

　雫梨が頭を振りながら起き上がろうとした瞬間、ビリと、どこかで布が裂ける音がした。瓦礫に引っかかっていた雫梨のスカートから、ホックだかファスナーだかが弾はじけ飛び、するりと無抵抗に脱げ落ちる。

　ぎゃああああああ、と獣めいた悲鳴を上げて、雫梨がその場にしゃがみ込んだ。

　咄とつ嗟さに顔を背けた古城を、彼女は涙目になって睨にらみつけ、

「み、見ましたわね!?」

「おまえが自分で破ったんじゃねーか！」

「うううっ……」

　雫梨は唇を歪ゆがめながらスカートを引っ張り上げ、剣けん帯たいを利用して無理やり腰に巻きつけた。スカート丈は思いきり短くなっているが、どうにか誤ご魔ま化かせなくもない状態だ。

「まあ、とりあえず無事でよかったな。たいした怪我けがもないみたいだし」

「全然無事ではありませんし、あなたが言うといやらしく聞こえますわ」

　スカートの裾すそを押さえたまま、雫梨が不機嫌そうに言い返す。

　なんでだよ、と古こ城じようは歯を剝むいて、それから不意に眉まゆを寄せた。終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒の一人が、すぐ近くに倒れていることに気づいたのだ。

　かろうじて息はあるようだが、全身を派手に斬きり裂かれてかなりの重傷だ。屈強な魔族でなかったら、とっくに落命しててもおかしくない。

「彼女は？　おまえがやったのか？」

「いえ、わたくしではありません」

　困惑したように尋ねる古城に、雫しず梨りが硬い表情で答えてくる。

「だけど、この鬼族オグレス……」

「ええ。終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒ですわ。ですけど、彼女は、シャフリヤル・レンの攻撃からわたくしを庇かばって──」

「シャフリヤル・レン……？　ＭＡＲの総そう帥すいの？」

　古城は驚きに目を眇すがめた。世界的大企業の経営トップであるレンは、古城でも名前を知っている有名人だ。ＭＡＲの総帥が終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒を攻撃して、終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒が雫梨を庇う。どうしてそんなことになったのか、状況がまったくわからない。

　しかし雫梨はそれ以上なにも答えずに、使徒の応急処置を始めた。初歩的な治癒魔術による止血と傷口の再生だけだが、本職の治癒術士ヒーラーではない彼女にはそれが限界だ。

「ここにある警備ポッドを破壊したのも、シャフリヤル・レンなのか？」

「はい？　いえ、そんなはずは……」

　周囲に散乱した無人兵器の残ざん骸がいを見回して、雫梨は言葉を失った。

　雫梨を包囲するように集まっていた警備ポッドや有脚戦車ロボツトタンクは、ざっと数えただけでも三十体近く。何者かがそれらを全滅させてくれたおかげで、雫梨はほぼ無傷で済んだのだ。

　無人兵器の残骸に残された傷跡は、終焉教団オーダー・ジ・エンドの女を傷つけた攻撃によく似ている。巨大な刃物を叩たたきつけたような、豪快にして乱暴な傷跡だ。

　だが、ＭＡＲの総帥であるシャフリヤル・レンが、ＭＡＲの無人兵器を破壊する理由はない。

　どういうことだ、と古城たちが首を傾げたとき、通路の奥で銃声が鳴った。続けて、車輪が床とこすれるような耳障りな旋せん回かい音おん。無人兵器が何者かと戦闘しているのだ。

「はっはーっ──！」

　後退する有脚戦車ロボツトタンクを追いかけて、小柄な人影が闇やみの中から飛び出してくる。流行遅れのストリートファッションに身を包んだ、ドレッドヘアの若者だ。彼の左手首に嵌はまっているのは、囚人を繫つなぎ止める手て枷かせのような金色の腕輪。それと同じものを、古城は前に見たことがある。

「逃がさねえっつってんだよ、オラァ！　喰くらいやがれ、轟ごう嵐らん砕さい斧ふ！」

　興奮したように顔を歪ゆがめて、ドレッドヘアの若者が右腕を振り上げた。

　その瞬間、見えない刃やいばに斬り裂かれたように、有脚戦車ロボツトタンクの機体が砕け散る。

「ざまぁ！　ったく、てこずらせやがってよぉ……！」

　軽く肩を弾はずませながら、若者は勝ち誇ったように哄こう笑しようした。

　そこでようやく古こ城じようたちの存在に気づいたように、彼は訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。そんな若者を指さして、古城は思わず声を上げる。

「おまえ……っ！　いつかの脱獄囚の……！」

「あ？　誰かと思えば第だい四よん真しん祖そのガキじゃねえか。今ごろなにしに来やがったんだよ？」

　ケッ、と唾つばを吐き捨てながら、若者が横おう柄へいに訊きき返してくる。

　シュトラ・Ｄというのが、彼の名前だ。昨年の闇やみ誓せい書しよ事件の際に、監獄結界から脱走した脱獄囚の一人である。紗さ矢や華かとの戦いに敗れたあとで監獄結界に連れ戻されて、その後の彼は、南みな宮みや那な月つきの監視下にあるはずだった。

「この下品な男はあなたの知り合いですの、古城？」

　鬼族オグレスの女の治療を続けながら、雫しず梨りは不愉快そうに顔をしかめる。

「いや、知り合いってわけでもないんだが……」

「ああっ!?　なんだてめェ、やんのか、ブス！」

　歯切れの悪い古城の言葉を遮って、シュトラは雫梨を怒鳴りつけた。

　ブッ、と雫梨が絶句する。こめかみを小さく引ひき攣つらせながら、それでも雫梨は、超人的な努力で怒りを自制して、

「わ、わたくしを助けたのは、あなたですの？」

「はあ？　誰だよ、おまえ。俺は俺の邪魔をする連中をぶっとばしただけだっつーの。おまえなんか知るか、ボケェ」

「ボ……ボケェ……!?」

「なんでおまえがキーストーンゲートの中をうろついてるんだ？」

　雫梨がぶち切れて暴れ出す前に、と古城は急いでシュトラに確認した。

　シュトラは、そんな古城を鬱うつ陶とうしげに見返して、

「シャフリヤルの野郎をぶっ殺しに来たんだよ。あのクソムカつく〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟から特別に外出許可をもらってよ」

「シャフリヤル？　ＭＡＲ総そう帥すいのシャフリヤル・レンのことか？」

「総帥だぁ？　ずいぶんと偉そうな肩書きだな。あのコソ泥野郎がよ」

「コソ泥？」

　古城は戸惑いの表情で訊いた。シュトラは忌々しげにうなずいて、

「おう。シヤフリヤル・Ｒレンの野郎は、俺と同じ〝天てん部ぶ〟の生き残りなんだよ」

「〝天部〟？　古代の神々の末まつ裔えい……ですの？　あなたが？」

　雫梨がぽかんと目を丸くした。シュトラは苛いら立だったように歯を剝むいて、

「ああ!?　なんか文句あんのか!?」

「……同じ〝天部〟の生き残りを、どうして殺す必要があるんだ？」

　古こ城じようは半ばうんざりとしながら質問を続けた。いちいちシュトラと雫しず梨りがいがみ合っているせいで、まったく話が進まない。

「野郎はコソ泥だって教えてやっただろうがよ」

　シュトラが足あし下もとの瓦が礫れきを乱暴に踏み砕く。

「シヤフリヤル・Ｒレンは〝天てん部ぶ〟の遺産を奪って地上に降りた反逆者なんだよ。俺たちはそれを取り返すためにあいつを追ってたんだ。生き残ったのは俺一人になっちまったし、邪じや魔まな連中を片っ端からぶっ殺したせいで、いつの間にか犯罪者扱いされてたけどな」

「……〝天部〟の遺産？」

　思いがけないシュトラの告白に、古城は興味を惹ひかれる。

　しかしシュトラは、しゃべりすぎたと言わんばかりに舌打ちして、

「おまえら原始人どもじゃ逆さか立だちしたって真似まねできねえ、超ハイレベルな魔術で生み出された激ヤバな魔ま具ぐだよ。それ以上は教えてやんねえ」

「自分でもわかっていないんじゃありませんの？」

　雫梨が半はん眼がんになって問い返す。シュトラは図星を指されたかのようにウッとうめいて、

「うっせえよ、バーカバーカ！　まあいい、てめえらの相手なんかしてる場合じゃねえ。俺はもう行くからな。邪魔するなよ、第だい四よん真しん祖そ。余計なことをしたら、てめえからぶっ飛ばす」

　古城たちを意味もなく威い嚇かくしながら、シュトラはキーストーンゲートの通路の奥へと消えていく。なぜかひどい疲れを感じて、古城は深々と溜ため息いきをついた。

「なんなんですの、あの下品な男は……！」

　雫梨がわかりやすく不機嫌な態度で大きく頰ほおを膨らます。

　古城は苦笑しながら肩をすくめて、

「だけど、あいつが言ってるのはたぶん本当のことだ。でなきゃ、那な月つきちゃんがあいつを自由にするはずがないし、ＭＡＲが魔ま導どう企業としていきなり成長したのは、〝天部〟の技術を使ってるからって噂うわさもどこかで聞いたことがある。それに、ＭＡＲの総そう帥すいが、〝吸血王ザ・ブラツド〟とつるんでた理由にも説明がつくしな」

「〝吸血王ザ・ブラツド〟……そう……でしたわね」

　雫梨が声を小さくして呟つぶやいた。〝吸血王ザ・ブラツド〟は第四真祖と同じく、人工的に造られた吸血鬼だ。そして彼を造ったのは、〝天部〟の人々なのである。

　シャフリヤル・レンがその古代超人類たちの末まつ裔えいであるのなら、彼が〝吸血王ザ・ブラツド〟の正体を知っていたことにも不思議はない。わからないのは、〝吸血王ザ・ブラツド〟を利用しようとしているシャフリヤル・レンの目的だけだった。

　それを確認するためにシュトラを追うべきか、それとも雫梨を連れていったん戻るのが正解か──どうする、と古城が自問していると、突然、頭上から奇妙な鳴き声が聞こえた。

　甲かん高だかい少女の叫びに似た魔ま獣じゆうの吠ほえ声ごえだ。

『だーっ！』

　キーストーンゲートの天井の裂け目から、巨大な翼を羽ばたかせて、鋼はがね色いろの龍りゆうが舞い降りてくる。その姿を見た雫しず梨りが、ぎょっと目を剝むいた。

「……ド、龍族ドラゴン……!?」

「待て、カス子！　あいつは──」

　剣に手を伸ばす雫梨を、古こ城じようが制止する。龍の背中に乗っているのは、見知った顔の少女が二人だ。それに気づいて、雫梨も動きを止めた。

「先輩！」

「暁あかつき古城！　まだ生きてる!?」

「姫ひめ柊らぎ！　煌きら坂さか……！」

　着地した龍の背中から、雪ゆき菜なと紗さ矢や華かが降りてくる。ほかに誰も乗っていないことを確認して古城は不安げに拳こぶしを握った。

「アヴローラは……!?」

「攫さらわれたわ。その……〝吸血王ザ・ブラツド〟に……」

　古城の質問に、紗矢華が弱々しく答えて目を伏せる。古城は啞あ然ぜんとしたように息を吞のみ、

「なっ……!?」

「すみません。先輩、わたしは……」

「ち、違うの、暁古城！　雪菜は悪くないの！　雪菜はアヴローラ・フロレスティーナを護まもろうとしたのよ！　だけど──」

　泣き出す直前の子どものような声で告げようとする雪菜を、紗矢華が慌てて背後に庇かばった。

『だっ！』

　そのとおり、と言わんばかりに鋼色の龍が首を縦に振る。

「悪い、頭が混乱してきた」

　古城はこめかみを掌てのひらで押さえて、目を閉じた。第だい二に真しん祖その領地ドメインにいたはずのアヴローラが〝吸血王ザ・ブラツド〟に攫われ、アヴローラを殺しに行ったはずの雪菜が、彼女を護ろうとしたが失敗した、ということか。状況が込みいりすぎていて、話を聞いてもよくわからない。

「とにかく、アヴローラは〝吸血王ザ・ブラツド〟と一緒にいるんだな？」

「はい。第二真祖の話では、彼はキーストーンゲートに戻っているはずだと」

　雪菜が、通路の先の階段を見つめて言った。

　キーストーンゲートは海面下に四十階層もの地下構造を持っているが、そこに辿たどり着くためには、古城たちのいる広間部分を通らなければならない。

　つまり〝吸血王ザ・ブラツド〟がいるとすれば、キーストーンゲートの地上部分。その階段を上っていけば、いつかは彼の元に辿り着くはずだ。

「そいつは話が早くて助かるな。アヴローラを取り返して、領主選争も終わらせる──一石二鳥ってやつだ」

　古こ城じようが強気に言い放つ。このままなにもせずに時間が経たてば、それだけ〝焰えん光こうの宴うたげ〟が起きる可能性は高くなるのだ。多少危険でも、〝吸血王ザ・ブラツド〟を倒して領主選争を終わらせるのは合理的な選択だった。

「古城……！」

　雫しず梨りが鬼族オグレスの女性の治療を続けながら、不安そうに古城を見上げてくる。古城は彼女に明るく微笑んで、

「カス子は、その女ヒトを連れて先に戻っててくれ。叶かな瀬せのオッサンなら、なんとかしてくれるはずだ。グレンダ、カス子のことを頼む」

『だ！』

　古城に頼られた鋼はがね色いろの龍りゆうが、嬉うれしそうに巨大な尻尾しつぽを振る。

　ＭＡＲや終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒との戦いで、雫梨は体力を消耗しきっている。これ以上は戦えないと、雫梨自身わかっているのだろう。古城の一方的な提案を、彼女はめずらしく素直に受け入れた。だが、

「古城！」

「え？」

　雫梨に突然呼び止められて、古城は無防備に振り返る。その古城に音もなく近づいて、雫梨は素早く顔を寄せてきた。彼女の柔らかな唇が、古城の唇にがっつりと重なる。

　なにが起きたのか理解できずに、古城はその姿勢で硬直する。
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「カ……カス子……？」

「あ……あ……」

　キスをしてきた雫梨のほうが、頰ほおを真っ赤にしてうろたえる。彼女としても本来は、古城の頰に軽くキスをする程度のつもりだったのだろう。しかし慣れないことをしたせいで、思いきり目測を誤ってしまったらしい。

　それでも彼女は、計算どおりといわんばかりに余裕ぶって胸を張り、

「あなたに聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスの加護を授けますわ！　感謝なさい！」

「お、おう……」

　逃げるように古城から離れる雫梨を眺めて、古城はやれやれと嘆息する。

　そんな古城の横顔を、雪ゆき菜なと紗さ矢や華かが、凍いてつくような無感情な瞳で眺めていた。

５

　地上十階建てのキーストーンゲートの非常階段を、古城たちは徒歩で上っていく。

　エレベーターもエスカレーターも停止していたし、眷けん獣じゆうで狙ねらい撃うたれる可能性を考えればグレンダに空から運んでもらうわけにもいかない。結局、歩くよりほかに選択肢がなかったのだ。

「暁あかつき古こ城じよう！　あの子、誰？　なんであなたに、キ、キスを……!?」

　地上八階まで上ってきたところで、それまで沈黙を貫いていた紗さ矢や華かが、唐とう突とつに古城に訊きいてくる。怒気を孕はらんだ彼女の表情に、古城は軽く戸惑って、

「なんでおまえが怒ってるんだ？」

「ふ、ふぐっ！」

　まさか質問で返されるとは思っていなかったのか、紗矢華がわかりやすくうろたえる。古城はいかにも面倒臭いという表情で、彼女をちらりと振り返り、

「だいたいキスっていうか、あんなのおまじないみたいなもんだろ」

「おまじないならなんでも許されるっていうなら、今ここで腹をかっさばいてみなさいよ!?」

「どんなおまじないだよ!?　恐こえェよ！　姫ひめ柊らぎもなんとか言ってやってくれ」

　なぜかいきなり逆上した紗矢華を、古城は困惑しながら見つめた。

「そうですね」

　しかし助けを求められた雪ゆき菜なは、紗矢華以上に不機嫌そうな表情で古城を睨にらむ。

「そもそもどうして先輩がキーストーンゲートにいるんですか？　自分の立場がわかってるんですか？　もし先輩が無茶をして〝焰えん光こうの宴うたげ〟が起きたらどうするつもりだったんですか？」

「文句があるならカス子のヤツに言ってくれ。あいつが一人でキーストーンゲートに乗りこんだりしたから仕方なかっただろ。おまけに未確認魔獣アンノウンまで出やがるし……」

「もしアヴローラさんの犠牲が無駄になっていたとしても、同じことが言えますか？」

　雪ゆき菜なが責めるような口調で古こ城じように訊きいた。

　そこで古城は、雪菜が怒っている理由にようやく気づく。古城が、雪菜ではなく雫しず梨りの救出優先したことで拗すねているのかと思ったが、そうではなかった。

　雫梨がキーストーンゲートに突っこんで危機に陥ったのは、ある意味、雫梨の自業自得だ。

　そんな彼女を助けるために、古城が暴走して〝宴うたげ〟を引き起こしたら、なにもかもが無意味になってしまう。一人で領主選争を終わらせようとした雫梨の無謀な行動も、アヴローラを殺してでも〝宴うたげ〟の発動を止めようとした雪菜の決断も。そしてアヴローラの命すらも。

　古城は飼い主に[image: ]しかられた小犬のようにうな垂だれて、ぼそぼそと弱気に言い訳する。

「アヴローラには、姫ひめ柊らぎがついてるから大丈夫だと思ったんだよ」

「え……？」

　雪菜が戸惑ったように瞳を揺らした。罪悪感に耐えきれないというふうに、彼女は自分の胸元を押さえ、

「で……ですけど、わたしはアヴローラさんを……殺すつもりで……」

「ニャンコ先生たちにはそう言われたんだろうけど、姫柊がそんなことするわけないだろ。なあ、煌きら坂さか。おまえだってついてるんだし」

「え？　ま、まあ、そうね。暁あかつき古城にしてはいいことを言うじゃない」

　突然話を振られた紗さ矢や華かが、うんうん、と誇らしげに何度もうなずく。

　雪菜は頰ほおを赤らめつつも、複雑な表情を浮かべてしばらくうつむいていた。だが、やがて気を取り直したように彼女は力強く顔を上げ、

「気をつけてください、先輩。〝吸血王ザ・ブラツド〟がアヴローラさんを攫さらったのは──」

「わかってる。俺にアヴローラを喰くわせないため、だろ？」

　古城が苦々しげに唇を曲げる。

「はい。〝焰えん光こうの宴うたげ〟を引き起こすことが〝吸血王ザ・ブラツド〟の望みですから」

「それを聞いて安心したぜ。少なくともそれまではアヴローラは安全ってことだからな」

「はい……」

　雪菜は少し驚いたように眉まゆを上げた。〝吸血王ザ・ブラツド〟は、アヴローラに決して危害を加えない。加えることができない理由がある。アヴローラを攫われて、古城が追い詰められていることに変わりはないが、状況は最悪なだけではない。

「大丈夫だ。〝焰えん光こうの宴うたげ〟は起こさない。アヴローラも消滅させない」

　古城が雪菜を見つめて笑う。どこか突き抜けたような清すが々すがしげなその笑顔に、雪菜はわけもなく怯おびえて足を止めた。それでも構わず古城は続ける。

「だけどもし俺の眷けん獣じゆうたちが暴走したときは、姫柊、おまえが俺を殺してくれ」

「先輩……!?」

「それが出来るのは姫ひめ柊らぎだけなんだろ？　凪なぎ沙さや矢や瀬ぜや、学校の連中、みんなの記憶を奪って生きるよりも、おまえに殺されたほうがいい。だから、頼む」

　なんの気負いもない古こ城じようの依頼に、雪菜は言葉をなくす。

　雪ゆき菜なは獅し子し王おう機き関かんから派遣された第だい四よん真しん祖その監視役だ。第四真祖が大規模魔ま導どう災害の原因になるのなら、その前に滅ぼすのが彼女の使命である。

　古城はその事実を確認しただけだ。なにもおかしなことは口にしていない。

　だが雪菜は、古城の願いにうなずくことができなかった。

「……わたし……わたしは……」

　銀色の槍やりを握る手を震わせて、雪菜が声を詰まらせた。

　そして雪菜が答えを口にする前に、頭上から静かな声が聞こえてくる。

「心配要りませんよ、姫柊雪菜。そんなことは我ワタシがさせません」

　雪菜はハッと顔を上げ、紗さ矢や華かが反射的に剣を構えた。

　古城が目つきを険しくして、声が響いてくる方角を見上げる。

　長い階段の先、吹き抜けのキーストーンゲート最上階の通路に、金髪の少年の姿があった。

　外見年齢は十歳前後だろうか。サイズの合わなくなった燕えん尾び服ふくの袖そで口ぐちを折り返しているが、微笑ほほえましいほどに似合わない。しかし彼の双そう眸ぼうは、炎のように碧あおく輝いている。

「〝吸血王ザ・ブラツド〟……！」

　雪菜が少年へと槍を向けた。

「しばらくみないうちにずいぶん縮んだじゃねーか、〝吸血王ザ・ブラツド〟」

　古城はゆっくりとした足取りで階段を上って、少年と同じフロアへと辿たどり着く。

〝吸血王ザ・ブラツド〟の背後には、高さ二メートルほどの氷の塊かたまりが置かれていた。

　透明な氷ひよう塊かいの中で眠っているのは、アヴローラだ。万が一にも、彼女の中の眷けん獣じゆうが解放されないように、氷漬けにして封印したのだろう。ひどく腹立たしいことではあるが、アヴローラの安全を考えれば間違ったやり方というわけではない。

「それに、ずいぶんひどいザマだな。アヴローラを今すぐ返してごめんなさいすれば、お仕置きは勘弁してやるぜ？」

　傷ついた〝吸血王ザ・ブラツド〟の姿を眺めて、古城が挑発的に唇の端を吊つり上げる。

「残念ですが、それは出来ません。我ワタシには、〝宴うたげ〟の開催を諦あきらめる理由がないんです。見てのとおり、失敗作である我ワタシの寿命は残りわずかですから」

　吸血鬼の少年が、自じ嘲ちようするように笑った。〝吸血王ザ・ブラツド〟の右腕は失われ、再生が始まる気配はない。ダメージを修復するだけの〝負の生命力〟が、彼にはもう残されていないのだ。こうしている今も彼の肉体からは魔力が消失し、致死的な若返りが加速している。

「ですが、時間が残されていないのはあなたも同じでしょう、暁あかつき古城？　今のあなたの状態で、眷けん獣じゆうたちの暴走をいつまで抑えておけますか？」

　古こ城じようは、〝吸血王ザ・ブラツド〟の冷静な指摘に苦笑した。

　たとえ残された寿命がわずかでも、〝吸血王ザ・ブラツド〟の能力は古城と同等──否いな、十二体目の眷獣を保有しているぶん、彼のほうが上だろう。そんな〝吸血王ザ・ブラツド〟と戦えば、より強大な魔力を求めて、古城の眷獣たちが暴走を始める可能性は高かった。

「なるほどな……おまえが寿命を使い切るのが先か、俺が限界を迎えるのが先か、勝負ってわけだ。そういうわかりやすいのは嫌いじゃないぜ」

「偶然ですね。実は我ワタシもです」

　冗談めかした口調で、〝吸血王ザ・ブラツド〟が答えてくる。

「ですが、本当にいいのですか？　たとえ我ワタシを倒しても、あなたは〝焰えん光こうの宴うたげ〟を防ぐために、十二番目ドウデカトスを消滅させなければならないのですよ」

「さあ……それはどうだろうな」

　古城がはぐらかすように首を振る。〝吸血王ザ・ブラツド〟は不ふ興きようげに眉まゆを寄せ、わずかに語気を荒くした。

「領主選争や他の真しん祖そたちとの接触は、ただのきっかけに過ぎない。たとえこの戦いを乗り切ったとしても、あなたはいつか十二番目のアヴローラを喰くらうことになる！　あなたはそれを知っているはずだ！」

「そうかもな」

「暁あかつき古城……！」

〝吸血王ザ・ブラツド〟の全身から、抑えきれない怒気があふれ出す。

「それでもあなたは我ワタシと戦うのですか、暁古城──哀れな姉様を消滅させるために！　ならば我ワタシは、我ワタシに残された力のすべてを使ってあなたを止めてみせる！」

「──いいえ、させません！」

　古城の横を駆け抜けて、雪ゆき菜なが〝吸血王ザ・ブラツド〟へと突進した。

　領主選争を終わらせるだけならば、古城が戦う必要はない。古城の眷獣が暴走を開始する前に、雪菜が〝吸血王ザ・ブラツド〟を倒してしまえばいいのだ。〝静寂破りペーパーノイズ〟の能力と〝雪せつ霞か狼ろう〟があれば、それは決して不可能なことではない。

　雪菜が〝静寂〟──存在しないはずの時間を発動する。

　だが、雪菜の絶対先制攻撃の権利は、予想外の形で邪魔された。

　雪菜が発動した〝静寂〟に、同じ〝静寂〟を操る誰かが割りこんできたのだ。

「駄目よ」

「っ!?」

　目の前に突然現れた女が、拳こぶしに嵌はめた銀色の金具で、雪菜の槍やりを受け止める。

　驚く雪菜を見て、彼女はにこやかに笑ってみせた。文句のつけようのないゴージャスな美形。太陽の輝きを思わせるカラリとした陽性の笑みだ。

「あなたの相手は、あたし」

「ザナ・ラシュカ……さん!?」

　女の正体に気づいて、雪ゆき菜ながうめいた。〝静寂〟が破れて存在しないはずの時間が消失し、通常の時間の流れが戻ってくる。古こ城じようや紗さ矢や華かには、なにが起きたのかまだわかっていない。突然現れた美女の姿に、呆気あつけにとられているだけだ。

「第だい一いち真しん祖その〝血の伴はん侶りよ〟が!?　どうして……!?」

　雪菜は槍やりを構え直しながら、ステップを踏んで後退する。

　しかし質問を口にしながらも、雪菜はその答えをすでに知っていた。

　第一真祖は、領主選争の参加者という名目で、絃いと神がみ島じまに滞在している。つまり〝吸血王ザ・ブラツド〟が敗北して領主選争が終わっては都合が悪いということだ。ザナはそんな第一真祖の意向を汲くんで、〝吸血王ザ・ブラツド〟に手を貸すことにしたのだろう。

　もちろんただの気まぐれという可能性も捨てきれない。それくらい身勝手な性格でなければ、吸血鬼の真祖の〝伴侶〟が務まるとは思えないからだ。

「雪菜！　伏せて！」

　紗矢華が雪菜を援護するために、ザナの足あし下もとに向かって斬ざん撃げきを放つ。建物の床を斬きり裂いて、ザナを階下に叩たたき落とそうとしたのだ。

　だが、ザナは左手のメリケンサックを一いつ閃せんして、紗矢華の攻撃をかき消してしまう。

「擬似空間切断を……無効化した!?」

「神しん格かく振しん動どう波は……！　どうして……!?」

　紗矢華と雪菜は、非常識なまでに圧倒的なザナの力に激しく動揺する。〝雪せつ霞か狼ろう〟と〝煌こう華か麟りん〟──獅し子し王おう機き関かん秘蔵の武ぶ神しん具ぐを、彼女は、メリケンサックなどという原始的な武器で翻ほん弄ろうしてみせたのだ。

「あら、やだ、あなたもすごく可愛かわいい……気に入ったわ」

　金髪に近い華やかな赤毛をかきあげて、ザナ・ラシュカは、ちらりと唇を舐なめた。雪菜たちを挑発するように手招きして、彼女は美しい微笑ほほえみを浮かべる。

「二人とも、一緒に相手してあげる。さあ、踊りましょう」
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　どこからともなく突然現れた赤毛の美女と、雪菜たちが激しい戦いを始めていた。彼女たちを視界の片隅にとらえたまま、古城は〝吸血王ザ・ブラツド〟と睨にらみ合っている。

　古城も〝吸血王ザ・ブラツド〟も、共に限界が近い。戦いはおそらく一瞬で決着する。拳銃使いガンスリンガー同士の決闘のような息苦しい沈黙が、古城たちの緊張を高めていく。

「前に我ワタシが言ったことを覚えていますか、暁あかつき古こ城じよう」

〝吸血王ザ・ブラツド〟の小さな身体からだが、深紅の霧きりに包まれた。撒まき散ちらされた膨大な魔力が、獣の姿へと変わる。

「今の不完全なあなたでは我ワタシには勝てないと！　それは今も同じです！」

　古城の背中から噴き出した魔力が、漆しつ黒こくの翼となって〝吸血王ザ・ブラツド〟を襲った。

　だが、少年の幼い肉体を刺し貫く寸前、古城の翼が弾はじけ飛ぶ。〝吸血王ザ・ブラツド〟が展開した黒い翼が、古城の翼を撃ち落としたのだ。

「っ！」

「無駄です、暁古城。我ワタシは第だい四よん真しん祖その試作品プロトタイプ。たとえ未完成の失敗作であっても、あなたに出来ることは我ワタシにも出来る！」

〝吸血王ザ・ブラツド〟が余裕の笑みを浮かべて吼ほえる。

　眷けん獣じゆうたちの暴走を抑えたまま彼を倒さなければならない古城に対して、〝吸血王ザ・ブラツド〟は、たとえ自分が消滅しても、古城を追い詰めることさえできればいい。これは最初から圧倒的に古城に不利な戦いなのだ。

「そしてあなたが魔力を使えば使うほど、〝宴うたげ〟の刻限は近づいてくる！　我ワタシの勝ちです、第四真祖！」

〝吸血王ザ・ブラツド〟が生み出した漆黒の翼が、次々に古城の肉体を貫いた。

　古城の口から鮮血がこぼれ、視界が深紅に染まっていく。

　血染めの床に片かた膝ひざを突きながら、古城は獰どう猛もうに笑って前を向く。

　勝ち誇る〝吸血王ザ・ブラツド〟の背後には、透き通る美しい氷ひよう塊かいが置かれていた。その中では美しい金髪の少女が、胎児のように膝を抱えて眠っている。

　彼女と初めて出会ったときと同じように──

「響かぎりよ！」

　紗さ矢や華かが銀色の呪じゆ符ふをばらまいた。猛もう禽きんの姿へと変化した呪符たちが、あらゆる方角からザナ・ラシュカに襲いかかる。

「──鳴なる雷いかずち！」

　紗矢華の式しき神がみたちを目め眩くらましに使って、雪ゆき菜なは、回転しながらの跳とび膝ひざ蹴げりをザナへと叩たたきこんだ。長い間、共に暮らしてきた雪菜と紗矢華の連携は完かん璧ぺきだ。途切れることのない全方位からの同時攻撃は、ザナに〝静寂破りペーパーノイズ〟を使う隙すきを与えない。だが、

「シャッセ！」

　ザナの身体からだは蜃しん気き楼ろうのように揺らいで、雪菜の攻撃を簡単にすり抜ける。

「グリッサードアッサンブレ──グランジュッテ！」

「なに、この動き……!?」

　紗さ矢や華かが焦りに表情を歪ゆがめた。

　彼女の放った式しき神がみたちが、ザナに触れることもできずに次々に弾はじけ飛ぶ。

　ザナは、熟達した踊り子のようにフロア上を自在に動き回り、その異様な動きに雪ゆき菜なたちはついていけない。剣けん巫なぎの未来視をもってしても、ザナの動きに翻ほん弄ろうされてしまう。

「フェッテ！」

　高々と振り上げたザナの右脚が、鞭むちのようにしなって紗矢華を襲った。紗矢華が右手を押さえてうめき、吹き飛ばされた長ちよう剣けんが床に転がる。

「──フェッテ！　フェッテ！　フェッテ！　フェッテ！　フェッテ！」

「なっ……!?　くっ……！」

　ザナが、旋せん回かいしながら超高速の連続蹴げりを放つ。両腕を交差させて直撃を防ぐ紗矢華だが、ザナはガードなどお構いなしだった。長身の紗矢華が紙のように吹き飛ばされて、吹き抜けのフロアの隅まで追い詰められる。

「紗矢華さん!?」

　一方的に打ち据えられる紗矢華を見て、雪菜が短く悲鳴を上げた。

　しかし紗矢華を援護したくても、旋回を続けるザナには隙がない。迂う闊かつに割って入れば、逆に紗矢華を攻撃してしまうことになりかねない。

　そして紗矢華も、一方的にやられっぱなしでいるような殊勝な性格ではなかった。限界を超えた呪的身体強化フイジカルエンチヤントの重ねがけで、ザナの蹴りを強引に受け止め、防御を無視した捨て身の反撃に出る。

「この……塡ちん星しよう／歳さい破は！」

「わお！」

　紗矢華が放ったのは、鍛えることができない必殺の急所──横隔膜を狙ねらった至近距離からの掌しよう打だ。ザナは仕方なくそれを防御する。予想を超えた紗矢華の抵抗に、ザナの瞳が歓喜に輝く。

　結果的に防がれることになった紗矢華の掌打だが、それまで完全無欠だったザナの動きに、綻ほころびが生じた。針の穴ほどのわずかな綻びだが、彼女が見せた初めての隙すきだ。

「──獅し子しの神み子こたる高たか神がみの剣けん巫なぎが願い奉たてまつる」

　銀色の槍やりを構えて、雪菜が舞った。〝雪霞狼〟が増幅した膨大な霊気をまとうことで、雪菜の身体能力は一時的に人じん外がいの領域まで到達する。戦闘技術ではザナには勝てない。彼女を凌りよう駕がするには、純粋な力で圧倒するしかない。

「へえ……素敵。そういうの、大好きよ」

　雪菜の思惑を悟ったザナが破は顔がんした。そして彼女は、雪菜たちが知らない構えを取る。舞踏の王と称される神の姿によく似た美しい構えだ。

「破は魔まの曙しよ光こう、雪せつ霞かの神しん狼ろう、鋼はがねの神しん威いをもちて我われに悪あく神じん百ひやつ鬼きを討うたせ給たまえ！」

「九つの夜ナヴラートリ、第一の女神デーヴイー──〝逼せまり難がたき者〟よ！」

　銀色の金具を嵌はめたザナの拳こぶしと雪ゆき菜なの槍やりが、真正面から激突する。圧縮された霊気が一気に弾はじけ飛び、雪菜たちはそれぞれ後方へと吹き飛ばされた。

　爆発的な霊気の輝きがフロアを満たし、古こ城じようと〝吸血王ザ・ブラツド〟の視界を奪う。

　だが、その眩まばゆい閃せん光こうの中でも、古城は氷ひよう塊かいに囚とらわれた少女だけを見つめていた。

「アヴローラ──俺の声が聞こえるか？」

　口の中だけで、古城が呟つぶやく。

　もちろん彼女の返事は聞こえない。

　しかし、古城は知っていた。彼女と自分の中に流れる第だい四よん真しん祖その血が、お互いの魂を繫つないでいる。過去の記憶と未来への意志を。

　古城の背中に生えた十一枚の翼が、十一体の眷けん獣じゆうの姿へと変わる。

　その破壊的な魔力の奔ほん流りゆうは、キーストーンゲートの屋根を呆気あつけなく吹き飛ばした。

　頭上に広がっているのは、夜明け前の空。オーロラのような朝焼けが広がる暁あかつきの空だ。

　古城がすべての眷獣を召喚したことに、〝吸血王ザ・ブラツド〟は一瞬動揺したように目を見開く。そして彼も、すぐに十二体すべての眷獣を解放した。

　第四真祖の眷獣と、それらと同等の力を持つ漆しつ黒こくの眷獣が激突する。

　だが〝吸血王ザ・ブラツド〟は、古城にはない十二体目の眷獣を持っている。互いの力が対等であれば、古城は絶対に彼には勝てない。

　そう。十二体目の眷獣が解放されない限り、絶対に──

「今度こそおまえの本当の願いを叶かなえてやる！　おまえを俺たちの学校に──彩さい海かい学園に連れて行ってやる。浅あさ葱ぎや矢や瀬ぜや凪なぎ沙さと──この俺と一緒に！」

　氷塊の中で眠る少女に向かって、古城が手を伸ばす。

　少女の姿に異変が生じたのは、その直後だ。

　金色の髪が揺らめく陽炎かげろうのように色を変えた。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞼まぶたが開き、輝くような碧あおい瞳が古城を見る。彼女を包む氷が砕け散り、ほっそりとした腕が古城に向けて差し出される。駆け出した古城が彼女の手を握る。

　雪菜も、紗さ矢や華かも、ザナも、そして〝吸血王ザ・ブラツド〟も──その場にいる全員が、あり得ないその光景を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　古城とアヴローラは、ひと言も言葉を交わさない。

　一瞬だけ互いに見つめ合い、握り合った手を頭上へと掲げる。

　そして古城と彼女は同時に叫ぶ。まるで二人で一体の吸血鬼のように──

「──疾とく在あれ、〝妖姫の蒼氷アルレシヤ・グラキエス〟！」

　蒼あおく透き通る氷の妖よう鳥ちようが、夜明けの空に翼を広げた。

　純白の凍気が世界を包みこみ、目に映るすべてを氷結させる。

「暁あかつき……古こ城じよう……！」

　全身を白く凍いてつかせた〝吸血王ザ・ブラツド〟が、放心したように瞳どう孔こうを開いて、古城たちの姿を見つめていた。

　十二体目の眷けん獣じゆうが解放されない限り、古城は彼には勝てなかった。だが、十二体目の眷獣が目覚めてしまえば、勝敗を分けるのは互いの魔力の総量だ。

　自らの〝負の生命力〟にすら耐えきれない〝吸血王ザ・ブラツド〟が、無む尽じん蔵ぞうの魔力を誇る真しんの第だい四よん真しん祖そに勝てるはずもない。

「姉ねえ様さま……どうして……！」

　古城と手を繫つなぐアヴローラに、〝吸血王ザ・ブラツド〟が弱々しく問いかける。

　その直後、彼の全身は粉々に砕け散る。

　そして純白の霧きりとなり、〝無ケノン〟と名付けられた少年は、潮風に吹かれて完全に消えた。

７

「古城……」

　純白の凍気の霧の中で、碧あおい瞳の少女が古城を見つめている。

　彼女の冷え切った小さな身体からだを、古城は強く抱きしめた。

　互いの息がかかるほどの至近距離から見つめ合う。永遠に会えないような気がしていたのに、つい昨日まで一緒にいたような不思議な感覚だ。離ればなれになった半身とようやく再会したとき、こんな気持ちになるのかもしれない。

「やっと会えたな」

　古城がしみじみと呟つぶやくと、少女は小さく首を振った。

「我わが御み魂たまは常に汝なんじの傍らにあり」

「ああ、そうらしいな」

　寂しげに微笑ほほえんで、古城はうなずく。一度完全に消滅して、新たな肉体を得るまでの時間、アヴローラの魂は凪なぎ沙さの中にいた。古城は知らず知らずに彼女と同じ時間を過ごしていたのだ。

「それでもおまえに会えてよかった」

　古城が彼女に力強く告げる。

「我も──」

　少女の瞳から、涙が溢あふれた。それは喜びと、そして惜せき別べつの涙だった。

　十二番目の眷獣を解放したことで、彼女は封印としての役目を終えた。

　魔力を失った吸血鬼は、その肉体を維持できない。アヴローラ・フロレスティーナという少女は、このまま消える。今度こそ、完全に。

　それでも少女は儚はかなく微笑ほほえんで首を振り、

「この身が泡ほう沫まつの如ごとく消えようとも、斯か様ように汝なんじとまみえたこと、無上の喜びなり」

「いいや、今度こそおまえを失ったりはしない。絶対にな」

　半ば自分自身に言い聞かせるように、古こ城じようは決意の言葉を口にする。

　古城の瞳が深紅に染まった。不敵に笑った口元から、牙きばがのぞく。

「然されど……我わが身は崩壊の定めを免れず……」

　消滅を始めた自分の両手を見つめて、少女が頼りなく首を振った。

　古城は、そんな彼女を強引に抱き寄せた。少女がハッと目を見張る。

　彼女の細い首筋に、古城はそっと唇を這はわせた。柔らかな肌に牙を埋うずめていく。

「悪いな、アヴローラ」

「古城……汝は……！」

　少女の声が弱々しく途切れた。やがてそれは荒い吐息へと変わる。

　古城は彼女を抱きしめたまま、罪の意識を抱えて、祈る。

「生きろ、アヴローラ……！　この俺のすべての力と引き換えにしてでも……！」
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　白い静寂が、キーストーンゲートの最上階を満たしていた。

　上空で戦っていた眷けん獣じゆうたちは姿を消し、荒れ狂っていた魔力も完全に消滅している。古城と〝吸血王ザ・ブラツド〟の戦いは決着したのだろう。

　あとに残ったのは冷たい霧きりだけだ。

「終わった……の？」

　紗さ矢や華かが不安げに呟つぶやいて、切れた唇から流れた血を拭ぬぐう。

　雪ゆき菜なは目を閉じて無言でうつむいた。

　古こ城じようが十二番目の眷けん獣じゆうを解放した。それは彼が完全な第だい四よん真しん祖そとして覚かく醒せいし、アヴローラが消滅したことを意味している。〝焰えん光こうの宴うたげ〟は回避され、領主選争も終わりへと近づいた。

　だが、それが果たして古城の望んだ結末だったのか──雪菜にはわからない。

　紗矢華が、落としていた剣を拾い上げた。

　その直後、パチパチという疎まばらな拍手の音が、どこからともなく聞こえてきた。

　雪菜と紗矢華が反射的に身構える。

　立ちこめる霧の中から現れたのは、仕立てのいいスーツに身を包んだ白はく皙せきの中年男性だった。

「絃いと神がみ島じまの真の領主の誕生か」

　悠ゆう然ぜんと拍手を続けながら、男が言う。穏やかだがよく通る声だった。人前で話すことに慣れた人間の声だ。

「ＭＡＲ総そう帥すい……シャフリヤル・レン……」

　紗矢華が彼の名前を呼んだ。世界有数の巨大魔ま導どう産業複合体──マグナ・アタラクシア・リサーチ社のオーナー。政財界に大きな影響力を持つ大富豪だ。

　その男が、第四真祖の戦いの現場に現れて、愉たのしげな表情を浮かべている。

　彼が左右に従えているのは、護衛代わりの無人兵器。二台の対魔族用有脚戦車ロボツトタンクだった。

　だが、彼の左側にあった有脚戦車ロボツトタンクが、唐とう突とつに、ぐしゃりと音を立てて潰つぶれた。強化プラスチック製の装甲が真っ二つに割れ、内部の機械が飛び散った。激しい火花を撒まき散ちらし、戦車が機能を停止する。

「てめェ！　ようやく見つけたぜ、シャフリヤル！」

　通路の奥から現れたのは、ストリートファッションに身を包んだ、ドレッドヘアの若者だった。監獄結界からの元脱獄囚、シュトラ・Ｄだ。見えない刃やいばを振り回し、彼は、もう一台の有脚戦車ロボツトタンクも破壊する。

　そして最後にシュトラの視線は、シャフリヤル・レンへと向けられた。見えない刃を生み出すべく、シュトラが高々と右腕を掲げる。

「喰くらえ、轟ごう嵐らん──」

「騒々しいな」

　レンは表情を変えずに、左手の指をパチンと小さく鳴らした。

　その瞬間、シュトラの腹部から鮮血が散った。信じられないという表情のまま血の塊かたまりを吐き出して、彼は両りよう膝ひざから床へと崩れ落ちる。

「新たな王の御ご前ぜんを無用な血で汚すこともなかろうに……だが、あるいはこれも第だい四よん真しん祖その覚かく醒せいに相応ふさわしい演出なのかもしれないね」

　苦く悶もんの声を洩もらすシュトラを見下ろして、レンは無表情に告げた。

　彼が使ったのは、シュトラ・Ｄの見えない刃やいばと同じ能力だ。だが、速度と精度の桁けたが違う。シャフリヤル・レンの攻撃は、圧倒的に洗練されている。それはおそらく、〝天てん部ぶ〟としての格の違いなのだろう。

「……〝天部〟の念動力サイコキネシス……」

　紗さ矢や華かが震える声で呟つぶやいた。レンは大げさに苦笑して首を振り、

「神しん力りきと呼んでもらいたいね。超能力者……きみたちが過適応能力者ハイパーアダプターなどと呼ぶ、まがい物と一緒にされるのは不本意だしね」

「クソ……がっ！」

　血ち塗まみれで倒れたシュトラ・Ｄが、ＭＡＲの総そう帥すいを睨にらんで口汚く喚わめいた。そして彼は、必死の形ぎよう相そうで雪ゆき菜なたちに呼びかける。

「おい、女っ！　シャフリヤル・Ｒレンの野郎を止めろ！　そいつは、キーストーンゲートを開く気だ！」

「キーストーンゲートを……開く？」

　紗矢華が戸惑いの声を出す。

　キーストーンゲートとは建物の名前だ。絃いと神がみ島じまにとって重要な建造物ではあるが、実際に門と呼べるような部分があるわけではない。

　しかしシュトラの言葉を聞いたレンは、ほう、と感心したように眉まゆを上げた。

　そして彼は、スーツの懐ふところから剣を取り出す。ひどく古びた鋼はがね色いろの短剣だ。

「そろそろ顔を出してはくれないか、第だい四よん真しん祖そ。いや、元第四真祖と呼ぶべきかな──暁あかつき古こ城じよう」

　ようやく薄れ始めた霧きりの奥を睨んで、レンが呼びかけた。

　通路に響く足音の方角へと、雪菜たちも目を向ける。

　白い霧をかき分けて現れたのは、古城だった。だが、雪菜たちが知る古城とはどこか印象が違っている。金色に変化していた頭髪が、元の色に戻っている。そして彼の腕に抱かれていたのは、小柄な金髪の少女だった。

「先……輩……？」

「アヴローラ・フロレスティーナが消えてない……そうか……」

　雪菜と紗矢華が声を洩もらした。

　古城と〝吸血王ザ・ブラツド〟の戦いは決着した。十二番目の眷けん獣じゆうが解放されて、〝焰えん光こうの宴うたげ〟は回避された。しかし消滅するはずのアヴローラは、今も古城に抱きかかえられている。

「それがきみの選択か……暁古城。きみは第だい四よん真しん祖その力よりも、その少女を選んだのだな」

　鋼はがね色いろの短剣を握ったまま、レンがくっくっと笑い出す。

　その言葉で、雪ゆき菜なは古こ城じようの身になにが起きたのかを理解した。

　体内に封印した眷けん獣じゆうを解放すれば、アヴローラは消滅する。

　解放された眷獣は本来の宿やど主ぬしである第だい四よん真しん祖その許もとへと帰還し、人工の吸血鬼であるアヴローラは、魔力の源みなもとである眷獣を失って肉体を維持できなくなるからだ。

　だが、解放された眷獣が第四真祖の許に戻るというのなら、アヴローラそのものを第四真祖にしてしまえばいい──それが、古こ城じようの下した決断だ。

　魂の上書きオーバーライド。第四真祖の能力すべてを、アヴローラへと移し替える。

　もちろん古城が生まれついての第四真祖ならば、そんなことはできるはずがない。

　だが、古城はもともとただの人間。後天的に吸血鬼に変化した、イレギュラーな第四真祖だ。

　そして古城を第四真祖にしたのは、ほかならぬアヴローラなのである。古城はかつての第四真祖に、借り物の能力を返しただけだ。

　かくして最後の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟十二番目のアヴローラは、新たな第四真祖へと変わった。

　十二体の眷獣すべてを従えた完全なる第四真祖へと──

「世界最強の吸血鬼の力を、作りものの少女のために捨てる。実に劇的な幕切れだ。私にはまったく理解できないが──だが、まあいい。いずれにせよ、完全なる第四真祖が復活したことに変わりはない。絃いと神がみ島じまという祭壇に供く物もつを捧ささげ、今ここに大いなる門ゲートを開こう」

「供物……だと？」

　シャフリヤル・レンが掲げた短剣を見て、古城は表情を硬くする。

　鋼色に輝くその姿が、咎きゆう神しんの魔ま具ぐと呼ばれていた装備によく似ていると気づいたのだ。

「キーストーンゲートが……！」

　自分たちのいる建物の異変に気づいて、紗さ矢や華かがうめいた。

　巨大なキーストーンゲート全体が鳴動し、その外壁が禍まが々まがしい鋼色の闇やみに染まっていく。レンが掲げた短剣と共鳴しているのだ。

「四年前──地中海で発掘された十二番目のアヴローラが、絃神島に運びこまれたのは偶然ではない。すべては我らＭＡＲの掌てのひらの上で起きた出来事だ」

　短剣を空にかざしたまま、レンが独ひとり言ごとのように説明する。

「もっとも威張れた状況ではないがね。想定外イレギユラーな事件が続いたおかげで、第四真祖の完全復活にはずいぶん時間がかかってしまった」

「ぐおっ……!?」

　見えない衝撃を受けて古城が吹き飛ばされる。シャフリヤル・レンの念動力だ。

　古城が負傷せずに済んだのは、レンが手加減してくれたおかげだろう。

　だが、それは古城を気遣っての行動ではなかった。レンの目的は、古城の手からアヴローラを奪い取ることだったのだ。

「アヴローラ!?」

　眠ったままのアヴローラの肉体が、キーストーンゲートの上空へと浮かび上がっていく。

　シャフリヤル・レンの魔ま具ぐと共鳴しているのは、建物だけではない。アヴローラの肉体も、鋼はがね色いろの闇やみに包まれている。

　レンが掲げた短剣こそが、彼が盗み出したという〝天てん部ぶ〟の遺産なのだろう。

　そして、第だい四よん真しん祖そと呼ばれる存在も、〝天部〟によって生み出された人工の吸血鬼だ。そのふたつになんらかの結びつきがあっても意外ではない。

　更さらに言えば、絃いと神がみ島じまの建造そのものにも、ＭＡＲは深く関わっている。当然、キーストーンゲートの設計にもだ。

　祭壇としての絃神島。完全体となった第四真祖。〝天部〟の魔具──

　シャフリヤル・レンが求めていたすべてが、今、この場には揃そろっている。

「想定外イレギユラーな事件にも収穫はあった。それは絃神新島の出現だ。沼の龍りゆうグレンダが示した、絃神新島の座標。そして藍あい羽ば浅あさ葱ぎが残した〝聖せい殲せん〟のデータ──それでキーストーンゲートを開く準備は整った。あとは祭壇に捧ささげる生いけ贄にえだけがあればいい」

　空に浮かぶアヴローラが十二枚の翼を広げた。

　完全体となった第四真祖の無む尽じん蔵ぞうの魔力が、キーストーンゲートへと供給されていく。古こ城じようたちは、それを呆ぼう然ぜんと眺めることしかできない。いったいなにが起ころうととしているのか、それすらも古城たちにはわかっていないのだ。

　ガシャン、と古城たちの背後で音がした。

　空中から落ちてきたのは、全身を甲かつ冑ちゆうで覆った大柄な剣士だった。シュトラ・Ｄと同じ、元脱獄囚の男。龍殺しゲオルギウスの一族だ。

「てめェ……ダンブルグラフ！　あっさりやられてんじゃねえよ、馬ば鹿か野や郎ろう！」

　重傷を負った剣士に、シュトラ・Ｄが罵ば声せいを浴びせる。そう言う彼自身も瀕ひん死しの重傷だ。

　ダンブルグラフを空中から投げ落としたのは、赤しやく銅どう色いろの龍だった。終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒、最後の一体ひとり──炎えん龍りゆうだ。

「ずいぶん苦戦したようだね、クレード」

　舞い降りてきた龍に向かって、シャフリヤル・レンが親しげに呼びかける。

　その事実が古城を驚きよう愕がくさせた。ＭＡＲが、終焉教団オーダー・ジ・エンドと裏でつながっていることはわかっていたが、〝吸血王ザ・ブラツド〟の腹心だと思われていた龍が、レンの手駒というのは想定外だ。

「だが約束どおり、きみたち龍族ドラゴンに故郷の景色を見せてあげよう」

　動揺する古城たちを無視して、レンが短剣の刃に触れる。

　その瞬間、世界が変貌した。

　白しらみ始めていた夜明けの空が、鋼色に塗ぬり潰つぶされたのだ。

「空に……街が……」

　雪ゆき菜なが声を震わせた。

　絃いと神がみ島じまの上空を覆い尽くしていたのは、星雲状に渦うずを巻く巨大な街だった。

　その姿は咎きゆう神しんカインが遺のこした要よう塞さい都市──絃神新島によく似ている。

　だが、規模や面積は桁けた違ちがいだ。

　広大な絃神新島ですら、空に浮かぶ異い形ぎようの都市のごく一部でしかなかったのだ。

　太平洋上に浮かぶ絃神島。

　そして空に浮かぶ異形の都市。

　ふたつの街は鏡映しのようによく似ていた。じっと街を見上げていると、どちらが地上で、どちらが空に浮かんでいるのかわからなくなる。空に落ちていきそうな錯覚を覚える。

　両者をつないでいるのは、一人の少女──十二枚の翼を持つ吸血鬼だ。

「この景色……！」

　異形の都市の街並みを眺めて、古こ城じようが唸うなった。古城はその風景を知っていた。咎神カインの記憶の中で見た景色だ。

「かつて咎神カインが支配した浮遊人工島──きみたちが異境ノドと呼ぶ世界の正体だ」

　動揺する古城を愉快そうに眺めて、シャフリヤル・レンが種明かしをする。

　人工島という彼の言葉は、ひどく馬ば鹿かげて聞こえた。なにしろ空を覆っているのは、ほとんど大陸と呼べるほどの巨大な街なのだ。

「カインに匹敵する膨大な魔力の持ち主だけが、この世界と異境ノドをつなぐことができる。すなわちカインを滅ぼすために造られた世界最強の吸血鬼、第だい四よん真しん祖そだけが──」

　異形の都市が完全に実体化したことを確認して、レンは短剣を振り下ろした。

　キーストーンゲートを覆っていた鋼はがね色いろの闇やみが消失し、建物の鳴動も停止する。

　アヴローラの背中の翼も消え、吊つり下げていた糸が切れたように、彼女はゆっくりと落下を始めた。地上ではなく、空へと向かって──

「おまえの目的はなんだ、シャフリヤル・レン？」

　古城が白はく皙せきの〝天てん部ぶ〟を睨ねめつける。

　レンは古城を見返して、ひどく冷淡に微笑ほほえんだ。

「私は、きみが嫌いだったんだよ、暁あかつき古城」

「なに……？」

「ただの人間として生まれながら、第四真祖の力を手に入れたきみのことが憎かった。吸血鬼の力とは、我ら〝天部〟の憎しみそのものだ。人間ごときが触れていいものではない！」

　レンがぶつけてくる剝むき出しの憎悪に、古城は肌がひりつくような痛みを覚えた。

　今の古城は、ただの無力な一般人だ。神しん力りきを持つレンならば、指一本動かさずに古城を殺すことができるだろう。

　しかし、レンはそうしない。己の無力さを自覚させて苦しめるには、古城を生かしておく必要があるからだ。

「古いにしえの大だい聖せい殲せんにおいて、我ら〝天てん部ぶ〟を苦しめた異境ノドの力──私は、それを手に入れる。そして再び世界を〝天部〟の手に取り戻す。〝吸血王ザ・ブラツド〟はこう言ったはずだ──領主選争の勝者とは、この世界すべての領主であると」

　レンが陶酔したように両腕を広げる。

　彼の言葉は誇張ではない。絃いと神がみ新しん島とうに残されていた古代兵器ナラクヴエーラだけでも、小さな国なら容易たやすく滅ぼせるほどの戦力だった。あの巨大な浮遊都市が備えている力がどれほどのものか、古こ城じようには想像することすらできない。聖せい域いき条約機構軍の全戦力をもってしても、歯が立たないのではないかと感じられる。

　レンがそれを手に入れる前に、彼を止めなければならない。だが──

「今のきみにそれを止める力はもはやない。自ら第だい四よん真しん祖その力を捨て去ったきみには──！」

〝天部〟の末まつ裔えいの辛しん辣らつな言葉が、古城の胸に突き刺さる。

　赤しやく銅どう色いろの龍りゆうが、レンを前まえ肢あしに乗せて羽ばたいた。

　彼らは、誰よりも早く異境ノドへと向かうつもりなのだ。レンの部下──ＭＡＲの戦闘部隊を乗せたヘリも、絃神新島のあちこちから飛び立っている。

「アヴローラ……」

　飛び去った龍の姿が見えなくなっても、古城は頭上を見上げていた。

　空を覆い尽くす鋼はがね色いろの街。そのどこかに墜おちていった少女がいる。

　新たな第四真祖として復活した少女が──

「待ってろよ……アヴローラ」

　空に向かって低く呟つぶやき、古城は拳こぶしを握りしめる。

　無力な人間としての、小さな拳を。
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　絃いと神がみ島じまに接岸した潜水空母の甲板から、ジャーダ・ククルカンは空を見上げていた。

　蜃しん気き楼ろうのように浮かんでいるのは、鋼はがね色いろに輝く異い形ぎようの街並み。

　鏡に映したように絃神島と向かい合う、逆さまの街だ。

「異境ノド……か」

　翡ひ翠すい色いろの目を細めて、ジャーダは無感動に呟つぶやいた。

　そのジャーダの背後で、ふわり、と大気が揺れる。紅あかいドレスの吸血鬼が、巨大な神鳥の背に乗って舞い降りてきたのだ。

「ずいぶん懐かしい風景……ネ」

　紫色の髪を潮風に遊ばせながら、アスワドグールが親しげに微笑ほほえみかけてくる。

　ジャーダは、露骨に警戒したように目を細めた。常に傲ごう然ぜんとしている彼女が、これほどまでに感情を表に出すのはめずらしい。

「なにをしにきた、瞳王マリク？　まさか本気で領主選争などという児じ戯ぎにつき合うつもりか？」

　嫌悪感を剝むき出しにしたジャーダを平然と見返して、アスワドグールが溜ため息いきをつく。

「〝無ケノン〟が消滅した……ワ」

「……そうか」

　ぴくり、とジャーダが瞼まぶたを震わせた。

　第だい四よん真しん祖その試作品。零番目の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟──特別な思い入れのある相手ではないが、不老不死である吸血鬼の真祖にとっては、気が遠くなるほどの昔から同じ世界にいた数少ない同類なかまだ。彼の消滅に、物寂しさを感じないわけではない。

　だが、そんなジャーダの感傷は、アスワドの次の言葉にかき消される。

「暁あかつき古こ城じようは第四真祖の力を捨てたみたい……ヨ」

「十二番目ドウデカトスを救うためか。つくづく我らの予想を裏切る男だ」

　ジャーダが苛いら立だったように顔をしかめる。

　数奇な運命で第四真祖の力を手に入れた人間の少年──ジャーダは、彼と一度だけ戦ったことがある。挨あい拶さつ代わりの遊びのような戦いだったが、ジャーダの心を沸き立たせるような、不思議な手て応ごたえがあったのも事実だ。それに彼の〝伴はん侶りよ〟の少女たちも、それなりにジャーダを愉たのしませてくれた。彼が完全な第四真祖となる日を心待ちにする程度には、ジャーダは暁古城という少年を気に入っていたのかもしれない。

「だが、やつは判断を誤った。作りものの〝最強〟では勝てぬ。我らにも、〝天てん部ぶ〟にも」

「そう……ネ……残念だ……ワ……本当に……残念」

　アスワドが目を閉じてゆるゆると首を振る。

　ふん、と小さく鼻を鳴らして、ジャーダは再び空を見上げた。

　完全体の第四真祖となった十二番目のアヴローラを利用して、異境ノドは現世に出現した。領主選争や〝吸血王ザ・ブラツド〟は、その状況を作り出すための手駒に過ぎなかった。

　そして利用されたという意味では、ジャーダたちも同様だ。わざと黒幕の思惑に乗ってやった部分はあるにせよ、一方的に使われるだけというのはあまり気持ちのいいものではない。

「あなたは、どうする……ノ？　〝混沌の皇女ケイオスブライド〟？」

　ジャーダの内心を読み取ったように、アスワドが笑い含みに訊きいてくる。

　彼につられたように、ジャーダも獰どう猛もうに笑った。

「知れたことよ。異境ノドの領主を決めるための領主選争なのであろう？」

「ふふっ、ついに儂ワタシたちの望みが叶かなうかもしれないわ……ネ？」

　アスワドが意味ありげな眼まな差ざしを異い形ぎようの街へと向けた。

「望み……か。貴様はなにを望む、〝滅びの瞳フオーゲイザー〟？　闘争か、それとも滅びか？」

　ジャーダが嘲あざけるように、紫色の髪の真しん祖そに訊いた。

　アスワドグールはなにも答えずに、唇の端を美しく吊つり上げただけだ。

　神鳥シームルグが巨大な翼を羽ばたかせ、夜明けの空へと舞い上がっていく。

　ジャーダはその姿を無言で見送った。

　異形の街の支配権を巡る、死闘の始まりの朝だった。

　　　　[image: ]

　体操着姿の藍あい羽ば浅あさ葱ぎは、寝起きのボサボサの髪をかき上げながら、パソコンの画面をのぞきこんでいた。画面いっぱいに敷き詰められた無数のウィンドウを、膨大な量のバイナリデータが凄すさまじい勢いで流れていく。常人にはまったく理解できない情報だが、それらを見つめる浅葱の瞳には、驚きよう愕がくの色が浮かんでいた。

「人工島管理公社の機能が復旧した……？」

　マゾ部の部室に置かれた大型コンピューターの筐きよう体だいから、全力で回転するファンが熱気を吐き出している。塞せき止とめられていた情報が一気に流れこんできて、処理能力が追いついていないのだ。

「どうなってんのよ、モグワイ!?　空に浮かんでるアレはなに!?　領主選争の状況は!?」

　相棒の人工知能ＡＩに向かって、浅葱が訊く。

　しかし、不細工なぬいぐるみ型の現身アバターはなにも答えてこない。意思を持たないただのポリゴンデータのように、画面の端でくるくると回っているだけだ。

「……モグワイ？」

　浅葱がキーボードを操作する。人工知能ＡＩのクライアントアプリを再起動しようとしたのだ。しかし浅葱がコマンドの入力を終える前に、画面が乱れた。

　モグワイのＣＧ画像が解体されて、代わりに奇妙な文章が現れる。

　暗号化された短い文字の羅列。浅葱ではない何者かがモグワイの中に──絃いと神がみ島じまのメインコンピューター内に仕込んだメッセージだ。

「なによ……これ……？」

　その文字列を眺めて、浅あさ葱ぎは困惑したようにうめいた。

　大きく見開かれた彼女の瞳に、純粋な驚きよう愕がくの色が広がっていく。

　　　　[image: ]

　完全に倒壊した倉庫の跡地に、羽は波ば唯ゆい里りは膝ひざを抱えてうずくまっていた。

　うつむく彼女の頰ほおは涙に濡ぬれて、圧おし殺したような小刻みな嗚お咽えつが洩もれる。

「唯里、大丈夫か？」

　彼女の隣に屈かがみこんで、志し緒おが心配そうに呼びかける。しかし唯里は顔を上げない。返事の代わりに小さくしゃくり上げただけだ。

「傷が痛むのか？」

　ボロボロの彼女の制服を眺めて、志緒が訊きく。〝吸血王ザ・ブラツド〟の眷けん獣じゆうの攻撃を浴びた唯里は、この場に残っている人間の中ではもっとも怪我けががひどい。

　とはいえ、呪術での治療も効いている。一週間も経たてば傷も残らない程度のものだ。

　唯里は、平気、というふうに無言で首を振ってみせる。

「だったら、もう泣くなよ」

　志緒は、そう言って親友の肩に手を置いた。唯里はくしゃくしゃの顔を上げて志緒を見る。幼い子どものような無防備な泣き顔だ。

「だって……わたし……アヴローラちゃんを……殺そうとして……」

「仕方ないだろ。姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なもアヴローラも、唯里の気持ちはわかってるって」

　志緒が、泣きじゃくる唯里を抱きしめる。〝焰えん光こうの宴うたげ〟を止めるために、アヴローラを殺そうとした唯里の判断は決して間違っていない。雪菜も同じことをしようとしたし、アヴローラもその運命を受け入れていた。誰も唯里を責めたりしない。唯里本人以外には。

　そんな唯里と志緒の姿を、矢や瀬ぜ基もと樹きは少し離れた場所から眺めていた。

　首に引っかけたヘッドフォンを弄もてあそびながら、空に映る異い形ぎようの都市を見上げる。

「浮遊人工島……もうひとつの絃いと神がみ島じまか……」

　終焉教団オーダー・ジ・エンドによるキーストーンゲートの占拠が終わって、絃神島の通信ネットワークが復旧したのだろう。矢瀬のスマートフォンには、もの凄すごい勢いで人工島管理公社からのメッセージが届いている。

〝吸血王ザ・ブラツド〟の消滅と、はぐれ領主候補たちが引き起こした暴動によって、地上における領主選争は、なし崩し的に一時停戦の形になっていた。

　だがそれでも、三体の真しん祖そたちは絃神島に残っている。領主選争は終わってはいないのだ。ただ、争いの舞台が地上から、空に浮かぶ異い形ぎようの都市へと移っただけで。

「誰が先に異境ノドを掌しよう握あくできるか、世界の命運を賭かけた勝負ってわけだ。厄やつ介かいなことだぜ」

　矢や瀬ぜは乱暴に舌打ちしながら首を振る。

　たとえ状況が把握できたとしても、人工島管理公社に出来ることはもうなにもない。〝魔ま族ぞく特とつ区く〟絃いと神がみ島じまが保有していた最大の戦力は、世界最強の吸血鬼、第だい四よん真しん祖そだ。

　だが、その第四真祖はもういない。

　第四真祖と呼ばれた少年は、もういないのだ。
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　半壊したキーストーンゲートの最上階からは、夜明けの水平線がよく見えた。

　宝石のように青く澄んだ海面。空に向かって広がる緋ひ色いろのグラデーション。海と空の間に浮かぶ太陽が、炎のような輝きを放つ。

　古こ城じようは雪ゆき菜なの隣に立って、その光景をじっと眺めている。

「綺き麗れいだな、姫ひめ柊らぎ」

　ぼそりと古城が洩もらした呟つぶやきに、雪菜が驚いて顔を上げた。

　古城を見つめる雪菜の頰が、朝焼けに照らされて赤く染まっている。

「太陽の光が、こんなに気持ちよかったことなんて、ずっと忘れてたよ」

　どこか晴れやかな口調で、古城が言った。ああ、と雪菜は納得したようにうなずき、そっちですか、ですよね、と恥じ入るように肩を落とす。

「本当に人間に戻れたんですね」

　しみじみと実感したように、雪菜が言った。

　吸血鬼化したあとの古城にとって、朝の陽ひ射ざしとは、無駄に眩まぶしく肌を刺すような鬱うつ陶とうしいだけの存在だった。さすがに灰になるようなことはないまでも、不快な刺激だったのは事実だ。

　その朝陽を見て、古城が感動している。古城自身、そんな自分のことを不思議に思う。

「可能性はあると思ったんだ。眷けん獣じゆうを封印するための器うつわじゃなく、本物の第四真祖にしてしまえば、アヴローラは消滅せずに済むんじゃないかって──」

　古城が開き直ったように言い訳する。

　勝算のない賭けではなかった。一瞬とはいえ、アヴローラも、かつて一度は第四真祖だったことがある。第四真祖の眷獣たちが、彼女を宿やど主ぬしとして認める可能性は高かった。

　だが、もちろん、上手うまくいくという確信があったわけではない。

「もしかしたら代わりに先輩が消滅していたかもしれなかったんですよ？」

　雪菜が、咎とがめるように古城を睨にらむ。

「そうか……そういやそうだな」

　古こ城じようは肩をすくめて力無く笑う。

　第だい四よん真しん祖その力を手放したからといって、古城が人間に戻れる保証はなかった。魔力を失った吸血鬼として、消滅するほうがむしろ自然だ。古城がこうして朝を迎えられたのは、計算外の僥ぎよう倖こうだったのだ。そんな古城の無謀な行動を、雪ゆき菜なが怒るのも無理はない。

「まったく……あなたは本当に仕方のない人間ヒトですね」

　出来の悪い弟を[image: ]しかるように、雪菜が大げさに溜ため息いきをつく。

　説教が長引きそうな気配を感じて、古城は慌てて話題を変えた。

「えーっと、そういえば、煌きら坂さかは？」

「師し家け様さまのところに行きました。レン総そう帥すいの行動や、アヴローラさんのことを報告に」

　雪菜が真面目な口調で答えてくる。

「そうか」

　古城は少し物寂しげに笑って空を見上げた。

　シャフリヤル・レンの野望が明らかとなって、領主選争の舞台が異境ノドに移った以上、獅し子し王おう機き関かんとしてもあの街を放置するわけにはいかない。おそらく紗さ矢や華かたちもレンを追って、異境ノドへと乗りこむことになるのだろう。

「だったら、姫ひめ柊らぎともお別れだな」

「……え？」

　雪菜が驚いたように目を瞬またたく。そんな彼女の反応に、古城はむしろ困惑して、

「姫柊は第四真祖の監視役なんだろ？　だったら、もう俺につきまとう理由はないだろうし」

「……つきまとう？」

　雪菜が少しムッとしたように唇を尖とがらせた。古城の何気ない言葉に滲にじんだ、迷惑そうなニュアンスに反応したのだ。

「いや、まあ、今まで世話になったな。これでも、いちおう感謝してるんだぜ」

「いちおう……ですか……そうですか」

　慌てて取り繕う古城を睨にらんだまま、雪菜が、はあ、と嘆息する。

「言っておきますけど、わたしは先輩と一緒にいますからね」

「え？　なんでだ？」

「なんでそんな不満そうなんですか!?」

　雪菜は怒ったように目尻を吊つり上げて、自分の左手を突きつけてくる。

　彼女の薬指に嵌はまっているのは、銀色に輝く指輪型の魔ま具ぐだった。第四真祖の〝負の生命力〟を利用して、雪菜の過剰な霊力を抑制するためのものだ。

「忘れたんですか？　先輩が吸血鬼じゃなくなったから、わたしはもう霊力が使えないんです。わたしは先輩の〝血の従者〟になることで、霊力の暴走を抑えていたんですから」

「あ……そうか……じゃあ、姫柊は……」

　古こ城じようが呆ぼう然ぜんと雪ゆき菜なを見つめた。第だい四よん真しん祖その力を手放すという古城の決断は、結果的に、雪菜からも力を奪ってしまったのだ。

　しかし雪菜は、その事実に文句を言うこともなく首を振り、

「はい。わたしはもう剣けん巫なぎじゃありません。第四真祖じゃなくなった先輩と同じですね」

　動揺する古城を見上げて、雪菜が悪戯いたずらっぽく笑う。

　そして彼女は、不意に表情を鋭く引き締めた。

「それにただの人間に戻ったからといって、先輩はアヴローラさんのことを、このまま放っておくつもりはないんですよね？」

　古城はしばらくの間、無言で雪菜を見返した。しかし雪菜は目を逸そらさない。すべて見透かしたような彼女の瞳に、古城は降参したというふうに両手を上げる。

「アヴローラは、俺のせいで第四真祖になって異境ノドに墜おちたんだ」

　古城が感情を抑えて静かに呟つぶやいた。雪菜は無言でゆっくりとうなずく。

「これ以上、あいつを誰にも利用させたりしない。相手が〝天てん部ぶ〟だろうが真祖だろうが関係ない。絶対にアヴローラを連れ戻す。ここから先は、暁古城オレの戦争ケンカだ……！」

　古城が自分の胸元で強く拳こぶしを握りしめる。

　その手の甲に、雪菜が自分の拳をこつんとぶつけてきた。そのまま両手で祈るように古城の拳を包みこむ。いつも生真面目きまじめな雪菜らしからぬ稚ち気きのある仕草だ。

「いいえ、先輩。わたしたちの聖戦ケンカ、です」

「姫ひめ柊らぎ……」

　当然のように告げられた雪菜の言葉に、古城は少し呆気あつけにとられて、それから小さく吹き出した。そんな古城の反応が不満だったのか、雪菜はわずかにムッとして、古城の手を握る力を強くする。

「行きましょう、先輩」

　力強く微笑ほほえんで、雪菜が告げた。

　今の古城に第四真祖の力はない。強大な異能を持つ〝天部〟の末まつ裔えいや、吸血鬼の真祖たちに比べればあまりにも無力だ。それでも古城にはやるべきことがある。

　そして古城は、一人ではない。

「ああ」

　古城は天空に浮かぶ異い形ぎようの街を見上げた。そのどこかに、連れ戻すべき少女が──第四真祖アヴローラ・フロレスティーナがいる。

　それを確認して、古城は眼下に広がる〝魔ま族ぞく特とつ区く〟絃いと神がみ島じまへと向けて歩き出す。

　願いを叶かなえる力を、もう一度手に入れるために──
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あとがき

　時は令れい和わ元年──！

　というわけで、新元号になって最初の『ストライク・ザ・ブラッド』をお届けしております。

　前巻から引き続いての領主選争篇へんですが、作中イベントとしての領主選争自体は、今回のエピソードでほぼ終局を迎えている状態です。

　実は真しん祖そ大たい戦せん以降のストーリーは、今回のラストシーンの二人を描くために書き続けていた部分がありますので、どうにか無事に目的地にたどり着くことができて少しホッとしています。

　欲を言えば、名もないはぐれ領主たちの戦いや普通の人々の様子をもっとがっつり描きたかったのですが、当然そんな余分なページはないということで、無慈悲にカットされてしまいました。古城たちとは無関係などうでもいいところで、無駄に熱いどつき合いを繰り広げるモブ魔族たちの物語も描いてみたかったのですが……これは謎の誰だれ得とくスピンオフ企画でやるしか。

　それはさておき、次回はいよいよ舞台が例の都市に移って、これまでの物語の総決算的なエピソードになる予定です。日常回への復帰は、もう少しだけお待ちを。

　本巻ではやや活躍の機会が少なかった（ただし美味おいしい思いはした）感のある古こ城じようですが、次回はある意味で原点回帰というか、古城と雪ゆき菜な（とアヴローラ）がストーリーの中心になります。どうか最後までお付き合いよろしくお願いいたします！

　さて、こちらの文庫版と並行して、ＯＶＡ『ストライク・ザ・ブラッドⅢ』のリリースが進行しています。全五巻の予定で、（この原稿の執筆時点で）現在第二巻まで発売中。内容は文庫13巻の『タルタロスの薔薇ばら』篇から14巻の『黄金の日々』篇まで。

　さらにこの先、15巻『真祖大戦』篇まで映像化されることが決まっています。先日（ついに）完成したシナリオを最後まで読ませていただいたのですが、個人的にアニメで見てみたかった場面をばっちり拾っていただいていて、皆様の期待を裏切らない内容になっているのではないかと思います。ぜひぜひご鑑賞いただければ幸いです。

　また雑誌『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ』では、あかりりゅりゅ羽う先生の『ストライク・ザ・ブラッド　こちら彩さい海かい学がく園えん中等部』を連載してもらっております。

　雪菜・凪なぎ沙さ・夏か音のんの中等部三人組が主人公の日常四コマです。彼女たち以外の顔ぶれもゲストキャラとして登場しますので、どんなふうに描かれているのか私も毎回楽しみにしています。こちらもぜひご覧になっていただければ！

　ここ最近の私自身については、特に面白エピソードはないのですが、実は去る二〇一九年二月に作家デビュー二十周年を迎えました。

　デビュー作『コールド・ゲヘナ』の出版元も、本作と同じ電撃文庫でした。

　べつに長くやってるから偉いって業界でもないのですが、同じレーベルでこれだけ長く書き続けることができたのは、これまで私の作品を読んでくださった皆様のおかげです。心から感謝しています。ありがとう！

　そんなわけで、時間的にはひと区切りついたので、ここから先はまた一歩一歩マイペースで進んでいければと思っています。今年は新しい作品もいっぱい書きたいし、企画モノも形にできたら嬉うれしい。頑張ります！

　イラストを担当してくださったマニャ子さま、今回も大変お世話になりました。さすがに二十巻も続くシリーズだと登場人物も増えに増えてカオスなことになっているのですが、どのキャラも変わらず魅力的に描かいていただき、本当に感謝しております。

　本書の制作、流通に関わってくださった皆様にも心からお礼を申し上げます。平成の最後の最後まで、スケジュール面でご迷惑をおかけしたことをお詫わびいたします。

　そしてもちろん、この本を読んでくださった皆様にも精一杯の感謝を。

　それではどうか、また次巻でお目にかかれますように。

三み雲くも岳がく斗と　


本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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